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序
章 

本
研
究
の
背
景
と
目
的
、
方
法 

第
一
節 
研
究
背
景 

『
詩
經
』
は
中
國
最
古
の
詩
集
と
し
て
、
さ
ら
に
は
經
書
の
一
つ
と
し
て
、
古
來
よ
り
讀
み
繼
が
れ

て
き
た
。
そ
の
傳
承
の
過
程
で
は
、
『
詩
經
』
の
編
纂
意
圖
や
篇
章
の
構
成
、
時
代
背
景
、
語
彙
や
用

字
、
詩
篇
に
詠
み
込
ま
れ
た
諸
制
度
、
自
然
現
象
、
名
物
な
ど
、
樣
々
な
面
か
ら
『
詩
經
』
の
解
釋
が

試
み
ら
れ
、
註
釋
が
著
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
註
釋
に
は
、
文
字
で
記
さ
れ
た
も
の
と
と
も
に
、

圖
譜
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
特
に
、
現
存
す
る
宋
代
以
降
の
『
詩
經
』
の
一
部
に
は
、
書

中
に
圖
譜
を
附
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
專
ら
經
書
の
圖
譜
を
収
錄
す
る
書
物
に
も
、
『
詩
經
』
に

關
す
る
圖
譜
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
に
見
え
る
圖
譜
は
、
文
字
に
よ
る
註
釋
と
同
じ
く
『
詩
經
』

の
內
容
を
解
釋
し
た
結
果
で
あ
り
、
『
詩
經
』
を
讀
み
解
く
上
で
參
照
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
『
詩
經
』
註
釋
の
一
角
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
圖
譜
に
つ
い
て
、
『
詩
經
』
に
關
す

る
從
來
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
日
中
の
二
十
世
紀
中

の
『
詩
經
』
研
究
に
關
す
る
單
行
本
、
論
文
を
分
類
収
錄
し
た
文
獻
目
錄
に
は
、
『
詩
經
』
圖
譜
に
關

す
る
研
究
は
全
く
見
ら
れ
な
い
一

。
ま
た
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
歷
代
の
『
詩
經
』
解
釋
の
特

徵
と
變
遷
を
記
し
た
學
術
史
の
な
か
で
も
、
『
詩
經
』
圖
譜
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
二

。 

 

『
詩
經
』
圖
譜
が
顧
み
ら
れ
な
い
狀
況
は
、
經
學
が
學
問
の
主
體
で
あ
っ
た
清
代
、
そ
し
て
民
國
初

期
に
か
け
て
も
そ
れ
ほ
ど
變
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
見
解
の
一
例
を
舉
げ
る
と
、
江
藩

（
一
七
六
一
～
一
八
三
一
）
の
『
國
朝
經
師
經
義
目
錄
』
や
皮
錫
瑞
（
一
八
五
〇
～
一
九
〇
八
）
の
『
經

學
歷
史
』、
劉
師
培
（
一
八
八
四
～
一
九
一
九
）
の
『
經
學
教
科
書
』
は
『
詩
經
』
註
釋
に
關
わ
る
重
要

な
著
作
や
參
照
す
べ
き
註
釋
書
を
列
舉
し
て
い
な
が
ら
、
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い

三

。
こ
の
一
方
で
、
皮
錫
瑞
は
『
經
學
通
論
』
の
な
か
で
「
多
識
草
木
鳥
獸
、
乃
足
以
證
詩
義
。
動
植

物
學
、
今
方
講
明
。
宜
考
毛
傳
、
爾
雅
、
陸
疏
、
證
以
圖
說
、
參
以
目
驗
（
多
く
草
木
鳥
獸
を
識
ら
ば
、

乃
ち
以
て
詩
義
を
證
す
る
に
足
る
。
動
植
物
の
學
、
今
方
に
講
明
さ
れ
り
、
宜
し
く
毛
傳
、
爾
雅
、
陸

疏
を
考
え
る
に
、
圖
說
を
以
て
證
し
、
參
え
る
に
目
驗
を
以
て
す
べ
し
）
」
と
圖
譜
參
照
の
必
要
性
を

說
い
て
い
る
。
ま
た
、
張
之
洞
（
一
八
三
七
～
一
九
〇
九
）
や
鄭
振
鐸
（
一
八
九
八
～
一
九
五
八
）
は

『
詩
經
』
を
學
ん
だ
り
、
研
究
し
た
り
す
る
上
で
重
要
性
の
高
い
書
物
の
一
部
に
『
詩
經
』
圖
譜
を
舉

げ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
に
見
え
る
の
は
徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
と
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖

攷
』
の
二
種
の
み
で
あ
る
四

。
多
く
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
經
學
を
學
び
探
究
す
る
上
で
重
視
さ
れ
て

い
た
と
は
言
い
難
い
。 

 

も
う
一
つ
、
『
詩
經
』
圖
譜
を
包
括
す
る
分
野
に
は
、
印
刷
や
版
畫
、
插
圖
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歷

1



史
が
整
理
さ
れ
る
な
か
で
、
經
書
の
插
圖
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
多
く
註
目
さ
れ

取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
圖
の
內
容
が
多
樣
で
藝
術
的
評
價
も
高
い
佛
典
や
戲
曲
、
小
說
の
插
圖
、

畫
譜
な
ど
で
あ
り
、
經
書
の
插
圖
は
、
北
宋
の
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』
や
陳
祥
道
『
禮
書
』
、
南
宋
の
纂

圖
互
註
本
な
ど
が
插
圖
發
展
の
初
期
段
階
を
代
表
す
る
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
け
で
、
體
系

的
に
論
述
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
五

。 

 

し
か
し
、
『
詩
經
』
圖
譜
に
關
す
る
研
究
が
全
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
書

物
に
収
錄
さ
れ
た
圖
譜
と
は
異
な
る
が
、
南
宋
の
畫
家
で
あ
る
馬
和
之
が
描
い
た
繪
畫
「
詩
經
圖
」
の

傳
來
や
特
徵
に
つ
い
て
分
析
し
た
研
究
が
あ
る
六

。
ま
た
、『
詩
經
』
圖
譜
を
含
む
宋
代
の
『
六
經
圖
』

や
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
の
部
分
的
な
內
容
の
特
徵
、
流
傳
や
變
遷
、
清
の
潘
寀
鼎
『
六
經
圖
考
』
に

關
す
る
紹
介
や
考
察
な
ど
も
あ
る
七

。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
わ
ず
か
な
が
ら
『
詩
經
』
圖
譜
そ
の
も
の

を
取
り
上
げ
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
研
究
意
義
や
、
ほ
と
ん
ど
が
散
佚
し
た
唐
代
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜

の
概
要
を
取
り
上
げ
た
論
考
が
發
表
さ
れ
て
い
る
八

。 

 

こ
れ
ら
の
論
考
は
、
『
詩
經
』
圖
譜
を
研
究
の
俎
上
に
載
せ
た
と
い
う
點
で
少
な
か
ら
ぬ
意
義
が
あ

る
と
同
時
に
、
『
詩
經
』
圖
譜
を
研
究
す
る
上
で
の
問
題
點
も
浮
き
雕
り
に
し
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
研
究
意
義
を
論
じ
た
薛
景
「
『
詩
經
』
圖
學
概
况
及
研
究
意
義
」
は
、
『
詩

經
』
解
釋
に
お
け
る
圖
譜
の
利
用
を
「
圖
學
」
と
し
、『
詩
經
』
を
「
美
術
圖
」
と
「
名
物
圖
」
の
二
種

に
分
類
す
る
。
そ
し
て
、
漢
代
か
ら
清
代
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
一
部
を
例
と
し
て
、
『
詩
經
』
名

物
考
證
の
發
展
の
流
れ
と
『
詩
經
』
圖
學
の
發
展
と
を
關
聯
附
け
、
『
詩
經
』
研
究
に
お
け
る
新
た
な

研
究
對
象
と
し
て
圖
譜
を
評
價
し
て
い
る
。
こ
の
論
考
は
、
『
詩
經
』
圖
譜
に
研
究
意
義
を
認
め
た
點

で
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
な
か
で
は
名
物
考
證
の
對
象
と
な
っ
た
動
植
物
や
地
理
な
ど
と
『
詩

經
』
圖
譜
の
內
容
の
類
似
性
を
比
較
す
る
だ
け
で
あ
り
、
例
と
し
て
舉
げ
ら
れ
て
い
る
『
詩
經
』
圖
譜

は
少
な
く
、
圖
譜
の
編
纂
目
的
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。
現
存
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
に
よ
る
と
、
動
植

物
や
天
文
地
理
な
ど
の
事
物
を
圖
示
し
た
「
圖
」
だ
け
で
は
な
く
、
一
覽
表
で
あ
る
「
譜
」
を
合
わ
せ

て
収
錄
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
論
考
の
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
『
詩
經
』
圖
譜

に
は
、
名
物
考
證
の
觀
點
か
ら
編
纂
さ
れ
た
か
疑
わ
し
い
も
の
も
あ
る
。
『
詩
經
』
圖
譜
の
「
圖
」
の

み
を
取
り
上
げ
、
名
物
考
證
の
發
展
と
の
關
聯
性
を
前
提
と
し
て
し
ま
う
と
、
研
究
意
義
を
論
じ
る
こ

と
の
で
き
る
『
詩
經
』
圖
譜
は
限
ら
れ
て
く
る
。 

 

次
に
、
李
傑
榮
「
漢
之
唐
代
的
詩
經
圖
」
や
張
玖
青
、
曹
建
國
「
唐
前
『
詩
經
』
圖
考
論
」
は 

諸
書
の
記
載
か
ら
、
ほ
ぼ
す
べ
て
散
佚
し
た
唐
代
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
や
特
徵
を
指
摘
し
た

論
考
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
論
考
は
、
早
期
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
め
ぐ
る
狀
況
と
特
徵
を
詳
細
に
考
察

し
て
い
る
。
し
か
し
、
唐
代
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
繪
畫
が
多
く
、
宋
代
以
降
の
圖
譜
と
の
關
係
性

2



や
影
響
に
つ
い
て
も
、
『
詩
經
』
を
題
材
と
し
た
繪
畫
に
つ
い
て
の
み
し
か
指
摘
し
て
い
な
い
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
詩
經
』
に
關
す
る
研
究
で
は
『
詩
經
』
圖
譜
自
體
が
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
印
刷
や
版
畫
、
插
圖
の
歷
史
に
お
い
て
一
部
の
圖
譜
に
言
及
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
近
年
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
對
象
と
し
た
研
究
で
も
、
考
察
對
象
と
な
っ
た
の
は
ご
く
一
部
、
あ
る

い
は
特
定
の
時
期
の
圖
譜
で
あ
り
、
宋
代
以
降
の
經
書
圖
解
本
や
書
物
の
附
錄
に
見
ら
れ
る
『
詩
經
』

圖
譜
を
對
象
と
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。 

 
 第

二
節 

研
究
目
的
と
方
法 

從
來
の
諸
研
究
に
お
い
て
、
『
詩
經
』
圖
譜
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
近

年
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
對
象
と
し
た
論
考
で
は
、
「
圖
學
」
を
主
と
し
て
研
究
意
義
を
論
じ
る
、
あ
る

い
は
特
定
の
時
期
の
圖
譜
を
整
理
す
る
な
ど
、
そ
の
議
論
は
初
歩
的
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、『
詩

經
』
圖
譜
を
研
究
す
る
觀
點
も
一
樣
で
は
な
い
。
『
詩
經
』
圖
譜
は
樣
々
な
分
野
か
ら
研
究
さ
れ
得
る

だ
ろ
う
が
、『
詩
經
』
圖
譜
は
あ
く
ま
で
註
釋
で
あ
り
、『
詩
經
』
を
讀
み
解
く
た
め
に
用
い
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
研
究
で
は
『
詩
經
』
圖
譜
を
『
詩
經
』
註
釋
の
一
種
と
し
て
取
り
上
げ
る
。 

筆
者
が
こ
れ
ま
で
調
査
し
得
た
『
詩
經
』
圖
譜
は
散
佚
、
現
存
す
る
も
の
合
わ
せ
て
八
十
六
種
あ
る
。

こ
の
な
か
で
、
現
存
す
る
宋
代
か
ら
中
華
民
國
初
頭
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
五
十
八
種
を
通
覽
す
る
と
、

五
十
種
は
全
く
同
じ
か
、
一
部
に
よ
く
似
た
圖
譜
を
収
錄
し
て
い
る
。
『
詩
經
』
圖
譜
の
大
半
に
見
ら

れ
る
こ
の
類
似
性
は
、
宋
代
以
降
の
多
く
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
間
に
繼
承
關
係
、
す
な
わ
ち
原
型
と
な

る
『
詩
經
』
圖
譜
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
改
編
さ
れ
て
他
の
『
詩
經
』
圖

譜
に
収
錄
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
『
詩
經
』
圖
譜
に
つ
い
て
一
つ
の
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
繼
承
關
係
に

あ
っ
て
類
似
し
た
多
く
の
『
詩
經
』
圖
譜
が
註
釋
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
擔
っ
た
の
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
獨
自
性
に
缺
け
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。
樣
々
な
註
釋
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
發
展
し
て
い
く
こ
と
が
學
術
の
歷
史
だ
と
す
る
な
ら
ば
、『
詩

經
』
圖
譜
が
長
期
に
わ
た
っ
て
そ
の
姿
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
は
異
樣
で
あ
る
。 

し
か
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
編
纂
さ
れ
た
以
上
、
『
詩
經
』
圖
譜
は
決
し
て
異
樣
な
存
在
で
は
な
く
、

『
詩
經
』
を
讀
み
解
く
上
で
普
遍
的
に
參
照
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
歷
代
、
數
多
の
學
者
が
自
身
の
觀

點
か
ら
『
詩
經
』
を
解
釋
し
註
釋
を
著
し
た
一
方
で
、
こ
れ
と
は
對
照
的
に
圖
譜
は
一
貫
し
て
類
似
し

て
い
な
が
ら
、
何
ら
か
の
理
由
か
ら
編
纂
さ
れ
、
參
照
さ
れ
續
け
た
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
『
詩
經
』
圖
譜
が
「
圖
譜
」
と
い
う
體
裁
を
取
る
以
上
、
文
字
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
註
釋

と
は
異
な
る
役
割
を
擔
っ
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
『
詩
經
』
註
釋
史
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
一
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角
を
占
め
る
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
文
字
に
よ
る
註
釋
と
は
異
な
る
と
は
い
え
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

資
料
で
あ
り
、
こ
れ
が
擔
っ
た
役
割
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。 

し
か
し
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
な
か
で
『
詩
經
』
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
問
題
を
檢
討
す
る
手
が
か
り
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

本
研
究
で
は
、
ま
ず
『
詩
經
』
圖
譜
を
め
ぐ
る
傳
來
狀
況
や
內
容
、
編
纂
者
、
編
纂
目
的
、
編
纂
形
態

と
い
っ
た
情
報
を
整
理
し
、
歷
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
特
色
を
把
握
す
る
。
次
に
、
こ
の
特
色
か
ら
類

似
す
る
圖
譜
と
類
似
し
な
い
圖
譜
を
辨
別
し
、
繼
承
關
係
の
內
實
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
こ
の
考
察

結
果
を
手
が
か
り
と
し
て
、
類
似
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
が
長
期
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
理
由
と
、
註
釋

と
し
て
擔
っ
た
役
割
を
檢
討
す
る
。 

 

序
章 

註
釋 

一 

村
山
吉
廣
、
江
口
尚
純
編
『
詩
經
研
究
文
獻
目
錄
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
）
お
よ
び
寇
淑
慧
『
二
十

世
紀
詩
經
研
究
文
獻
目
錄
』（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
を
參
照
し
た
。 

二 

戴
唯
『
詩
經
研
究
史
』（
湖
南
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
、
夏
傳
才
『
詩
經
研
究
史
概
要
』（
清
華
大
學

出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
洪
湛
侯
『
詩
經
學
史
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
を
參
照
し
た
。 

三 

江
藩
『
國
朝
經
師
經
義
目
錄
』
は
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）、
皮
錫
瑞
著
、
周
予

同
註
釋
『
經
學
歷
史
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
、
劉
師
培
著
、
陳
居
淵
註
『
經
學
教
科
書
』（
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
を
參
照
し
た
。 

四 

皮
錫
瑞
著
、
周
予
同
註
釋
『
經
學
通
論
』
二
「
論
鳥
獸
草
木
之
名
、
當
考
毛
傳
爾
雅
陸
疏
而
參
以
圖
說
目

驗
」（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
る
。
張
之
洞
『
書
目
答
問
』
（
范
希
曾
補
正
、
孫
文
泱
增
訂
『
增
訂

書
目
答
問
補
正
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
に
よ
る
）
は
『
詩
經
』
を
學
ぶ
上
で
參
照
す
べ
き
書
籍
五
十
二

種
列
舉
し
て
い
る
が
、
圖
解
は
徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
一
種
で
あ
る
。
鄭
振
鐸
「
關
於
詩
經
研
究
的
重
要

書
籍
介
紹
」（
商
務
印
書
館
『
小
說
月
報
』
一
九
二
三
年
第
三
期
）
は
二
〇
八
種
の
『
詩
經
』
註
釋
書
を
舉
げ

て
い
る
。
な
か
に
は
附
錄
と
し
て
『
詩
經
』
圖
譜
を
収
錄
し
た
書
物
も
複
數
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
一
切
言

及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
圖
解
と
し
て
舉
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
と
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物

圖
攷
』
の
二
種
で
あ
る
。 

五 

比
較
的
早
く
に
版
畫
や
繪
入
り
本
に
着
目
し
収
集
、
ま
た
は
整
理
刊
行
し
た
人
物
に
は
、
日
本
で
は
黑
田
源
次

や
薄
井
恭
一
、
中
國
で
は
魯
迅
、
鄭
振
鐸
、
王
孝
慈
、
馬
隅
卿
、
傅
惜
華
、
徐
森
玉
な
ど
が
い
る
。
こ
の
な
か

で
黑
田
源
次
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
集
め
た
『
支
那
古
版
畫
圖
錄
』（
美
術
懇
話
會
、
一
九
三
二
年
）
や
薄
井
恭

一
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
刊
行
し
た
『
明
清
插
圖
本
圖
錄
』（
薄
井
君
入
營
記
念
會
、
一
九
四
二
年
）、
鄭
振
鐸
が

重
要
な
繪
入
り
本
を
集
成
し
た
『
中
國
古
代
版
畫
叢
刊
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
お
よ
び
こ
の

事
業
を
繼
承
し
て
刊
行
さ
れ
た
上
海
古
籍
出
版
社
編
『
中
國
古
代
版
畫
叢
刊
二
編
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
九
四
年
）
は
、
占
書
、
啟
蒙
書
、
兵
書
、
醫
書
、
戲
曲
、
小
說
、
詩
集
な
ど
樣
々
な
書
物
の
插
圖
を
収
錄
し

て
い
る
が
、
經
書
は
『
中
國
古
代
版
畫
叢
刊
』
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
聶
崇
義
『
新
定
三
禮
圖
集
註
』
一
種
の
み

で
あ
る
。
ま
た
、
鄭
振
鐸
の
「
插
圖
之
話
」
や
「
關
於
版
畫
」、「
譚
中
國
的
版
畫
」（『
漫
歩
書
林
』
中
華
書
局
、
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二
〇
〇
八
年
に
収
錄
）、
王
伯
敏
『
中
國
版
畫
史
』
（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
六
一
年
）
、
周
心
慧
『
中

國
古
代
版
畫
史
論
集
』（
學
苑
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
や
『
中
國
版
畫
史
叢
稿
』（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
二

年
）
な
ど
の
版
畫
史
關
係
の
論
著
、
張
秀
民
著
、
韓
琦
增
訂
『
中
國
印
刷
史
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇

六
年
）
、
米
山
寅
太
郎
『
圖
說
中
國
印
刷
史
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
と
い
っ
た
印
刷
史
關
係
の
論
著
で

は
、
佛
典
、
戲
曲
、
小
說
、
本
草
書
、
金
石
圖
、
畫
譜
な
ど
の
插
圖
を
取
り
上
げ
る
も
の
も
あ
る
が
、
經
書
に

言
及
す
る
記
述
の
多
く
は
、
宋
代
の
禮
圖
や
纂
圖
互
註
本
な
ど
一
部
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、
周
心
慧
『
中
國
古

版
畫
通
史
』（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
は
宋
代
の
『
六
經
圖
』
や
清
代
の
盧
雲
英
『
五
經
圖
』
、
潘
寀
鼎

『
六
經
圖
考
』
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
一
方
、
插
圖
の
歷
史
を
整
理
し
た
も
の
に
は
、
薛
冰
『
中
國
版
本
文

化
叢
書
・
插
圖
本
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
、
祝
重
壽
『
中
國
插
圖
藝
術
史
話
』（
清
華
大
學

出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
、
徐
小
蠻
、
王
福
康
『
中
國
古
代
插
圖
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
が

あ
る
が
、
經
書
の
圖
解
に
關
す
る
記
述
は
、
版
畫
史
、
出
版
史
の
書
物
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
い
。
以
上

の
他
、
文
化
的
觀
點
か
ら
中
國
の
插
圖
を
研
究
し
た
柯
律
格
（C

r
a
ig
 C
l
un
a
s

）
著
、
黃
曉
鵑
訳
『
明
代
的
圖

像
與
視
覺
性
』
（
原
題
はPictures and Visuality in Early Modern China

、
北
京
大
學
出
版
社
、
二

〇
一
一
年
）
は
經
書
に
關
し
て
『
易
』
圖
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

六 

馬
和
之
「
詩
經
圖
」
を
考
察
對
象
と
し
た
論
著
に
は
古
原
宏
伸
「
詩
經
圖
と
孝
經
圖
」（
美
術
史
學
會
『
美

術
史
』
第
十
九
卷
、
一
九
六
九
年
）、
楊
仁
愷
「
關
於
馬
和
之
『
詩
經
圖
』
的
一
些
問
題
」（
南
京
博
物
院

『
東
南
文
化
』
二
〇
〇
〇
年
二
期
）、
揚
之
水
「
馬
和
之
詩
經
圖
」（
教
育
部
全
國
高
等
院
校
古
籍
整
理
研
究

工
作
委
員
會
『
中
國
典
籍
與
文
化
』
二
〇
一
二
年
一
期
）、
沈
亞
丹
「
『
詩
經
圖
』:
一
个
宋
儒
的
詩
學
圖
像
文

本
」（
中
國
藝
術
研
究
院
『
文
藝
研
究
』
二
〇
一
二
年
九
期
）
な
ど
が
あ
る
。 

七 

南
宋
の
『
六
經
圖
』
に
關
す
る
考
察
に
は
、
喬
輝
「
楊
甲
『
六
經
圖
』
之
禮
圖
考
論
」（
南
京
師
範
大
學
文

學
院
學
報
二
〇
一
六
年
三
期
）
が
あ
る
。『
六
經
圖
碑
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
王
敏
、
徐
自

強
「
石
刻
『
六
經
圖
』
記
」（
國
家
圖
書
館
『
國
家
圖
書
館
學
刊
』
一
九
八
〇
年
三
期
）
や
そ
の
傳
來
を
考
察

し
た
汪
前
進
「
石
刻
『
六
經
圖
』
綜
考
」（
中
國
科
學
院
自
然
科
學
史
研
究
所
『
自
然
科
學
史
研
究
』
一
九
九

三
年
一
期
）、
吳
長
庚
「
六
經
圖
碑
述
考
」（
中
國
孔
子
基
金
會
『
孔
子
研
究
』
二
〇
〇
三
年
二
期
）
や
吳
長

庚
、
馮
會
明
「
『
六
經
圖
』
碑
本
書
本
之
流
傳
與
演
變
」）
（
江
西
省
社
會
科
學
院
『
江
西
社
會
科
學
』
二
〇
〇

三
年
二
期
）
が
あ
る
。
潘
寀
鼎
『
六
經
圖
』
の
刊
刻
年
代
に
つ
い
て
は
、
楊
艷
燕
「『
六
經
圖
考
』
刊
刻
年
代

考
辨
」
（
上
海
圖
書
館
學
會
『
圖
書
館
雜
誌
』
二
〇
一
一
年
七
期
）
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
岭
南
人
文
圖
說

之
七
十
二
―
『
六
經
圖
』
與
鄭
之
僑
」
（
廣
東
省
社
會
科
學
界
聯
合
會
『
學
術
研
究
』
二
〇
〇
九
年
十
二
期
）

で
は
清
代
の
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
の
編
者
や
內
容
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。 

八 

『
詩
經
』
圖
譜
を
對
象
と
す
る
論
考
に
は
薛
景
「『
詩
經
』
圖
學
概
况
及
研
究
意
義
」（
『
畢
節
學
院
學
報
』

二
〇
一
一
年
一
期
）、
李
傑
榮
「
漢
之
唐
代
的
詩
經
圖
」（
河
北
師
範
大
學
『
河
北
師
範
大
學
學
報
』(

哲
學

社
會
科
學
版)

二
〇
一
三
年
一
期
）、
張
玖
青
、
曹
建
國
「
唐
前
『
詩
經
』
圖
考
論
」
（
中
國
藝
術
研
究
院

『
文
藝
研
究
』
二
〇
一
三
年
三
期
）
が
あ
る
。 
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第
一
章 

歷
代
『
詩
經
』
圖
譜
の
概
要
と
特
色 

 

こ
れ
ま
で
調
査
し
得
た
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
散
佚
、
現
存
す
る
も
の
を
合
わ
せ
て
八
十
六
種
、
こ
れ

ら
の
圖
譜
の
編
纂
は
漢
代
か
ら
中
華
民
國
ま
で
と
長
期
に
渡
っ
て
存
在
し
て
い
る
一

。
本
章
で
は
歷
代

の
『
詩
經
』
圖
譜
の
傳
存
の
有
無
、
収
錄
內
容
や
出
版
形
態
、
編
纂
者
や
編
纂
目
的
の
概
要
を
整
理
し
、

そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
傾
向
と
特
色
を
分
析
す
る
。
な
お
、
本
研
究
は
書
物
に
見
え
る
『
詩
經
』
圖

譜
を
研
究
對
象
と
す
る
た
め
、
基
本
的
に
繪
畫
は
取
り
上
げ
な
い
。
た
だ
し
、
北
宋
以
前
の
『
詩
經
』

圖
譜
は
繪
畫
が
多
い
た
め
、
こ
の
時
期
の
圖
譜
の
み
は
繪
畫
を
取
り
上
げ
る
。 

 

第
一
節 

漢
代
か
ら
北
宋
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜 

諸
書
の
記
載
に
よ
る
と
、
『
詩
經
』
の
內
容
や
解
釋
を
圖
示
す
る
書
物
や
繪
畫
は
、
遲
く
と
も
後
漢

に
は
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
後
、
北
宋
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
諸
書
の
記
載
に
二
十

種
が
見
え
る
（
次
頁
の
表
一
）。
こ
の
二
十
種
は
北
宋
の
時
に
歐
陽
脩
に
よ
っ
て
輯
佚
さ
れ
た
鄭
玄
『
毛

詩
譜
』
を
除
き
散
佚
し
て
お
り
、
そ
の
內
容
は
圖
譜
の
名
稱
や
卷
數
、
作
者
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
い
。

表
一
に
て
示
し
た
こ
の
時
期
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
名
稱
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、「
譜
」
は
八
種
、「
圖
」

は
十
三
種
あ
る
。 

 

第
一
項 

漢
代
か
ら
北
宋
ま
で
の
「
譜
」 

『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
も
早
く
に
編
纂
さ
れ
た
の
は
（1）
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
毛

詩
』
の
各
詩
篇
の
作
成
年
代
を
一
覽
と
し
て
示
し
た
年
表
で
あ
る
。
鄭
玄
が
編
纂
し
た
當
初
の
『
毛
詩

譜
』
は
散
佚
し
た
が
、
北
宋
の
時
、
歐
陽
脩
に
よ
っ
て
輯
佚
さ
れ
た
『
鄭
氏
詩
譜
』
が
現
在
ま
で
傳
わ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
陽
脩
の
輯
佚
と
は
別
に
、
孔
穎
達
『
毛
詩
正
義
』
に
は
『
毛
詩
譜
』
の
「
詩
譜

序
」
お
よ
び
「
風
・
雅
・
頌
」
各
篇
の
譜
の
解
說
の
一
部
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
二

。 

（1）
『
毛
詩
譜
』
の
後
、
隋
代
ま
で
に
は
（3）
『
毛
詩
譜
』、
（4）
『
毛
詩
答
問
駁
譜
』、
（5）
『
毛
詩
譜
隱
』、

（9）
『
謝
氏
毛
詩
譜
鈔
』、
（14）
『
毛
詩
譜
』
と
い
っ
た
、『
毛
詩
』
に
關
す
る
譜
が
編
纂
さ
れ
た
。 

な
か
で
も
、
徐
整
の
（3）
『
毛
詩
譜
』
と
大
叔
裘
の
（5）
『
毛
詩
譜
隱
』
は
『
經
典
釋
文
』
の
「
序
錄
」

に
「
鄭
玄
詩
譜
二
卷
、
徐
整
暢
、
大
叔
裘
隱
」
と
あ
り
、
隋
の
劉
炫
（14）
『
毛
詩
譜
』
は
『
隋
書
』
卷
三

十
二
「
經
籍
志
」
に
「
太
叔
求
及
劉
炫
註
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
鄭
玄
の
（1）
『
毛
詩

譜
』
の
註
釋
書
で
あ
っ
た
三

。
ま
た
、
（4）
『
毛
詩
答
問
駁
譜
』
の
編
者
で
あ
る
王
基
は
、『
詩
經
』
の
解

釋
に
つ
い
て
毛
傳
を
支
持
し
鄭
箋
を
非
と
す
る
王
肅
に
反
駁
す
る
立
場
を
と
っ
た
人
物
で
あ
り
、
（4）

は
王
肅
の
反
論
を
列
ね
て
「
譜
」
に
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
四

。
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※
（8）
に
つ
い
て
、
明
の
朱
睦
㮮
『
授
經
圖
義
例
』
は
三
圖
の
作
者
を
「
蕭
偉
」
と
す
る
が
根
據
は
不
明
。 

※
『
歷
代
名
畫
記
』
卷
三
に
見
え
る
「
詩
緯
圖
」
は
緯
書
の
圖
譜
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
南
宋
の
鄭
樵
『
通
志
』
卷
六
十
三
「
藝
文
略
」

に
見
え
る
「
小
戎
圖
」
二
卷
は
時
期
不
明
の
た
め
、
こ
こ
で
は
除
い
た
。 

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

 

表
一
、
漢
代
か
ら
北
宋
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜 

北
宋 

北
宋 

北
宋
・
眞
宗
時 

唐
？ 

唐
・
開
成
（
太

和
）
年
間 

唐 隋 南
北
朝 

梁 劉
宋 

劉
宋 

晉 晉
（
粱
？
） 

晉 晉 三
國
～
晉
？ 

三
國
～
晉
？ 

三
國
吳 

後
漢
・
桓
帝
時 

後
漢 

年
代 

李
公
麟 

歐
陽
脩 

不
詳 

不
詳 

集
賢
院
敕
撰
（
程

脩
己
畫
） 

成
伯
璵 

劉
炫 

不
詳 

不
詳 

劉
斌 

陸
探
微 

謝
沈
？ 

不
明
（
蕭
偉
？
） 

衛
協 

明
帝
（
司
馬
紹
） 

大
叔
裘 

王
基
？ 

徐
整 

劉
褒 

鄭
玄 

作
者 

「
緇
衣
圖
」 

『
鄭
氏
詩
譜
』 

「
五
經
圖
」 

「
吉
日
圖
」 

『
毛
詩
草
木
蟲
魚
圖
』
（
『
毛

詩
物
象
圖
』） 

「
毛
詩
圖
」 

『
毛
詩
譜
』 

「
韓
詩
圖
」 

『
韓
詩
譜
』 

「
黍
離
圖
」 

「
毛
詩
新
臺
圖
」
／
「
毛
詩

圖
」 

『
謝
氏
毛
詩
譜
鈔
』 

「
毛
詩
圖
」
／
「
毛
詩
孔
子
經

圖
」
／
「
毛
詩
古
聖
賢
圖
」 

「
北
風
圖
」
／
「
黍
離
圖
」
／

「
毛
詩
圖
」 

『
豳
詩
（
豳
風
）
七
月
圖
』
／

『
毛
詩
圖
』 

『
毛
詩
譜
隠
』 

『
毛
詩
答
問
駁
譜
』 

『
毛
詩
譜
』 

『
雲
漢
圖
』
／
『
北
風
圖
』 

『
毛
詩
譜
』 

圖
譜
の
名
稱 

『
宣
和
畫
譜
』。 

現
存
。 

『
玉
海
』
藝
文
。 

樓
鑰
『
攻
媿
集
』
の
「
跋
吉
日
圖
」
。 

『
太
平
廣
記
』
引
『
畫
斷
』
／
『
新
唐
書
』
藝
文
志
／
『
玉

海
』
藝
文
／
『
困
學
紀
聞
』
引
『
名
賢
畫
錄
』。 

鄭
櫵
『
通
志
』。 

『
隋
書
』
經
籍
志
。 

『
歷
代
名
畫
記
』。 

『
隋
書
』
經
籍
志
。 

『
歷
代
名
畫
記
』。 

裴
孝
源
『
貞
觀
公
私
畫
史
』
／
高
似
孫
『
緯
略
』
／
『
南
宋

館
閣
續
錄
』。 

『
隋
書
』
經
籍
志
。 

『
隋
書
』
經
籍
志
等
。 

『
歷
代
名
畫
記
』
／
裴
孝
源
『
貞
觀
公
私
畫
史
』
／
『
太
平

廣
記
』
引
『
畫
斷
』
／
高
似
孫
『
緯
略
』。 

張
彦
遠
『
歷
代
名
畫
記
』
／
高
似
孫
『
緯
略
』
／
朱
謀
垔
『
畫

史
㑹
要
』。 

『
經
典
釋
問
序
錄
』
／
『
隋
書
』
經
籍
志
等
。 

『
隋
書
』
經
籍
志
。 

『
經
典
釋
問
序
錄
』
／
『
隋
書
』
經
籍
志
等
。 

張
彥
遠
『
歷
代
名
畫
記
』。 

『
隋
書
』
經
籍
志
／
歐
陽
脩
輯
『
鄭
氏
詩
譜
』
現
存
。 

出
典
／
佚
存 
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こ
の
ほ
か
、『
隋
書
』
經
籍
志
に
よ
る
と
、
梁
代
に
は
編
者
不
明
の
（11）
『
韓
詩
譜
』
が
編
纂
さ
れ
た
。

齊
、
魯
、
韓
三
家
の
『
詩
』
は
鄭
玄
の
『
毛
詩
』
註
釋
が
廣
ま
る
に
つ
れ
て
衰
退
し
た
が
、『
韓
詩
』
は

『
魯
詩
』
や
『
齊
詩
』
が
早
く
に
失
わ
れ
た
の
と
異
な
り
、
隋
代
で
は
學
說
を
傳
え
る
者
は
い
な
く
て

も
書
物
の
み
は
傳
わ
っ
て
い
た
五

。
梁
代
で
は
、
ま
だ
韓
嬰
の
學
說
を
傳
え
る
者
が
お
り
、
鄭
玄
の
『
毛

詩
譜
』
に
倣
っ
て
『
韓
詩
』
の
譜
を
作
成
し
た
の
だ
ろ
う
。 

隋
代
以
後
、
「
譜
」
と
題
し
た
書
物
は
、
北
宋
の
歐
陽
脩
が
『
毛
詩
譜
』
を
輯
佚
す
る
ま
で
見
ら
れ

な
い
。
こ
の
間
、
新
た
に
「
譜
」
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
鄭
玄
よ
り
行
わ
れ
た
「
譜
」

の
編
纂
は
、
一
旦
影
を
潜
め
た
。 

 

第
二
項 

漢
代
か
ら
北
宋
ま
で
の
「
圖
」 

「
譜
」
が
隋
代
ま
で
編
纂
さ
れ
た
一
方
、
「
圖
」
は
漢
代
か
ら
北
宋
の
各
時
期
に
見
ら
れ
る
。
圖
の

內
容
は
そ
の
名
稱
や
諸
書
の
記
載
か
ら
し
て
、
一
樣
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

ま
ず
、
早
く
に
見
え
る
『
詩
經
』
の
圖
は
、
後
漢
の
劉
褒
が
描
い
た
（2）
「
雲
漢
圖
」
と
「
北
風
圖
」

で
あ
る
。『
詩
經
』
の
「
大
雅
・
蕩
之
什
」
に
は
、
周
代
の
旱
魃
に
苦
し
む
民
眾
、
そ
し
て
雨
乞
い
を
行

い
天
に
訴
え
か
け
る
周
王
の
言
葉
を
詠
ん
だ
「
雲
漢
」
詩
が
あ
り
、
「
國
風
・
邶
風
」
に
は
寒
々
と
し

た
北
風
と
大
雪
の
情
景
か
ら
衛
國
君
主
の
压
政
に
苦
し
む
人
々
が
逃
散
す
る
さ
ま
を
詠
み
お
こ
し
た

「
北
風
」
詩
が
あ
る
。
劉
褒
の
二
圖
は
、
こ
の
二
詩
を
題
材
と
し
て
い
る
。 

孫
暢
『
述
畫
記
』
や
張
華
『
博
物
志
』
は
、
二
圖
に
對
す
る
評
價
を
「
（
劉
褒
）
曽
畫
雲
漢
圖
、
人
見

之
覺
熱
。
又
畫
北
風
圖
、
人
見
之
覺
凉
（
（
劉
褒
）
曽
て
雲
漢
圖
を
畫
き
、
人
之
を
見
て
熱
さ
を
覺
ゆ
。

又
た
北
風
圖
を
畫
く
、
人
之
を
見
て
凉
を
覺
ゆ
）
」
と
述
べ
て
お
り
、
旱
魃
や
寒
冷
な
情
景
が
寫
實
的

で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
六

。
こ
の
點
か
ら
、「
雲
漢
圖
」
と
「
北
風
圖
」
は
『
詩
經
』
の
情
景
を
描

い
た
繪
畫
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
作
者
未
詳
の
（17）
「
吉
日
圖
」
は
南
宋
の
樓
鑰
（
一
一
三
七
～
一

二
一
三
）
が
唐
畫
の
風
格
を
受
け
て
描
か
れ
た
古
畫
と
し
て
い
る
。
そ
の
題
名
か
ら
し
て
、
（17）
「
吉
日

圖
」
は
「
小
雅
」
の
「
吉
日
」
詩
を
題
材
と
し
た
繪
畫
で
あ
ろ
う
。
樓
鑰
の
跋
文
に
よ
る
と
、
「
吉
日

圖
」
に
は
周
王
の
狩
獵
と
車
馬
の
樣
子
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
情
景

畫
で
あ
る
七

。 

以
上
の
こ
と
か
ら
見
て
、
晉
か
ら
唐
の
間
に
描
か
れ
、『
詩
經
』
の
詩
篇
名
を
題
と
し
た
（6）
司
馬
紹

「
豳
風
七
月
圖
」
一
卷
、
（7）
衛
協
「
北
風
圖
」
と
「
黍
離
圖
」
各
一
卷
、
（10）
陸
探
微
「
毛
詩
新
臺
圖
」

一
卷
、
（19）
李
公
麟
「
緇
衣
圖
」
一
卷
の
諸
圖
も
、
同
樣
に
情
景
畫
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
八

。 

一
方
、
作
者
不
明
（
あ
る
い
は
梁
の
蕭
偉
）
の
（8）
『
毛
詩
孔
子
經
圖
』
十
二
卷
と
「
毛
詩
古
聖
賢
圖
」

二
卷
は
「
孔
子
」
や
「
古
聖
賢
」
と
い
う
畫
題
か
ら
、
人
物
畫
だ
ろ
う
。
二
圖
の
詳
細
を
傳
え
る
記
載
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は
傳
わ
っ
て
い
な
い
が
、
前
者
は
詩
篇
の
內
容
で
は
な
く
孔
子
に
よ
る
『
詩
』
の
編
纂
や
學
習
の
樣
子

を
描
い
た
も
の
、
後
者
は
『
詩
經
』
に
登
場
す
る
聖
賢
の
肖
像
を
描
い
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

人
物
畫
と
同
じ
く
、
『
詩
經
』
中
の
特
定
の
事
象
を
取
り
上
げ
た
圖
譜
に
（16）
『
毛
詩
草
木
蟲
魚
圖
』

二
十
卷
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
和
年
間
（
八
二
七
～
八
三
五
）
、
あ
る
い
は
開
成
年
間
（
八
三
六
～
八
四

〇
）
、
唐
の
文
宗
が
集
賢
院
に
編
纂
を
命
じ
、
程
脩
己
が
描
い
た
と
い
う
九

。『
畫
斷
』
や
『
名
賢
畫
錄
』

な
ど
の
記
載
に
よ
る
と
、
晉
代
に
衛
協
が
描
い
た
「
毛
詩
圖
」（
恐
ら
く
表
一
の
（8）
と
同
じ
）
は
「
草

木
鳥
獸
、
古
聖
賢
之
像
」
が
實
際
の
姿
と
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
古
代
の
事
物
を
好
ん
だ
唐
の
文
宗
は

程
脩
己
に
改
め
て
作
成
す
る
こ
と
を
命
じ
、
結
果
と
し
て
（16）
『
毛
詩
草
木
蟲
魚
圖
』
が
描
か
れ
た
。
同

圖
の
事
物
は
、
す
べ
て
經
書
に
よ
っ
て
名
稱
を
定
め
、
各
地
の
風
俗
を
採
り
入
れ
た
た
め
、
冠
冕
や
動

植
物
は
極
め
て
詳
細
に
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
一
〇

。
先
述
し
た
、
風
景
畫
や
人
物
畫
と
推
測
さ
れ
る
圖

の
分
量
は
概
ね
一
卷
、
多
い
も
の
で
『
毛
詩
孔
子
經
圖
』
十
二
卷
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
（16）
『
毛
詩

草
木
蟲
魚
圖
』
は
『
毛
詩
』
と
同
じ
二
十
卷
あ
り
、
他
の
圖
と
比
べ
て
『
詩
經
』
の
篇
章
ご
と
の
事
物

を
詳
細
に
収
錄
し
た
可
能
性
が
あ
る
一
一

。
し
か
し
、
同
圖
が
情
景
畫
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
個
々

の
事
物
を
描
い
た
百
科
圖
鑒
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

以
上
の
ほ
か
、
晉
の
明
帝
司
馬
紹
の
（6）
「
毛
詩
圖
」
、
（10）
「
毛
詩
圖
」
、
（12）
作
者
未
詳
の
「
韓
詩
圖
」
、

（15）
唐
の
成
伯
璵
「
毛
詩
圖
」
、
（18）
北
宋
の
「
五
經
圖
」
は
、
圖
の
名
稱
し
か
傳
わ
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の

內
容
を
う
か
が
い
知
る
手
が
か
り
は
な
い
一
二

。 

 

第
三
項 

漢
代
か
ら
北
宋
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
特
色 

 

漢
代
か
ら
北
宋
の
間
、『
詩
經
』
に
關
す
る
複
數
の
「
譜
」
や
「
圖
」
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
。
譜
は
內

容
が
明
ら
か
な
鄭
玄
の
（1）
『
毛
詩
譜
』
に
よ
れ
ば
、
概
ね
各
詩
篇
の
年
代
考
證
の
結
果
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
（4）
『
毛
詩
答
問
駁
譜
』
が
他
者
の
『
詩
經
』
解
釋
へ
の
反
論
を
一
覽
に
し
た
と
推
測

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
譜
は
『
詩
經
』
の
考
證
や
解
釋
を
目
的
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。 「

譜
」
に
對
し
て
、
「
圖
」
の
作
成
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
は
乏
し
い
。
唯
一
、
制
作
經

緯
が
明
ら
か
な
唐
の
（16）
『
毛
詩
草
木
蟲
魚
圖
』
は
作
者
の
程
脩
己
が
『
詩
經
』
中
の
名
物
を
考
證
し
た

と
さ
れ
る
が
、
圖
が
鑒
賞
に
供
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
『
詩
經
』
を
學
ぶ
上
で
實
際
に
參
照
さ
れ
た

の
か
、
そ
の
役
割
に
關
す
る
明
確
な
記
述
は
殘
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
張
彥
遠
の
「
夫
畫
者
、
成

教
化
、
助
人
倫
、
窮
神
變
、
測
幽
微
、
與
六
籍
同
功
。
四
時
並
運
、
發
於
天
然
、
非
繇
述
作
（
夫
れ
畫

は
、
教
化
を
成
し
、
人
倫
を
助
け
、
神
變
を
窮
め
、
幽
微
を
測
り
、
六
籍
と
功
を
同
じ
く
す
。
四
時
並

運
、
天
然
に
發
し
、
述
作
に
繇
る
に
非
ず
）
」
と
い
う
言
に
從
う
な
ら
ば
、「
圖
」
を
鑒
賞
す
る
と
い
う
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行
爲
自
體
に
『
詩
經
』
の
意
を
體
得
し
、
人
格
や
倫
理
の
涵
養
す
る
道
德
教
育
上
の
目
的
が
あ
っ
た
と

言
え
よ
う
一
三

。
少
な
く
と
も
漢
代
か
ら
北
宋
ま
で
の
間
の
「
圖
」
は
あ
く
ま
で
鑒
賞
を
目
的
と
し
た
繪

畫
だ
と
推
測
さ
れ
、
「
譜
」
の
よ
う
に
『
詩
經
』
の
考
證
や
解
釋
を
目
的
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
は

確
認
で
き
な
い
。 

 第
二
節 

南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜 

南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
、
書
物
の
形
式
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
九
種
あ
る
（
本
頁
の
表
二
）
。
こ

の
う
ち
（1）
と
（3）
は
散
佚
し
た
よ
う
で
、
未
見
で
あ
る
。 

                     

 
 

9 8 7 6 5 4 3 2 1 

 

表
二
、
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜 

一
一
九
七
～
一
二
七
四
の
間 

寧
宗
（
一
一
九
四
～
一
二
二

四
）
以
後 

遲
く
と
も
光
宗
（
一
一
九
〇
～

一
一
九
四
）
頃 

同
右 

孝
宗
（
一
一
六
二
～
一
一
八

九
） 

嘉
泰
元
年
（
一
二
〇
一
）
周
必

大
序
あ
り 

南
宋
（
？
～
一
一
八
四
） 

紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
一
一

六
二
） 

一
一
一
五
～
一
一
八
四
の
間 

年
代 

王
柏 

書
肆 

書
肆 

書
肆 

書
肆 

唐
仲
友 

陳
知
柔 

楊
甲 

李
燾 

編
纂
・
刊
行 

「
二
南
相
配
圖
」 

「
毛
詩
舉
要
圖
」 

『
毛
詩
圖
說
』 

「
毛
詩
圖
譜
」 

「
毛
詩
圖
譜
」
と
「
四

詩
傳
授
之
圖
」 

「
六
義
四
始
圖
說
」 

『
詩
聲
譜
』 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」 

『
詩
譜
』 

圖
譜
の
名
稱 

現
存
、
許
謙
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
收
錄
。 

現
存
、『
纂
圖
互
註
毛
詩
』
の
附
錄
と
、
圖

譜
の
み
の
二
種
の
版
あ
り
。 

現
存
、
單
行
本
。 

現
存
、
『
監
本
纂
圖
重
言
重
意
互
註
點
校

毛
詩
』
收
錄
。 

現
存
、
『
監
本
纂
圖
重
言
重
意
互
註
點
校

毛
詩
』
收
錄
。 

現
存
、
唐
仲
友
『
帝
王
經
世
圖
譜
』
に
收

錄
。 

散
佚
（
朱
彝
尊
『
經
義
考
』
等
）
。 

『
六
經
圖
』
に
収
錄
。
原
書
は
散
佚
、
明

代
飜
刻
本
が
現
存
。 

散
佚
（『
宋
史
』
藝
文
志
等
）
。 

佚
存
／
記
載·

收
錄
状
況 
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散
佚
し
た
と
推
測
さ
れ
る
圖
譜
は
（1）
『
詩
譜
』
三
卷
と
（3）
『
詩
聲
譜
』
三
卷
で
あ
る
。
（1）
『
詩
譜
』

は
李
燾
（
一
一
一
五
～
一
一
八
四
）
の
撰
。
李
燾
は
紹
興
八
年
（
一
一
三
八
）
の
進
士
、『
宋
史
』
に
傳

が
見
え
る
。
彼
は
豐
富
な
著
作
を
殘
し
た
が
、
そ
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
續
資
治
通
鑒
長
編
』
を
除

き
、
全
て
散
佚
し
た
一
四

。
『
詩
譜
』
は
『
宋
史
』
藝
文
志
「
詩
類
」
に
三
卷
と
あ
る
以
外
、
內
容
に
關

す
る
記
載
は
傳
わ
ら
な
い
。
た
だ
し
書
名
に
「
譜
」
と
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』
の
卷
數

と
近
い
三
卷
と
い
う
卷
數
か
ら
し
て
、
當
時
存
在
し
て
い
た
歐
陽
脩
輯
佚
の
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』
に
關
す

る
著
述
か
と
推
測
さ
れ
る
一
五

。 

ま
た
、
『
詩
聲
譜
』
は
陳
知
柔
（
？
～
一
一
八
四
）
の
撰
。
陳
知
柔
は
紹
興
十
二
年
の
進
士
、
地
方

志
な
ど
に
傳
が
見
え
る
一
六

。『
詩
聲
譜
』
の
記
載
は
、
陳
知
柔
の
傳
に
書
名
と
卷
數
だ
け
が
記
さ
れ
て

い
る
。
書
名
か
ら
し
て
、
『
詩
聲
譜
』
は
『
詩
經
』
各
詩
篇
の
韻
を
表
に
示
し
た
も
の
だ
ろ
う
。 

 

一
方
、
現
存
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
個
人
と
書
肆
が
編
纂
し
た
も
の
に
大
別
で
き
る
。 

 

第
一
項 

個
人
編
纂
の
『
詩
經
』
圖
譜 

個
人
編
纂
の
圖
譜
の
な
か
で
も
、
早
く
に
編
纂
さ
れ
た
の
は
（2）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
で
あ
る
。
同

圖
譜
の
內
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
詩
篇
の
名
稱
や
作
詩
年
代
、
「
國
風
」
諸
詩
の
成
立
に
關
わ

る
王
侯
の
系
圖
や
『
詩
經
』
中
の
名
物
一
覽
表
と
い
っ
た
「
譜
」
、
そ
し
て
天
文
地
理
、
漏
刻
、
土
地
、

儀
禮
、
建
築
、
車
馬
な
ど
の
「
圖
」
を
収
錄
し
て
い
る
（
本
頁
お
よ
び
次
頁
の
圖
一
）。 

 

圖
一
、
吳
繼
仕
飜
刻
『
六
經
圖
』
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」（
國
立
公
文
書
館
藏
） 
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（2）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
一
一
六
二
）
、
楊
甲
が
編
纂
し
た
『
六
經
圖
』

に
収
錄
さ
れ
て
い
る
一
七

。
楊
甲
は
昌
元
（
現
在
の
四
川
省
重
慶
市
）
の
人
で
字
は
鼎
卿
、「
布
衣
」
だ

っ
た
と
い
う
が
、
北
宋
末
期
の
大
觀
年
間
（
一
一
〇
七
～
一
一
一
〇
）
に
都
で
聲
望
を
集
め
、
一
時
期

出
仕
し
た
が
間
も
な
く
退
き
、
靈
泉
山
に
隱
棲
し
た
と
い
う
傳
も
あ
る
一
八

。 

現
在
確
認
で
き
る
楊
甲
『
六
經
圖
』
の
最
も
早
い
時
期
の
版
本
は
、
乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）
、
撫

州
州
學
教
授
の
毛
邦
翰
な
ど
が
整
理
、
校
訂
し
た
版
を
、
明
の
萬
曆
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
吳
繼
仕

が
さ
ら
に
校
訂
、
飜
刻
し
た
も
の
で
あ
る
一
九

。
こ
の
た
め
、
楊
甲
が
編
纂
し
た
原
本
の
樣
子
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
し
か
し
、
毛
邦
翰
刊
刻
の
際
に
附
さ
れ
た
乾
道
元
年
の
苗
昌
言
の
序
に
は
、
毛
邦
翰
よ
り

前
に
『
六
經
圖
』
を
刊
刻
し
た
知
撫
州
軍
の
陳
森
が
、
ま
ず
泮
宮
（
學
校
）
の
教
員
に
『
六
經
圖
』
を

「
編
類
（
內
容
ご
と
に
分
類
、
列
舉
す
る
）
」
さ
せ
た
と
あ
り
、
楊
甲
の
編
纂
し
た
原
本
は
、
現
在
傳

わ
る
『
六
經
圖
』
の
よ
う
に
圖
譜
が
內
容
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、

楊
甲
『
六
經
圖
』
を
早
期
に
著
錄
し
た
陳
振
孫
『
直
齊
書
錄
解
題
』
と
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
館

閣
書
目
』
に
は
、
毛
邦
翰
本
以
前
の
刊
本
の
記
錄
が
無
い
。
こ
れ
ら
の
點
か
ら
推
測
す
る
に
、
楊
甲
の

原
本
は
、
書
物
の
體
裁
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
王
象
之
（
一
一
六
三
～
一
二
三
〇
）

の
『
輿
地
碑
記
目
』
に
は
、
楊
甲
の
出
身
地
昌
州
の
郡
學
に
『
六
經
圖
』
の
石
碑
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
二
〇

。
さ
ら
に
、
時
代
は
下
る
が
、
元
代
に
編
纂
さ
れ
建
立
さ
れ
た
『
六
經
圖
碑
』
は
、
碑
の
一
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面
に
樣
々
な
圖
譜
が
ま
と
め
て
刻
ま
れ
て
い
る
（
本
頁
の
圖
二
）
。
楊
甲
が
編
纂
し
た
當
初
の
『
六
經

圖
』
は
石
碑
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

圖
二
、『
六
經
圖
碑
』
拓
本
「
詩
經
圖
」
の
部
分
（
東
北
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

 

 

『
六
經
圖
』
に
は
楊
甲
の
編
纂
意
圖
を
示
す
記
載
は
な
い
。
し
か
し
、
毛
邦
翰
本
の
苗
昌
言
の
序
に

記
さ
れ
た
刊
刻
の
經
緯
に
は
、
陳
森
が
知
撫
州
軍
と
し
て
當
地
に
赴
任
し
た
際
、
科
舉
實
施
の
た
め
に

「
試
院
（
科
舉
の
受
驗
場
）
」
を
開
設
し
た
こ
と
や
、
學
生
教
育
の
た
め
州
學
に
『
六
經
圖
』
の
刊
刻

を
命
じ
た
こ
と
が
並
記
さ
れ
て
い
る
二
一

。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
狀
況
は
、
陳
孠
由
（
？
～
一
二
〇
九
）
の

墓
碑
に
も
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
南
宋
當
時
、
『
六
經
圖
』
は
經
書
の
學
習
、
特
に
科
舉
受
驗
の
學
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習
の
な
か
で
參
照
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
二
二

。 
こ
の
後
、
個
人
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
圖
譜
に
は
（4）
「
六
義
四
始
圖
說
」
と
（9）
「
二
南
相
配
圖
」

が
あ
る
二
三

。
（4）
「
六
義
四
始
圖
說
」
の
編
者
は
唐
仲
友
（
一
一
三
六
～
一
一
八
八
）、
東
陽
（
現
在
の

浙
江
省
金
華
市
）
の
人
で
紹
興
二
十
一
年
（
一
一
五
一
）
の
進
士
、
『
宋
元
學
案
』
な
ど
に
傳
が
見
え

る
二
四

。
（4）
「
六
義
四
始
圖
說
」
は
『
帝
王
經
世
圖
譜
』
卷
六
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
。『
帝
王
經
世
圖
譜
』

は
經
書
に
見
え
る
天
文
地
理
や
兵
農
、
刑
罰
、
祭
祀
、
音
律
な
ど
の
理
論
や
諸
制
度
、
そ
し
て
歷
史
的

な
出
來
事
を
分
野
ご
と
に
圖
や
表
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
二
五

。
同
書
の
な
か
で
も
、
特
に
『
詩
經
』
と

關
わ
る
の
は
（4）
「
六
義
四
始
圖
說
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
詩
經
』
の
「
大
序
」
に
あ
る
「
六
義
（
風
・

賦
・
比
・
興
・
雅
・
頌
）
」
の
簡
潔
な
說
明
と
「
四
始
（
十
五
國
風
・
小
雅
・
大
雅
・
頌
）
」
の
「
正
」

と
「
變
」
そ
れ
ぞ
れ
に
分
類
さ
れ
る
詩
篇
を
列
舉
し
た
一
覽
表
で
あ
り
、
表
に
續
け
て
「
六
義
」
と
「
四

始
」
に
關
す
る
歷
史
的
背
景
や
解
釋
を
述
べ
た
總
說
が
附
さ
れ
て
い
る
。
唐
仲
友
は
『
詩
經
發
題
』
の

中
で
『
詩
經
』
の
「
綱
維
（
綱
領
）
」
で
あ
る
「
六
義
四
始
」
を
特
に
重
視
し
て
こ
の
圖
を
作
成
し
た
と

い
う
二
六

。 

 

（9）
「
二
南
相
配
圖
」
の
編
者
は
王
柏
（
一
一
九
七
～
一
二
七
四
）
、
婺
州
金
華
（
現
在
の
浙
江
省
金

華
市
）
の
人
。
初
め
朱
熹
の
門
人
を
訪
ね
て
學
問
を
學
び
、
さ
ら
に
朱
熹
の
學
を
傳
え
る
黃
榦
の
弟
子

何
基
に
從
い
、
後
に
麗
澤
、
上
蔡
の
兩
書
院
で
學
問
を
教
授
し
た
。
そ
の
傳
は
『
宋
史
』
卷
四
三
八
に

見
え
る
。 

（9）
「
二
南
相
配
圖
」
は
元
の
許
謙
（
一
二
六
九
～
一
三
三
七
）
の
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
卷
一
に
収
錄

さ
れ
て
傳
わ
っ
て
い
る
二
七

。
同
圖
は
、
『
詩
經
』
國
風
の
冒
頭
「
周
南
」
と
「
召
南
」
の
二
十
五
篇
の

詩
の
な
か
の
二
十
二
篇
の
主
旨
を
『
詩
經
』
の
「
小
序
」
や
朱
熹
の
註
か
ら
摘
錄
し
、「
周
南
」
と
「
召

南
」
か
ら
主
旨
の
類
似
し
た
詩
篇
の
對
應
關
係
を
示
し
た
一
覽
表
で
あ
る
。 

例
え
ば
、「
周
南
」
の
「
螽
斯
」
詩
と
「
召
南
」
の
「
小
星
」
詩
の
主
旨
は
そ
れ
ぞ
れ
「
不
妬
忌
」
と

「
無
妬
忌
」
と
い
う
よ
う
に
ほ
ぼ
同
樣
な
の
で
、
こ
れ
を
一
對
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
王
柏
は
「
召
南
」

の
「
甘
棠
」
、「
何
彼
襛
矣
」
、「
野
有
死
麕
」
三
篇
に
つ
い
て
、
主
旨
の
對
應
す
る
詩
篇
が
無
い
と
し
て

除
外
し
て
い
る
。 

 

第
二
項 

書
肆
編
纂
の
『
詩
經
』
圖
譜 

表
二
の
（5）
～
（8）
の
四
種
（
（8）
の
別
版
を
含
め
る
と
五
種
）
は
い
ず
れ
も
編
者
、
刊
刻
者
の
氏
名
は

な
く
、
書
肆
が
編
纂
、
刊
刻
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
圖
譜
を
収
錄
す
る
書
物
は
、
書
中
の
避

諱
か
ら
、
（5）
～
（7）
は
南
宋
の
孝
宗
の
時
、
（8）
は
南
宋
の
光
宗
の
時
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
二
八

。

な
か
で
も
（5）
「
毛
詩
圖
譜
」
と
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
、
（6）
「
毛
詩
圖
譜
」
、
（8）
「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
、
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科
舉
受
驗
の
學
習
に
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
纂
圖
互
註
本
」
の
『
毛
詩
』
卷
首
に
附
さ

れ
て
い
る
二
九

。 

一
方
、
（7）
『
毛
詩
圖
說
』
は
殘
卷
で
あ
る
。
清
代
に
こ
れ
を
入
手
し
た
朱
嘉
勤
な
る
人
物
に
よ
り
、

同
時
に
入
手
し
た
『
春
秋
圖
說
』
の
殘
卷
と
合
册
さ
れ
て
い
る
三
〇

。
ま
た
、
（8）
「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
は

同
內
容
の
別
版
が
あ
り
、
こ
れ
も
圖
譜
の
み
が
傳
わ
っ
て
い
る
三
一

。
こ
の
兩
圖
が
も
と
は
「
纂
圖
互
註

本
」
の
附
錄
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
單
行
の
圖
解
本
だ
っ
た
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

（5）
と
（6）
の
「
毛
詩
圖
譜
」
は
、
と
も
に
『
詩
經
』
の
詩
篇
を
制
作
時
期
ご
と
に
周
の
歷
代
の
王
と

對
應
さ
せ
た
一
覽
表
、
（5）
の
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
は
魯
、
齊
、
韓
、
毛
四
家
の
傳
授
を
示
し
た
系
圖
で

あ
り
、
と
も
に
「
譜
」
で
あ
る
（
本
頁
の
圖
三
）
。
（7）
『
毛
詩
圖
說
』
と
（8）
「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
楊
甲

の
（2）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
よ
く
似
て
お
り
、『
詩
經
』
の
系
圖
な
ど
の
「
譜
」
や
天
文
地
理
や
建

築
、
土
地
な
ど
諸
制
度
の
「
圖
」
を
収
錄
す
る
ほ
か
、
（2）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
は
な
い
衣
冠
や
樂

器
、
祭
器
な
ど
器
物
の
「
圖
」
を
多
く
収
錄
し
て
い
る
（
次
頁
の
圖
四
）
。 

以
上
四
種
の
圖
譜
は
、
相
互
に
類
似
し
た
「
譜
」
や
「
圖
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
（2）
「
毛
詩
正
變
指
南

圖
」
に
も
類
似
し
た
內
容
が
見
え
る
。 

 

圖
三
、『
監
本
纂
圖
重
言
重
意
互
註
點
校
毛
詩
』
の
「
毛
詩
圖
譜
」（
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏 

）  
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圖
四
、
臺
灣
故
宮
博
物
院
所
藏
所
藏
の
『
毛
詩
圖
說
』
（
上
）
と
「
毛
詩
舉
要
圖
」
（
下
） 

 
 

 

第
三
項 

南
宋
『
詩
經
』
圖
譜
の
特
色 

 

南
宋
の
書
物
に
見
ら
れ
る
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
、
北
宋
以
前
と
同
じ
く
「
譜
」
と
「
圖
」
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
內
容
は
相
當
異
な
る
。 

 

現
存
す
る
圖
譜
に
つ
い
て
言
え
ば
、
各
詩
篇
の
作
成
年
代
を
示
し
た
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』
と
同
內
容
の

「
譜
」
は
、
楊
甲
の
（2）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
書
肆
が
刊
刻
し
た
（5）
～
（8）
の
圖
譜
に
収
錄
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
唐
仲
友
の
（4）
「
六
義
四
始
圖
說
」
や
王
柏
の
（9）
「
二
南
相
配
圖
」
は
と
も

に
「
譜
」
だ
が
、『
詩
經
』
の
「
六
義
四
始
」
や
二
南
の
對
應
と
い
っ
た
『
詩
經
』
の
表
現
法
や
構
成
に

關
す
る
內
容
を
示
し
て
お
り
、
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』
と
は
全
く
異
な
る
。 

 

一
方
、「
圖
」
は
楊
甲
の
（2）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
、
書
肆
刊
刻
の
書
物
の
う
ち
の
（7）
、
（8）
に
収

錄
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
天
文
や
地
理
、
建
築
や
土
地
な
ど
の
制
度
、
車
馬
や
衣
冠
、
祭
器
と
い
っ

た
個
々
の
事
物
を
圖
示
し
て
お
り
、
百
科
圖
鑒
と
も
言
う
べ
き
體
裁
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
點
は
、
北

宋
以
前
の
「
圖
」
が
情
景
や
人
物
、
動
植
物
を
描
い
て
い
た
の
と
は
、
相
當
な
隔
た
り
が
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
北
宋
以
前
と
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
で
は
、
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』
を
除
き
、
影
響
關
係

は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
「
圖
」
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
新
た
に
編
纂

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
編
纂
目
的
か
ら
二
つ
の
群
に
區
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ

16



は
、
楊
甲
の
（2）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
書
肆
の
刊
刻
し
た
圖
譜
の
よ
う
に
、
科
舉
受
驗
の
學
習
に
お

い
て
參
照
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
一
群
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
唐
仲
友
（4）
「
六
義
四
始
圖
說
」
や

王
柏
（9）
「
二
南
相
配
圖
」
に
よ
う
に
、『
詩
經
』
の
解
釋
に
關
し
て
自
說
を
示
す
た
め
に
編
纂
さ
れ
た

一
群
で
あ
る
。
こ
の
二
群
の
內
容
に
は
全
く
共
通
性
が
な
く
、
と
も
に
『
詩
經
』
圖
譜
で
は
あ
る
が
、

別
個
に
論
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
の
科
舉
受
驗
の
學
習
に
關
し
て
編
纂
さ
れ
た
一
群
は
、

相
互
に
同
內
容
の
圖
譜
を
収
錄
し
て
い
る
。
な
か
で
も
楊
甲
の
（2）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
最
も
早
く

に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
に
刊
刻
さ
れ
た
書
肆
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
（2）
「
毛
詩
正
變
指
南

圖
」
を
改
編
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

 第
三
節 

元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜 

元
代
以
後
の
『
詩
經
』
テ
キ
ス
ト
に
は
、
書
名
に
「
圖
」
や
「
譜
」
と
な
く
と
も
卷
首
に
圖
譜
を
附

し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
、
網
羅
的
に
圖
譜
の
有
無
を
調
査
す
る
の
に
は
困
難
が
と
も
な
う
。
こ
の
た
め
、

あ
く
ま
で
暫
定
的
な
數
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
得
た
『
詩
經
』
圖
譜
は
八
種
あ
る
（
次
頁
の

表
三
）
。
す
で
に
散
佚
し
た
可
能
性
の
あ
る
（7）
『
詩
纂
圖
』
は
朱
睦
㮮
（
一
五
一
八
～
一
五
八
七
）
の

『
授
經
圖
義
例
』
に
四
册
、
（8）
『
詩
圖
說
』
は
楊
士
奇
（
一
三
六
六
～
一
四
四
四
）
の
『
文
淵
閣
書
目
』

に
一
册
と
あ
り
、
册
數
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
三
二

。
ま
た
、
黃
虞
稷
（
一
六
二
九
～
一
六
九
一
）
の
『
千

頃
堂
書
目
』
は
兩
圖
を
元
代
の
書
物
と
記
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
記
載
も
そ
の
著
者
や
內

容
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

こ
れ
に
對
し
て
、
現
存
す
る
（1）
～
（6）
の
圖
譜
の
內
容
は
概
ね
『
詩
經
』
の
地
理
圖
、
詩
篇
の
作
成

年
代
や
王
侯
の
家
系
な
ど
を
示
し
た
一
覽
表
、
そ
し
て
多
樣
な
內
容
を
収
錄
し
た
總
合
的
な
圖
譜
の
三

種
に
分
類
で
き
る
。 

 

第
一
項 

『
詩
經
』
の
地
理
圖 

『
詩
經
』
國
風
の
各
國
の
位
置
と
、
元
代
の
地
名
を
示
し
た
地
圖
（2）
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
は
、

胡
一
桂
『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
（
泰
定
四
年
建
東
陽
翠
巌
劉
氏
家
塾
刻
本
）
の
卷
首
に
収
錄
さ
れ
て
い

る
三
三

。
胡
一
桂
（
一
二
四
七
～
？
）
、
字
は
庭
芳
、
徽
州
婺
源
（
現
在
の
江
西
省
上
饒
市
婺
源
縣
）
の

人
。
十
八
歳
の
時
に
禮
部
試
に
落
第
し
て
か
ら
は
郷
里
に
戾
り
講
學
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
『
元
史
』

に
傳
が
見
え
る
三
四

。 

『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
は
、
朱
熹
の
『
詩
集
傳
』
に
、『
朱
子
語
類
』
な
ど
か
ら
『
詩
經
』
に
關
す
る

文
言
を
集
め
た
「
附
錄
」
と
、
朱
熹
『
詩
集
傳
』
の
說
と
合
致
す
る
諸
儒
の
說
を
ま
と
め
た
「
纂
疏
」

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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同
書
の
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
は
、
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
「
纂
圖
互
註
本
」
に

附
さ
れ
た
同
名
の
地
圖
の
地
名
を
、
元
代
の
も
の
に
改
め
た
だ
け
で
あ
る
。
『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
の

刊
行
（
泰
定
四
年
＝
一
三
二
七
年
）
よ
り
四
十
年
あ
ま
り
前
に
建
立
さ
れ
た
（1）
「
詩
經
圖
」
に
は
、
（2）

と
名
稱
、
內
容
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
地
圖
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
（2）
は
既
製
の
圖
譜
か
ら
地
圖
部
分
だ

け
を
摘
錄
し
た
の
だ
ろ
う
。 

劉
君
佐
の
刊
記
は
「
文
場
取
士
、
詩
以
朱
子
集
傳
爲
主
明
經
也
…
…
學
詩
之
士
、
潛
心
披
玩
、
蜚
英

聲
於
場
屋
間
者
、
當
自
此
得
之
旨
（
文
場
士
を
取
る
に
、
詩
は
朱
子
集
傳
を
以
て
主
と
爲
し
經
を
明
ら

か
に
す
る
な
り
…
…
詩
を
學
の
士
、
潛
心
披
玩
し
、
英
聲
を
場
屋
の
間
に
蜚
ば
す
者
は
、
當
に
此
れ
自

り
之
の
旨
を
得
る
べ
し
）
」
と
、
同
書
が
科
舉
試
驗
の
學
習
の
た
め
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
說
い
て
お

り
、
（2）
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
も
そ
の
參
考
資
料
と
し
て
附
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

※
（6）
の
年
代
は
作
者
劉
瑾
の
生
没
年
が
不
詳
の
た
め
、
『
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
書
目
錄
』
等
に
見
え
る
元
刊
本
の
刊
行
年
以
前
と
し
た
。 

 

8 7 6 5 4 3 2 1 

 

表
三
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜 

不
詳 

不
詳 

至
正
十
二
年
以
前 

至
正
十
二
年
（
一
三
五
二
） 

至
正
十
一
年
（
一
三
五
一
） 

一
二
六
九
～
一
三
三
七 

泰
定
四
年
（
一
三
二
七
） 

至
正
二
十
一
年
（
一
二
八

四
）
？ 

年
代 

不
詳 

不
詳 

劉
瑾 

宗
文
精
舍 

雙
桂
書
堂
？ 

許
謙 

劉
君
佐
？ 

不
詳 

編
纂
・
刊
行 

『
詩
圖
說
』 

『
詩
纂
圖
』 

「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩

時
世
圖
」 

「
詩
圖
」 

「
詩
傳
圖
」 

「
詩
譜
」
、
「
豳
詩
次
序
」

お
よ
び
「
詩
總
圖
」 

「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」 

「
詩
經
圖
」 

圖
譜
の
名
稱 

散
佚
（
朱
睦
㮮
『
授
經
圖
義
例
』
／
黃
虞
稷
『
千
頃
堂

書
目
』）
。 

散
佚
（
楊
士
奇
『
文
淵
閣
書
目
』
／
朱
睦
㮮
『
授
經
圖

義
例
』
／
黃
虞
稷
『
千
頃
堂
書
目
』）
。 

劉
瑾
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
一
部
版
本
に
收
錄
。 

元
刊
『
詩
集
傳
』
収
錄
。 

羅
復
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
に
収
錄
。 

許
謙
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
お
よ
び
吳
騫
『
拜
經
樓
叢
書
』

收
錄
。 

胡
一
桂
『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
に
収
錄
。 

盧
天
翔
建
立
の
「
六
經
圖
碑
」
に
収
錄
。 

佚
存
／
記
載·

收
錄
状
況 
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第
二
項 
『
詩
經
』
の
年
代
や
家
系
の
「
譜
」 

『
詩
經
』
に
登
場
す
る
各
國
や
詩
篇
の
年
代
、
お
よ
び
家
系
を
示
し
た
「
譜
」
に
は
、
（3）
と
（6）
が

あ
る
。 

（3）
「
詩
譜
」
、「
豳
詩
次
序
」
お
よ
び
「
詩
總
圖
」
は
、
許
謙
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
八
卷
に
収
錄
さ
れ
て

い
る
三
五

。『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
は
卷
一
の
「
周
南
」「
召
南
」
の
み
王
柏
「
二
南
相
配
圖
」
を
収
錄
し
て

お
り
、
卷
二
以
降
の
風
・
雅
・
頌
の
末
尾
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
衞
詩
譜
」「
王
詩
譜
」「
鄭
詩
譜
」「
齊
詩

譜
」「
唐
詩
譜
」「
秦
詩
譜
」「
陳
詩
譜
」「
曹
詩
譜
」「
小
雅
譜
」「
大
雅
譜
」「
頌
譜
」「
魯
頌
譜
」「
商
頌

譜
」
が
あ
り
、
「
商
頌
譜
」
に
續
け
て
「
詩
總
圖
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
豳
風
は
「
豳
詩
次

序
」
が
附
さ
れ
て
い
て
、
檜
風
は
何
も
附
さ
れ
て
い
な
い
。
（3）
「
詩
譜
」
は
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』
と
同
じ

く
各
詩
篇
の
作
成
年
代
の
一
覽
で
、『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
で
は
風
・
雅
・
頌
ご
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

「
詩
總
圖
」
は
風
・
雅
・
頌
ご
と
の
「
詩
譜
」
を
ま
と
め
た
一
覽
表
、
「
豳
詩
次
序
」
は
豳
風
の
「
小

序
」
に
あ
る
各
詩
篇
の
作
成
背
景
に
よ
っ
て
、
豳
風
中
の
詩
の
順
序
を
並
び
か
え
た
一
覽
表
で
あ
る
三
六

。 

許
謙
（
一
二
六
九
～
一
三
三
七
）
、
字
は
益
之
、
金
華
（
現
在
の
浙
江
省
金
華
市
）
の
人
。
王
柏
や

何
基
に
學
ん
だ
金
履
祥
に
從
っ
て
學
問
を
脩
め
、
朱
熹
の
學
を
發
揚
し
た
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、

元
の
黃
溍
『
黃
文
獻
公
集
』
収
錄
の
「
白
雲
許
先
生
墓
志
銘
」
や
『
元
史
』
の
「
儒
學
傳
」
な
ど
に
傳

が
見
え
る
三
七

。 

こ
の
よ
う
に
許
謙
は
朱
熹
の
學
說
を
信
奉
し
て
お
り
、
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
も
朱
熹
『
詩
集
傳
』
を

主
と
し
、
諸
書
を
參
照
し
て
『
詩
經
』
中
の
名
物
を
考
證
し
た
註
釋
書
で
あ
る
。
（3）
「
詩
譜
」
、「
豳
詩

次
序
」
、「
詩
總
圖
」
も
同
樣
に
朱
熹
の
『
詩
經
』
解
釋
を
基
準
と
し
て
、「
詩
序
」
や
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』

を
再
考
し
た
「
譜
」
で
あ
る
。 

許
謙
は
そ
の
傳
に
「
於
先
儒
之
說
有
所
不
安
、
亦
不
敢
苟
同
也
（
先
儒
の
說
に
於
い
て
安
か
ら
ざ
る

所
有
ら
ば
、
亦
た
敢
え
て
苟
同
せ
ざ
る
な
り
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
先
儒
の
說
に
從
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
で
も
王
柏
の
「
二
南
相
配
圖
」
を
収
錄
し
な
が
ら
、
王
柏
が
『
詩

經
』
國
風
三
十
二
篇
を
削
除
し
た
點
に
は
從
わ
な
か
っ
た
三
八

。 

し
か
し
、
「
詩
譜
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
の
吳
師
道
序
に
「
又
以
小
序
及
鄭
氏
、

歐
陽
氏
譜
世
次
多
舛
、
一
從
朱
子
補
定
（
又
た
小
序
及
び
鄭
氏
、
歐
陽
氏
譜
の
世
次
多
く
舛
く
を
以
て
、

一
ら
朱
子
に
從
い
補
定
す
）
」
と
い
う
よ
う
に
、
詩
篇
の
作
成
年
代
で
諸
說
に
矛
盾
が
あ
れ
ば
、
す
べ

て
朱
熹
の
說
に
從
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
三
九

。
實
際
、「
詩
譜
」
に
は
、
鄭
玄
と
朱
熹
の
說
で
矛

盾
す
る
場
合
、
特
に
理
由
を
述
べ
ず
朱
熹
に
從
っ
て
い
る
四
〇

。
こ
の
よ
う
に
、
（3）
「
詩
譜
」
は
鄭
玄

『
毛
詩
譜
』
を
踏
ま
え
、
朱
熹
の
解
釋
を
基
準
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。 
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一
方
、
「
豳
詩
次
序
」
は
豳
風
の
各
詩
篇
の
順
序
を
以
下
の
よ
う
並
び
變
え
て
い
る
。 

 

七
月
【
①
】 

豳
國
舊
詩
。
周
公
遭
變
、
居
東
時
所
陳
。（
詩
序
） 

伐
柯
【
⑤
】 
東
人
喜
見
周
公
。
（
集
傳
） 

狼
跋
【
⑦
】 
周
公
居
東
、
詩
人
美
之
。（
集
傳
） 

鴟
鴞
【
②
】 

周
公
居
東
二
年
而
遺
王
。（
集
傳
） 

九
罭
【
⑥
】 

周
公
將
歸
、
東
人
願
留
。（
集
傳
？
） 

東
山
【
③
】 

周
公
東
征
、
歸
而
勞
士
。（
詩
序
・
集
傳
） 

破
斧
【
④
】 

軍
士
答
周
公
。
（
集
傳
） 

※
隅
附
括
弧
中
の
數
字
は
『
詩
經
』
の
収
錄
順
序
、
丸
括
弧
中
は
順
序
の
根
據
。 

  

許
謙
は
「
詩
序
」
と
朱
熹
『
詩
集
傳
』
の
說
を
折
衷
す
る
こ
と
で
、
豳
風
の
七
篇
が
周
の
成
王
の
時

に
發
生
し
た
管
蔡
の
亂
を
鎮
压
す
る
周
公
の
行
動
に
應
じ
て
作
ら
れ
た
詩
だ
と
し
た
。
管
蔡
の
亂
と
周

公
の
東
征
は
『
尚
書
』
の
金
縢
篇
な
ど
に
記
さ
れ
て
お
り
、
「
詩
序
」
や
『
詩
集
傳
』
は
元
代
の
許
謙

に
と
っ
て
、
い
ず
れ
も
先
儒
の
說
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
豳
詩
次
序
」
に
お
け
る
詩
篇
の
並
び
替
え
は

經
書
や
先
儒
の
說
に
違
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
詩
篇
の
順
序
を
變
更
す
る
こ
と
で
豳
風
を

一
つ
の
故
事
を
め
ぐ
る
一
聯
の
作
品
と
し
た
の
は
、
許
謙
に
よ
る
發
明
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

後
に
、
顧
炎
武
は
『
日
知
錄
』
の
な
か
で
、『
周
禮
』
の
「
龠
章
」
や
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
豳
風
」
の

「
七
月
」
詩
一
篇
に
風
・
雅
・
頌
が
含
ま
れ
る
と
す
る
鄭
玄
の
說
に
依
據
し
て
、
『
詩
經
』
の
基
本
構

成
を
「
二
南
」
、「
豳
」
、「
雅
」「
頌
」
と
す
る
「
四
詩
」
の
說
を
提
起
し
た
。「
豳
詩
次
序
」
は
豳
風
を

獨
立
し
た
分
類
と
す
る
「
四
詩
」
說
と
相
通
じ
て
お
り
、
よ
り
早
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
四
一

。 

 

許
謙
の
作
成
し
た
圖
譜
と
同
じ
く
、「
譜
」
の
體
裁
を
と
る
の
は
（6）
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時

世
圖
」
で
あ
る
。
こ
の
兩
圖
は
、
劉
瑾
の
『
詩
傳
通
釋
』
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
四
二

。 

劉
瑾
、
字
は
公
瑾
、
安
福
（
現
在
の
江
西
省
吉
安
市
）
の
人
で
、
經
史
に
廣
く
通
じ
、
特
に
『
詩
經
』

を
探
究
し
て
『
詩
傳
通
釋
』
を
著
し
、
隱
棲
し
て
仕
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
四
三 

。『
詩
傳
通
釋
』

は
、
朱
熹
『
詩
集
傳
』
に
漢
唐
か
ら
元
代
ま
で
の
諸
家
の
『
詩
經
』
註
釋
や
小
學
、
本
草
學
な
ど
諸
書

の
關
聯
す
る
記
載
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

（6）
の
う
ち
、「
諸
國
世
次
圖
」
は
『
詩
經
』
各
詩
篇
に
關
わ
る
諸
國
の
歷
代
王
侯
の
名
稱
を
、
國
ご
と

に
列
舉
し
た
一
覽
表
、
「
作
詩
時
世
圖
」
は
商
、
周
の
王
ご
と
に
、
作
成
年
代
の
比
定
さ
れ
る
詩
篇
を

「
正
變
」
を
分
け
て
列
舉
し
た
一
覽
表
で
あ
る
。
兩
圖
と
同
內
容
の
も
の
は
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變

指
南
圖
」
に
見
え
る
が
、
（6）
「
諸
國
世
次
圖
」
は
収
錄
す
る
時
代
の
範
圍
が
よ
り
廣
い
。
ま
た
、「
作
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詩
時
世
圖
」
は
詩
篇
の
「
正
變
」
ま
で
分
け
て
お
り
、
そ
の
分
類
方
法
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
よ
り

も
細
か
い
。 

 

第
三
項 

總
合
的
な
『
詩
經
』
圖
譜 

 

（1）
「
詩
經
圖
」、
（4）
「
詩
傳
圖
」、
（5）
「
詩
圖
」
は
、
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
よ
う

に
、
天
文
地
理
や
建
築
、
車
馬
、
器
物
、
家
系
圖
な
ど
樣
々
な
圖
や
譜
を
總
合
的
に
収
錄
を
し
た
圖
譜

で
あ
る
。 

（1）
「
詩
經
圖
」
は
『
六
經
圖
碑
』
中
の
一
圖
で
あ
る
。『
六
經
圖
碑
』
は
至
正
年
間
（
一
三
四
一
～
一

三
七
〇
）
、
信
州
路
（
現
在
の
江
西
省
上
饒
市
）
總
管
の
盧
天
祥
が
孔
子
廟
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

盧
天
祥
は
當
地
に
學
校
を
創
設
し
儒
者
を
招
く
な
ど
し
て
お
り
、
『
六
經
圖
碑
』
の
建
立
も
文
教
政
策

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
四
四

。
な
お
、
雍
正
『
江
西
通
志
』
に
よ
る
と
、
盧
天
祥
は
至
元
二

十
一
年
（
一
二
八
四
）
に
信
州
路
の
學
校
を
修
築
し
た
が
、
こ
の
學
校
は
間
も
な
く
火
災
で
焼
失
し
た

と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
六
經
圖
碑
」
の
建
立
は
至
元
二
十
一
年
頃
の
こ
と
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ

る
四
五

。 

（1）
「
詩
經
圖
」
は
、
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
書
肆
の
圖
譜
と
同
じ
く
、
地
理
や
天
文
、

系
圖
な
ど
の
一
覽
表
、
諸
制
度
、
衣
冠
や
祭
器
な
ど
を
収
錄
し
た
總
合
的
な
圖
譜
で
あ
る
。
そ
の
圖
譜

は
（1）
「
詩
經
圖
」
に
初
め
て
見
え
る
圖
譜
が
あ
る
一
方
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
書
肆
の
圖

譜
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か

し
、
圖
譜
の
解
說
は
、
南
宋
の
圖
譜
が
概
ね
漢
唐
の
註
疏
を
引
く
の
に
對
し
、
（1）
「
詩
經
圖
」
は
主
に

朱
熹
『
詩
集
傳
』
や
『
朱
子
語
類
』
を
引
い
て
い
る
。 

（4）
「
詩
傳
圖
」（
「
詩
圖
」
と
も
い
う
）
は
至
正
十
一
年
（
一
三
五
一
）
に
重
刊
さ
れ
た
羅
復
『
詩
集

傳
音
釋
』（
雙
桂
書
堂
重
刊
本
）
卷
首
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
四
六

。『
詩
集
傳
音
釋
』
は
朱
熹
の
『
詩
集
傳
』

に
、
主
に
許
謙
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
な
ど
か
ら
集
錄
し
た
音
註
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
四
七

。
編
者
の
羅

復
は
諸
書
の
記
載
に
字
が
中
行
、
廬
陵
（
現
在
の
江
西
省
吉
安
市
）
の
人
だ
と
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
な

經
歷
は
傳
わ
っ
て
い
な
い
四
八

。 

（4）
「
詩
傳
圖
」
は
（1）
「
詩
經
圖
」
と
同
じ
く
樣
々
な
「
譜
」
や
「
圖
」
を
収
錄
し
た
總
合
的
な
圖
譜

で
あ
り
、
圖
譜
の
解
說
も
（1）
と
同
じ
く
ほ
と
ん
ど
を
朱
熹
の
言
說
に
依
據
し
て
い
る
。
（4）
「
詩
傳
圖
」

に
は
（1）
「
詩
經
圖
」
に
初
見
の
圖
譜
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
一
方
、
一
部
に
は
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變

指
南
圖
」
の
み
に
見
え
る
圖
譜
も
あ
る
（
次
頁
の
圖
五
）。
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圖
五
、
羅
復
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
「
詩
傳
圖
」（
中
國
國
家
圖
書
館
藏
） 

  

 

（4）
「
詩
傳
圖
」
の
編
者
に
つ
い
て
、
明
代
の
『
詩
經
大
全
』
は
羅
復
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
清
代
の

陸
心
源
は
自
ら
収
藏
し
た
『
詩
集
傳
音
釋
』（
明
初
刊
本
）
跋
文
の
な
か
で
、
（4）
「
詩
傳
圖
」
が
圖
の

下
に
朱
熹
の
說
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
點
を
根
據
と
し
て
、
羅
復
の
手
に
な
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

し
か
し
、
よ
く
似
た
圖
譜
は
『
詩
集
傳
音
釋
』
早
期
の
刊
本
で
あ
る
至
正
十
一
年
（
一
三
五
一
）
雙
桂

書
堂
重
刊
本
が
刊
刻
さ
れ
る
七
十
年
近
く
前
に
建
立
さ
れ
た
『
六
經
圖
碑
』
の
（1）
「
詩
經
圖
」
に
見
え

る
う
え
、
『
詩
集
傳
音
釋
』
に
は
羅
復
が
「
詩
傳
圖
」
を
編
纂
し
た
と
い
う
記
載
は
な
い
。
さ
ら
に
、

（4）
「
詩
傳
圖
」
の
翌
年
、
至
正
十
二
年
（
一
三
五
二
）
に
刊
刻
さ
れ
た
宗
文
精
舍
刊
刻
の
朱
熹
『
詩
集

傳
』
の
卷
首
に
は
、
全
く
同
じ
圖
譜
（5）
「
詩
圖
」
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
詩
集
傳
』
の
刊
記
に

は
許
謙
『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
と
何
伯
善
（
何
淑
）
の
音
釋
を
集
め
て
附
し
た
こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
通
り

卷
首
に
圖
譜
を
附
し
た
と
あ
る
だ
け
で
、
羅
復
に
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
四
九

。
以
上
の
點
か
ら
、「
詩

傳
圖
」
の
作
者
が
果
た
し
て
羅
復
な
の
か
斷
定
し
が
た
い
。 

 

第
四
項 

元
代
『
詩
經
』
圖
譜
の
特
色 

 

元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
內
容
面
に
つ
い
て
言
え
ば
、
許
謙
の
（3）
「
詩
譜
」
、「
豳
詩
次
序
」
、「
詩

總
圖
」
が
朱
熹
や
王
柏
の
解
釋
を
踏
ま
え
て
自
說
を
示
す
た
め
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
ほ
か
、
多
く
は
南
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宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
南
宋
の
圖
譜
に

新
た
な
圖
を
加
え
、
解
說
を
朱
熹
の
解
釋
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
改
編
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

ま
た
、
編
纂
目
的
も
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
同
じ
く
、
多
く
は
學
習
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
。
（1）
「
詩
經
圖
」
を
収
錄
す
る
『
六
經
圖
碑
』
は
、
學
校
の
創
設
と
合
わ
せ
て
建
立
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
學
習
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
（2）
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
を
収

錄
す
る
『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
や
（5）
「
詩
圖
」
を
収
錄
す
る
朱
熹
『
詩
集
傳
』
は
、
ど
ち
ら
も
科
舉
試

驗
の
學
習
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
刊
記
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
羅
復
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂

輯
』
の
（4）
「
詩
傳
圖
」
や
、
劉
瑾
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
（6）
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
圖
」
も

同
じ
く
朱
熹
『
詩
集
傳
』
の
註
釋
書
の
附
錄
で
あ
り
、
學
習
を
目
的
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
概
ね
當
時
の
『
詩
經
』
解
釋
の
動
向
を
採
り
入
れ
て

南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
改
編
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
目
的
も
南
宋
の
圖
譜
と
同
じ
く
、
主
に

學
習
の
參
考
に
供
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。 

 

第
四
節 

明
代
の
『
詩
經
』
圖
譜 

 

明
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
書
目
の
み
に
見
え
散
佚
し
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
と
、
現
存
が
確
認
さ

れ
る
も
の
を
合
わ
せ
て
二
十
一
種
が
確
認
さ
れ
る
（
次
頁
の
表
四
）
五
〇

。
書
目
の
み
に
見
え
る
圖
譜
に

は
（1）
周
是
脩
『
詩
譜
』
、
（7）
鄭
若
曾
『
重
輯
詩
譜
』
、
（14）
馮
復
京
『
說
詩
譜
』
の
よ
う
に
「
譜
」
と
稱

す
る
圖
譜
や
、
諸
王
侯
の
系
圖
を
考
證
し
た
と
推
測
さ
れ
る
（19）
潘
谷
『
詩
經
圖
譜
世
表
』
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
編
者
の
な
か
で
、
馮
復
京
が
『
六
家
詩
名
物
疏
』
を
著
し
た
以
外
、
他
の
人
物
は
『
詩
經
』
註

釋
史
に
お
い
て
必
ず
し
も
顯
著
な
足
跡
を
殘
し
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
內
容
や
特
徵
を
推
し
測
り
が
た
い
。 

一
方
、
現
存
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
に
つ
い
て
、
そ
の
性
質
か
ら
以
下
で
は
勅
撰
書
の
附
錄
、
宋
元
圖

譜
の
飜
刻
、
そ
の
他
の
圖
譜
に
分
け
て
述
べ
る
。
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21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

 

表
四
、
明
代
の
『
詩
經
』
圖
譜 

不
明 

不
明 

不
明 

崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
～
一
六
四
四
） 

崇
禎
十
一
年
（
一
六
三
八
） 

萬
曆
～
崇
禎
？ 

萬
曆
～
崇
禎
？ 

一
五
七
三
～
一
六
二
二 

萬
曆
四
十
五
年
（
一
六
一
七
） 

萬
曆
四
十
四
年
（
一
六
一
六
） 

萬
曆
四
十
三
年
（
一
六
一
五
） 

萬
曆
四
十
二
年
（
一
六
一
四
） 

萬
曆
三
十
三
年
（
一
六
〇
五
） 

嘉
靖
年
間
中
後
期
？ 

一
五
〇
三
～
一
五
七
〇 

嘉
靖
二
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
頃 

嘉
靖
十
五
年
（
一
五
三
六
） 

成
化
七
年
（
一
四
七
一
） 

正
統
十
二
年
（
一
四
四
七
） 

永
樂
十
三
年
（
一
四
一
五
） 

翻
刻
多
數 

一
三
五
四
～
一
四
〇
二 

年
代 

計
部
大
夫
汝
南

方
公 

書
林
安
正
堂 

潘
谷 

張
溥 

陳
重
光
翻
刻 

鍾
惺
？ 

顧
起
元
撰
、
潘
曉

輯 馮
復
京 

郭
若
維
翻
刻 

衛
承
芳
翻
刻 

吳
繼
仕
翻
刻 

盧
謙
、
章
達
翻
刻 

芝
城
建
安
書
林

余
氏 

胡
賓 

鄭
若
曾 

胡
明
勗 

呂
柟 

王
氏
善
敬
堂 

司
禮
監 

胡
廣
等
敕
撰 

周
是
脩 

編
纂
・
刊
行 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
？ 

「
詩
經
大
全
圖
」 

『
詩
經
圖
譜
世
表
』 

「
詩
經
大
全
圖
」 

『
毛
詩
正
變
指
南
圖
』 

無
し
。 

「
毛
詩
正
變
指
南
」 

『
說
詩
譜
』 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」 

「
詩
經
圖
」 

「
詩
經
大
全
圖
」 

「
詩
經
圖
全
集
」 

『
重
輯
詩
譜
』 

無
し
。 

無
し
。 

「
詩
經
大
全
圖
」 

「
詩
圖
」 

「
詩
經
大
全
圖
」 

『
詩
譜
』 

圖
譜
の
名
稱 

未
見
、
清
の
潘
寀
鼎
『
六
經
圖
考
』
の
自
序
に

記
載
あ
り
。 

現
存
、
書
林
安
正
堂
重
刊
の
元
・
朱
公
遷
『
詩

經
疏
義
』
収
錄
。 

散
佚
（
宋
慈
抱
『
兩
浙
著
述
考
』）
。 

現
存
、
張
溥
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
に
収
錄
。 

現
存
、
單
行
本
。 

現
存
、
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
に
収
錄
。 

現
存
、
『
新
刻
顧
鄰
初
太
史
硃
批
詩
經
金
丹
』

收
錄
。 

散
佚
（
光
緒
「
重
修
常
昭
合
志
」）
。 

現
存
、
郭
若
維
『
摹
刻
宋
板
六
經
圖
』
収
錄
。 

未
見
（『
摹
刻
宋
板
六
經
圖
』
郭
若
維
序
）。 

現
存
、
吳
繼
仕
『
七
經
圖
』
収
錄
。 

現
存
、
盧
謙·

章
達
『
五
經
圖
』
収
錄
。 

現
存
、
葉
向
高
『
葉
太
史
參
補
古
今
大
方
詩
經

大
全
』
収
錄
。 

現
存
、
胡
賓
『
六
經
圖
大
全
』
に
收
錄
。 

散
佚
（『
經
義
考
』
）。 

現
存
、
胡
明
勗
『
新
刊
詩
經
集
成
圖
譜
』
に
収

錄
。 

現
存
。
呂
柟
『
詩
樂
圖
譜
』
に
収
錄
。 

現
存
、『
詩
經
大
全
』
收
錄
。 

現
存
、
司
禮
監
刊
『
詩
集
傳
』
収
錄
。 

現
存
、
胡
廣
等
敕
撰
『
詩
經
大
全
』
収
錄
。 

散
佚
（『
千
頃
堂
書
目
』
）。 

佚
存
／
記
載·

收
錄
状
況 
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第
一
項 

總
合
的
な
『
詩
經
』
圖
譜 

明
代
に
お
い
て
早
く
に
編
纂
さ
れ
た
總
合
的
な
圖
譜
は
、『
詩
經
大
全
』
の
卷
首
に
附
さ
れ
た
（2）
「
詩

經
大
全
圖
」
で
あ
る
五
一

。『
詩
經
大
全
』
は
永
樂
帝
が
經
書
の
解
釋
を
統
一
す
る
た
め
編
纂
を
命
じ
た

『
五
經
大
全
』
の
一
つ
で
あ
り
、
胡
廣
（
一
三
七
〇
～
一
四
一
八
）
な
ど
四
十
二
名
が
編
纂
し
、
永
樂

十
三
年
（
一
四
一
五
）
に
完
成
し
た
。
本
書
は
國
家
が
公
認
し
た
『
詩
經
』
解
釋
と
し
て
、
明
代
で
は

各
地
の
學
宮
に
頒
布
さ
れ
た
ほ
か
五
二

、
表
中
の
（4）
の
よ
う
に
書
肆
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
、
清
代
初
期

に
至
っ
て
も
民
間
で
刊
刻
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
五
三

。 

例
え
ば
、
（9）
を
収
錄
す
る
『
葉
太
史
參
補
古
今
大
方
詩
經
大
全
』
は
書
肆
が
刊
刻
し
た
と
考
え
ら

れ
、
書
名
に
は
萬
曆
、
天
啓
の
間
に
內
閣
大
學
士
と
し
て
朝
政
に
攜
わ
っ
た
葉
向
高
（
一
五
五
九
～
一

六
二
七
）
の
名
が
、
（18）
を
収
錄
す
る
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
は
、
崇
禎
四
年
の
進
士
で
古
學
復
興
を

目
指
す
「
復
社
」
の
結
成
を
主
導
し
た
張
溥
（
一
六
〇
二
～
一
六
四
一
）
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
五
四

。

ま
た
、
（20）
を
収
錄
す
る
『
詩
經
疏
義
』
は
元
の
朱
公
遷
が
著
し
、
明
代
の
書
林
安
正
堂
が
刊
刻
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
詩
經
大
全
圖
」
と
名
稱
・
內
容
と
も
に
概
ね
同
じ
圖
譜
を
収
錄
し
て
い
る
。 

明
一
代
を
通
じ
て
廣
く
參
照
さ
れ
た
「
詩
經
大
全
圖
」
の
典
據
に
つ
い
て
、
『
詩
經
大
全
』
の
「
凡

例
」
に
は
「
名
物
等
圖
、
一
依
廬
陵
羅
氏
所
集
。
諸
國
世
次
及
作
詩
世
時
圖
、
一
依
安
城
劉
氏
。
存
之

以
備
觀
覽
（
名
物
等
の
圖
は
、
一
ら
廬
陵
羅
氏
の
集
め
る
所
に
依
る
。
諸
國
世
次
及
び
作
詩
世
時
圖
は
、

一
ら
安
城
劉
氏
に
依
る
。
之
を
存
し
以
て
觀
覽
に
備
う
）
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
廬
陵
羅
氏
」

と
「
安
城
劉
氏
」
の
圖
譜
は
、
既
述
し
た
元
代
の
羅
復
『
詩
集
傳
音
釋
』
収
錄
の
「
詩
傳
圖
」
と
、
劉

瑾
『
詩
傳
通
釋
』
収
錄
の
「
諸
國
世
次
圖
」
お
よ
び
「
作
詩
世
時
圖
」
の
こ
と
で
あ
る
。
「
詩
經
大
全

圖
」
は
、
こ
の
二
種
の
圖
譜
を
一
つ
に
合
わ
せ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

第
二
項 

宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
と
改
編 

（2）
「
詩
經
大
全
圖
」
は
元
代
『
詩
經
』
圖
譜
を
そ
の
ま
ま
収
錄
し
て
い
る
が
、
二
つ
の
圖
譜
を
あ
わ

せ
て
一
つ
の
圖
譜
と
し
た
點
で
飜
刻
と
は
言
い
難
い
。
一
方
、
宋
元
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
原
本
に
則
り

飜
刻
し
た
早
期
の
も
の
は
（3）
「
詩
圖
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
坊
本
の
『
詩
經
大
全
』
に
文
字
の
誤
り
の

多
い
こ
と
か
ら
正
統
十
二
年
（
一
四
四
七
）
、
司
禮
監
が
刊
刻
し
た
『
詩
集
傳
』
の
卷
首
に
あ
り
、
羅

復
の
「
詩
傳
圖
」
と
全
く
同
じ
圖
譜
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
元
の
至
正
十
二
年
宗
文
精
舍

刊
『
詩
集
傳
』
は
、
羅
復
の
「
詩
傳
圖
」
と
同
內
容
の
「
詩
圖
」
を
収
錄
し
て
い
る
。
司
禮
監
刊
『
詩

集
傳
』
の
序
は
底
本
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
は
圖
譜
が
附
さ
れ
た
元
代
の
『
詩
集
傳
』
を
飜

刻
し
た
の
だ
ろ
う
五
五

。 

こ
の
後
、
萬
暦
末
年
に
な
る
と
に
飜
刻
は
に
わ
か
に
盛
ん
と
な
っ
た
。
ま
ず
萬
暦
四
十
二
年
（
一
六
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一
四
）
に
は
（10）
「
詩
經
圖
」
を
収
錄
す
る
盧
謙·

章
達
『
五
經
圖
』
が
刊
刻
さ
れ
た
。
『
五
經
圖
』
は

「
五
經
」
と
稱
す
る
が
、
實
際
は
元
代
『
六
經
圖
碑
』
の
飜
刻
で
あ
り
、
「
易
」
「
書
」
「
詩
」
「
春
秋
」

「
周
禮
」
「
禮
記
」
の
圖
譜
を
収
錄
し
て
い
る
（
本
頁
の
圖
六
）
。 

 

圖
六
、
盧
謙
・
章
達
『
五
經
圖
』
の
「
詩
經
圖
」
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
） 

  
 

 

 

『
五
經
圖
』
卷
首
の
章
達
の
序
に
記
さ
れ
た
編
纂
經
過
に
よ
る
と
、
飜
刻
者
の
章
達
は
無
爲
州
（
現

在
の
安
徽
省
蕪
湖
市
）
知
州
と
し
て
、
管
轄
下
の
廬
江
縣
（
現
在
の
安
徽
省
合
肥
市
）
で
學
宮
を
脩
繕

し
書
物
を
購
入
す
る
な
ど
、
學
問
振
興
政
策
を
進
め
て
い
た
。
こ
の
時
、
廬
江
の
出
身
で
あ
る
盧
謙
は

知
縣
を
務
め
て
い
た
永
豐
（
現
在
の
江
西
省
吉
安
市
）
か
ら
持
ち
帰
っ
た
「
五
經
圖
石
本
」
を
章
達
に

渡
し
、
石
に
刻
ん
で
學
生
に
示
し
傳
え
る
よ
う
願
っ
た
。
そ
こ
で
、
章
達
は
石
碑
に
刻
ん
だ
が
、
こ
れ

で
は
拓
本
を
作
成
す
る
手
間
が
か
か
る
う
え
普
及
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
改
め
て
書
物
の
體
裁
に

整
理
し
、
金
陵
で
刊
刻
し
た
と
い
う
五
六

。 

『
五
經
圖
』
刊
刻
の
翌
年
、
萬
暦
四
十
三
年
に
は
吳
繼
仕
が
南
宋
の
『
六
經
圖
』
に
、
『
儀
禮
』
に

關
す
る
圖
譜
を
加
え
た
『
七
經
圖
』
を
刊
刻
し
た
五
七

。
こ
の
『
七
經
圖
』
に
は
（11）
「
毛
詩
正
變
指
南

圖
」
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
吳
繼
仕
は
字
を
公
信
と
い
い
、
徽
州
（
現
在
の
安
徽
省
黄
山
市
）
の
人
。

他
に
『
音
聲
紀
元
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
以
外
、
經
歷
は
明
ら
か
で
は
な
い
五
八

。 

『
七
經
圖
』
の
自
序
に
よ
る
と
、
吳
繼
仕
は
家
藏
の
宋
刻
『
六
經
圖
』
が
古
の
制
度
を
よ
く
傳
え
て
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い
る
と
考
え
、
公
に
參
照
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
飜
刻
し
た
と
い
う
。
『
七
經
圖
』
は
卷
首
の
「
舊
序
」

か
ら
、
毛
邦
翰
增
補
本
を
底
本
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

吳
繼
仕
の
飜
刻
に
關
し
て
、
『
七
經
圖
』
の
自
序
に
は
吳
繼
仕
が
「
考
校
（
校
正
）
」
し
た
と
あ
り
、

（11）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
卷
末
に
校
正
箇
所
數
を
「
改
三
佰
、
刪
三
處
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
七
經
圖
』
は
す
べ
て
明
朝
體
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
點
か
ら
、
（11）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」

を
含
む
『
七
經
圖
』
は
家
藏
の
宋
本
を
忠
實
に
飜
刻
し
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
南
宋

の
『
館
閣
書
目
』
（
陳
振
孫
『
直
齊
書
錄
解
題
』
に
引
用
）
に
記
載
の
あ
る
毛
邦
翰
本
と
比
べ
て
『
七

經
圖
』
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
圖
が
二
つ
少
な
く
、
そ
も
そ
も
飜
刻
の
原
本
が
南
宋
當
時
の
「
毛

詩
正
變
指
南
圖
」
の
樣
子
を
完
全
に
は
傳
え
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
五
九

。 

吳
繼
仕
の
後
、
萬
暦
四
十
四
年
に
は
衛
承
芳
が
、
同
四
十
五
年
に
は
郭
若
維
が
楊
甲
『
六
經
圖
』
を

飜
刻
し
た
。
衛
承
芳
は
字
を
君
大
と
い
い
、
達
州
（
現
在
の
四
川
省
達
州
市
）
の
人
。
隆
慶
二
年
（
一

五
六
八
）
進
士
に
舉
げ
ら
れ
、
萬
暦
年
間
に
は
温
州
知
府
、
山
東
參
政
、
右
副
都
御
史
を
歷
任
し
、
南

京
吏
部
尚
書
に
在
任
の
ま
ま
卒
し
て
太
子
大
保
を
追
贈
さ
れ
た
六
〇

。 

衛
承
芳
の
飜
刻
し
た
『
六
經
圖
』
は
未
見
で
あ
る
。
こ
れ
が
吳
繼
仕
『
六
經
圖
』
の
翌
年
に
刊
刻
さ

れ
た
こ
と
は
郭
若
維
『
六
經
圖
』
の
自
序
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

衛
承
芳
の
後
に
『
六
經
圖
』
を
刊
刻
し
た
郭
若
維
は
字
を
無
虞
と
い
い
、
蘭
谿
（
現
在
の
浙
江
省
蘭

谿
市
）
の
人
。
萬
暦
三
十
七
年
（
一
六
〇
九
年
）
の
進
士
で
廣
德
（
現
在
の
安
徽
省
廣
德
縣
）
の
知
州

を
務
め
た
六
一

。
郭
若
維
の
記
し
た
「
重
刻
六
經
圖
跋
」
に
よ
る
と
、
吳
繼
仕
や
衛
承
芳
の
『
六
經
圖
』

は
底
本
の
誤
り
を
幾
ら
か
傳
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郭
若
維
は
家
藏
の
宋
本
を
增
補
、
校
定
し
刊
刻
し

た
と
い
う
六
二

。
こ
れ
に
關
し
て
、
郭
若
維
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
卷
末
に
も
吳
繼
仕
の
飜
刻
と
同

じ
く
校
正
箇
所
數
を
「
修
吉
堂
考
校
三
百
九
處
」
と
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」

に
つ
い
て
言
え
ば
、
郭
若
維
と
吳
繼
仕
の
飜
刻
は
全
く
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ど
の
箇
所
を
增
補
、
校
定

し
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。 

以
上
三
種
の
ほ
か
、
明
代
に
は
「
計
部
大
夫
汝
南
方
公
」
な
る
人
物
が
飜
刻
し
た
『
六
經
圖
』
が
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
清
代
に
潘
寀
鼎
が
飜
刻
し
た
『
六
經
圖
考
』
の
自
序
に
見
え
る
が
、
明
代
の
書

目
な
ど
に
は
見
え
ず
未
見
で
あ
る
。 

吳
繼
仕
以
來
、
聯
年
行
わ
れ
た
『
六
經
圖
』
刊
刻
の
後
、
し
ば
ら
く
時
を
隔
て
た
崇
禎
十
一
年
（
一

六
三
八
）
に
は
陳
重
光
が
（17）
『
毛
詩
正
變
指
南
圖
』
六
卷
を
刊
刻
し
た
六
三

。
こ
れ
は
吳
繼
仕
な
ど
の

飜
刻
と
は
異
な
り
、
『
六
經
圖
』
中
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
だ
け
を
飜
刻
し
た
單
行
本
で
あ
る
。
陳

重
光
は
字
を
瑞
羲
と
い
い
、
華
亭
（
現
在
の
上
海
市
）
の
人
。
自
序
に
「
先
祖
憲
副
公
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
祖
に
按
察
副
使
を
務
め
た
人
物
が
い
た
ら
し
い
六
四

。 
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（17）
『
毛
詩
正
變
指
南
圖
』
の
卷
首
に
は
、
徐
孚
遠
、
李
是
楫
、
鄭
圻
の
寄
せ
た
序
が
あ
る
。
編
纂
・

刊
刻
の
經
緯
は
鄭
圻
の
序
に
、
陳
重
光
が
所
藏
し
て
い
た
宋
本
の
誤
り
や
圖
の
順
序
を
校
訂
し
、
同
好

の
士
に
示
す
た
め
に
刊
刻
し
た
と
だ
け
あ
り
、
吳
繼
仕
な
ど
の
飜
刻
に
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
こ

の
た
め
、
陳
重
光
の
飜
刻
は
萬
暦
年
間
の
『
六
經
圖
』
飜
刻
と
は
關
係
な
く
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

陳
重
光
の
（17）
『
毛
詩
正
變
指
南
圖
』
は
『
四
庫
全
書
總
目
』
に
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
は

冒
頭
に
李
雯
の
序
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
が
調
査
し
た
復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
本
と
は
異

な
る
版
が
存
在
し
た
ら
し
い
。
『
四
庫
全
書
總
目
』
は
そ
の
體
例
が
粗
雜
で
古
人
の
著
作
に
似
ず
、
內

容
に
根
據
も
無
い
こ
と
か
ら
陳
重
光
が
自
ら
編
纂
し
宋
本
に
假
託
し
た
と
疑
っ
て
い
る
六
五

。
復
旦
大

學
所
藏
本
に
よ
る
限
り
、
そ
の
內
容
は
數
箇
所
の
文
字
の
異
同
を
除
い
て
、
吳
繼
仕
な
ど
が
飜
刻
し
た

も
の
と
ほ
ぼ
變
わ
ら
ず
、
陳
重
光
が
從
前
の
飜
刻
を
用
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
新
た
に
編
纂
し
た
と

は
考
え
が
た
い
。 

こ
の
ほ
か
、
後
述
す
る
編
纂
者
の
經
歷
か
ら
萬
暦
以
降
の
刊
刻
と
考
え
ら
れ
る
『
新
刻
顧
鄰
初
太
史

硃
批
詩
經
金
丹
』
の
卷
首
に
は
（15）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
あ
る
。
こ
の
圖
も
名
稱
の
と
お
り
、
南
宋

『
六
經
圖
』
の
圖
譜
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
『
新
刻
顧
鄰
初
太
史
硃
批
詩
經
金
丹
』
は
朱
熹
『
詩
集

傳
』
に
語
彙
註
や
難
字
の
音
註
、「
四
書
」
が
引
く
『
詩
經
』
の
文
字
の
韻
註
、
各
詩
篇
の
主
旨
、「
一

字
二
三
義
」
や
「
二
字
同
一
義
」
、「
補
考
」
、「
難
題
秘
旨
」
や
「
大
題
要
旨
」、「
小
題
要
旨
」
と
い
っ

た
暗
記
や
問
題
對
策
の
た
め
の
註
釋
を
加
え
て
お
り
、
明
ら
か
に
舉
業
書
で
あ
る
（
本
頁
の
圖
七
）
。 

 圖
七
、『
新
刻
顧
鄰
初
太
史
硃
批
詩
經
金
丹
』（
國
立
公
文
書
館
所
藏
） 
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『
新
刻
顧
鄰
初
太
史
硃
批
詩
經
金
丹
』
に
は
（15）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
な
ど
の
附
錄
と
朱
熹
序
の

後
、
本
文
第
一
卷
の
冒
頭
に
、
編
纂
・
刊
行
に
關
わ
っ
た
人
物
と
し
て
、
以
下
の
四
名
が
見
え
る
。 

 

秣
陵 

 

顧
起
元 

 

隣
初
父 

著 

古
宣 

 

潘  

曉  
東
生
父  

輯 

福
清  

林
聲
揚  

子
駿
父  

訂 

金
谿  

傅
夢
龍  

見
田
父  
梓 

 

著
者
の
顧
起
元
（
一
五
六
五
～
一
六
二
八
）
は
萬
暦
二
十
六
年
（
一
五
九
八
）
の
進
士
、
官
は
吏
部

左
侍
郎
兼
翰
林
侍
讀
學
士
に
至
っ
た
人
物
で
あ
る
六
六

。
し
か
し
、
書
中
に
は
編
纂
經
緯
を
示
す
序
な
ど

一
切
な
く
、
輯
錄
者
や
校
定
者
と
の
關
係
を
示
す
記
載
も
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
地
も
秣
陵

（
江
蘇
省
南
京
市
）、
古
宣
（
安
徽
省
宣
城
市
）、
福
清
（
福
建
省
福
州
市
）
、
金
谿
（
江
西
省
撫
州
市
）

と
共
通
性
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
點
か
ら
、
顧
起
元
が
同
書
の
編
纂
に
ど
こ
ま
で
關
わ
っ
て
い
た
の
か
明

ら
か
で
は
な
く
、
編
纂
を
主
導
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
輯
錄
者
の
潘
曉
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

以
上
の
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
ほ
か
、
單
純
な
飜
刻
で
は
な
い
（8）
「
詩
經
圖
全
集
」
も
見
ら
れ
る
。

（8）
「
詩
經
圖
全
集
」
は
胡
賓
『
六
經
圖
全
集
』
の
一
卷
で
あ
り
、
元
代
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」

と
、
（2）
「
詩
經
大
全
圖
」
に
共
通
す
る
圖
譜
や
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
圖
譜
を
収
錄
し
て
お
り
、
兩

圖
譜
を
折
衷
し
た
內
容
と
な
っ
て
い
る
（
本
頁
の
圖
八
）
六
七

。 

 

圖
八
、
胡
賓
『
六
經
圖
全
集
』
の
「
詩
經
圖
全
集
」（
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
）  
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『
六
經
圖
全
集
』
に
は
序
や
刊
記
が
な
く
、
そ
の
編
纂
經
過
や
時
期
を
示
す
記
載
は
な
い
。
一

方
、
編
者
の
胡
賓
に
つ
い
て
は
同
書
の
卷
首
に
「
南
京
陝
西
道
觀
察
御
史 

胡
賓 

編
輯
」
と
あ
る
ほ

か
『
山
西
通
志
』
に
傳
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
字
は
汝
觀
、
光
州
（
現
在
の
河
南
省
信
陽
市
）

の
人
で
嘉
靖
十
四
年
（
一
五
三
五
）
の
進
士
、
嘉
靖
三
十
一
年
（
一
五
三
一
）
に
母
の
喪
に
服
し
た

後
、
山
西
副
使
と
し
て
赴
任
す
る
前
に
卒
し
た
と
あ
る
。
胡
賓
は
お
お
よ
そ
弘
治
、
正
德
の
間
（
一

四
八
八
～
一
五
二
一
）
に
生
ま
れ
、
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
～
一
五
六
六
）
に
活
動
し
た
よ
う
で
、

『
六
經
圖
全
集
』
は
嘉
靖
の
中
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
六
八

。
こ
れ
は
盧
謙
、
章
達
が

『
六
經
圖
碑
』
に
よ
っ
て
『
五
經
圖
』
を
刊
刻
し
た
萬
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
よ
り
四
、
五
十

年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
る
。
胡
賓
は
、
明
代
で
も
早
く
に
元
代
『
六
經
圖
碑
』
に
着
目
し
、
刊
刻
し

た
人
物
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

第
三
項 

そ
の
他
の
『
詩
經
』
圖
譜 

明
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
、
勅
撰
書
の
附
錄
「
詩
經
大
全
圖
」
や
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
と

は
異
な
る
三
種
の
圖
譜
が
現
存
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
樂
器
十
三
種
（
鐘
、
鼓
、
金
鐘
、
玉
磬
、
琴
、

瑟
、
笙
、
蕭
、
笛
、
塤
、
篪
、
祝
、
敔
）
の
圖
譜
（5）
で
あ
る
。
こ
れ
は
嘉
靖
十
五
年
（
一
五
三
六
）
、

國
子
監
祭
酒
の
呂
柟
が
主
導
し
て
編
纂
し
た
『
詩
樂
圖
譜
』
の
卷
首
に
附
さ
れ
て
い
る
六
九

。『
詩
樂
圖

譜
』
は
『
詩
經
』
の
中
か
ら
歌
う
こ
と
の
可
能
な
詩
篇
を
選
び
、
そ
の
音
階
を
示
し
た
樂
譜
で
あ
る
。 

（5）
に
つ
い
て
、『
詩
樂
圖
譜
』
の
呂
柟
「
詩
樂
圖
譜
序
」
や
鄭
汝
舟
「
跋
詩
樂
圖
譜
後
」
に
は
說
明
が

な
い
。
し
か
し
、
同
樣
の
樂
器
圖
は
北
宋
の
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』
以
來
、
南
宋
の
楊
甲
『
六
經
圖
』
中

の
「
尚
書
規
範
撮
要
圖
」
や
「
周
禮
文
物
大
全
圖
」
、
元
代
の
「
六
經
圖
碑
」
の
「
尚
書
圖
」
や
「
詩
經

圖
」
、「
周
禮
圖
」、
明
代
の
勅
撰
書
『
書
經
大
全
』
の
「
書
經
大
全
圖
」
や
先
述
し
た
「
詩
經
大
全
圖
」

な
ど
、
明
代
以
前
の
「
書
」「
詩
」「
禮
」
の
圖
譜
に
廣
く
見
ら
れ
、
呂
柟
は
こ
れ
ら
の
圖
譜
を
參
照
し

た
可
能
性
が
あ
る
。 

（5）
と
同
じ
く
嘉
靖
年
間
に
は
、
胡
明
勗
が
（6）
『
新
刊
詩
經
集
成
圖
譜
』
を
編
纂
し
た
。
同
書
は
國
風

の
う
ち
「
周
南
」、「
召
南
」
、「
邶
風
」
を
収
錄
し
た
稿
本
の
殘
卷
一
卷
が
傳
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
、
本

來
ど
の
よ
う
な
「
圖
譜
」
が
収
錄
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
全
容
は
明
ら
か
で
な
い
七
〇

。
そ
こ
で
、
現

存
す
る
部
分
に
見
え
る
各
詩
や
各
風
の
末
尾
に
詩
篇
や
篇
章
の
構
成
と
意
義
を
示
し
た
一
覽
表
を
（6）

『
新
刊
詩
經
集
成
圖
譜
』
の
圖
譜
と
し
て
お
く
。 

（6）
『
新
刊
詩
經
集
成
圖
譜
』
は
卷
首
に
嘉
靖
二
十
九
年
（
一
五
五
〇
年
）
、
羅
田
鄉
（
現
在
の
湖
北
省

羅
田
縣
）
の
進
士
胡
明
通
が
記
し
た
序
が
あ
る
。
こ
の
序
に
よ
る
と
、
胡
明
勗
の
字
は
汝
召
、
號
は
龍

田
、
序
を
記
し
た
胡
明
通
の
從
兄
で
あ
り
、
「
北
渠
夫
子
」
の
子
だ
と
い
う
。
序
を
記
し
た
胡
明
通
は
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弟
の
胡
明
書
と
と
も
に
舉
人
と
な
り
後
に
金
華
府
通
判
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
卷
首
に
「
湖

廣
羅
田
縣
後
學
胡
明
勗
輯
著 

門
下
庠
生
胡
泮
校
正 

庠
生
高
德
脩
仝
校
」
と
弟
子
の
氏
名
が
見
え
る
こ

と
か
ら
、
胡
明
勗
は
羅
田
の
比
較
的
有
力
な
一
族
の
出
身
者
で
あ
り
、
同
地
で
學
問
を
教
授
し
て
い
た

人
物
の
よ
う
で
あ
る
七
一

。 

『
新
刊
詩
經
集
成
圖
說
』
は
胡
明
通
の
序
に
「
誠
に
舉
業
の
指
南
」
と
あ
る
よ
う
に
、
舉
業
書
で
あ

る
。
書
名
に
「
新
刊
」
、
卷
首
に
「
書
林
就
正
齊
梓
行
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
刊
行
を
預
定
し
て
い
た

ら
し
い
。
し
か
し
、
同
書
に
關
す
る
記
載
は
明
代
の
書
目
に
見
え
ず
、
刊
本
も
傳
わ
っ
て
お
ら
ず
、
恐

ら
く
刊
刻
さ
れ
世
に
廣
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

『
新
刊
詩
經
集
成
圖
說
』
全
體
の
構
成
は
序
の
後
に
附
さ
れ
た
「
立
意
」
に
說
明
が
あ
る
。
こ
こ
に

記
さ
れ
た
各
項
目
と
そ
の
役
割
は
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

①
【
全
題
】
使
人
便
看
。 

②
【
講
語
】
以
明
其
理
。 

③
【
主
意
】
以
說
其
詳
。 

④
【
破
】
以
盡
一
章
之
意
。 

 

⑤
【
合
題
】
以
見
前
後
旨
意
之
妙
。 

 

⑥
【
全
意
】
以
括
全
章
之
意
。 

 
 

⑦
【
全
破
】
以
該
一
詩
之
蘊
。 

 
 

⑧
【
全
圖
】
以
示
一
篇
之
脈
絡
。  

 

全
體
の
構
成
は
八
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
お
り
、
末
尾
の
⑧
が
圖
譜
で
あ
る
。
⑧
は
「
以
て
一
篇
の

脈
絡
を
示
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
各
詩
の
末
尾
に
附
さ
れ
篇
章
ご
と
の
要
旨
を
圖
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
立
意
」
に
は
見
え
な
い
が
、
周
南
、
召
南
、
邶
風
の
末
尾
に
は
、
各
風
の
構
成
と
そ
の
意
義
を
示
し

た
圖
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
次
頁
の
圖
九
）
。 

『
新
刊
詩
經
集
成
圖
說
』
の
編
纂
は
、「
立
意
」
に
①
「
使
人
便
看
」
や
⑤
「
以
見
前
後
旨
意
之
妙
」

と
あ
る
よ
う
に
、
『
詩
經
』
各
詩
篇
の
概
要
や
要
旨
、
意
義
を
効
率
よ
く
、
容
易
に
理
解
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
本
書
が
科
舉
受
驗
の
參
考
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
そ
の
內
容
は
『
詩
經
大
全
』
に
よ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
受
驗
用
文
章
の
教
材
で
あ
る
「
時
文
」

を
引
用
す
る
以
外
に
諸
家
の
解
釋
は
全
く
見
え
ず
、
『
詩
經
』
の
解
釋
面
で
新
た
な
見
解
を
示
し
て
は

い
な
い
七
二

。
⑧
の
圖
譜
も
受
驗
参
考
書
の
一
部
と
し
て
、
學
習
者
が
各
詩
や
風
、
雅
、
頌
の
構
成
を
効

率
的
に
把
握
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。
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圖
九
、
胡
賓
『
新
刊
詩
經
集
成
圖
說
』
の
圖
譜
（
臺
灣
故
宮
博
物
院
所
蔵
） 

 

 

『
詩
樂
圖
譜
』
や
『
詩
經
集
成
圖
說
』
の
後
、
具
體
的
な
年
代
は
不
明
な
が
ら
明
末
に
刊
刻
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
『
詩
經
』
圖
譜
に
（16）
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
が
あ
る
七
三

。
同
書
は
著
者
を
鍾
惺
（
一
五
七

四
～
一
六
二
四
）
と
す
る
が
、
こ
れ
は
假
託
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
七
四

。 

『
詩
經
圖
史
合
攷
』
は
專
ら
『
詩
經
』
の
名
物
に
關
す
る
註
釋
や
諸
書
の
記
載
を
輯
錄
し
た
書
物
で

あ
る
。
全
部
で
一
五
五
〇
種
余
り
の
事
物
を
収
錄
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
圖
が
附
さ
れ
て
い
る
の
は
十

七
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
圖
は
、
各
事
物
の
解
說
に
引
用
さ
れ
る
書
名
や
他
の
圖
譜
と
の
比
較
か
ら
、

主
に
北
宋
の
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』
や
陳
祥
道
『
禮
書
』
、
陳
暢
『
樂
書
』
と
い
っ
た
禮
樂
關
係
の
圖
譜

か
ら
採
錄
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
な
か
に
は
『
詩
經
』
圖
譜
の
み
に
見
え
る
圖
譜
も
あ
る
。 

『
詩
經
圖
史
合
攷
』
に
は
序
な
ど
が
な
く
、
編
纂
目
的
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
內
容
は
『
詩
經
』

に
登
場
す
る
名
物
に
つ
い
て
、
『
本
草
網
目
』
や
『
列
仙
傳
』
な
ど
の
諸
書
か
ら
關
聯
す
る
記
載
を
集

め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
採
錄
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
な
か
に
は
『
詩
經
』
の
解
釋
と
關
係
な
い

も
の
も
あ
る
。
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
は
書
名
に
『
詩
經
』
と
冠
し
て
は
い
る
も
の
の
、
實
際
に
は
『
詩

經
』
の
名
物
に
ま
つ
わ
る
種
々
の
記
載
を
輯
錄
し
た
類
書
で
あ
る
。 

そ
の
雜
多
と
も
い
え
る
體
裁
は
、
清
代
に
な
り
批
判
さ
れ
た
七
五

。
こ
れ
は
經
學
を
尊
ぶ
觀
點
か
ら
な

さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
の
編
者
は
、
經
書
で
あ
る
『
詩
經
』
の
解
釋
よ
り
も
、
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類
書
の
體
裁
を
と
る
こ
と
で
、
『
詩
經
』
の
名
物
に
關
す
る
多
樣
な
知
識
を
讀
者
に
提
供
し
よ
う
と
し

た
の
だ
ろ
う
。 

 
 

第
四
項 

明
代
『
詩
經
』
圖
譜
の
特
色 

明
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
の
大
部
分
は
、
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
南
宋
『
六

經
圖
』
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
元
代
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
の
飜
刻
は
言
う
に
及
ば
ず
、

最
も
廣
く
普
及
し
た
で
あ
ろ
う
勅
撰
書
の
附
錄
（2）
「
詩
經
大
全
圖
」
で
さ
え
、
元
代
の
羅
復
と
劉
瑾
が

編
纂
し
た
と
傳
わ
る
圖
譜
を
そ
の
ま
ま
収
錄
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
圖
譜
は
『
詩

經
』
の
附
錄
に
収
錄
さ
れ
、
あ
る
い
は
單
行
本
と
し
て
刊
刻
さ
れ
、
さ
ら
に
廣
ま
っ
て
い
っ
た
。
な
か

に
は
胡
賓
の
（8）
「
詩
經
圖
全
集
」
の
よ
う
に
、
元
代
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
と
明
の
（2）
「
詩

經
大
全
圖
」
を
折
衷
し
た
圖
譜
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
結
局
は
元
代
『
詩
經
』
圖
譜
の
延
長
線
上
に
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
一
群
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
目
的
は
必
ず
し
も
一
樣
で
は
な
い
。
（2）
「
詩
經
大
全

圖
」
は
科
舉
に
お
け
る
『
詩
經
』
の
標
準
的
な
解
釋
を
定
め
た
『
詩
經
大
全
』
の
附
錄
で
あ
り
、
そ
の

編
纂
目
的
は
科
舉
の
學
習
と
關
係
し
て
い
る
。
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
で
も
、
元
代
『
六
經
圖
』

の
飜
刻
で
あ
る
盧
謙
、
章
達
（10）
「
詩
經
圖
」
は
同
じ
く
學
習
に
供
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
對
し

て
南
宋
『
六
經
圖
』
を
飜
刻
し
た
吳
繼
仕
や
郭
若
維
、
陳
重
光
の
（11）
～
（13）
、
（17）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」

は
、
い
ず
れ
も
傳
來
の
少
な
い
宋
本
を
世
に
示
す
た
め
に
刊
刻
さ
れ
た
。
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
も
南

宋
當
時
は
科
舉
受
驗
の
學
習
と
密
接
に
關
係
し
た
圖
譜
で
あ
っ
た
が
、
明
代
で
は
、
む
し
ろ
そ
の
文
獻

的
價
値
が
着
目
さ
れ
初
め
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
文
獻
的
價
値
へ
の
着
目
の
背
景
に
は
、
勅
撰
書
『
五
經
大
全
』
の
附
錄
と
し
て
収
錄
さ
れ
た
圖

譜
が
普
及
し
、
參
照
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
關
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
吳
繼
仕
が
飜
刻

し
た
『
七
經
圖
』
の
李
維
楨
序
に
は
「
國
家
頒
五
經
大
全
、
學
宮
皆
有
圖
（
國
家
五
經
大
全
を
頒
ち
、

學
宮
皆
な
圖
有
り
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
當
時
の
人
々
に
と
っ
て
經
書
の
圖
譜
と
し
て
ま
ず
想
起
さ
れ

る
『
五
經
大
全
』
の
附
錄
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
普
及
し
た
圖
譜
と
、
宋
元
の
經
書
圖
譜
の
異
同
に
氣
づ

い
た
こ
と
も
、
飜
刻
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
つ
の
要
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
文
獻
的
價
値
が
認
め
ら
れ
て
飜
刻
さ
れ
た
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
、
舉

業
書
で
あ
る
『
新
刻
顧
鄰
初
太
史
硃
批
詩
經
金
丹
』
に
収
錄
さ
れ
る
こ
と
で
、
再
び
科
舉
の
學
習
と
關

わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
明
代
で
は
普
及
の
程
度
に
差
は
あ
れ
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、

元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
、
羅
復
や
劉
瑾
の
『
詩
經
』
圖
譜
が
と
も
に
科
舉
試
驗
の
資
料
と
し
て
參
照
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
多
く
の
明
代
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
は
、
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
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の
枠
組
み
を
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
じ
く
科
舉
試
驗
に
關
聯
し
て
編
纂
さ
れ
た
稿
本

（6）
『
新
刊
詩
經
集
成
圖
說
』
は
普
及
す
る
こ
と
こ
そ
な
か
っ
た
が
、
宋
元
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
圖
譜

を
編
纂
し
収
錄
し
た
ほ
ぼ
唯
一
の
書
物
で
あ
る
。
ま
た
、
樂
譜
や
類
書
に
見
え
る
樂
器
の
圖
（5）
と
（18）

『
詩
經
圖
史
合
攷
』
の
よ
う
に
、
『
詩
經
』
の
解
釋
や
學
習
と
は
異
な
る
書
物
で
も
圖
譜
が
収
錄
さ
れ

た
。
こ
れ
も
、
明
代
以
降
に
初
め
て
見
ら
れ
る
狀
況
で
あ
る
。 

 

第
五
節 

清
代
か
ら
中
華
民
國
期
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜 

清
代
か
ら
中
華
民
國
期
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
調
査
し
得
た
の
は
二

十
八
種
（
再
刻
・
重
印
を
加
え
る
と
三
十
四
種
）
あ
る
。
こ
れ
ら
の
圖
譜
を
通
覽
す
る
と
、
そ
の
內
容

は
同
治
年
間
（
一
八
六
二
～
一
八
七
四
）
以
前
と
光
緒
年
間
（
一
八
七
五
～
一
九
〇
八
）
以
後
で
全
く

異
な
る
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
同
治
年
間
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
次
頁
の
表
五
に
示
し
た
。 

 第
一
項 

同
治
年
間
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
一
―
勅
撰
書
の
圖
譜
「
詩
傳
圖
」 

同
治
年
間
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
も
、
特
に
廣
く
普
及
し
參
照
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の

は
、
勅
撰
書
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
卷
首
の
（11）
「
詩
傳
圖
」
で
あ
る
七
六

。 

清
朝
が
勅
撰
經
書
の
編
纂
に
着
手
し
た
の
は
順
治
十
三
年
（
一
六
五
六
）
、
順
治
帝
が
傅
以
漸
（
一

六
〇
九
～
一
六
六
五
）
に
命
じ
て
明
代
の
『
周
易
傳
義
大
全
』
を
補
訂
し
『
易
經
通
註
』
を
編
纂
さ
せ

た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
數
年
の
間
、
勅
撰
經
書
の
編
纂
は
行
わ
れ
ず
、
再
び
編
纂
が
開
始

さ
れ
る
の
は
康
煕
十
九
年
（
一
六
八
〇
）
、
康
熙
帝
が
『
日
講
四
書
解
義
』
と
『
日
講
書
經
解
義
』
の

編
纂
を
命
じ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
康
煕
六
十
年
（
一
七
二
一
）
、『
詩
經
大
全
』
に
代
わ
る
勅
撰
書

と
し
て
朱
熹
の
解
釋
を
主
と
し
た
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
が
王
鴻
緒
な
ど
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
雍

正
五
年
（
一
七
二
七
）
に
刊
刻
さ
れ
た
七
七

。
な
お
、
乾
隆
二
十
年
に
は
勅
命
に
よ
り
傅
恆
な
ど
が
『
詩

義
折
中
』
を
編
纂
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
圖
譜
を
収
錄
し
て
い
な
い
。
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19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

 表
五
、
清
代
（
同
治
年
間
以
前
）
の
『
詩
經
』
圖
譜 

 

同
治
十
年
（
一
八
七
一
） 

同
治
三
年
（
一
八
六
四
） 

咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
） 

光
緒
十
五
年
重
刻 

乾
隆
三
十
七
年
（
一
七
七
二
） 

乾
隆
三
十
六
年
（
一
七
七
一
） 

乾
隆
二
十
八
年
（
一
七
六
三
） 

乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
） 

乾
隆
五
年
（
一
七
四
〇
） 

雍
正
五
年
（
一
七
二
七
） 

雍
正
二
年
（
一
七
二
四
） 

雍
正
元
年
（
一
七
二
三
） 

道
光
二
十
五
年
重
刻 

康
熙
六
十
一
年
（
一
七
二
二
） 

康
熙
五
十
二
年
（
一
七
一
三
） 

康
煕
五
十
年
（
一
七
一
一
） 

道
光
十
四
年
・
光
緒
十
一
年
重
刻 

康
煕
四
十
八
年
（
一
七
〇
九
） 

康
煕
四
十
二
年
（
一
七
〇
三
） 

康
煕
三
十
五
年
（
一
六
九
六
） 

 

康
熙
二
十
九
年
（
一
六
九
〇
） 

康
熙
二
十
三
年
（
一
六
八
四
） 

年
代 

方
玉
潤 

尹
繼
美 

蔣
光
煦 

楊
魁
植 

徐
鼎 

鄒
梧
岡 

鄭
之
僑 

王
皜 

王
鴻
緒
等
敕
撰 

盧
雲
英 

常
定
遠 

潘
寀
鼎 

高
儕
鶴 

高
朝
瓔 

江
為
龍 

唐
少
村 
刊 

唐
少
村 

刊 
趙
燦
英 

姜
文
燦 

編
纂
・
刊
行 

無
し 

「
詩
地
理
圖
」 

「
詩
傳
圖
」 

「
詩
經
圖
」 

無
し
。 

「
詩
十
五
國
圖
」 

「
詩
經
圖
」 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」 

「
詩
傳
圖
」 

「
詩
經
圖
」 

「
詩
經
圖
」 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」 

「
詩
經
圖
譜
」 

無
し
。 

「
詩
經
圖
」 

「
詩
經
大
全
圖
」 

「
詩
傳
大
全
圖
」 

「
詩
經
圖
考
」 

「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」 

圖
譜
の
名
稱 

現
存
、
方
玉
潤
『
詩
經
原
始
』
に
收
錄
。 

現
存
、
尹
繼
美
『
詩
地
理
攷
略
』
に
收
錄
。 

現
存
、
元
の
羅
復
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
翻
刻
。 

現
存
、
楊
魁
植
『
九
經
圖
』
に
收
錄
。 

現
存
、
徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
に
収
錄
。 

現
存
、
鄭
梧
岡
『
詩
經
備
旨
』
に
收
錄
。 

現
存
、
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
に
收
錄
。 

現
存
、
王
皓
『
六
經
圖
定
本
』
に
收
錄
。 

現
存
、『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
に
收
錄
。 

現
存
、
盧
雲
英
『
五
經
圖
』
に
收
錄
。 

現
存
、
常
定
遠
『
六
經
全
圖
』
に
收
錄
。 

現
存
、
潘
寀
鼎
『
六
經
圖
考
』
に
收
錄
。 

現
存
、
高
儕
鶴
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
に
収
錄
。 

 
現
存
、
高
朝
瓔
『
詩
經
體
注
圖
考
』
に
収
錄
。 

現
存
、
江
為
龍
『
朱
子
六
經
圖
』
に
收
錄
。 

現
存
、『
黃
際
飛
先
生
校
訂
五
經
大
全
』
に
收
錄
。 

現
存
、『
徐
九
一
先
生
訂
五
經
大
全
』
に
收
錄
。 

 
 現

存
、
趙
燦
英
『
詩
經
集
成
』
に
收
錄
。 

現
存
、
姜
文
燦·

吳
荃
『
詩
經
正
解
』
に
収
錄
。 

佚
存
／
記
載·

收
錄
状
況 
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『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
凡
例
に
は
、「
譜
」
や
「
圖
」
の
學
術
的
意
義
に
續
け
て
「
今
略
存
之
。

其
中
有
辨
證
者
、
則
附
著
於
下
（
今
略
ぼ
之
を
存
す
。
其
の
中
の
辨
證
有
る
者
は
、
則
ち
下
に
附
著
す
）
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
成
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
収
錄
し
、
考
證
を
加
え
た
こ
と
が
わ
か
る
七
八

。
序
文
や

凡
例
に
こ
れ
以
上
の
記
載
は
な
い
が
、
（11）
「
詩
傳
圖
」
の
圖
は
「
詩
經
大
全
圖
」
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、

さ
ら
に
解
說
に
は
「
案
大
全
原
圖
」
や
「
大
全
舊
圖
」
、「
胡
氏
廣
纂
大
全
圖
曰
」
と
い
う
よ
う
に
、
明

代
の
胡
廣
な
ど
勅
撰
『
詩
經
大
全
』
と
「
詩
經
大
全
圖
」
を
參
照
し
た
こ
と
示
す
案
語
が
複
數
あ
る
。

こ
れ
ら
の
狀
況
か
ら
、
（11）
「
詩
傳
圖
」
は
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
に
依
據
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

明
代
で
は
、
そ
の
初
期
に
『
詩
經
』
の
標
準
的
解
釋
を
示
す
た
め
に
勅
撰
の
『
詩
經
大
全
』
が
編
纂

さ
れ
、
同
書
の
附
錄
で
あ
る
「
詩
經
大
全
圖
」
も
い
わ
ば
公
認
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
し
て
參
照
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
狀
況
と
同
じ
く
、
（11）
「
詩
傳
圖
」
の
編
纂
と
刊
刻
も
、
公
認
さ
れ
た
『
詩
經
』

圖
譜
の
內
容
を
世
に
示
し
、
同
時
に
そ
れ
が
標
準
的
な
資
料
と
し
て
人
々
に
參
照
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

第
二
項 

同
治
年
間
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
二
―
舉
業
書
の
附
錄 

清
代
に
編
纂
さ
れ
た
種
々
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
も
、
早
期
に
刊
刻
さ
れ
た
の
は
舉
業
書
の
附

錄
で
あ
り
、
康
煕
年
間
か
ら
乾
隆
年
間
ま
で
に
五
種
が
確
認
さ
れ
る
。 

ま
ず
、
康
熙
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
に
は
（1）
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
が
、
康
熙
二
十
九
年
（
一
六

九
〇
）
に
は
（2）
「
詩
經
圖
考
」
が
刊
刻
さ
れ
た
。 

（1）
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
は
『
詩
經
正
解
』
卷
首
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
七
九

。
同
書
の
編
者
は
封
面
に

姜
文
燦
と
吳
荃
の
二
名
が
見
え
る
が
、
（1）
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
は
そ
の
冒
頭
に
「
丹
陽
姜
文
燦
我
英

氏
輯
訂
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
姜
文
燦
が
一
人
で
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
姜
文
燦
は
字
を
我
英
と
い

い
、
丹
陽
（
現
在
の
江
蘇
省
丹
陽
市
）
の
人
。
別
業
の
深
柳
堂
で
吳
荃
な
ど
の
人
士
と
交
流
し
て
お
り
、

先
に
吳
荃
が
編
纂
し
刊
刻
し
た
『
四
書
正
解
』
が
人
氣
を
博
し
た
た
め
、
書
肆
が
姜
文
燦
と
吳
荃
に
『
詩

經
正
解
』
の
編
纂
を
持
ち
か
け
た
と
い
う
八
〇

。
『
詩
經
正
解
』
の
序
に
は
『
詩
經
大
全
』
の
內
容
に
準

じ
て
編
纂
さ
れ
た
舉
業
書
で
あ
る
顧
夢
麟
の
『
詩
經
說
約
』
や
『
詩
經
金
丹
』
を
整
理
し
て
完
成
さ
せ

た
ほ
か
、
「
宗
朱
子
以
定
舉
業
之
杓
指
（
朱
子
を
宗
と
し
以
て
舉
業
の
杓
指
を
定
む
）」
と
あ
り
、
『
詩

經
正
解
』
は
舉
業
書
で
あ
る
（
次
頁
の
圖
十
）
。
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圖
十
、
『
詩
經
正
解
』
の
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

  
 

 

（1）
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
の
編
纂
か
ら
六
年
後
の
康
熙
二
十
六
年
（
一
六
九
〇
）
頃
に
は
（2）
「
詩
經

圖
考
」
が
刊
刻
さ
れ
た
。
こ
れ
は
趙
燦
英
『
詩
經
集
成
』
の
卷
首
に
附
さ
れ
て
い
る
八
一

。
趙
燦
英
は
字

を
殿
颺
と
い
い
常
州
（
現
在
の
江
蘇
省
常
州
市
）
の
人
。
封
面
の
宣
傳
文
や
序
文
に
よ
る
と
、
趙
燦
英

は
先
に
編
纂
し
た
『
四
書
集
成
』
が
人
氣
を
博
し
た
た
め
、
書
肆
の
依
頼
に
よ
り
朱
熹
の
新
註
を
主
と

し
た
『
詩
經
集
成
』
を
編
纂
し
た
と
い
う
、
先
述
の
『
詩
經
正
解
』
と
よ
く
似
た
經
過
が
記
さ
れ
て
い

る
八
二

。
ま
た
、『
詩
經
集
成
』
の
「
凡
例
」
に
は
、
編
纂
に
あ
た
っ
て
科
舉
の
受
驗
學
習
に
役
立
つ
か

ど
う
か
を
重
視
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
八
三

。
こ
れ
ら
の
點
か
ら
し
て
、『
詩
經
集
成
』
も
「
舉
業

書
」
で
あ
る
。 

（2）
「
詩
經
圖
考
」
の
內
容
は
（1）
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
と
ほ
と
ん
ど
變
わ
ら
ず
、
「
深
柳
堂
詩
經
圖

考
」
を
収
錄
し
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
（2）
「
詩
經
圖
考
」
は
（1）
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
に
比
べ
て

天
文
圖
が
削
除
さ
れ
て
い
る
な
ど
圖
の
數
が
少
な
く
、
改
編
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
後
、
康
熙
五
十
年
（
一
七
一
一
）
に
は
高
朝
瓔
が
（6）
『
詩
經
體
註
圖
考
』
を
編
纂
し
た
八
四

。
高

朝
瓔
は
、
同
書
の
自
序
に
「
銭
塘
學
人
」
と
あ
る
ほ
か
、
『
詩
經
體
註
圖
考
』
の
校
正
者
に
門
人
の
氏

名
が
複
數
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
私
塾
で
學
問
を
教
授
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い 

。 

（6）
『
詩
經
體
註
圖
考
』
の
編
纂
經
過
も
、
先
の
『
詩
經
正
解
』
や
『
詩
經
集
成
』
と
よ
く
似
て
い
る
。

自
序
に
よ
る
と
、
高
朝
瓔
は
（6）
『
詩
經
體
註
圖
考
』
完
成
の
前
年
、
書
肆
の
要
望
に
應
じ
て
『
四
書
融

註
』
を
編
纂
し
て
お
り
、
續
け
て
「
五
經
」
註
釋
書
の
編
纂
を
始
め
、
ま
ず
『
詩
經
』
か
ら
着
手
し
た

と
い
う
八
五

。『
詩
經
體
註
圖
考
』
は
上
部
に
各
詩
篇
の
概
要
と
主
旨
、
下
部
に
詩
の
本
文
お
よ
び
朱
熹
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の
新
註
を
載
せ
る
體
裁
を
と
る
ほ
か
、
高
朝
瓔
が
自
序
の
中
で
同
書
を
「
帖
括
の
資
」
と
稱
し
て
お
り
、

舉
業
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

（6）
『
詩
經
體
註
圖
考
』
の
圖
は
、
ご
く
一
部
を
除
き
、
清
代
飜
刻
の
（3）
、
（4）
「
詩
傳
大
全
圖
」
に
よ

く
似
て
い
る
が
、
圖
に
對
應
す
る
解
說
は
な
い
。
ま
た
、
同
書
の
圖
は
地
理
圖
が
本
文
の
前
に
あ
る
以

外
、
す
べ
て
書
中
上
部
に
詩
篇
の
概
要
や
主
旨
の
合
間
に
置
か
れ
て
い
る
。
宋
代
以
降
の
舉
業
書
の
附

錄
圖
譜
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
卷
首
に
ま
と
め
て
附
さ
れ
て
お
り
、
『
詩
經
體
註
圖
考
』
の
よ
う
に
文
中

に
圖
を
差
し
挟
む
形
式
を
と
る
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
こ
の
後
、
光
緒
年
間
に
な
る
ま
で
確
認
さ
れ
な
い
。 

 

（6）
『
詩
經
體
註
圖
考
』
が
編
纂
さ
れ
た
康
煕
年
間
後
期
か
ら
乾
隆
年
間
初
期
ま
で
は
、
舉
業
書
の
附

錄
と
し
て
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
見
ら
れ
な
い
。
次
い
で
確
認
で
き
る
の
は
、
乾
隆
二
十
八
年
（
一
七
六

三
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
備
旨
』
の
（14）
「
詩
十
五
國
圖
」
で
あ
る
八
六

。
こ
の
地
圖
に
は
「
北
和
」
と

い
う
地
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は
元
代
『
六
經
圖
碑
』
や
清
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
に
あ
る
「
嶺
北
省
今

和
林
城
」
を
誤
っ
て
収
錄
し
た
ら
し
い
。 

『
詩
經
備
旨
』
の
序
に
よ
る
と
同
書
の
編
者
は
鄒
梧
岡
、
字
を
聖
脈
と
い
い
、
長
汀
霧
閣
村
（
現
在

の
福
建
省
聯
城
市
）
の
人
だ
と
い
う
。
『
詩
經
備
旨
』
は
鄒
梧
岡
が
編
纂
し
た
『
五
經
備
旨
』
の
一
つ

で
あ
り
、
そ
の
自
序
に
は
『
詩
經
』
解
釋
の
流
行
や
同
書
刊
刻
の
經
緯
、
そ
し
て
退
菴
鄧
先
生
（
明
の

鄧
林
）
の
『
四
書
備
旨
』
に
倣
い
『
詩
經
』
の
「
全
旨
」
と
「
節
旨
」
を
上
部
に
、『
詩
經
』
の
本
文
と

解
說
文
を
下
部
に
記
載
し
た
と
あ
る
。
一
方
、
（14）
「
詩
十
五
國
圖
」
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
が
な
く
、

収
錄
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

第
三
項 

同
治
年
間
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
三
―
宋
元
明
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
と
改
編 

舉
業
書
に
附
錄
と
し
て
『
詩
經
』
圖
譜
が
編
纂
さ
れ
た
康
煕
年
間
に
は
、
宋
代
か
ら
明
代
ま
で
の
『
詩

經
』
圖
譜
の
飜
刻
や
改
編
も
行
わ
れ
た
。 

ま
ず
、
康
煕
三
十
五
年
（
一
六
九
六
）
と
康
煕
四
十
二
年
（
一
七
〇
三
）
に
は
（3）
、
（4）
の
「
詩
傳

大
全
圖
」
が
刊
刻
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
清
代
に
な
り
飜
刻
さ
れ
た
『
詩
經
大
全
』
の
附
錄
で

あ
る
。
（3）
は
『
徐
九
一
先
生
訂
五
經
大
全
』
、
（4）
は
『
黃
際
飛
先
生
校
訂
五
經
大
全
』、
す
な
わ
ち
明

末
の
徐
汧
（
字
は
九
一
）
と
康
煕
年
間
の
進
士
で
あ
る
黃
越
（
字
は
際
飛
）
が
そ
れ
ぞ
れ
校
訂
し
た
異

な
る
『
詩
經
大
全
』
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
刊
刻
者
は
と
も
に
書
肆
の
唐
少
村
で
あ
る
（
本
頁
の
圖

十
一
）
八
七

。
（3）
、
（4）
の
「
詩
傳
大
全
圖
」
は
、
ど
ち
ら
も
一
部
の
圖
の
內
容
が
明
代
の
も
の
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
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圖
十
一
、『
徐
九
一
先
生
訂
五
經
大
全
』
の
附
錄
圖
譜
と
唐
少
村
の
肖
像
印
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
） 

 
 

 

こ
の
後
、
清
代
で
は
「
詩
傳
大
全
圖
」
の
飜
刻
は
見
ら
れ
ず
、
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
が
盛
ん

と
な
っ
た
。
な
か
で
も
早
く
に
飜
刻
さ
れ
た
の
は
、
康
煕
四
十
八
年
（
一
七
〇
九
）
の
『
朱
子
六
經
圖
』

に
収
錄
さ
れ
て
い
る
（5）
「
詩
經
圖
」
で
あ
る
（
本
頁
の
圖
十
二
）
。
そ
し
て
、
康
熙
六
十
一
年
（
一
七

二
二
）
か
ら
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
ま
で
の
三
年
間
に
は
（8）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、
（9）
「
詩
經
圖
」
、

（10）
「
詩
經
圖
」
が
立
て
續
け
に
飜
刻
さ
れ
、
さ
ら
に
乾
隆
年
間
に
三
種
、
咸
豐
年
間
に
一
種
が
飜
刻
さ

れ
た
。 

 圖
十
二
、
江
爲
龍
『
朱
子
六
經
圖
』
の
「
詩
經
圖
」（
南
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 
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（5）
「
詩
經
圖
」
を
収
錄
す
る
『
朱
子
六
經
圖
』
の
飜
刻
者
は
江
爲
龍
と
い
い
、
桐
城
（
現
在
の
安
徽

省
安
慶
市
）
の
人
、
康
熙
三
十
九
年
（
一
七
〇
〇
）
の
進
士
で
知
宜
春
縣
、
吏
部
主
事
な
ど
を
歷
任
し

た
八
八

。 

『
朱
子
六
經
圖
』
の
底
本
は
、
葉
涵
雲
の
序
に
「
信
州
頖
宮
（
州
學
）
の
石
碑
」
と
あ
り
、
元
代
の

『
六
經
圖
碑
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
八
九

。
飜
刻
の
經
緯
や
動
機
は
江
爲
龍
や
葉
涵
雲
の
序
に
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
爲
龍
は
幼
い
時
よ
り
經
書
を
學
び
、
疑
義
が
あ
れ
ば
廣
く
諸
書
を
調
べ

考
證
し
て
お
り
、
い
ず
れ
そ
の
成
果
を
書
物
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
若
い
時
は
科
舉
の
學

習
に
追
わ
れ
、
役
人
に
な
る
と
職
務
に
追
わ
れ
、
そ
の
念
願
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

狀
況
の
な
か
で
康
熙
四
十
七
年
（
一
七
〇
八
）
、
官
舎
を
訪
ね
て
き
た
周
子
用
よ
り
「
朱
熹
の
『
六
經

圖
』
」
を
贈
ら
れ
た
。
江
爲
龍
は
こ
の
圖
が
經
書
の
原
義
を
探
究
す
る
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
、
ま

た
流
傳
が
少
な
い
こ
と
を
鑒
み
、
圖
の
順
序
を
整
え
、
さ
ら
に
四
書
圖
を
加
え
て
十
六
卷
と
し
飜
刻
し

た
と
い
う
九
〇

。
ど
う
や
ら
、
こ
の
頃
に
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
の
編
纂
者
を
朱
熹
と
考
え
た
人
々
が

い
た
た
め
、
江
爲
龍
は
書
名
を
『
朱
子
六
經
圖
』
と
題
し
た
ら
し
い
。 

 

『
朱
子
六
經
圖
』
か
ら
十
數
年
を
經
た
康
熙
六
十
一
年
に
は
、
（8）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
収
錄
す

る
『
六
經
圖
考
』
が
飜
刻
さ
れ
た
九
一

。
飜
刻
者
の
潘
寀
鼎
は
溧
陽
（
現
在
の
江
蘇
省
常
州
市
）
の
人
で

康
煕
四
十
八
（
一
七
〇
九
）
年
の
進
士
、
江
夏
知
縣
と
な
っ
た
九
二

。 

『
六
經
圖
考
』
の
自
序
に
記
さ
れ
た
飜
刻
意
圖
に
よ
る
と
、
か
つ
て
流
傳
の
少
な
か
っ
た
『
六
經
圖
』

を
明
の
「
計
部
大
夫
汝
南
方
公
」
が
飜
刻
し
た
が
、
こ
の
版
は
大
き
く
閱
覽
や
攜
帶
に
不
便
な
た
め
小

型
の
版
に
改
め
て
と
い
う
九
三

。
こ
の
小
型
化
の
た
め
、『
六
經
圖
考
』
の
な
か
で
も
（8）
「
毛
詩
正
變
指

南
圖
」
の
內
容
の
う
ち
「
譜
（
表
）」
に
相
當
す
る
部
分
が
複
數
削
除
さ
れ
て
お
り
、「
圖
」
に
特
化
し

た
圖
譜
と
な
っ
て
い
る
。 

潘
寀
鼎
の
『
六
經
圖
考
』
を
刊
刻
し
た
翌
年
、
雍
正
元
年
に
は
襄
城
（
現
在
の
河
南
省
許
昌
市
）
の

太
學
生
で
あ
る
常
定
遠
が
（9）
「
詩
經
圖
」
を
収
錄
す
る
『
六
經
全
圖
』
を
刊
刻
し
た
九
四

。
こ
れ
も
先

の
江
爲
龍
『
朱
子
六
經
圖
』
と
同
じ
く
、
元
代
『
六
經
圖
碑
』
の
飜
刻
で
あ
る
。 

『
六
經
全
圖
』
の
常
定
遠
自
序
に
よ
る
と
、
常
定
遠
は
康
熙
六
十
年
（
一
七
二
一
）
、
陽
翟
（
現
在

の
河
南
省
禹
州
市
）
で
古
書
を
賣
る
者
か
ら
『
六
經
圖
』
六
卷
を
購
入
し
、
流
傳
の
少
な
い
「
信
州
石

本
」
や
「
廬
江
木
本
」
を
廣
め
る
こ
と
が
世
の
經
學
研
鑽
の
一
助
に
な
る
と
考
え
飜
刻
し
た
と
い
う
九
五

。

「
信
州
石
本
」
は
元
代
『
六
經
圖
碑
』
の
拓
本
、
「
廬
江
木
本
」
は
明
の
萬
曆
四
十
二
年
、
廬
江
の
盧

謙
、
章
達
が
『
六
經
圖
碑
』
を
飜
刻
し
た
『
五
經
圖
』
六
卷
の
こ
と
で
あ
る
。
常
定
遠
が
購
入
し
た
『
六

經
圖
』
は
「
六
卷
」
と
卷
數
が
記
さ
れ
て
お
り
、
明
代
の
『
五
經
圖
』
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、

常
定
遠
自
序
に
は
原
本
の
卷
數
に
從
っ
て
飜
刻
し
た
こ
と
や
、
入
手
し
た
『
五
經
圖
』
に
は
章
達
や
李
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維
禎
の
序
文
が
缺
け
て
い
た
の
で
収
錄
し
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
六
經
全
圖
』
は

常
定
遠
が
購
入
し
た
『
五
經
圖
』
を
そ
の
ま
ま
飜
刻
し
た
ら
し
い
。
實
際
、
『
詩
經
』
圖
譜
を
見
る
限

り
、
『
六
經
全
圖
』
は
圖
譜
を
示
す
順
序
な
ど
、『
五
經
圖
』
と
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
常
定
遠
に
よ
る
『
六
經
全
圖
』
刊
刻
の
翌
年
、
雍
正
二
年
に
は
盧
雲
英
が
（10）
「
詩
經
圖
」

を
収
錄
す
る
『
五
經
圖
』
を
編
纂
し
た
九
六

。
こ
れ
は
明
代
の
盧
謙
、
章
達
『
五
經
圖
』
の
飜
刻
で
あ
る
。 

盧
雲
英
は
『
五
經
圖
』
の
飜
刻
に
關
わ
っ
た
盧
謙
の
後
裔
で
あ
る
。
同
書
の
楊
恢
基
「
重
刻
五
經
圖

序
」
に
よ
る
と
、
盧
雲
英
は
祖
父
が
飜
刻
し
た
『
五
經
圖
』
の
流
傳
が
少
な
い
こ
と
を
惜
し
み
、
學
習

者
の
參
考
に
資
す
る
た
め
、
家
藏
の
『
五
經
圖
』
を
王
皜
な
る
人
物
に
校
訂
さ
せ
て
飜
刻
し
た
と
い
う
。

王
皜
の
「
重
刻
五
經
圖
凡
例
」
に
は
、
『
五
經
圖
』
と
『
六
經
圖
碑
』
を
對
照
し
て
縮
尺
や
圖
の
収
錄

順
序
を
校
訂
し
た
こ
と
や
、
南
宋
の
『
六
經
圖
』
以
來
刊
刻
さ
れ
た
經
書
の
圖
譜
と
『
六
經
圖
碑
』
と

が
異
な
る
こ
と
、
そ
し
て
編
者
の
姓
名
が
傳
わ
ら
な
い
『
六
經
圖
碑
』
は
お
そ
ら
く
一
人
の
手
に
な
る

も
の
で
は
な
い
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
六
經
圖
碑
』
の
飜
刻
は
明
代
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
が
、
管
見

す
る
限
り
、
同
碑
の
校
勘
を
行
い
、
そ
の
成
立
過
程
に
言
及
し
た
の
は
盧
雲
英
『
六
經
全
圖
』
が
初
め

て
で
あ
る
。 

乾
隆
年
間
の
飜
刻
は
、
ま
ず
乾
隆
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
（12）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
収
錄
す
る
『
六

經
圖
定
本
』
が
編
纂
さ
れ
た
九
七

。
編
纂
者
の
王
皜
は
先
述
し
た
盧
雲
英
『
五
經
圖
』
に
同
姓
同
名
の
校

訂
者
が
見
え
る
が
、
同
一
人
物
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

王
皜
の
自
序
に
は
、
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
、
南
宋
『
六
經
圖
』
の
飜
刻
で
あ
る
明
の
吳
繼
仕
本
な

ど
に
基
づ
き
校
勘
を
試
み
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
各
經
の
末
尾
に
は
「
參
訂
」
や
「
御
書
改
正
」
と
い

う
校
勘
說
明
が
あ
り
、
（12）
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
で
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
詩
傳
圖
」
や
吳

繼
仕
本
、
坊
本
と
の
異
同
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
六
經
圖
定
本
』
は
主
に
南
宋
『
六
經
圖
』

と
元
代
『
六
經
圖
碑
』
を
折
衷
、
校
勘
し
た
圖
譜
で
あ
る
。 

こ
の
後
、
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
に
は
（13）
「
詩
經
圖
」
を
収
錄
す
る
『
六
經
圖
』
が
編
纂
さ
れ
た

九
八

。
編
者
は
鄭
之
僑
、
字
は
東
里
、
乾
隆
二
年
（
一
七
三
七
）
の
進
士
で
あ
り
、
鉛
山
知
縣
や
寶
慶
府

知
府
を
歷
任
し
た
と
い
う
九
九

。
鄭
之
僑
が
『
六
經
圖
』
を
編
纂
し
た
意
圖
は
、
そ
の
自
序
や
雷
鋐
の
序

に
み
え
る
。
鄭
之
僑
は
鉛
山
（
現
在
の
江
西
省
上
饒
市
鉛
山
縣
）
知
縣
の
時
、
諸
生
に
經
書
を
講
義
し
、

諸
生
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
際
は
『
六
經
圖
碑
』
の
拓
本
を
示
し
た
。
し
か
し
、
『
六
經
圖
碑
』
に
誤

り
が
多
か
っ
た
た
め
諸
說
を
集
め
て
校
訂
し
た
。
こ
の
校
訂
本
を
諸
生
に
示
し
た
と
こ
ろ
、
初
學
者
に

役
立
つ
と
い
う
理
由
で
刊
刻
す
る
よ
う
願
わ
れ
た
と
い
う
一
〇
〇

。 

序
に
あ
る
よ
う
に
、
（13）
「
詩
經
圖
」
の
內
容
の
大
部
分
は
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
と
共
通
す

る
が
、
圖
や
解
說
な
ど
他
書
に
よ
っ
て
改
編
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
。
鄭
之
僑
『
六
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經
圖
』
は
『
詩
經
』
圖
譜
を
校
訂
し
よ
う
と
し
た
點
で
は
先
の
王
皜
『
六
經
圖
定
本
』
と
類
似
し
て
い

る
。
し
か
し
、
他
書
に
よ
っ
て
『
六
經
圖
碑
』
を
補
う
な
ど
、
そ
の
編
纂
は
校
訂
と
い
う
よ
り
も
『
六

經
圖
碑
』
の
增
補
や
改
編
と
言
っ
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。 

鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
の
編
纂
か
ら
三
十
年
ほ
ど
過
ぎ
た
乾
隆
三
十
七
年
（
一
七
七
二
）
に
は
、
（16）
「
詩

經
圖
」
を
収
錄
す
る
『
九
經
圖
』
が
飜
刻
さ
れ
た
。
こ
れ
は
楊
魁
植
が
編
纂
し
、
そ
の
子
の
楊
文
源
が

增
訂
し
た
圖
譜
で
あ
る
一
〇
一

。『
九
經
圖
』
に
あ
る
複
數
の
序
に
よ
る
と
、
楊
魁
植
の
字
は
輝
斗
、
號
は

乾
齊
、
漳
州
長
泰
（
現
在
の
福
建
省
漳
州
市
長
泰
縣
）
の
人
、
孝
友
方
正
に
推
薦
さ
れ
る
も
赴
か
ず
、

生
涯
生
員
で
あ
っ
た
一
〇
二

。
楊
魁
植
は
藏
書
家
で
多
く
の
圖
譜
を
所
藏
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
、
世

に
ほ
と
ん
ど
傳
わ
ら
な
い
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
の
拓
本
が
あ
っ
た
。
楊
魁
植
は
學
生
が
科
舉
對
策
の

學
習
に
努
力
す
る
ほ
ど
見
聞
を
狭
め
て
い
る
こ
と
を
憂
い
、
『
六
經
圖
碑
』
を
も
と
に
『
九
經
圖
』
を

編
纂
し
た
。
し
か
し
、
楊
魁
植
は
『
九
經
圖
』
の
原
稿
を
殘
し
て
没
し
た
た
め
、
そ
の
子
の
楊
文
源
が

原
稿
を
增
訂
し
刊
刻
し
た
と
い
う
一
〇
三

。
（16）
「
詩
經
圖
」
の
內
容
は
概
ね
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」

と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
本
に
は
な
か
っ
た
解
說
が
附
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
後
、
咸
豐
五
年
（
一
八
五
五
）
に
は
（17）
「
詩
傳
圖
」
を
収
錄
す
る
元
の
羅
復
『
詩
集
傳
音
釋
』

が
飜
刻
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
清
代
に
お
け
る
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
と
し
て
は
遲
い
時
期
の
も
の

で
あ
り
、
同
版
が
光
緒
十
五
年
（
一
八
八
九
）
戶
部
に
よ
り
江
南
書
局
で
重
刻
さ
れ
た
後
、
宋
元
『
詩

經
』
圖
譜
の
飜
刻
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
る
。 

 

（17）
「
詩
傳
圖
」
の
飜
刻
者
は
蔣
光
煦
（
一
八
一
三
～
一
八
六
〇
）
字
は
日
甫
、
海
寧
（
現
在
の
浙
江

省
海
寧
市
）
の
出
身
で
藏
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
一
〇
四

。
書
中
の
「
校
刻
詩
集
傳
音
釋
札
記
」
に
よ
る

と
、
蔣
光
煦
は
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
元
至
正
辛
卯
雙
桂
堂
刊
本
の
影
鈔
本
を
所
藏
し
て
お
り
、
こ
の
影

鈔
本
と
明
代
以
來
の
版
本
に
は
本
文
や
註
釋
、
音
註
は
相
當
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
同
じ
く
藏

書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
從
弟
の
蔣
光
焴
が
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
明
の
正
統
十
二
年
刊
本
を
飜
刻
し
よ
う

と
し
た
際
、
蔣
光
煦
は
自
ら
の
影
鈔
本
を
用
い
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
飜
刻
に
あ
た
っ
て
は
許

丙
鴻
、
管
庭
芬
、
朱
元
炅
、
陳
錫
麒
、
邵
懿
辰
、
伊
樂
堯
、
錢
泰
吉
の
協
力
を
得
て
、
先
述
の
正
統
刊

本
、
元
の
胡
一
桂
『
詩
傳
纂
疏
』
元
泰
定
四
年
刊
本
、
朱
公
遷
『
詩
傳
疏
義
』
書
林
劉
氏
安
正
堂
と
余

氏
克
勤
堂
の
明
重
刊
本
二
種
、
許
謙
『
詩
名
物
鈔
』
通
志
堂
本
を
主
と
し
、
さ
ら
に
史
書
な
ど
に
よ
っ

て
校
勘
し
た
と
い
う
一
〇
五

。
こ
の
校
勘
は
圖
の
解
說
に
も
及
ん
で
お
り
、「
校
刻
詩
集
傳
音
釋
札
記
」
に

は
先
述
の
諸
版
本
と
の
異
同
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
四
項 

同
治
年
間
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
四
―
情
景
畫
を
収
錄
す
る
『
詩
經
』
圖
譜 

清
代
に
は
、
情
景
畫
を
含
む
（7）
「
詩
經
圖
譜
」
を
収
錄
す
る
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
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『
詩
經
』
の
情
景
畫
は
本
章
第
一
節
に
あ
る
よ
う
に
漢
代
か
ら
描
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
情
景
畫
を

參
考
資
料
と
し
て
収
錄
し
た
書
物
は
、
高
儕
鶴
の
（7）
「
詩
經
圖
譜
」
以
前
に
ほ
と
ん
ど
類
例
が
な
い
。 

『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
全
十
卷
は
稿
本
で
あ
り
、
書
中
に
康
煕
四
十
六
年
の
「
後
愚
詩
說
」
や
康
煕
四

十
八
年
の
「
詩
經
圖
譜
慧
解
引
義
」
、
康
煕
四
十
九
年
の
「
家
訓
」
な
ど
異
な
る
作
成
年
代
が
記
さ
れ

て
い
る
一
〇
六

。
ま
た
、
卷
に
よ
っ
て
は
編
纂
、
校
訂
、
重
訂
な
ど
を
行
っ
た
時
々
の
年
代
が
記
さ
れ
て

い
る
。
「
家
訓
」
に
は
二
十
數
年
を
費
や
し
て
同
書
を
編
纂
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
編
者
の
高
儕
鶴

は
康
煕
二
十
年
代
末
か
ら
三
十
年
代
初
頭
に
編
纂
を
始
め
、
康
煕
五
十
二
年
（
一
七
一
三
）
こ
ろ
に
完

成
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
一
〇
七

。 

高
儕
鶴
は
自
序
な
ど
の
署
名
か
ら
長
洲
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
人
、
字
を
後
愚
、
號
を
蓼
莊

と
稱
し
た
よ
う
だ
が
、
詳
細
な
經
歷
は
傳
わ
ら
な
い
。 

『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
最
大
の
特
徵
で
あ
る
情
景
畫
は
、
國
風
、
大
小
雅
、
三
頌
の
篇
章
の
區
切
り
ご

と
に
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
人
の
手
で
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
。
圖
の
な
か
に
「
儕
鶴
」「
蓼

莊
」
「
後
愚
」
な
ど
高
儕
鶴
の
署
名
の
ほ
か
、
一
部
に
は
「
唐
賢
」
、
「
臣
楷
」
、
「
戴
峻
」
、
「
高
簡
」
な

ど
、
高
儕
鶴
以
外
の
作
者
名
も
見
え
る
。 

「
後
愚
詩
說
」
や
「
詩
經
圖
譜
慧
解
引
義
」
に
は
、
高
儕
鶴
が
朱
熹
の
新
註
の
ほ
か
、
明
代
の
鐘
惺
、

魏
浣
初
、
凌
濛
初
な
ど
の
註
釋
を
重
視
し
て
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
を
編
纂
し
た
と
あ
る
。
實
際
、
同
書

は
明
代
ま
で
の
諸
家
の
『
詩
經
』
解
釋
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
註
釋
を
各
詩
篇
の
章
ご
と
に
附
し
て
お

り
、
續
け
て
「
提
綱
」、「
傳
意
」
、「
總
意
」
と
い
っ
た
當
該
の
詩
篇
を
容
易
に
理
解
す
る
た
め
の
要
點

を
記
し
て
い
る
一
〇
八

。
こ
の
よ
う
に
、
註
釋
に
加
え
て
詩
篇
の
概
要
や
要
點
を
記
す
點
は
舉
業
書
の
內

容
と
似
て
い
る
。 

し
か
し
、『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
は
舉
業
書
の
よ
う
に
模
範
的
な
要
點
だ
け
を
說
明
す
る
の
で
は
な
く
、

「
後
愚
詩
說
」
や
「
詩
經
圖
譜
慧
解
引
義
」
で
は
『
詩
經
』
註
釋
史
の
變
遷
や
、
高
儕
鶴
が
特
に
重
要

だ
と
考
え
た
註
釋
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
ほ
か
、
「
家
訓
」
で
は
自
ら
の
子
孫
に
向
け
て
、
破
損
や
紛

失
を
避
け
る
た
め
他
者
に
貸
さ
な
い
こ
と
や
、
刊
刻
し
て
も
よ
い
が
決
し
て
通
俗
的
な
解
釋
を
収
錄
し

な
い
よ
う
戒
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
は
科
舉
對
策
に
特
化
し
た
一
般
向
け
の

舉
業
書
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
高
儕
鶴
が
發
明
し
た
『
詩
經
』
解
釋
を
自
ら
の
家
族
や
子
孫
に
學
ば
せ

る
た
め
に
編
纂
し
た
書
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
次
頁
の
圖
十
三
）
。
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圖
十
三
、『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
の
「
樛
木
圖
」
と
「
共
姜
柏
舟
」
圖
（
臺
灣
國
家
圖
書
館
所
藏
） 

  

 

第
五
項 

同
治
年
間
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
五
―
『
詩
經
』
動
植
物
の
考
證
と
圖
譜 

乾
隆
三
十
六
年
（
一
七
七
一
）
に
は
『
詩
經
』
の
動
植
物
を
圖
示
し
た
（15）
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
が
編

纂
さ
れ
た
。
『
詩
經
』
の
各
詩
篇
を
解
釋
す
る
上
で
、
そ
こ
に
詠
み
込
ま
れ
た
動
植
物
は
重
要
な
手
が

か
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
詩
經
』
の
解
釋
か
ら
派
生
し
て
、
三
國
吳
の
陸
璣
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚

疏
』
の
よ
う
に
、
博
物
學
的
な
觀
點
か
ら
動
植
物
を
考
證
す
る
こ
と
も
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、

中
國
に
お
い
て
『
詩
經
』
動
植
物
の
圖
譜
を
収
錄
し
た
書
物
は
極
め
て
少
な
く
、
漢
代
か
ら
同
治
年
間
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の
間
に
確
認
で
き
る
の
は
わ
ず
か
二
種
、
唐
代
の
『
毛
詩
草
木
蟲
魚
圖
』
と
（15）
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
の

み
で
あ
る
（
本
頁
の
圖
十
四
）
。 

 圖
十
四
、
徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』（
湖
北
省
圖
書
館
所
藏
） 

 

 

 

（15）
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
は
、
毎
葉
上
部
に
動
植
物
の
圖
を
示
し
、
下
部
に
『
毛
詩
』
な
ど
經
書
の
註

疏
や
『
韓
詩
外
傳
』
、『
爾
雅
』
や
『
說
文
解
字
』
、『
埤
雅
』
と
い
っ
た
小
學
書
、『
陶
隱
居
本
草
』
な
ど

の
本
草
書
の
よ
う
に
諸
書
の
記
載
を
引
用
し
て
い
る
一
〇
九

。
編
纂
者
は
徐
鼎
、
字
を
實
夫
、
號
を
雪
樵

と
い
い
、
吳
縣
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
優
貢
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
畫
は
は
じ
め
清
代
の
謝
淞
洲

を
學
び
、
後
に
明
の
沈
周
を
宗
と
し
た
。
著
書
に
は
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
の
ほ
か
『
靄
雲
館
詩
文
集
』

が
あ
っ
た
が
傳
わ
ら
な
い
。
そ
の
傳
は
、
徐
鼎
の
知
人
で
あ
っ
た
馮
金
伯
『
墨
香
居
畫
識
』
や
後
の
蔣

寶
齡
『
墨
林
今
話
』
に
見
え
る
一
一
〇

。 

（15）
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
の
編
纂
意
圖
と
經
緯
は
同
書
の
自
序
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

徐
鼎
は
年
少
の
時
分
、
兄
に
『
毛
詩
』
を
教
授
さ
れ
て
名
物
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
に
氣
づ
き
、
書
肆

を
往
來
す
る
こ
と
二
十
年
、
諸
書
の
記
載
を
集
め
た
が
書
物
上
の
學
問
で
は
「
格
致
多
識
の
學
」
と
し

て
不
足
を
感
じ
、
山
川
を
め
ぐ
っ
て
民
間
の
情
報
を
集
め
、
動
植
物
の
圖
を
描
い
た
。
後
に
、
巡
撫
の

幕
下
で
講
義
を
行
っ
て
い
た
際
、
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
の
原
稿
を
同
僚
に
示
し
た
と
こ
ろ
、
刊
刻
を
勧
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め
ら
れ
た
と
い
う
一
一
一

。 

 
 第

六
項 
同
治
年
間
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
六
―
『
詩
經
』
考
證
書
の
圖
譜 

 

清
代
で
も
同
治
年
間
よ
り
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
、
あ
る
い
は
『
詩
經
』
圖
譜
が
附
さ
れ
た
『
詩
經
』

の
多
く
は
既
存
の
諸
家
の
註
釋
を
収
錄
し
て
お
り
、
新
た
な
見
解
を
示
し
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
。 

一
方
、
清
代
で
も
乾
隆
、
嘉
慶
以
後
は
考
證
學
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
代
で
あ
る
一
一
二

。
こ
の
よ
う
な

狀
況
の
な
か
で
、
『
詩
經
』
の
解
釋
や
文
字
、
音
韻
、
名
物
な
ど
を
對
象
と
し
て
實
證
的
に
探
究
し
た

樣
々
な
著
作
が
著
さ
れ
た
一
一
三

。
前
項
の
（15）
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
は
、
ま
さ
に
こ
の
實
證
を
重
視
す
る

氣
風
の
な
か
で
、
動
植
物
を
考
證
し
、
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
圖
譜
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
後
に
編

纂
さ
れ
た
『
詩
經
』
考
證
書
の
な
か
で
圖
譜
を
附
し
た
も
の
は
少
な
く
、
筆
者
が
調
査
し
得
た
の
は
、

同
治
年
間
に
著
さ
れ
た
（18）
「
詩
地
理
圖
」
と
（19）
『
詩
經
原
始
』
の
二
種
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
に
刊
刻
さ
れ
た
尹
繼
美
『
詩
地
理
攷
略
』
の
卷
末
に
は
（18）
「
詩
地

理
圖
」
が
附
さ
れ
て
い
る
一
一
四

。
尹
繼
美
に
つ
い
て
は
書
中
の
記
載
に
よ
り
永
新
（
現
在
の
江
西
省
吉

安
市
永
新
縣
）
の
人
と
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
『
詩
地
理
攷
略
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
『
詩
管
見
』
を
著

し
た
事
以
外
、
そ
の
經
歷
は
未
詳
で
あ
る
。 

 

『
詩
地
理
攷
略
』
は
書
名
の
通
り
、『
詩
經
』
の
地
理
を
考
證
し
た
書
物
で
あ
る
。
同
書
の
「
題
辞
」

に
よ
る
と
、
尹
繼
美
は
『
詩
經
』
中
の
地
理
が
『
詩
經
』
に
描
か
れ
た
各
地
の
風
俗
の
由
來
を
理
解
す

る
上
で
重
要
と
考
え
、
同
時
に
宋
の
王
應
麟
『
詩
地
理
考
』
以
降
、
『
詩
經
』
の
地
理
考
證
に
註
力
し

た
學
者
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
本
書
の
編
纂
を
企
圖
し
た
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
の

『
詩
經
』
圖
譜
の
地
圖
が
ご
く
單
純
な
全
體
圖
の
み
で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
、
（18）
「
詩
地
理
圖
」
は
全

體
圖
「
總
圖
」
の
ほ
か
、
「
周
・
召
・
豳
・
秦
」
、
「
邶
・
鄘
・
衛
・
王
・
鄭
・
鄶
・
陳
」
、
「
齊
・
魯
・

曹
」
、
「
唐
・
魏
」
の
各
地
方
ご
と
の
地
名
や
地
形
を
詳
細
に
記
し
た
地
圖
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
同
治
十
年
（
一
八
七
一
）
の
（19）
『
詩
經
原
始
』
の
卷
首
に
は
、
複
數
の
圖
譜
が
収
錄
さ
れ
て

い
る
一
一
五

。『
詩
經
原
始
』
の
著
者
は
方
玉
潤
（
一
八
一
一
～
一
八
八
三
）、
字
は
友
石
な
ど
、
寶
寧
（
現

在
の
雲
南
省
文
山
州
廣
南
縣
）
の
人
で
、
十
數
度
に
わ
た
り
科
舉
を
受
驗
す
る
も
合
格
せ
ず
、
後
に
軍

功
に
よ
っ
て
隴
西
州
同
、
隴
州
長
寧
驛
州
同
な
ど
を
歷
任
し
、
著
述
や
講
學
に
力
を
盡
く
し
た
一
一
六

。 

 

方
玉
潤
は
『
詩
經
原
始
』
の
著
述
意
圖
に
つ
い
て
、『
詩
經
』
の
編
者
や
「
詩
序
」、
そ
し
て
朱
熹
の

「
傳
」
に
對
す
る
疑
義
、
さ
ら
に
「
序
」
や
朱
熹
「
傳
」
の
間
で
『
詩
經
』
を
論
じ
た
姚
際
恒
『
詩
經

通
論
』
に
不
足
を
感
じ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
詩
經
』
解
釋
の
方
針
は
、
古
人
が
詩
を
作
っ
た

意
圖
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、「
序
」
か
朱
熹
「
傳
」
か
、
あ
る
い
は
姚
際
恒
『
詩
經
通
論
』
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
正
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
從
っ
た
と
い
う
一
一
七

。 
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『
詩
經
原
始
』
の
圖
譜
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
圖
譜
は
九
圖
、
圖
譜
の
總
稱
は
な
い
。
圖
譜
の
內
譯
は
、

地
理
や
天
文
圖
、
諸
國
の
家
系
や
作
詩
時
期
を
示
し
た
一
覽
表
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
に

も
見
ら
れ
た
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
見
ら
れ
な
か
っ
た

「
詩
無
邪
太
極
圖
」
も
収
錄
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
七
項 

光
緒
年
間
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜 

光
緒
年
間
（
一
八
七
五
～
一
九
〇
八
）
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
九
種
（
重
印
を
加
え
て
十
四
種
）

あ
る
（
次
頁
の
表
六
）
。
こ
の
時
期
に
は
、
康
煕
年
間
の
舉
業
書
（6）
『
詩
經
體
註
圖
考
』
や
咸
豐
年
間

の
飜
刻
本
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
（17）
「
詩
傳
圖
」
が
そ
れ
ぞ
れ
光
緒
十
一
年
、
光
緒
十
五
年
に
重
刊
さ
れ

た
が
、
こ
の
二
種
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
書
肆
が
刊
行
し
た
『
監
本
詩
經
』
や
乾
隆
年
間
の
勅
撰
書
『
御

纂
詩
義
折
中
』
の
附
錄
、
あ
る
い
は
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
の
飜
刻
で
あ
る
。 

『
詩
經
』
附
錄
の
な
か
の
二
種
は
、
宋
元
の
『
詩
經
』
圖
譜
以
來
の
內
容
を
収
錄
し
て
い
る
。 

 

ま
ず
、
從
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を
採
錄
し
た
も
の
に
は
、
宣
統
三
年
（
一
九
一
一
）
上
海
の

書
肆
「
章
福
記
」
が
刊
行
し
た
石
印
本
（26）
『
章
福
記
監
本
詩
經
』
の
「
圖
」
が
あ
る
。
同
書
の
卷
首
に

は
、
建
築
、
兵
車
、
衣
冠
、
器
物
の
圖
譜
が
附
さ
れ
て
い
る
（
次
々
頁
の
圖
十
五
）

一
一
八

。 

（22）
『
繪
圖
監
本
詩
經
』
は
刊
刻
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
刊
刻
者
の
錦
章
圖
書
局
は
光
緒
二
十
六

年
（
一
九
〇
一
）
に
設
立
さ
れ
た
書
店
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
年
以
降
に
刊
刻
さ
れ
た
書
物
で
あ
る

一
一
九

。 

『
繪
圖
監
本
詩
經
』
は
全
四
册
、
第
一
册
冒
頭
に
地
圖
が
あ
る
ほ
か
、
各
册
冒
頭
に
は
情
景
畫
が
二

圖
づ
つ
附
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
情
景
畫
を
収
錄
し
た
書
物
に
は
高
儕
鶴
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
の
（7）

「
詩
經
圖
譜
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
兩
者
は
全
く
異
な
る
。
そ
も
そ
も
、
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
は
稿
本

し
か
傳
わ
っ
て
お
ら
ず
、
（22）
『
繪
圖
監
本
詩
經
』
の
編
者
が
參
照
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
（22）
『
繪

圖
監
本
詩
經
』
の
情
景
畫
に
は
署
名
な
ど
作
者
を
知
る
手
が
か
り
は
無
く
、
何
か
基
づ
く
繪
畫
が
あ
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
（22）
『
繪
圖
監
本
詩
經
』
の
刊
行
に
際
し
て
錦
章
圖
書
局
が
誰
か
に
描
か
せ
た
の

か
、
明
ら
か
で
は
な
い
（
次
々
頁
の
圖
十
六
）
。 

以
上
二
種
の
圖
譜
に
比
べ
て
、
光
緒
年
間
に
最
も
多
く
飜
刻
、
収
錄
さ
れ
た
の
は
動
植
物
を
圖
示
し

た
岡
元
鳳
の
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
で
あ
る
（
次
々
頁
の
圖
十
七
）
。
岡
元
鳳
（
一
七
三
七
～
一
七
八
七
）

は
大
坂
の
人
、
字
を
公
翼
、
魯
庵
な
ど
と
號
し
、
醫
業
に
從
事
し
た
人
物
で
あ
る
一
二
〇

。
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比
較
的
早
い
時
期
に
飜
刻
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
は
、
森
寶
閣
が
販
賣
し
た
木
刻
本
（20）
で
あ
る

一
二
一

。
こ
れ
は
訓
點
を
削
除
し
た
だ
け
の
飜
刻
で
あ
り
、
刊
刻
經
緯
な
ど
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
刊
刻
年
代
は
不
明
な
が
ら
、
同
治
、
光
緒
頃
に
刊
刻
さ
れ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
少
な
く
と

も
、
（20）
以
外
は
す
べ
て
石
印
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
書
よ
り
は
早
い
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

28 27 26 25 24 23 22 21 20 

 表
六
、
清
末
（
光
緒
・
宣
統
年
間
）·

民
國
初
期
の
『
詩
經
』
圖
譜 

 

民
國
七
年
（
一
九
一
八
） 

宣
統
三
年 

民
國
八
年
再
版 

宣
統
三
年
（
一
九
一
一
） 

宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
） 

民
國
十
三
年
（
一
九
二
四
）・

民
國
三
十
年
（
一
九
四
一
）

再
版 

宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
） 

光
緒
三
十
四
年
（
一
九
〇

八
） 

光
緒
二
十
六
年
（
一
九
〇

一
）
以
降 

光
緒
十
二
年
（
一
八
八
六
） 

同
治
・
光
緒
年
間
（
一
八
六

二
～
一
九
〇
八
）
？ 

年
代 

上
海
天
寶
書
局 

小
安
樂
書
屋
校

輯
・
自
強
書
局
板

印 章
福
記 

掃
葉
山
房 

上
海
鑄
記
書
局 

上
海
龍
文
書
局 

錦
章
圖
書
局 

上
海
積
山
書
局 

森
寶
閣 

編
纂
・
刊
行 

「
詩
經
圖
考
」 

無
し
（
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』

お
よ
び
天
文
・
車
馬
・
器
物

等
の
圖
） 

「
圖
」 

無
し
。 

無
し
（
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
） 

無
し
（
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
） 

「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」

お
よ
び
情
景
畫
八
圖 

無
し
。 

無
し
。 

圖
譜
の
名
稱 

現
存
、
上
海
天
寶
書
局
『
監
本

詩
經
』
に
收
錄
。 

現
存
、
小
安
樂
書
屋
『
御
纂
繪

圖
詩
經
詩
意
折
中
』
に
收
錄
。 

現
存
、
章
福
記
『
章
福
記
監
本

詩
經
』
に
收
錄
。 

現
存
、
掃
葉
山
房
『
毛
詩
品
物

圖
攷
』
に
収
錄
。 

現
存
、
上
海
鑄
記
書
局
『
詩
經

讀
本
』
に
收
錄
。 

現
存
、
上
海
龍
文
書
局
『
改
良

繪
圖
品
物
圖
攷
詩
經
監
本
』

に
收
錄
。 

現
存
、
錦
章
圖
書
局
『
繪
圖
監

本
詩
經
』
に
収
錄
。 

現
存
、
上
海
積
山
書
局
『
毛
詩

品
物
圖
攷
』
に
収
錄
。 

現
存
、
森
寶
閣
發
兌
『
毛
詩
品

物
圖
攷
』
に
收
錄
。 

收
錄
状
況 
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圖
十
五
、
章
福
記
『
章
福
記
監
本
詩
經
』（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

 

 

圖
十
六
、
錦
章
圖
書
局
『
繪
圖
監
本
詩
經
』（
同
右
） 

 
 

 

圖
十
七
、
森
寶
閣
發
兌
の
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』（
同
右
） 
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こ
の
後
も
、
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
は
他
の
書
肆
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
光
緒
十
二
年
（
一
八
八
六
）

に
は
上
海
積
山
書
局
が
（21）
を
、
宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
）
に
は
掃
葉
山
房
が
（25）
を
刊
行
し
て
お
り
、

特
に
、
掃
葉
山
房
は
民
國
十
三
年
（
一
九
二
四
）
と
民
國
三
十
年
（
一
九
四
一
）
に
も
再
版
し
た
一
二
二

。

こ
れ
ら
の
版
に
は
、
い
ず
れ
も
光
緒
丙
戌
（
一
八
八
六
）
孟
冬
（
一
月
）
に
記
さ
れ
た
翰
林
編
修
戴
兆

春
の
序
が
あ
る
。
上
海
積
山
書
局
の
版
は
同
年
の
秋
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
最
初
の

版
で
あ
り
、
掃
葉
山
房
の
版
は
上
海
積
山
書
局
の
版
に
よ
っ
て
刊
行
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
が
飜
刻
さ
れ
る
な
か
で
、
『
詩
經
』
の
附
錄
に
も
『
毛
詩
品
物
圖

攷
』
の
圖
が
収
錄
さ
れ
た
。 

な
か
で
も
早
く
に
刊
行
さ
れ
た
光
緒
三
十
四
年
（
一
九
〇
八
）
の
（23）
上
海
龍
文
書
局
『
改
良
繪
圖
品

物
圖
攷
詩
經
監
本
』
は
、
書
名
に
「
品
物
圖
攷
」
と
あ
る
よ
う
に
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
を
収
錄
し
た
こ

と
を
明
示
し
て
お
り
、
卷
首
に
圖
を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
る
一
二
三

。
こ
の
一
方
で
、
そ
の
後
に
刊
行

さ
れ
た
（24）
上
海
鑄
記
書
局
『
詩
經
讀
本
』
（
宣
統
二
年
）、
（27）
小
安
樂
書
屋
『
御
纂
繪
圖
詩
經
詩
意
折

中
』（
宣
統
三
年
・
民
國
八
年
再
版
）、
（28）
上
海
天
寶
書
局
『
監
本
詩
經
』（
民
國
七
年
）
は
、『
毛
詩
品

物
圖
攷
』
を
収
錄
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
ら
ず
、
収
錄
の
體
裁
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
（28）
は
卷

首
に
圖
を
収
錄
し
て
い
る
が
、
（27）
は
本
文
中
に
圖
を
置
き
、
（24）
は
上
圖
下
文
と
な
っ
て
い
る
一
二
四

。
ま

た
、
収
錄
す
る
內
容
も
す
べ
て
が
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
と
は
限
ら
ず
、
（27）
『
御
纂
繪
圖
詩
經
詩
意
折
中
』

に
は
こ
れ
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
も
見
ら
れ
た
天
文
、
車
馬
、
衣
冠
、
祭
器
な
ど
の
圖
も
あ
り
、
（28）

『
監
本
詩
經
』
に
は
圖
譜
の
冒
頭
に
地
圖
が
附
さ
れ
て
い
る
（
本
頁
の
圖
十
八
）
。 

こ
れ
ら
の
『
詩
經
』
は
、
先
述
し
た
（22）
『
繪
圖
監
本
詩
經
』
や
（26）
『
章
福
記
監
本
詩
經
』
を
含
め

て
、
い
ず
れ
も
國
子
監
が
刊
行
し
た
「
監
本
」
や
乾
隆
年
間
の
勅
撰
書
『
御
纂
詩
義
折
中
』
と
い
っ
た
、

國
家
公
認
の
版
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
書
名
を
つ
け
て
お
り
、
科
舉
受
驗
の
對
策
や
初
學
者
向

け
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
販
賣
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

圖
十
八
、
『
御
纂
繪
圖
詩
經
詩
意
折
中
』（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 
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第
八
項 

清
代
『
詩
經
』
圖
譜
の
特
色 

清
代
の
學
問
と
い
え
ば
考
證
學
の
隆
盛
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
『
詩
經
』
の
考
證
を
目
的
に
編
纂
さ

れ
た
書
物
の
な
か
で
圖
譜
を
収
錄
す
る
の
は
わ
ず
か
三
種
、
乾
隆
年
間
の
徐
鼎
の
（15）
『
毛
詩
名
物
圖

說
』
と
、
同
治
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
尹
繼
美
『
詩
地
理
攷
略
』
の
（18）
「
詩
地
理
圖
」、
方
玉
潤
『
詩
經

原
始
』
の
圖
譜
（19）
の
み
で
あ
る
。 

 

清
代
初
期
か
ら
同
治
年
間
ま
で
に
編
纂
、
刊
刻
さ
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
大
部
分
は
、
む
し
ろ
明
代

と
同
じ
く
、
舉
業
書
や
勅
撰
書
の
附
錄
、
前
代
の
圖
譜
の
飜
刻
で
あ
っ
た
。
飜
刻
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

舉
業
書
や
勅
撰
書
の
附
錄
に
見
え
る
圖
譜
で
あ
っ
て
も
、
明
代
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を
踏
ま

え
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
圖
譜
の
す
べ
て
が
從
前
の
圖
譜
を
踏
襲
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
增
補
さ
れ
た
り
、
改
編
さ
れ
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
點
は
、
明
代
に
お
け
る
附
錄
や
飜

刻
が
宋
元
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
収
錄
し
て
い
る
の
と
異
な
る
。 

 

ま
た
、
飜
刻
に
つ
い
て
言
え
ば
、
明
代
に
お
い
て
南
宋
『
六
經
圖
』
は
四
種
飜
刻
さ
れ
た
が
、
元
代

『
六
經
圖
碑
』
は
一
種
し
か
飜
刻
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、
清
代
に
な
る
と
南
宋
『
六
經
圖
』

を
主
と
し
た
圖
譜
は
二
種
、
元
代
『
六
經
圖
碑
』
を
主
と
し
た
も
の
は
六
種
が
飜
刻
さ
れ
て
い
る
。
明

代
に
比
べ
て
、
清
代
で
は
『
六
經
圖
碑
』
が
よ
り
高
く
評
價
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
清
代
『
詩
經
』
圖
譜
の
特
徵
と
し
て
は
、
明
代
以
前
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
情
景
畫
や
動

植
物
の
圖
譜
が
書
物
と
し
て
編
纂
さ
れ
、
あ
る
い
は
附
錄
と
し
て
収
錄
さ
れ
た
こ
と
が
舉
げ
ら
れ
る
。

當
初
は
康
煕
年
間
の
高
儕
鶴
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
の
（7）
「
詩
經
圖
譜
」
や
乾
隆
年
間
の
徐
鼎
（15）
『
毛

詩
名
物
圖
說
』
の
よ
う
に
、
個
人
に
よ
っ
て
圖
譜
が
編
纂
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
情
景
畫
は
書
肆
刊
行
の

『
詩
經
』
附
錄
と
し
て
一
種
が
見
ら
れ
る
だ
け
な
の
に
對
し
て
、
動
植
物
の
圖
譜
は
日
本
か
ら
傳
わ
っ

た
岡
元
鳳
の
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
が
書
肆
に
飜
刻
さ
れ
、
さ
ら
に
『
詩
經
』
の
附
錄
と
さ
れ
た
。
結
局
、

清
代
『
詩
經
』
圖
譜
の
中
で
も
特
徵
的
な
動
植
物
の
圖
譜
は
、
日
本
の
圖
譜
が
廣
く
行
わ
れ
た
。 

 
 小

結 

漢
代
か
ら
中
華
民
國
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
特
色
と
し
て
、
ま
ず
は
北
宋
以
前
と
南
宋
以
後
の
『
詩

經
』
圖
譜
で
は
、
北
宋
の
時
に
歐
陽
脩
が
輯
佚
し
た
『
鄭
氏
詩
譜
』
を
除
き
、
關
聯
性
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
南
宋
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
成
立
や
變
遷
は
、
現
存
す
る
早
期
の

圖
譜
で
あ
る
『
鄭
氏
詩
譜
』
や
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
起
點
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。 

そ
し
て
も
う
一
つ
指
摘
で
き
る
の
は
、
南
宋
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
や
編
纂
者
、
編
纂
目
的

や
編
纂
形
態
に
は
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
傾
向
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。 
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內
容
面
で
は
、
圖
像
を
示
し
た
「
圖
」
と
一
覽
表
の
「
譜
」
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
譜
は
、
古

く
は
詩
篇
の
作
成
年
代
を
示
し
た
も
の
が
あ
り
、
後
世
で
は
『
詩
經
』
の
理
論
や
構
造
、
解
釋
法
な
ど

を
示
し
た
も
の
が
あ
る
。
圖
は
天
文
地
理
、
建
築
な
ど
の
制
度
、
器
物
を
示
し
た
も
の
が
多
く
、
こ
れ

ら
以
外
の
情
景
畫
や
動
植
物
圖
は
清
代
以
降
に
な
っ
て
書
物
に
収
錄
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

編
纂
者
は
概
ね
個
人
と
書
肆
、
國
家
に
分
け
ら
れ
る
。
個
人
は
南
宋
以
降
一
貫
し
て
主
要
な
編
纂
者

で
あ
っ
た
の
に
對
し
、
書
肆
に
よ
る
編
纂
が
明
ら
か
な
圖
譜
は
南
宋
と
清
代
末
期
に
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
國
家
に
よ
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
は
明
、
清
の
二
代
で
行
わ
れ
た
。 

編
纂
目
的
は
概
ね
三
つ
、
科
舉
受
驗
の
對
策
を
含
め
て
『
詩
經
』
の
學
習
に
參
考
資
料
と
し
て
供
す

る
こ
と
と
、
流
傳
の
少
な
い
圖
譜
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
『
詩
經
』
解
釋
に
關
す
る
自
說
を
示

す
こ
と
が
舉
げ
ら
れ
る
。
南
宋
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
で
顯
著
な
の
は
前
二
者
で
あ
り
、
こ
れ
に
比
し

て
自
說
を
示
す
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
圖
譜
は
少
な
い
。 

編
纂
形
態
は
、
概
ね
經
書
の
圖
譜
を
專
門
的
に
収
錄
し
た
書
物
や
石
碑
、
勅
撰
書
や
舉
業
書
の
附
錄
、

前
代
の
圖
譜
の
飜
刻
、
『
詩
經
』
註
釋
、
考
證
書
の
圖
譜
に
分
け
ら
れ
る
。
南
宋
か
ら
元
代
ま
で
に
見

ら
れ
る
の
は
主
に
圖
譜
を
專
門
的
に
収
錄
し
た
書
物
・
石
碑
と
舉
業
書
の
附
錄
で
あ
る
。
明
代
以
降
の

狀
況
は
、
石
碑
が
見
え
な
い
の
を
除
い
て
同
樣
で
あ
り
、
さ
ら
に
勅
撰
書
の
附
錄
や
飜
刻
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
『
詩
經
』
の
考
證
書
の
圖
譜
は
清
代
か
ら
見
ら
れ
る
が
、
附
錄
や
飜
刻
に
比
べ
て
少
な

い
。 本

章
で
整
理
し
た
歷
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
概
要
、
そ
し
て
各
時
代
に
お
け
る
傾
向
や
特
色
か
ら
は
、

南
宋
の
時
に
楊
甲
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
登
場
し
て
以
降
、
類
似
し
た
圖
譜
が
繰
り
返
し
編
纂
、

刊
刻
さ
れ
て
い
く
と
い
う
、
一
つ
の
流
れ
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
流
れ
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
る
。 

南
宋
の
時
に
楊
甲
が
學
習
を
目
的
と
し
て
編
纂
し
た
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
好
評
を
博
し
、
そ
の

後
、
複
數
の
書
肆
が
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
類
似
し
た
內
容
の
圖
譜
を
附
錄
と
す
る
纂
圖
互
註
本
の

『
詩
經
』
を
學
習
者
向
け
に
刊
刻
し
た
。
元
代
に
な
る
と
、
南
宋
の
も
の
に
類
似
し
た
『
詩
經
』
圖
譜

が
石
碑
や
『
詩
經
』
の
附
錄
と
し
て
収
錄
さ
れ
た
。
明
代
で
は
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
が
經
書
解
釋
の

標
準
を
定
め
た
勅
撰
書
の
附
錄
と
し
て
収
錄
さ
れ
、
他
の
舉
業
書
に
も
収
錄
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
明

代
後
期
に
は
宋
元
の
『
詩
經
』
圖
譜
が
飜
刻
さ
れ
、
一
部
の
舉
業
書
に
収
錄
さ
れ
た
。
清
代
で
は
、
そ

の
初
期
よ
り
明
以
前
の
も
の
に
類
似
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
が
舉
業
書
の
附
錄
と
し
て
収
錄
さ
れ
た
ほ
か
、

宋
、
元
、
明
の
圖
譜
が
飜
刻
さ
れ
、
な
か
に
は
改
編
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
清
代
の
勅
撰
書

は
、
明
代
の
勅
撰
書
の
圖
譜
を
改
編
し
て
収
錄
し
た
。 

こ
の
流
れ
の
な
か
で
編
纂
、
飜
刻
さ
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
相
互
に
類
似
し
て
い
る
と
は
い
え
、
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變
化
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
從
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
增
補
、
削
除
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
一

部
だ
け
を
取
り
出
し
て
収
錄
し
た
も
の
も
あ
る
。
何
が
變
わ
り
、
何
が
變
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
、
次
章

で
は
こ
の
變
化
を
分
別
し
て
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
と
改
編
狀
況
の
詳
細
を
明
ら
か
す
る
。 

 

第
一
章 

 

註
釋 

一 

現
存
が
確
認
で
き
な
い
『
詩
經
』
圖
譜
に
つ
い
て
は
、
歷
代
の
正
史
、『
玉
海
』
、『
文
獻
通
考
』
、『
古
今
圖

書
集
成
』
な
ど
の
ほ
か
、
歷
代
『
詩
經
』
註
釋
書
の
解
題
を
記
し
た
劉
毓
慶
『
歷
代
詩
經
著
述
考
（
先
秦
～

元
代
）
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
や
『
歷
代
詩
經
著
述
考
（
明
代
）』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）、
夏

傳
才
『
詩
經
學
大
辭
典
』（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
を
參
照
し
た
。 

二 

朱
傑
人
、
李
慧
玲 

整
理
『
毛
詩
註
疏
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
収
錄
の
「
詩
譜
序
」
に
よ

る
。 

三 

『
經
典
釋
文
』
の
「
暢
」
と
「
隱
」
に
つ
い
て
、
王
應
麟
は
『
玉
海
』
卷
三
十
八
「
漢
詩
細
・
詩
譜
・
詩

解
」
の
な
か
で
「
…
…
盖
（
徐
）
整
既
暢
演
、
而
（
大
叔
）
裘
隠
括
之
、
求
字
訛
也
」
と
解
釋
し
て
い
る
。 

四 

王
肅
と
王
基
の
學
術
的
な
立
場
は
陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
卷
一
に
「
魏
太
常
王
肅
更
述
毛
非
鄭
。
荆
州
刺
史

王
基
駮
王
肅
、
申
鄭
義
」
と
あ
る
。 

五 

『
魯
詩
』
と
『
齊
詩
』
の
散
佚
、
お
よ
び
『
韓
詩
』
の
傳
來
に
つ
い
て
は
『
隋
書
』
卷
三
十
二
「
經
籍
志
」

に
「
…
…
齊
詩
魏
代
已
亡
、
魯
詩
亡
於
西
晉
。
韓
詩
雖
存
、
無
傳
之
者
。
唯
毛
詩
鄭
箋
至
今
獨
立
」
と
あ

り
、「
韓
詩
二
十
二
卷
」
、「
韓
詩
翼
要
十
卷
」
、「
韓
詩
外
傳
十
卷
」
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。 

六 

『
述
畫
記
』
や
『
博
物
志
』
の
記
述
は
張
彥
遠
『
歷
代
名
畫
記
』
卷
四
「
後
漢
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

七 

樓
鑰
『
攻
媿
集
』
（
臺
灣
商
務
印
書
館
『
四
部
叢
刊
初
編
』、
一
九
七
五
年
に
収
錄
）
の
「
跋
吉
日
圖
」
に
は

「
此
圖
古
矣
。
意
其
出
于
唐
人
。
是
時
六
經
未
版
行
、
本
各
不
同
、
故
滄
浪
錄
舊
文
、
而
以
今
本
證
之
。
前

有
壯
士
驅
羣
醜
、
而
前
以
待
王
射
得
悉
率
左
右
、
以
燕
天
子
之
意
。
然
御
者
當
居
中
以
執
轡
、
主
將
居
左
、

必
擇
勇
者
爲
右
。
此
畫
御
者
或
在
左
或
在
右
、
殊
未
曉
也
」
と
あ
る
。 

八 

（6）
司
馬
紹
「
豳
風
七
月
圖
」
の
作
者
に
つ
い
て
、
唐
の
張
彥
遠
『
歷
代
名
畫
記
』
で
は
「
晉
帝
」
と
し
か
な

い
が
、
明
の
朱
謀
垔
『
畫
史
㑹
要
』
で
は
「
明
帝
司
馬
氏
、
諱
紹
、
字
道
幾
、
元
帝
長
子
」
と
す
る
。
た
だ

し
、
そ
の
よ
う
に
斷
じ
る
根
據
は
『
畫
史
㑹
要
』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

九 

『
新
唐
書
』
卷
五
十
七
「
藝
文
志
」
で
は
開
成
年
間
と
す
る
が
、『
太
平
廣
記
』
（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九

五
九
年
）
卷
二
一
三
が
引
く
『
畫
斷
』
や
王
應
麟
『
困
學
紀
聞
』
が
引
く
『
名
賢
畫
錄
』
は
大
和
年
間
の
こ

と
だ
と
す
る
。 

一
〇 

『
毛
詩
草
木
蟲
魚
圖
』
に
關
す
る
記
載
の
う
ち
、『
新
唐
書
』
卷
五
十
七
「
藝
文
志
」
に
は
「
毛
詩
草
木
蟲

魚
圖
二
十
卷
、
開
成
中
、
文
宗
命
集
賢
院
修
撰
、
并
繪
物
象
、
學
士
楊
嗣
復
、
張
次
宗
上
之
」
と
あ
り
、
圖

を
描
い
た
人
物
、
圖
の
詳
細
に
關
す
る
言
及
は
な
い
。
こ
れ
に
對
し
、
『
畫
斷
』（
『
太
平
廣
記
』
卷
二
一
三
）
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や
『
名
賢
畫
錄
』（
『
困
學
紀
聞
』
卷
三
「
詩
」
）
に
は
よ
り
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
よ
り
早
い
記
載
で
あ
る

『
畫
斷
』
に
は
「
唐
程
修
已
、
其
先
冀
州
人
…
…
大
和
中
、
文
宗
好
古
重
道
、
以
晉
明
帝
衛
協
畫
毛
詩
圖
草

木
鳥
獸
賢
士
忠
臣
之
象
不
得
其
眞
、
遂
召
修
已
圖
之
。
皆
據
經
定
名
、
任
土
採
拾
、
由
是
冠
冕
之
製
、
生
植

之
姿
、
遠
無
不
審
、
幽
無
不
顯
矣
」
と
あ
る
。 

一
一 

『
毛
詩
』
の
卷
數
は
、『
漢
書
』
の
「
藝
文
志
」
で
は
二
十
九
卷
だ
が
、『
隋
書
』
の
「
經
籍
志
」
以
降
は

歷
代
二
十
卷
と
な
っ
て
い
る
。 

一
二 

（10）
「
毛
詩
圖
」
の
作
者
陸
探
微
に
つ
い
て
は
、
そ
の
作
品
と
し
て
本
論
で
舉
げ
た
「
毛
詩
新
臺
圖
」
も
あ

っ
た
と
い
い
、
あ
る
い
は
同
一
の
圖
を
指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。 

一
三 

張
彥
遠
撰
、
長
廣
敏
雄
訳
註
『
歷
代
名
畫
記
』（
東
洋
文
庫
三
〇
一
、
平
凡
社
、
一
九
六
三
年
）
卷
一
「
敘

畫
之
源
流
」
を
參
照
し
た
。 

一
四 

『
宋
史
』
卷
三
八
八
に
傳
が
見
え
る
。 

一
五 

鄭
玄
『
毛
詩
譜
』
は
、『
舊
唐
書
』
で
は
二
卷
だ
が
、
『
宋
史
』
藝
文
志
で
は
三
卷
と
あ
る
。 

一
六 

乾
隆
『
福
建
通
志
』
卷
四
十
八
（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
に
収
錄
）
に
は
「
字
體
仁
、
永
春
州
人
。
紹

興
十
二
年
進
士
、
授
臺
州
判
官
…
…
所
著
有
易
本
例
十
二
卷
、
詩
話
五
卷
。
又
有
梅
青
傳
、
詩
騷
古
賦
雜

著
、
古
學
并
圖
二
卷
、
詩
聲
譜
二
卷
、
論
語
後
傳
十
卷
、
皆
行
於
世
」
と
あ
る
。 

一
七 

楊
甲
『
六
經
圖
』
の
宋
刊
本
は
現
存
が
確
認
さ
れ
ず
、
一
般
的
に
は
明
の
萬
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）

に
吳
繼
仕
が
飜
刻
し
た
乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）
毛
邦
翰
増
補
本
が
複
數
現
存
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
論

で
は
中
國
首
都
圖
書
館
所
藏
の
『
明
熙
春
樓
吳
繼
仕
倣
宋
刊
本
六
經
圖
』
影
印
本
（
學
苑
出
版
社
、
一
九
九

八
年
）
、
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
吳
繼
仕
刊
『
七
經
圖
』（
楊
甲
『
六
經
圖
』
に
「
儀
禮
圖
」
を
加
え
た
も

の
）、
四
庫
全
書
本
の
三
種
を
參
照
し
た
。 

一
八 

陳
振
孫
『
直
齊
書
錄
解
題
』
卷
三
や
『
玉
海
』
卷
四
二
「
紹
興
六
經
圖
」
が
引
く
「
中
興
書
目
」
に
は
、

楊
甲
の
字
と
出
身
地
、
そ
し
て
「
布
衣
」
だ
っ
た
こ
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
宋
の
陳
思
『
兩

宋
名
賢
小
集
』
卷
三
七
四
に
は
「
楊
甲
、
字
鼎
卿
、
重
慶
昌
州
人
。
大
觀
時
、
遊
京
師
頗
有
聲
望
。
嘗
仕
於

蜀
、
旋
以
事
去
官
、
寓
居
靈
泉
山
中
。
有
棣
華
館
小
集
一
卷
」
と
や
や
詳
し
い
傳
が
見
え
る
。
一
方
、
『
四
庫

全
書
総
目
』
は
『
成
都
文
類
』
に
依
據
し
て
乾
道
二
年
（
一
一
六
六
）
の
進
士
と
す
る
が
、
先
に
引
い
た
南

宋
の
諸
書
に
は
進
士
に
舉
げ
ら
れ
た
と
い
う
記
載
は
な
い
。
恐
ら
く
、
同
姓
同
名
の
別
人
だ
ろ
う
。 

一
九 

南
宋
の
版
本
を
實
見
し
、
直
接
記
錄
し
た
の
は
『
直
齊
書
錄
解
題
』
が
唯
一
の
書
目
で
あ
り
、
後
に
明
の

萬
曆
年
間
に
吳
繼
仕
が
家
藏
の
宋
本
を
飜
刻
す
る
ま
で
、
諸
書
に
記
錄
が
見
え
な
い
。
な
お
、
乾
隆
帝
勅
撰

『
欽
定
天
祿
琳
琅
書
目
』
卷
一
に
は
、
清
代
飜
刻
の
『
御
題
宋
版
六
經
圖
』
が
吳
繼
仕
飜
刻
の
毛
邦
翰
増
補

本
と
は
異
な
る
と
あ
る
が
、『
四
庫
全
書
』
収
錄
の
『
御
題
宋
版
六
經
圖
』
に
よ
る
と
、「
毛
詩
正
變
指
南

圖
」
に
つ
い
て
特
に
差
異
は
な
い
。 

二
〇 

『
輿
地
碑
記
目
』
卷
四
「
昌
州
碑
記
」
に
は
「
六
經
圖
碑
在
郡
學
。
郡
人
楊
甲
鼎
卿
所
著
也
」
と
あ
る
。 
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二
一 
苗
昌
言
序
の
原
文
に
は
「
陳
大
夫
爲
撫
之
期
年
…
…
既
已
創
闢
試
院
、
以
奉
聖
天
子
三
年
取
士
之
制
。
又

取
六
經
圖
、
命
泮
宮
職
講
肄
者
編
類
爲
書
、
刊
之
於
學
、
以
教
諸
生
」
と
あ
る
。 

二
二 

度
正
『
性
善
堂
稿
』
の
「
涪
州
教
授
陳
孠
由
墓
誌
銘
」
に
は
「（
陳
孠
由
）
授
昌
州
教
授
以
歸
、
四
方
士
子

從
講
學
者
甚
衆
、
學
舍
不
能
容
。
則
請
於
州
開
貢
院
以
館
之
。
…
…
乾
道
閒

マ

マ

昌
元
士
人
揚 マ

マ

甲
爲
六
經
圖
、
頗

便
觀
覽
。
好
事
者
版
行
之
、
徧
天
下
。
孠
由
曰
、
此
郷
先
生
之
作
、
四
方
宜
於
此
取
正
、
而
吾
學
無
其
書
可

乎
。
遂
捜
訪
善
本
、
重
加
校
正
、
仍
命
工
筆
札
善
圖
畫
者
寫
之
、
刻
之
石
、
以
示
學
者
」
と
あ
り
、
陳
孠
由

の
事
績
の
な
か
に
、
陳
森
と
同
じ
く
試
院
の
開
設
と
『
六
經
圖
』
の
刊
刻
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。 

二
三 

『
四
庫
全
書
』
お
よ
び
『
金
華
叢
書
』
所
収
本
を
參
照
し
た
。 

二
四 

『
宋
元
學
案
』
卷
六
十
「
說
齋
學
案
」
を
參
照
し
た
。 

二
五 

『
帝
王
經
世
圖
譜
』（
嚴
一
萍
選
輯
『
百
部
叢
書
集
成
』
九
十
五
収
錄
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
八
年
所
収

の
胡
鳳
丹
輯
刊
『
金
華
叢
書
』
）
の
概
要
に
つ
い
て
は
同
書
収
錄
の
周
必
大
序
に
見
え
る
。 

二
六 

『
詩
經
発
題
』（
嚴
一
萍
選
輯
『
叢
書
集
成
三
編
』
十
九
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
二
年
の
胡
宗
楙
『
續
金
華

叢
書
』
所
収
の
唐
仲
友
『
九
經
發
題
』
に
収
錄
）
に
は
「
至
於
六
義
四
始
、
詩
之
綱
維
、
別
具
圖
說
」
と
あ

る
。
こ
の
點
は
、
劉
毓
慶
『
歷
代
詩
經
著
述
考
：
先
秦
―
元
代
卷
』
の
「
六
義
四
始
圖
說
」
條
が
す
で
に
指

摘
し
て
い
る
。 

二
七 

『
詩
集
傳
名
物
鈔
』（
嚴
一
萍
選
輯
『
百
部
叢
書
集
成
』
九
十
五
収
錄
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
八
年
所
収

の
胡
鳳
丹
輯
刊
『
金
華
叢
書
』
）
を
參
照
。 

二
八 

（5）
、
（6）
は
北
京
の
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
。
こ
の
二
種
に
つ
い
て
、
李
致
忠
は
『
宋
版
書
敘
錄
』
（
北
京

圖
書
館
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
の
な
か
で
、
そ
の
版
式
か
ら
建
安
書
肆
の
刊
、
避
諱
よ
り
南
宋
孝
宗
の
時

の
も
の
と
推
測
し
て
る
。
現
在
、
（7）
、
（8）
は
臺
灣
故
宮
博
物
院
所
藏
。
本
研
究
で
は
、
（7）
は
國
會
圖
書
館

所
藏
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
國
會
圖
書
館
攝
製
北
平
圖
書
館
善
本
書
膠
片
」
の
『
六
經
圖
殘
存
二
種
』

を
、
（8）
は
影
印
本
『
景
印
宋
本
纂
圖
互
註
毛
詩
』
（
故
宮
博
物
院
、
一
九
九
四
年
）
を
參
照
し
た
。
阿
部
隆

一
『
中
華
民
國
國
立
故
宮
博
物
院
北
平
圖
書
館
宋
金
元
版
解
題
』（
『
中
國
訪
書
志
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
一

九
七
六
年
）
は
、
（7）
、
（8）
は
と
も
に
建
安
書
肆
の
刊
、
避
諱
よ
り
（7）
は
南
宋
光
宗
以
下
に
は
及
ば
な
い
、

（8）
は
南
宋
寧
宗
以
後
の
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。 

二
九 

「
纂
圖
互
註
本
」
は
卷
首
に
圖
を
附
し
、
經
書
の
內
容
を
容
易
に
暗
記
す
る
た
め
の
註
釋
が
施
さ
れ
た
書

物
で
、
經
書
中
の
同
一
句
や
、
同
樣
の
意
を
含
む
句
を
示
し
た
「
重
言
」、
「
重
意
」
の
註
釋
が
示
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
。
こ
の
類
の
書
物
が
經
書
の
學
習
、
特
に
科
舉
受
驗
の
た
め
暗
記
な
ど
に
供
さ
れ
た
「
帖
括
之

書
」
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
清
代
で
も
朱
彝
尊
以
降
、
諸
家
の
解
題
に
見
え
る
。
本
論
で
は
、
朱
彝
尊

『
經
義
考
』
卷
一
一
〇
「
纂
圖
互
註
毛
詩
」
條
、『
欽
定
天
祿
琳
琅
書
目
』
卷
一
「
監
本
纂
圖
重
言
重
意
互
註

點
校
毛
詩
」
條
、
陳
鱣
『
經
籍
跋
文
』
の
「
宋
本
毛
詩
跋
」、
傅
增
湘
『
藏
園
群
書
題
記
』
卷
一
「
監
本
纂
圖

重
言
重
意
互
註
點
校
毛
詩
跋
」
（
陳
鱣
『
經
籍
跋
文
』
を
引
用
）
な
ど
を
參
照
し
た
。 

三
〇 

本
論
で
用
い
た
版
本
に
つ
い
て
は
本
章
註
釋
（
二
八
）
を
参
照
。
同
書
は
末
尾
に
は
乾
隆
二
十
一
年
（
一
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七
五
六
）
朱
嘉
勤
の
跋
が
あ
り
、
自
身
の
宋
本
収
藏
の
經
歷
や
書
肆
で
『
毛
詩
圖
說
』
な
ど
の
零
葉
百
余
葉

を
入
手
し
装
幀
し
た
經
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

三
一 

（8）
の
別
版
は
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
。
『
静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
圖
錄
・
解
題
篇
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
）

に
著
錄
さ
れ
て
い
る
。
（8）
と
別
版
は
內
容
は
全
く
同
じ
だ
が
、「
禮
」
を
「
礼
」
と
す
る
な
ど
互
い
に
用
い

る
字
體
が
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。 

三
二 

『
授
經
圖
義
例
』
は
『
詩
纂
圖
』
と
『
詩
圖
說
』
の
書
誌
の
出
典
を
『
文
淵
閣
書
目
』
と
し
て
い
る
が
、

前
者
は
『
文
淵
閣
書
目
』
に
見
え
な
い
。 

三
三 

本
論
で
は
顧
廷
龍
等
輯
『
續
修
四
庫
全
書
』
第
五
十
七
冊
に
収
錄
の
影
印
お
よ
び
『
靜
嘉
堂
文
庫
宋
元
版

圖
錄
・
圖
版
篇
』
収
録
の
『
詩
〔
集
傳
附
錄
纂
疏
〕』
收
錄
の
刊
語
を
參
照
し
た
。 

三
四 

胡
一
桂
の
傳
は
『
元
史
』
卷
一
八
九
「
儒
學
」
に
見
え
る
。 

三
五 

『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
は
郭
鹏
點
校
『
元
代
古
籍
集
成
』
經
部
詩
類
（
北
京
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二

年
）
お
よ
び
『
四
庫
全
書
』（
第
七
十
六
冊
）
本
に
よ
っ
た
。 

三
六 

清
の
姜
炳
璋
『
詩
序
補
義
』
は
豳
風
の
末
尾
で
「
許
氏
豳
風
次
序
圖
」（
「
風
」
は
「
詩
」
の
誤
り
）
を
引

い
て
お
り
、
圖
譜
の
一
種
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。 

三
七 

黃
溍
（
一
二
七
七
～
一
三
五
七
）『
黃
文
獻
公
集
』
卷
八
下
「
白
雲
許
先
生
墓
志
銘
」
は
「
先
生
之
學
、
卒

以
大
顯
於
世
。
然
則
、
程
子
之
道
得
朱
子
而
復
明
、
朱
子
之
道
至
先
生
益
尊
、
先
生
之
功
大
矣
」
と
あ
る
。

ま
た
、
『
元
史
』
卷
一
八
九
の
許
謙
傳
に
は
「
何
基
、
王
柏
及
金
履
祥
歿
、
其
學
猶
未
大
顯
。
至
謙
而
其
道
益

著
」
と
あ
る
。 

三
八 

『
四
庫
全
書
総
目
』
卷
十
六
「
詩
集
傳
名
物
鈔
」
條
は
「
…
…
至
（
王
）
柏
所
刪
國
風
三
十
二
篇
、
謙
疑

而
未
敢
遽
信
。
正
足
見
其
是
非
之
公
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

三
九 

『
詩
集
傳
名
物
鈔
』
の
至
元
重
紀
之
五
年
（
後
至
元
五
年
・
一
三
三
九
年
）
吳
師
道
序
に
よ
る
。 

四
〇 

例
え
ば
、
「
衛
詩
譜
」
で
は
「
朱
子
說
詩
與
鄭
不
同
、
故
不
從
鄭
譜
」
と
あ
る
。
他
に
も
同
樣
の
註
釋
が
散

見
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。 

四
一 

顧
炎
武
『
日
知
錄
』
卷
三
「
四
詩
」
に
よ
る
。
こ
の
な
か
で
顧
炎
武
は
『
周
禮
』
や
『
毛
詩
』
鄭
箋
の
說

の
ほ
か
、
宋
の
程
大
昌
が
提
起
し
た
「
詩
有
南
雅
頌
、
無
國
風
」
と
い
う
說
（
程
大
昌
『
考
古
編
』
収
錄
の

「
詩
論
」）
を
引
い
て
お
り
、
許
謙
の
說
は
引
い
て
い
な
い
。
顧
炎
武
は
、
直
接
的
に
は
程
大
昌
の
說
を
敷
衍

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

四
二 

本
論
で
は
静
嘉
堂
文
庫
お
よ
び
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
の
元
刊
本
、
『
四
庫
全
書
』
本
（
第
七
十
六
冊
）、

國
立
公
文
書
館
所
藏
の
嘉
永
三
年
和
刻
本
、『
元
代
古
籍
集
成
』
整
理
校
勘
本
（
北
京
師
範
大
學
出
版
社
、
二

〇
一
三
年
）
を
參
照
し
た
。
こ
の
う
ち
、『
四
庫
全
書
』
本
や
和
刻
本
に
は
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世

圖
」
が
収
錄
さ
れ
て
お
ら
ず
、
版
本
に
よ
っ
て
収
錄
状
況
が
異
な
る
。 

四
三 

劉
瑾
の
傳
は
李
賢
等
撰
『
大
明
一
統
志
』
卷
五
十
六
（
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）「
吉
安
府
」
、
朱
彝
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尊
『
經
義
考
』
卷
一
一
一
「
劉
氏
詩
傳
通
釋
瑾
」
條
が
引
く
『
吉
安
府
志
』
な
ど
に
見
え
る
。 

四
四 

李
賢
等
撰
『
大
明
一
統
志
』
卷
五
十
一
「
廣
信
府
・
盧
天
祥
」
の
條
に
は
「
至
元
中
守
信
州
。
興
學
校
、

崇
詩
書
、
延
儒
生
論
理
致
。
刻
六
經
圖
於
石
、
立
兩
廡
下
」
と
あ
る
。
盧
天
祥
に
つ
い
て
は
、
雍
正
『
江
西

通
志
』
（『
四
庫
全
書
』
所
収
）
卷
四
〇
「
秩
官
」
に
元
代
の
信
州
路
總
管
と
あ
る
。 

四
五 

雍
正
『
江
西
通
志
』
卷
十
八
「
學
校
」
の
「
廣
信
府
儒
學
」
條
に
は
「
元
至
元
二
十
一
年
、
總
管
盧
天
祥

修
之
、
尋
厄
於
火
」
と
あ
る
。 

四
六 

本
論
で
參
照
し
た
『
詩
集
傳
音
釋
』
雙
桂
堂
重
刊
本
（
北
京
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
）
卷
首
の
圖
解
に
は

「
詩
傳
圖
」
と
あ
る
が
、
靜
嘉
堂
文
庫
藏
の
明
初
刊
本
で
は
「
詩
圖
」
と
な
っ
て
い
る
。 

四
七 

『
詩
集
傳
音
釋
』
の
雙
桂
堂
重
刊
本
に
は
、
特
定
の
書
名
は
な
く
「
詩
朱
熹
集
傳
」
と
だ
け
あ
る
。
後
世

朱
彝
尊
『
經
義
考
』
、『
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
書
目
錄
』
な
ど
で
『
詩
集
傳
音
釋
』
と
稱
さ
れ
て
お
り
、
本
論
で
は

こ
れ
に
從
っ
た
。
な
お
、
第
一
卷
卷
首
に
「
東
陽
許
謙
名
物
鈔
音
釋
、
後
學
廬
陵
羅
復
纂
輯
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
書
名
は
『
詩
集
傳
音
釋
纂
輯
』
や
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
な
ど
と
も
い
う
。 

四
八 

『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
の
凡
例
に
は
「
廬
陵
羅
君
中
行
、
博
學
而
善
記
」
と
あ
り
、
明
の
黃
虞
稷

『
千
頃
堂
書
目
』
に
は
「
字
中
行
、
廬
陵
人
」
と
あ
る
。
ま
た
、
朱
彝
尊
『
經
義
考
』
卷
一
百
九
十
一
「
李

氏
琪
春
秋
王
覇
列
國
世
紀
編
」
が
引
く
李
琪
自
序
に
は
「
今
廬
陵
羅
中
行
、
以
家
藏
善
本
梓
而
傳
之
」
と
見

え
る
。 

四
九 

宗
文
精
舍
刊
刻
の
朱
熹
『
詩
集
傳
』
は
足
利
學
校
藏
本
を
參
照
し
た
。
同
書
の
刊
記
に
は
「
書
傳
舊
有
鄒

氏
音
釋
、
詩
傳
獨
闕
。
讀
者
不
無
遺
憾
。
本
堂
今
以
許
益
之
（
許
謙
）
詩
名
物
鈔
內
音
義
纂
釋
爲
之
、
仍
間

以
何
伯
善
（
何
淑
）
音
釋
附
焉
、
俾
二
書
經
傳
有
音
釋
。
仍
各
纂
圖
于
前
、
以
備
參
考
」
と
あ
る
。 

五
〇 

表
四
に
は
収
錄
し
な
か
っ
た
圖
譜
が
三
種
あ
る
。
ま
ず
、
復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
の
『
採
輯
名
家
批
評
詩

經
刪
補
』
は
明
の
徐
奮
鵬
著
、
楊
居
廣
編
次
、
魏
浣
初
、
鐘
惺
同
較
と
あ
り
、
編
纂
關
係
者
だ
け
を
見
れ
ば

明
代
の
書
物
と
な
る
。
し
か
し
、
書
物
の
體
裁
は
清
代
の
も
の
で
あ
り
、
誤
字
が
多
い
こ
と
か
ら
、
後
世
徐

奮
鵬
な
ど
に
假
託
し
て
刊
刻
さ
れ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
書
の
卷
首
に
は
題
名
の
無
い
『
詩
經
』
圖

譜
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
內
容
を
見
る
と
、
元
代
「
六
經
圖
碑
」
の
「
詩
經
圖
」
や
明
代
の
「
詩
經
大
全

圖
」
を
折
衷
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
見
え
な
い
解
釋
も
記
し
て
い
る
。
こ
の

點
、
興
味
深
い
圖
譜
だ
が
、
明
代
の
書
物
と
確
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
萬
曆
三
十
一
年
（
一
六
〇
三
）
の
朱

載
堉
『
鄉
飲
詩
樂
譜
』
（『
樂
律
全
書
』
収
錄
）
に
は
『
禮
記
』
な
ど
の
記
載
を
元
に
復
元
し
た
『
詩
經
』
の

樂
譜
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
詩
經
』
の
學
習
や
解
釋
と
は
關
聯
性
の
な
い
譜
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
唐
文
獻

（
一
五
四
九
～
一
六
〇
五
）
の
『
詳
訓
精
講
新
意
備
題
標
圖
詩
經
會
達
天
機
妙
發
』（
尊
經
閣
文
庫
所
藏
）

は
、
書
名
か
ら
圖
譜
を
収
錄
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
未
見
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
論
で
は

こ
の
三
種
の
書
物
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。 

五
一 

「
詩
經
大
全
圖
」
の
名
稱
は
版
本
に
よ
っ
て
「
詩
傳
圖
」
や
「
詩
圖
」
な
ど
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
「
詩
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經
大
全
圖
」
に
統
一
す
る
。 

五
二 

明
・
萬
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
の
盧
謙
、
章
達
編
『
五
經
圖
』
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
、
經
〇
三
七
－

〇
〇
〇
九
）
の
李
維
楨
序
に
は
「
國
家
頒
五
經
大
全
、
學
宮
皆
有
圖
」
と
あ
る
。 

五
三 

『
詩
經
大
全
』
の
傳
本
は
多
く
、
筆
者
が
實
見
し
た
版
本
の
う
ち
、
刊
刻
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
に
は
、

永
樂
年
間
の
刻
本
、
成
化
七
年
刊
本
、
嘉
靖
元
年
の
建
寧
書
戶
劉
輝
刻
本
、
嘉
靖
二
十
七
年
宗
文
堂
刻
本
刊

本
が
あ
り
、
時
期
不
明
な
が
ら
刊
刻
者
が
明
ら
か
な
も
の
に
は
德
壽
堂
刻
本
、
詩
痩
堂
刻
本
、
樹
駿
堂
刊
本

な
ど
が
あ
る
。
本
論
で
は
宮
內
庁
書
陵
部
所
藏
の
永
樂
年
間
刻
本
（
四
五
〇
函
六
號
）
、
成
化
七
年
刊
本
は
國

立
公
文
書
館
藏
（
江
二
七
五
―
二
五
二
）
を
參
照
し
た
。
そ
の
他
、
建
寧
書
戶
劉
輝
刻
本
は
浙
江
圖
書
館
、

嘉
靖
二
十
七
年
宗
文
堂
刻
本
は
吉
林
圖
書
館
や
南
京
圖
書
館
、
德
壽
堂
刻
本
は
宮
城
縣
圖
書
館
伊
達
文
庫

（
一
〇
三
〇
五
）、
樹
駿
堂
刊
本
は
東
大
総
合
圖
書
館
、
詩
痩
堂
刻
本
は
北
京
大
學
所
藏
で
あ
り
、
各
圖
書
館

の
書
目
に
よ
っ
た
。 

五
四 

『
葉
太
史
參
補
古
今
大
方
詩
經
大
全
』
は
傳
本
が
多
く
、
年
代
、
刊
刻
者
の
明
確
な
も
の
に
は
萬
暦
三
十

三
年
・
明
芝
城
建
邑
書
林
余
氏
刻
本
が
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
余
氏
刻
本
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
、
別
〇
〇

三
―
〇
〇
〇
一
）
お
よ
び
早
稲
田
大
學
圖
書
館
藏
本
（
貴
重
書
庫
イ
一
二
―
〇
〇
〇
一
六
）
を
參
照
し
た
。

『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
は
北
京
大
學
圖
書
館
藏
明
崇
禎
刻
本
影
印
（
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
第
七
十
冊
収

錄
）
を
、『
詩
經
疏
義
』
は
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
明
刊
本
（
一
函
二
二
架
）
を
參
照
し
た
。 

五
五 

內
閣
文
庫
藏
の
淺
見
絅
齊
校
訂
本
（
二
七
三
―
〇
一
八
五
）
を
參
照
し
た
。
『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』
經
部

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
る
と
、
正
統
年
間
の
司
禮
監
刊
本
は
、
中
國
で
は
三
十
一
部
の
所

藏
が
あ
る
。
ま
た
、
同
書
目
に
は
重
慶
市
圖
書
館
に
明
初
刻
本
『
詩
集
傳
』
と
「
詩
圖
」
が
あ
る
と
い
う
が
筆

者
は
未
見
。
な
お
、
司
禮
監
刊
本
の
序
に
は
「
聖
旨
五
經
四
書
經
註
書
坊
刊
本
字
有
差
譌
。
恁
司
禮
監
將
易
程

朱
傳
…
…
詩
朱
熹
集
傳
…
…
都
謄
寫
的
本
、
重
新
刊
印
、
便
於
觀
覽
、
欽
此
」
と
あ
る
だ
け
で
底
本
に
つ
い
て

は
述
べ
て
い
な
い
。 

五
六 

章
達
の
序
に
は
刊
刻
の
經
緯
に
つ
い
て
「
余
始
涖
任
…
…
乃
以
次
繕
緝
學
宮
、
購
子
史
諸
書
、
庋
之
閣

上
、
令
有
志
者
就
中
繙
閱
。
而
侍
御
芳
菱
盧
公
、
所
謂
邑
聞
人
也
。
嘉
惠
之
意
、
較
余
倍
焉
。
自
永
豐
令

歸
、
攜
信
州
學
宮
五
經
圖
石
本
以
授
余
、
且
曰
、
公
幸
割
俸
鐫
之
、
以
示
承
學
。
余
展
玩
、
不
忍
釋
手
…
…

亟
命
工
刻
石
、
樹
之
學
宮
。
已
又
念
摹
搨
之
難
、
不
及
行
遠
、
更
損
爲
卷
帙
、
屬
所
知
程
敬
敷
刻
於
金
陵
」

と
あ
る
。
章
達
に
つ
い
て
は
、
『
五
經
圖
』
の
序
に
「
加
陞
無
爲
州
知
州
仍
掌
廬
江
縣
事
楚
人
章
達
」
と
あ
る

以
外
は
不
詳
。
盧
謙
は
字
が
吉
甫
、
萬
暦
三
十
二
年
の
進
士
で
永
豊
知
縣
か
ら
監
察
御
史
、
江
西
右
參
政
を

歷
任
し
、
後
に
病
を
得
て
郷
里
に
も
ど
っ
た
。
崇
禎
八
年
、
張
獻
忠
の
反
亂
軍
に
よ
り
廬
江
が
陷
落
し
た

際
、
服
從
し
な
か
っ
た
た
め
殺
さ
れ
た
。『
明
史
』
卷
二
九
二
「
忠
義
」
に
傳
が
見
え
る
。 

五
七 

『
七
經
圖
』
に
つ
い
て
は
、
內
閣
文
庫
所
藏
本
（
經
〇
三
七
―
〇
〇
一
〇
）
、
中
國
首
都
圖
書
館
所
藏
『
六

經
圖
』
影
印
本
（
學
苑
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
『
四
庫
全
書
』
収
錄
本
（
第
一
八
三
冊
）
を
參
照
し
た
。
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中
國
首
都
圖
書
館
所
藏
本
は
、
『
七
經
圖
』
に
見
え
る
『
儀
禮
』
の
圖
譜
や
焦
竑
や
吳
繼
仕
の
序
文
が
な
い
。

『
七
經
圖
』
の
吳
繼
仕
「
七
經
圖
叙
」
に
は
南
宋
の
時
に
『
儀
禮
』
の
圖
が
な
く
朱
熹
が
憂
え
楊
復
が
編
纂

し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
意
を
う
け
て
『
儀
禮
』
の
圖
譜
を
収
錄
し
『
七
經
圖
』
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
吳
繼
仕
が
刊
刻
し
た
本
來
の
も
の
は
『
七
經
圖
』
で
あ
り
、『
六
經
圖
』
は
後

の
人
が
楊
甲
『
六
經
圖
』
の
舊
に
復
す
る
た
め
に
改
刻
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

五
八 

吳
繼
仕
の
字
や
出
身
地
、
そ
の
著
書
『
音
聲
紀
元
』
六
卷
に
つ
い
て
は
『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
三
十
四
「
七

經
圖
」
條
に
見
え
る
。 

五
九 

『
直
齊
書
錄
解
題
』
卷
三
「
六
經
圖
」
に
は
「
昌
州
布
衣
楊
甲
鼎
卿
所
撰
、
撫
州
教
授
毛
邦
翰
復
増
補
之

…
詩
四
十
七
、
今
同
」
と
あ
り
、
毛
邦
翰
増
補
本
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
収
錄
の
圖
は
楊
甲
の
も
の
と
同

數
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
吳
繼
仕
『
七
經
圖
』
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
四
十
五

圖
で
あ
る
。 

六
〇 

『
明
史
』
卷
二
二
一
の
衛
承
芳
傳
に
よ
る
。 

六
一 

郭
若
維
の
字
は
『
六
經
圖
』
自
序
に
、
經
歷
は
雍
正
『
浙
江
通
志
』（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
）
卷

一
百
四
十
に
記
載
が
あ
る
。 

六
二 

郭
若
維
飜
刻
の
『
六
經
圖
』
は
國
立
公
文
書
館
所
藏
本
（
經
〇
三
七
―
〇
〇
〇
八
）
を
參
照
し
た
。
「
重
刻

六
經
圖
跋
」
に
は
「
我
朝
經
學
日
明
、
古
書
迭
見
。
于
是
、
新
都
吳
氏
繼
仕
者
首
梓
於
家
、
冢
宰
衛
公
承
芳

者
復
梓
于
署
。
要
皆
黨
枯
護
朽
、
不
無
承
譌
襲
舛
、
欲
使
按
圖
詮
理
觀
象
、
忘
言
抑
又
難
矣
。
識
者
憾
焉
。

余
家
舊
藏
宋
本
、
近
勘
飜
刻
。
其
中
異
同
雜
見
、
因
而
補
闕
正
訛
、
授
之
剞
劂
」
と
あ
る
。 

六
三 

復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
本
（
〇
三
九
六
）
を
參
照
し
た
。 

六
四 

『
毛
詩
正
變
指
南
圖
』
陳
重
光
自
序
に
よ
る
。 

六
五 

『
四
庫
全
書
總
目
』
に
は
「
是
書
爲
明
末
陳
重
光
所
刻
、
前
有
李
雯
序
、
謂
其
書
爲
宋
人
未
竟
之
本
、
故
詳

於
大
而
畧
於
小
。
…
…
其
義
例
淺
陋
、
不
似
古
人
著
作
、
且
亦
别
無
佐
證
。
疑
卽
重
光
自
輯
而
託
之
舊
本
也
」

と
あ
る
。 

六
六 

『
新
刻
顧
鄰
初
太
史
硃
批
詩
經
金
丹
』（
國
立
公
文
書
館
所
藏
、
二
七
三
―
〇
二
四
四
）
の
編
纂
に
關
わ
っ
た

人
々
の
う
ち
、
經
歷
が
明
ら
か
な
の
は
顧
起
元
だ
け
で
あ
る
。
顧
起
元
の
傳
は
『
江
南
通
志
』
卷
一
六
三
「
人

物
志
」
な
ど
に
見
え
る
。 

六
七 

國
家
圖
書
館
藏
本
（
徐
乃
昌
舊
蔵
一
三
〇
七
）
に
よ
っ
た
。 

六
八 

清
の
雍
正
『
山
西
通
史
』
（『
四
庫
全
書
』
所
収
）
卷
八
十
五
「
名
宦
」
に
は
「
胡
賓
、
字
汝
觀
、
光
州

人
。
嘉
靖
乙
未
進
士
。
性
荘
重
、
立
朝
無
所
依
附
。
庚
戌
由
太
僕
寺
丞
擢
山
西
僉
事
。
會
當
防
秋
急
詣
繁

峙
、
激
厲
將
士
、
督
修
城
堡
、
嚴
守
備
。
壬
子
聞
母
喪
、
即
日
奔
歸
。
後
陞
山
西
副
使
、
未
至
任
疾
卒
」
と

あ
る
。
な
お
、
胡
賓
が
進
士
に
舉
げ
ら
れ
た
年
に
つ
い
て
雍
正
『
河
南
通
志
』
（『
四
庫
全
書
』
所
収
）
卷
四

十
五
「
選
舉
」
に
も
嘉
靖
乙
未
（
十
四
年
・
一
五
三
五
年
）
と
記
さ
れ
る
が
、
『
千
頃
堂
書
目
』
卷
三
に
は
嘉
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靖
壬
辰
（
十
一
年
・
一
五
三
二
年
）
と
あ
る
。 

六
九 

『
詩
樂
圖
譜
』
は
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
嘉
靖
十
五
年
國
子
監
刊
本
（
経
〇
一
五
―
〇
〇
〇
四
）
に
よ
っ

た
。
呂
柟
、
字
は
仲
木
、
号
は
涇
野
、
髙
陵
（
現
在
の
陝
西
省
西
安
市
）
の
人
。
正
德
三
年
（
一
五
〇
八
）

の
進
士
で
あ
り
、
官
は
南
京
禮
部
右
侍
郎
に
至
っ
た
。
『
明
史
』
（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
卷
二
八
二
に

傳
が
見
え
る
。 

七
〇 

國
會
圖
書
館
所
藏
の
「
國
會
圖
書
館
攝
製
北
平
圖
書
館
善
本
書
膠
片
」（
Ｙ
Ｄ
七
五-

二
三
八
）
に
よ
る
。
原

本
は
臺
灣
故
宮
博
物
院
所
藏
。
現
存
す
る
の
は
卷
一
、
周
南
十
一
篇
、
召
南
十
四
篇
、
邶
風
十
九
篇
で
あ
る
。

邶
風
の
最
後
に
胡
明
勗
の
按
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
邶
風
ま
で
が
卷
一
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
は
「
殘
存
八
卷
」
と
あ
る
。 

七
一 

雍
正
『
湖
廣
通
志
』
卷
五
十
二
が
引
く
『
分
省
人
物
考
』
に
よ
る
。 

七
二 

『
詩
經
集
成
圖
說
』
は
殘
卷
で
あ
る
た
め
、
全
體
の
內
容
は
見
ら
れ
な
い
が
、
時
文
を
引
用
し
た
こ
と
は

「
立
意
」
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。 

七
三 

本
論
で
は
吉
林
省
圖
書
館
藏
明
末
刻
本
影
印
（
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
經
部
・
第
六
四
册
收
錄
）
に
よ
っ

た
。 

七
四 

陳
廣
宏
『
鍾
惺
年
譜
』（
復
旦
大
學
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
の
「
傳
略
」
に
は
、
鄒
漪
『
啟
禎
野
乗
』
卷

七
の
「
鍾
學
憲
傳
」
に
あ
る
「
公
書
既
行
於
世
、
諸
評
斷
小
語
皆
布
流
海
內
、
竊
附
者
或
僞
託
以
傳
、
然
而

莫
能
私
焉
」
と
い
う
記
載
を
引
い
た
上
で
鍾
惺
の
評
選
の
著
作
が
世
間
で
人
氣
を
博
し
た
た
め
、
そ
の
名
に

託
し
た
書
物
が
多
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
李
先
耕
『
鍾
惺
著
述
考
』
（
黑
龍
江
大
學
出
版
社 

二
〇

〇
八
年
）
四
十
頁
は
國
家
圖
書
館
所
藏
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
の
擁
萬
堂
刊
本
を
例
に
、
こ
の
書
肆
が
鍾
惺
の

名
義
を
用
い
た
書
物
を
多
く
刊
刻
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

七
五 

『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
十
七
は
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
を
批
判
す
る
な
か
で
そ
の
特
徴
を
「
是
書
雜
考
詩
之

名
物
典
故
、
亦
間
繪
圖
故
稱
圖
史
合
考
。
然
名
雖
釋
經
、
實
則
隷
事
。
如
周
南
桃
夭
篇
首
引
本
草
綱
目
載
桃

仁
去
瘀
血
桃
梟
療
中
惡
腹
痛
一
條
…
（
中
略
）
…
次
引
列
仙
傳
綏
山
桃
一
條
、
其
文
遂
畢
於
經
義
一
字
無

關
。
全
書
所
載
皆
類
於
此
、
不
知
其
何
所
取
也
」
と
概
括
し
て
い
る
。 

七
六 

本
論
で
は
『
四
庫
全
書
』
（
經
部
第
八
十
三
冊
）
収
錄
本
を
參
照
し
た
。『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
頒
布

と
普
及
に
つ
い
て
、『
欽
定
大
清
會
典
則
例
』
卷
六
十
七
「
學
校
」
の
乾
隆
元
年
の
命
と
し
て
「
聖
祖
仁
皇
帝

御
纂
性
理
精
義
、
書
、
詩
、
春
秋
三
經
傳
說
彚
纂
、
每
省
每
書
各
發
二
部
、
一
部
令
其
重
刋
流
布
、
一
部
以

備
校
對
」、
『
清
史
稿
』
卷
二
十
二
「
穆
宗
本
紀
・
同
治
六
年
五
月
」
條
に
「
諭
廣
購
書
籍
、
並
重
刊
御
纂
欽

定
經
史
、
頒
發
各
學
」
と
あ
る
な
ど
、
清
代
で
は
繰
り
返
し
刊
刻
さ
れ
た
。 

七
七 

清
初
か
ら
乾
隆
年
間
に
至
る
ま
で
の
勅
撰
經
書
の
編
纂
經
過
は
江
藩
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
卷
一
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。 

七
八 

『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
凡
例
の
第
四
條
に
は
「
詩
有
譜
、
有
圖
。
譜
以
臚
諸
國
世
次
、
而
考
其
時
代
、
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圖
以
存
三
代
以
上
制
作
之
舊
。
古
人
左
圖
右
書
、
其
遺
意
也
。
今
略
存
之
。
其
中
有
辨
證
者
、
則
附
著
於

下
」
と
あ
る
。 

七
九 

本
論
で
は
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
本
（
Ｎ
Ｃ/

〇
四
三
五/

八
四
〇
九
）
及
び
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』（
經

部
第
八
十
冊
）
収
錄
本
を
用
い
た
。 

八
〇 

『
詩
經
正
解
』
葛
筠
の
序
お
よ
び
『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
十
八
『
詩
經
正
解
』
に
よ
る
。 

八
一 

復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
の
高
燮
舊
藏
本
（
五
七
五
五
）
を
用
い
た
。 

八
二 

『
詩
經
集
成
』
自
序
に
は
「
余
纂
四
書
集
成
、
既
行
、
謬
爲
海
內
同
志
所
許
可
。
于
是
、
四
方
好
學
者
復

欲
得
余
諸
經
講
義
而
觀
之
」
と
あ
る
ほ
か
、
封
面
の
宣
傳
文
に
は
「
先
生
四
書
集
成
一
編
風
行
海
內
。
本
坊

以
先
生
專
智
毛
詩
、
復
懇
彙
纂
。
是
書
一
一
傳
註
爲
指
歸
、
不
襲
箋
疏
之
參
錯
、
有
疑
必
析
」
と
あ
る
。 

八
三 

『
詩
經
集
成
』
自
序
に
は
「
余
家
世
習
毛
詩
、
而
于
傳
註
恪
遵
朱
子
。
況
今
所
懸
諸
學
宮
學
士
所
習
爲
舉

子
業
者
」
と
あ
る
。『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
十
八
「
詩
經
集
成
」
條
も
そ
の
體
裁
を
「
大
旨
爲
揣
摩
場
屋
之

用
」
と
し
て
い
る
。 

八
四 

本
論
で
は
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
の
道
光
十
四
年
・
晉
祁
書
業
堂
刊
本
（
Ｘ/

〇
九
三.

二/

〇
〇
四
一.

二
）
を
參
照
し
た
。 

八
五 

高
朝
瓔
自
序
に
は
「
上
年
、
坊
間
請
總
四
書
融
註
、
次
第
成
五
經
、
而
以
先
以
詩
」
と
あ
る
。 

八
六 

北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
の
道
光
十
四
年
刊
本
に
よ
っ
た
。 

八
七 

徐
汧
は
『
明
史
』
卷
二
六
七
に
傳
が
見
え
、
長
洲
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
人
、
崇
禎
元
年
（
一
六

二
八
）
の
進
士
で
、
清
に
よ
っ
て
南
京
、
蘇
州
、
常
州
が
相
次
い
で
陷
落
す
る
と
虎
丘
で
自
害
し
た
。
黃
超

は
『
江
南
通
志
』（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
所
収
）
卷
一
六
五
「
人
物
志
・
文
苑
」
に
傳
が
見
え
、
上
元

（
現
在
の
南
京
市
）
の
人
、
康
熙
二
十
四
年
（
一
六
八
四
）
の
進
士
で
廣
く
文
名
を
知
ら
れ
た
と
い
う
。『
徐

九
一
先
生
訂
五
經
大
全
』
と
『
黃
際
飛
先
生
校
訂
五
經
大
全
』
は
と
も
に
國
立
公
文
書
館
所
藏
（
経
〇
二
九

―
〇
〇
〇
二
お
よ
び
経
〇
三
〇
―
〇
〇
〇
一
）
。 

八
八 

江
爲
龍
の
經
歷
は
『
四
庫
全
書
總
目
』
や
周
中
孚
『
鄭
堂
讀
書
記
』
（
黃
曙
輝
註
釋
、
上
海
書
店
出
版

社
、
二
〇
〇
九
年
）
卷
二
『
朱
子
六
經
圖
』
條
、
光
緒
重
脩
『
安
徽
通
志
』
卷
一
百
八
十
な
ど
に
み
え
、
李

驎
『
虬
峰
文
集
』
卷
十
六
「
筠
圃
江
先
生
傳
」
（
江
爲
龍
の
父
の
傳
）
に
も
言
及
が
あ
る
。 

 

八
九 

『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
第
一
五
二
冊
所
収
の
南
京
大
學
圖
書
館
藏
清
康
熙
刻
影
印
に
よ
っ
た
、 

九
〇 

江
爲
龍
の
幼
少
期
か
ら
の
學
習
と
考
證
に
つ
い
て
は
、
自
序
に
「
余
自
成
童
以
來
、
每
遇
經
書
疑
義
、
輒

博
覽
考
核
、
以
求
其
故
、
必
使
瞭
然
胸
中
。
而
後
已
幾
欲
廣
搜
備
攷
、
匯
爲
成
書
、
以
告
來
學
。
乃
始
束
縛

於
貼
括
家
言
、
已
而
挾
策
走
四
方
、
通
籍
後
復
軮
掌
於
簿
書
。
歲
月
悠
忽
虛
願
莫
酬
」
と
あ
り
、『
朱
子
六
經

圖
』
入
手
の
經
過
は
「
（
康
熙
）
戊
子
小
春
、
豫
章
廣
之
永
豐
周
生
子
用
爲
余
乙
酉
分
校
所
得
士
、
過
從
宜
陽

官
舍
、
攜
朱
子
六
經
圖
以
贈
。
披
閱
之
下
見
其
繪
象
圖
形
、
窮
原
竟
委
、
凡
經
學
之
淵
源
繁
賾
、
莫
不
燦
如

指
掌
」
と
あ
る
。
ま
た
、
飜
刻
に
際
し
て
圖
譜
の
順
序
を
整
理
し
た
こ
と
は
葉
涵
雲
の
序
に
「
圖
舊
勒
石
於

信
州
頖
宮
、
以
摹
印
維
難
致
。
其
傳
不
廣
、
且
碑
碣
參
伍
位
置
錯
綜
、
加
以
裝
潢
家
割
裂
倒
亂
、
不
便
觀
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覽
。
余
同
表
兄
硯
崖
江
先
生
彙
次
成
帙
、
條
分
縷
析
、
因
類
屬
編
、
更
益
以
四
書
圖
、
共
得
十
六
卷
」
と
あ

る
。 

九
一 

復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
本
に
よ
っ
た
。 

九
二 

清
の
『
江
南
通
志
』
卷
一
二
四
、『
陝
西
通
志
』
卷
二
三
、『
湖
廣
通
志
』
卷
二
十
五
（
す
べ
て
『
四
庫
全

書
』
所
収
）
な
ど
に
見
え
る
。 

九
三 

自
序
に
は
「
乾
道
初
、
知
撫
州
陳
森
屬
教
授
毛
邦
翰
等
爲
之
（
楊
甲
『
六
經
圖
』）
也
。
是
六
藝
之
津
梁
窮

經
之
指
南
也
。
陳
撫
州
之
書
鮮
行
於
世
。
明
計
部
大
夫
汝
南
方
公
刻
而
嘉
惠
後
學
、
詞
臣
江
寧
顧
先
生
序
而

傳
之
。
然
其
書
長
尺
有
五
、
廣
二
尺
餘
、
若
置
諸
几
之
小
者
則
溢
出
於
外
、
攜
以
遊
則
衍
篋
、
不
能
容
。
…

…
今
又
以
書
之
弗
良
於
讀
也
、
斂
其
式
、
以
便
於
人
」
と
あ
る
。 

九
四 

本
論
で
は
京
都
大
學
文
學
部
圖
書
館
所
藏
の
道
光
十
一
年
張
洪
範
刻
本
（
桑
原
文
庫
A
／
IXa
／
八
）
お
よ

び
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の
道
光
二
十
五
年
汪
根
敬
刻
本
に
よ
っ
た
。
雍
正
元
年
の
版
本
は
未
見
。 

九
五 

自
序
に
は
「
康
熙
辛
丑
歲
、
陽
翟
有
鬻
故
書
者
、
購
得
六
經
圖
六
卷
。
展
視
之
、
回
憶
少
時
所
受
茫
如
墜

煙
霧
者
」
や
「
信
州
石
本
、
廬
江
木
本
流
布
絕
少
、
鋟
而
行
之
、
誠
窮
經
者
之
一
助
也
」
と
あ
る
。 

九
六 

『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
一
五
二
冊
所
収
の
遼
寧
省
圖
書
館
藏
清
雍
正
二
年
刊
本
影
印
に
よ
っ
た
。 

九
七 

『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
所
収
の
北
京
國
家
圖
書
館
藏
乾
隆
五
年
刻
本
影
印
を
用
い
た
。 

九
八 

國
立
公
文
書
館
所
藏
本
（
二
七
六
―
〇
〇
〇
一
お
よ
び
二
七
六
―
〇
〇
〇
三
）、
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
本

に
よ
っ
た
。 

九
九 

『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
七
十
七
「
鄭
之
僑
鵞
湖
講
學
會
編
十
二
卷
」
條
に
經
歷
が
見
え
る
。 

一
〇
〇 

鄭
之
僑
の
序
に
は
「
諸
生
若
信
若
疑
、
間
出
所
藏
六
經
圖
對
叩
…
…
披
閱
梗
概
、
編
次
工
密
、
位
置
井

然
。
先
儒
表
章
聖
經
、
厥
功
鉅
哉
。
廼
細
按
、
其
奇
偶
之
分
、
日
星
之
度
…
…
以
迄
鳥
獸
草
木
之
名
、
舛
錯

頗
多
。
不
知
者
竟
以
雜
偽
誣
其
眞
本
」
や
「
爰
公
餘
、
挑
燈
按
規
求
矩
、
手
自
摹
畫
。
於
碑
碣
之
訛
者
正

之
、
其
殘
缺
者
補
之
、
參
益
諸
儒
集
說
。
歷
數
寒
暑
而
圖
成
。
以
質
諸
生
、
諸
生
以
爲
裨
於
初
學
、
請
付
開

雕
」
と
あ
る
。 

一
〇
一 

『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
所
収
の
南
京
圖
書
館
藏
乾
隆
三
十
七
年
刻
本
影
印
を
用
い
た
。 

一
〇
二 

劉
希
周
の
序
に
は
「
朝
廷
開
孝
友
方
正
之
科
、
大
吏
廉
其
名
以
薦
、
卒
以
孝
養
不
赴
徵
」
や
「
先
生
以
名

諸
生
、
久
困
場
屋
、
顧
不
屑
屑
舉
子
業
」
と
あ
る
。「
孝
友
方
正
之
科
」
は
『
清
史
稿
』
卷
一
百
九
「
選
舉

志
」
に
あ
る
「
孝
廉
方
正
科
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
羅
鶴
齡
の
序
に
は
「
泰
庠
名
士
」
と
あ
る
。 

一
〇
三 

陳
夢
得
の
序
に
は
「
楊
公
輝
斗
篤
學
嗜
古
、
家
中
縹
緗
萬
卷
、
而
古
刻
圖
譜
尤
多
。
其
所
藏
六
經
圖
、
信

州
眞
本
也
」
や
「
公
常
念
舉
業
之
家
所
好
、
雖
篤
而
每
苦
其
無
力
。
是
以
多
隘
於
見
聞
。
因
願
纂
輯
諸
圖
、

專
刻
成
書
」
と
あ
り
、
陳
士
誠
の
序
に
は
「
家
藏
六
經
圖
眞
本
世
罕
有
傳
、
特
以
代
久
年
湮
、
不
無
殘
缺
。

先
生
加
意
補
葺
、
參
以
諸
家
論
說
、
又
折
中
于
御
纂
諸
經
、
集
爲
九
經
圖
。
未
脫
稿
而
賫
志
以
歿
」、
劉
希
周

の
序
に
は
「
積
歲
窮
經
、
并
留
意
于
圖
考
、
收
錄
是
書
、
以
信
州
圖
爲
本
、
其
間
闕
失
、
補
以
先
儒
之
說
。

于
御
纂
諸
經
所
有
者
、
則
恪
遵
焉
」
と
あ
る
。 

62



                                        

                                        

                                        

                            

 

一
〇
四 
梁
戰
、
郭
群
一
編
著
『
歷
代
藏
書
家
辭
典
』
（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
を
參
照
し
た
。 

一
〇
五 

蔣
光
煦
「
校
刻
詩
集
傳
音
釋
札
記
」
に
よ
る
。
蔣
光
煦
飜
刻
本
は
、
光
緒
乙
丑
戶
部
刊
影
印
本
（
中
國
書

店
）
に
よ
っ
た
。 

一
〇
六 

『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
影
印
本
（
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
っ
た
。 

一
〇
七 

盧
錦
堂
「
詩
情
書
意
―
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
國
家
圖
書
館
古
籍
善
本
雜
詠
之
五
」（
國
家
圖
書
館
（
臺

灣
）
編
『
全
國
新
書
資
訊
月
刊
』
二
〇
一
〇
年
十
月
号
）
は
、
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
の
構
成
や
、
同
書
中
の
記

載
か
ら
現
存
す
る
稿
本
が
三
度
の
修
訂
を
經
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
同
書
が
國
家
圖
書
館
の
前
身
で
あ
る
中

央
圖
書
館
に
購
入
、
収
藏
さ
れ
る
過
程
で
鄭
振
鐸
の
盡
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。 

一
〇
八 

「
後
愚
詩
說
」
に
は
、「
鄭
箋
毛
傳
僅
屬
註
疏
。
自
前
明
王
唐
瞿
薛
、
皆
以
詩
學
名
家
、
說
詩
者
遂
不
下

數
百
種
。
而
鍾
伯
敬
、
魏
仲
初
二
先
生
之
說
詩
、
尤
出
意
表
、
他
如
陳
行
之
、
徐
玄
扈
、
鄒
嶧
山
、
徐
敬

弦
、
唐
士
雅
諸
公
、
于
詩
亦
多
探
討
。
愚
因
備
采
群
言
、
思
得
風
人
眞
趣
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
書
が
參

照
、
引
用
し
た
書
目
「
詩
義
參
詳
」
に
列
舉
さ
れ
て
い
る
の
は
「
子
夏
大
小
序
」
か
ら
明
の
凌
濛
初
の
『
聖

門
傳
詩
嫡
冢
』
ま
で
の
書
物
で
あ
り
、
清
代
の
書
物
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。 

一
〇
九 

北
京
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
の
乾
隆
三
十
六
年
刻
本
お
よ
び
宮
城
縣
圖
書
館
所
藏
の
文
化
五
年
飜
刻
本

（
小
一
二
三
．
三
〇
．
一
．
二
）
を
用
い
た
。 

一
一
〇 

徐
鼎
の
傳
は
馮
金
伯
『
墨
香
居
畫
識
』
卷
六
や
蔣
寶
齡
『
墨
林
今
話
』
卷
三
に
見
え
る
。『
墨
香
居
畫

識
』
は
『
中
國
歷
代
畫
史
匯
編
』
第
四
卷
（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
『
墨
林
今
話
』
は
周
駿
富

輯
『
清
代
傳
記
叢
刊
』
藝
林
類
九
（
明
文
書
局
、
一
九
八
五
年
）
を
參
照
し
た
。 

一
一
一 

『
毛
詩
名
物
圖
說
』
の
自
序
に
は
「
余
丁
束
髪
時
、
兄
授
以
毛
詩
三
百
篇
、
輒
遇
耳
目
聞
見
之
物
、
欣
然
有

所
得
。
乃
欲
博
考
名
物
、
搜
羅
典
籍
、
往
來
書
肆
不
憚
煩
、
不
揆
檮
昧
、
編
而
輯
之
、
閱
二
十
年
矣
。
尤
恐
於

格
致
多
識
之
說
、
未
精
詳
也
。
凡
釣
叟
、
邨
農
、
樵
夫
、
獵
戶
、
下
至
輿
臺
皁
隸
有
所
聞
、
必
加
試
驗
而
後
圖

寫
」
と
あ
る
。 

一
一
二 

皮
錫
瑞
『
經
學
歷
史
』、
錢
穆
『
國
學
概
論
』
（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
る
。 

一
一
三 

一
例
と
し
て
江
藩
『
國
朝
經
師
經
義
目
錄
』（
『
漢
學
師
承
記
』
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
に
収
錄
）
は
『
詩

經
』
考
證
の
代
表
的
著
作
と
し
て
惠
周
惕
『
詩
說
』、
戴
震
『
毛
鄭
詩
考
正
』、
顧
炎
武
『
詩
本
音
』、
錢
坫
『
詩

音
表
』
を
舉
げ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
張
之
洞
『
書
目
答
問
』
卷
一
「
經
部
・
詩
」
に
は
陳
奐
『
毛
詩
傳
疏
』、

馬
瑞
辰
『
毛
詩
傳
箋
通
釋
』、
胡
承
珙
『
毛
詩
後
劍
』
、
陳
啟
源
『
毛
詩
稽
古
編
』、
段
玉
裁
『
詩
經
小
學
』
、
丁

晏
『
毛
鄭
詩
釋
』
、
毛
奇
齡
『
續
詩
傳
鳥
名
』
、
焦
循
『
陸
璣
疏
考
證
』
な
ど
清
代
の
著
述
四
十
種
ほ
ど
を
舉
げ

て
い
る
。 

一
一
四 

『
續
修
四
庫
全
書
』
（
經
部
第
七
十
六
冊
）
収
錄
本
（
復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
同
治
三
年
鼎
吉
堂
刻
本
）
を

參
照
し
た
。
同
書
の
「
詩
地
理
攷
略
題
辭
」
は
咸
豐
三
年
（
一
八
五
三
）
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
に
は
脱

稿
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
凡
例
」
は
刊
刻
年
と
同
じ
く
同
治
三
年
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
最
終
的
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に
完
成
し
た
の
は
同
治
三
年
で
あ
ろ
う
。 

一
一
五 

『
續
修
四
庫
全
書
』（
第
七
十
三
冊
）
収
錄
本
（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
同
治
十
年
隴
東
分
署
刻
本
）
お

よ
び
李
先
耕
點
校
、
方
玉
潤
撰
『
詩
經
原
始
』
上
下
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
を
參
照
し
た
。 

一
一
六 

李
春
龍
審
定
、
江
燕
・
文
元
明
・
王
玨
點
校
『
新
纂
雲
南
通
志
』（
雲
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

卷
二
〇
〇
「
列
傳
」（
第
八
冊
）
の
「
方
玉
潤
傳
」
を
參
照
し
た
。 

一
一
七 

『
詩
經
原
始
』
自
序
に
は
「
迨
秦
火
既
然
烈
、
而
偽
序
始
出
、
託
名
子
夏
、
又
曰
孔
子
。
唐
以
前
尚
無
異

議
、
宋
以
後
始
有
疑
者
。
歐
陽
氏
（
歐
陽
脩
）
、
鄭
氏
（
鄭
樵
）
駁
之
於
前
、
朱
晦
翁
（
朱
熹
）
辯
之
於
後
、

而
其
學
遂
微
…
…
自
漢
迄
今
、
未
有
大
詁
、
徒
懸
疑
案
於
兩
間
、
而
無
一
人
焉
起
而
正
之
、
不
大
可
痛
而
可

惜
哉
…
…
最
後
得
姚
氏
際
恒
通
論
一
書
讀
之
、
亦
既
繁
徵
遠
引
、
辯
論
於
序
、
傳
二
者
之
間
、
頗
有
領
悟
、

十
得
二
三
矣
。
而
剖
抉
未
精
、
立
論
未
允
、
識
微
力
淺
、
義
少
辯
多
、
亦
不
足
以
鍼
肓
而
起
廢
。
乃
不
揣
固

陋
、
反
覆
涵
泳
、
參
論
其
間
、
務
求
得
古
人
作
詩
本
意
而
止
、
不
顧
序
、
不
顧
傳
、
亦
不
顧
論
、
唯
其
是
者

從
而
非
者
正
、
名
之
曰
原
始
」
と
あ
る
。
ま
た
「
凡
例
」
に
は
「
讀
書
貴
有
特
識
、
說
詩
務
持
正
論
、
然
非

薈
萃
諸
家
、
辨
其
得
失
、
不
足
以
折
衷
一
是
。
自
來
說
詩
、
唐
以
前
悉
遵
古
序
、
宋
以
後
獨
宗
朱
傳
、
近
日

又
將
反
而
趨
序
、
均
兩
失
道
也
。
故
姚
氏
起
而
論
之
、
其
排
傳
也
、
尤
甚
於
排
序
、
而
其
所
論
、
又
未
能
盡

與
古
合
。
是
以
編
中
所
論
、
只
以
三
家
爲
重
、
三
家
定
則
羣
喙
息
。
其
或
眾
說
有
互
相
發
明
、
足
以
起
予

者
、
亦
旁
及
之
」
と
あ
る
。 

一
一
八 

北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
本
（
ｘ
〇
九
三.

二/

二
五
四
〇.

二
三/

Ｃ
二
）
に
よ
っ
た
。 

一
一
九 

北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
本
（
Ｘ/

〇
九
三.

二/

二
五
四
〇.

二
）
に
よ
っ
た
。
錦
章
圖
書
局
の
設
立
年
代
に

つ
い
て
は
、
上
海
出
版
志
編
纂
委
員
會
編
『
上
海
出
版
志
』（
上
海
社
會
科
學
院
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を

參
照
し
た
。 

一
二
〇 

岡
元
鳳
の
傳
に
つ
い
て
は
竹
岡
友
三
『
醫
家
人
名
辭
書
』（
芳
賀
登
、
杉
本
つ
と
む
等
編
『
日
本
人
物
情

報
大
系
』
藝
編
一
四
に
収
錄
）
を
參
照
し
た
。 

一
二
一 

北
京
大
學
所
藏
本
（
Ｘ/

〇
九
三.

八/

七
七
一
七.

一
）
を
參
照
し
た
。 

一
二
二 

上
海
積
山
書
局
版
、
掃
葉
山
房
版
は
い
ず
れ
も
上
海
圖
書
館
に
複
數
所
藏
さ
れ
て
い
る
。 

一
二
三 

北
京
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
本
に
よ
っ
た
。 

一
二
四

『
御
纂
繪
圖
詩
經
詩
意
折
中
』
、
上
海
天
寶
書
局
『
監
本
詩
經
』
は
と
も
に
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
。 
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第
二
章 

『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
と
多
樣
化 

 

前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
南
宋
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
は
、
楊
甲
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」

が
原
型
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
は
歐
陽
脩
『
鄭
氏
詩
譜
』
の
影

響
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
本
章
で
は
『
鄭
氏
詩
譜
』
と
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
編
纂
を
『
詩
經
』

圖
譜
の
形
成
、
そ
し
て
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
內
容
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
南
宋
、

元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
を
多
樣
化
の
時
期
と
位
置
づ
け
、
各
圖
譜
の
內
容
の
共
通
點
や
異
同
か

ら
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
と
改
編
の
経
緯
を
考
察
す
る
。 

 

第
一
節 

宋
代
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成 

第
一
項 

歐
陽
脩
に
よ
る
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』
の
輯
佚 

後
漢
の
鄭
玄
が
編
纂
し
た
『
毛
詩
譜
』
は
、「
風
」「
雅
」
の
各
詩
と
、
こ
れ
ら
の
詩
が
作
ら
れ
た
と

さ
れ
る
時
代
の
周
王
、
諸
侯
の
名
稱
を
對
照
さ
せ
た
一
覽
表
で
あ
る
一

。『
毛
詩
譜
』
が
示
す
作
成
年
代

は
、
各
詩
篇
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
意
義
と
、
こ
れ
よ
り
演
繹
さ
れ
る
「
正
變
」
の
問
題
を
解

釋
す
る
上
で
基
本
的
な
情
報
で
あ
る
。
個
々
の
詩
篇
の
解
釋
は
、
各
詩
篇
の
作
成
年
代
を
ど
の
よ
う
に

結
論
づ
け
る
か
に
よ
っ
て
全
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
鄭
玄
は
自
身
の
『
毛
詩
』
解
釋
を

示
す
た
め
に
『
史
記
』
の
年
表
と
『
春
秋
』
の
記
載
に
よ
っ
て
『
毛
詩
譜
』
を
編
纂
し
た
二

。 

『
毛
詩
譜
』
は
、
北
宋
の
時
に
は
ほ
と
ん
ど
傳
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
日
頃
よ
り
『
毛
詩
譜
』
を
探

し
求
め
て
い
た
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
は
慶
曆
四
年
（
一
〇
四
四
）
、
絳
州
（
現
在
の
山

西
省
運
城
市
）
で
入
手
し
た
が
、
首
尾
は
失
わ
れ
誤
字
、
錯
簡
が
多
か
っ
た
た
め
、
『
春
秋
』
や
『
史

記
』
の
本
紀
及
び
世
家
年
表
、「
毛
鄭
之
說
」
を
も
と
に
自
ら
が
編
纂
し
て
い
た
『
詩
圖
』
十
四
篇
（
す

で
に
散
佚
）
や
孔
穎
達
の
疏
な
ど
に
よ
っ
て
二
百
七
文
字
を
補
い
、
八
百
八
十
三
文
字
を
修
訂
し
て
『
鄭

氏
詩
譜
』
と
し
た
。
以
上
の
經
過
は
同
書
に
附
さ
れ
た
「
詩
譜
補
亡
後
序
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
現
在
傳
わ
る
『
鄭
氏
詩
譜
』
の
內
容
は
、
歐
陽
脩
が
輯
佚
、
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。 

南
宋
以
降
に
は
『
鄭
氏
詩
譜
』
を
引
用
し
た
『
詩
經
』
註
釋
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
鄭
氏
詩
譜
』

は
現
存
す
る
早
期
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
南
宋
以
後
、
一
般
に
廣
く
參
照
さ
れ
た

圖
譜
と
し
て
も
、
ほ
ぼ
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 第

二
項 

楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
編
纂
と
構
成 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
一
一
六
二
）
、
昌
元
（
現
在
の
四
川
重
慶
市
）

の
楊
甲
が
編
纂
し
た
『
六
經
圖
』
中
の
圖
譜
で
あ
る
。
南
宋
の
中
後
期
に
な
る
と
『
六
經
圖
』
は
盛
ん
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に
刊
刻
さ
れ
て
良
劣
樣
々
な
版
本
が
存
在
し
、
石
碑
に
も
刻
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
版
本
や
石
碑

は
ほ
と
ん
ど
散
佚
し
た
。
唯
一
、
早
期
の
樣
子
を
傳
え
る
の
は
、
南
宋
の
毛
邦
翰
等
が
乾
道
元
年
（
一

一
六
五
）
に
增
補
し
た
版
を
明
の
萬
曆
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
に
吳
繼
仕
が
飜
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

吳
繼
仕
本
は
「
摹
刻
」
と
稱
し
て
い
る
が
、
實
際
は
明
朝
體
を
用
い
て
お
り
、
宋
代
の
記
載
に
あ
る
「
毛

詩
正
變
指
南
圖
」
よ
り
も
圖
が
二
つ
少
な
い
な
ど
、
必
ず
し
も
毛
邦
翰
增
補
本
の
樣
子
を
完
全
に
傳
え

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
直
齊
書
錄
解
題
』
に
よ
れ
ば
、
毛
邦
翰
等
の
增
補
は
「
毛
詩
正

變
指
南
圖
」
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
現
存
す
る
吳
繼
仕
本
は
、
飜
刻
で
あ
り
圖
が
少
な
い
と
い
う
先

の
二
點
を
除
け
ば
、
楊
甲
が
編
纂
し
た
當
時
の
樣
子
を
概
ね
傳
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

吳
繼
仕
本
に
よ
る
と
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
収
錄
す
る
圖
譜
は
、
次
の
表
七
に
示
し
た
二
十

八
圖
あ
る
。 

                

 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
「
譜
」
と
「
圖
」
を
と
も
収
錄
し
て
い
る
三

。「
譜
」
に
は
『
詩
經
』
詩
篇

の
名
稱
、
詩
篇
の
作
成
時
期
、
王
侯
の
家
系
や
登
場
人
物
の
血
縁
關
係
、
動
植
物
や
衣
冠
、
祭
器
、
兵

器
な
ど
の
名
稱
、
魯
、
齊
、
韓
、
毛
四
家
の
傳
授
關
係
な
ど
十
圖
あ
る
（
a1
～
a5
お
よ
び
a23
～
a28
）
。

こ
れ
に
對
し
て
、「
圖
」
は
地
理
、
天
文
、
計
測
、
漏
刻
、
土
地
制
度
、
天
子
巡
幸
の
行
程
、
建
築
、
車

a24

釋
衣
服
制

名 a20

斯
干
考
室

圖 a15

載
芟
藉
田

圖 a10

齊
國
風
挈

壺
氏
圖 

a5

十
五
國
風

譜 a1
詩
篇
名 

表
七
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
収
錄
項
目 

a25

釋
車
馬
器

名 a21

秦
國
風
小

戎
圖 

a16

時
邁
巡
狩

圖 a11

大
田
雨
我

公
田
圖 

a6

十
五
國
風

地
理
圖 

a2
作
詩
時
世 

a26
釋
禮
樂
器
名 

a22
商
頌
王
畿
圖 

a17
我
將
明
堂
圖 

a12
甫
田
歲
取
十

千
圖 

a7
日
居
月
諸
圖 

a3
周
、
召
、
衛
、
齊
、
鄒
、
曹
、

陳
、
晉
、
秦
、
宋
世
次 

a27
釋
兵
農
器

名 a23
釋
草
、
木
、
菜
、
榖
、
鳥
、
獸
、

蟲
、
魚
、
馬
名 

a18
清
廟
閟
宮

圖 a13
百
夫
之
田 

a8
公
劉
相
陰

陽
圖 

a28
四
詩
傳
授

圖 a19
辟
雍
泮
宮

圖 a14
萬
夫
之
田 

a9
楚
丘
揆
日

景
圖 

a4
族
譜 
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馬
な
ど
十
八
圖
あ
る
。
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
「
圖
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
全
體
の
三
割
以
上
は

「
譜
」
で
あ
る
（
本
頁
の
圖
十
九
）
。 

 

圖
十
九
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
「
譜
」
の
例 

  

 

『
六
經
圖
』
に
は
楊
甲
が
何
を
參
照
し
、
ど
の
よ
う
に
編
纂
し
た
の
か
、
そ
の
經
緯
は
一
切
記
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
圖
譜
の
一
部
に
は
典
據
が
示
さ
れ
て
お
り
、
楊
甲
が
用
い
た
資
料
の
一
端
が
う

か
が
え
る
。
例
え
ば
、「
齊
國
風
挈
壺
氏
圖
」(

a10)

に
は
、「
唐
制
呂
才
定
」
と
「
今
制
燕
肅
定
」
と
題

す
る
二
つ
の
圖
が
あ
る
（
次
頁
の
圖
二
十
）
。
こ
こ
の
註
に
は
「
今
因
舊
圖
取
唐
之
呂
才
、
今
之
燕
肅
所

制
、
列
之
于
圖
」
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
唐
の
呂
才
『
呂
才
刻
漏
經
』
一
卷
と
北
宋
の
燕
肅
『
蓮
花
漏

法
』
一
卷
に
依
據
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
四

。
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圖
二
十
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
「
齊
國
風
挈
壺
氏
圖
」 

  

 

ま
た
、
衣
冠
、
車
馬
、
祭
器
や
兵
器
な
ど
の
譜
で
あ
る
「
釋
衣
服
制
名
」「
釋
車
馬
器
名
」「
釋
禮
樂

器
名
」
「
釋
兵
農
器
名
」
（
a24
～
a27
）
の
末
尾
に
は
、
「
已
上
形
制
並
見
二
禮
圖
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

『
六
經
圖
』
の
「
周
禮
文
物
大
全
圖
」
や
「
禮
記
制
度
示
掌
圖
」
の
ほ
う
に
該
當
す
る
圖
を
収
錄
し
て

い
る
た
め
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
で
は
圖
を
省
略
し
た
の
で
あ
る
。「
周
禮
文
物
大
全
圖
」
や
「
禮
記

制
度
示
掌
圖
」
に
は
北
宋
の
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』
や
陳
祥
道
『
禮
書
』
と
考
え
ら
れ
る
禮
圖
が
採
錄
さ

れ
て
お
り
、
楊
甲
は
こ
れ
ら
の
書
物
も
參
照
し
た
の
だ
ろ
う
（
次
頁
の
圖
二
十
一
）
五

。 

さ
ら
に
、「
十
五
國
風
譜
」(

a5)

は
『
鄭
氏
詩
譜
』
と
同
じ
內
容
の
圖
で
あ
る
（
次
頁
の
圖
二
十
二
）
。

し
か
し
、
『
鄭
氏
詩
譜
』
が
「
風
」
「
雅
」
「
頌
」
各
項
目
の
中
で
歷
代
の
周
王
ご
と
に
詩
の
篇
名
を
列

舉
し
て
分
類
し
て
い
る
の
に
對
し
て
、
「
十
五
國
風
譜
」
は
國
風
の
詩
に
限
っ
て
詩
の
篇
數
の
み
を
舉

げ
て
お
り
、
兩
圖
の
體
裁
は
異
な
る
。
「
十
五
國
風
譜
」
の
註
釋
に
は
「
歐
譜
」
を
參
照
し
た
こ
と
が

明
記
し
て
あ
り
、
末
尾
に
附
さ
れ
た
「
右
自
文
王
至
頃
王
凡
二
十
世
、
其
可
考
者
陳
齊
衛
晉
曹
鄭
魏
、
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此
變
風
之
先
後
也
」
の
一
文
は
、
歐
陽
脩
「
詩
圖
總
序
」
の
抜
粹
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
楊
甲
は
歐

陽
脩
補
訂
『
鄭
氏
詩
譜
』
も
參
照
し
て
い
た
。 

 

圖
二
十
一
、
楊
甲
『
六
經
圖
』
の
「
周
禮
文
物
大
全
圖
」（
上
）
と
「
禮
記
制
度
示
掌
圖
」
（
下
） 

  

 

圖
二
十
二
、
楊
甲
『
六
經
圖
』
の
「
十
五
國
風
譜
」 
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そ
れ
で
は
、
楊
甲
が
出
典
を
明
示
し
て
い
な
い
箇
所
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
限
り
、

わ
ず
か
な
が
ら
楊
甲
が
獨
自
に
作
成
し
た
箇
所
と
は
言
い
切
れ
な
い
箇
所
も
あ
る
。
一
例
を
舉
げ
れ
ば
、

圖
で
は
「
我
將
明
堂
圖
」(

a17)

は
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』
の
「
明
堂
圖
」
に
、
「
四
詩
傳
授
圖
」
（
a28
）

は
現
在
傳
わ
る
陸
璣
の
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
末
尾
に
同
樣
の
も
の
が
見
え
る
六

。
ま
た
、
圖
に

對
應
す
る
解
說
の
中
に
も
、
他
書
を
参
照
し
た
ら
し
き
箇
所
が
あ
る
。「
時
邁
巡
狩
圖
」（
a16
）
の
解
說

の
前
半
は
「
巡
狩
」
に
つ
い
て
「
時
邁
」
詩
小
序
の
「
鄭
箋
」
、「
正
義
」
に
見
え
る
が
、
後
半
の
「
時

邁
」
詩
の
背
景
は
歐
陽
脩
『
詩
本
義
』
に
見
え
る
七

。 

 

「
時
邁
者
、
是
武
王
滅
紂
、
已
定
天
下
、
以
時
巡
守
、
而
其
臣
作
詩
、
頌
美
其
事
、
以
爲
告
祭

柴
望
之
樂
歌
也
」 

（
歐
陽
脩
『
詩
本
義
』
卷
十
二
「
時
邁
」
本
義
） 

 

「
王
者
以
時
巡
行
邦
國
、
柴
告
天
地
、
望
秋
山
川
、
徧
于
羣
神
。
時
邁
之
詩
、
武
王
滅
紂
、
已

定
天
下
、
以
時
巡
狩
。
而
其
臣
作
頌
、
美
其
事
、
以
爲
告
祭
柴
望
之
樂
歌
也
」 

（
「
時
邁
巡
狩
圖
」
の
解
說
） 

 

 

「
時
邁
巡
狩
圖
」
の
解
說
の
「
武
王
滅
紂
」
以
下
（
網
掛
け
箇
所
）
は
、「
其
臣
作
」
の
後
に
「
詩
」

字
が
無
い
以
外
、
全
く
同
じ
で
あ
る
。
同
樣
に
、「
載
芟
藉
田
圖
」（
a15
）
の
解
說
で
は
「
鄭
箋
」
と
「
正

義
」
と
と
も
に
蘇
轍
『
詩
集
傳
』
の
註
釋
が
見
え
る
八

。
楊
甲
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
編
纂
に
あ

た
っ
て
漢
唐
の
註
疏
だ
け
で
は
な
く
、
北
宋
の
『
詩
經
』
解
釋
も
參
照
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

一
方
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
構
成
は
、
冒
頭
に
篇
名
、
年
代
や
家
系
に
關
す
る
譜
、
次
に
天
文

や
地
理
、
土
地
、
祖
廟
、
建
築
な
ど
諸
制
度
の
圖
、
そ
し
て
最
後
に
四
家
詩
傳
授
の
譜
を
配
置
す
る
形

式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
く
『
六
經
圖
』
に

収
錄
の
「
尚
書
軌
範
撮
要
圖
」
や
「
禮
記
制
度
示
掌
圖
」
と
共
通
し
て
い
る
。
特
に
最
後
に
學
問
傳
授

の
「
四
詩
傳
授
圖
」（
a28
）
を
置
く
の
は
、「
大
易
象
數
鉤
深
圖
」
や
「
春
秋
筆
削
發
微
圖
」
、「
周
禮
文

物
大
全
圖
」
の
各
圖
も
同
樣
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
と
し
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
楊
甲
は
『
六
經

圖
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
各
經
圖
譜
に
共
通
す
る
配
列
基
準
を
考
え
て
お
り
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
「
毛

詩
正
變
指
南
圖
」
を
編
纂
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

第
二
節  

宋
元
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
樣
化 

第
一
項 

南
宋
書
肆
の
編
纂
し
た
『
詩
經
』
圖
譜 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
後
、
南
宋
の
孝
宗
（
一
一
六
二
～
一
一
八
九
）
か
ら
光
宗
（
一
一
九
〇
～
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一
一
九
四
）
の
頃
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
「
毛
詩
圖
譜
」
と
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
、『
毛
詩
圖
說
』
、「
毛

詩
舉
要
圖
」
は
、
い
ず
れ
も
書
肆
が
刊
刻
し
た
書
物
に
収
錄
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
編
纂
者
も
書
肆
だ
と

推
測
さ
れ
る
。 

 
 

一
、
「
毛
詩
圖
譜
」
及
び
「
四
詩
傳
授
之
圖
」 

「
毛
詩
圖
譜
」
と
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
は
、
書
中
の
缺
筆
か
ら
孝
宗
の
在
位
時
に
書
肆
が
編
纂
し
た

と
推
測
さ
れ
る
『
監
本
纂
圖
互
註
重
言
重
意
互
註
毛
詩
』
の
卷
首
に
附
さ
れ
た
圖
譜
で
あ
る
。
『
監
本

纂
圖
互
註
重
言
重
意
互
註
毛
詩
』
の
版
本
は
二
種
が
現
存
し
て
お
り
、
と
も
に
北
京
國
家
圖
書
館
所
藏
、

全
二
十
卷
の
完
本
と
、
十
一
卷
の
殘
卷
が
あ
る
九

。
完
本
と
殘
卷
は
全
く
同
じ
內
容
だ
が
、
字
樣
、
版

式
の
細
部
が
異
な
っ
た
別
版
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
完
本
は
「
毛
詩
圖
譜
」
と
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
を

と
も
に
収
錄
し
て
お
り
、
殘
卷
は
「
毛
詩
圖
譜
」
の
み
を
収
錄
し
て
い
る
。 

「
毛
詩
圖
譜
」
は
、
先
述
し
た
『
鄭
氏
詩
譜
』
や
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
「
十
五
國
風
譜
」

（
a5
）
と
同
じ
く
、
詩
篇
の
作
成
年
代
と
そ
の
時
在
位
し
て
い
た
周
王
を
對
照
さ
せ
た
一
覽
表
で
あ

る
。
た
だ
し
、『
鄭
氏
詩
譜
』
や
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
「
風
」
、「
雅
」、「
頌
」
の
項
目
の
中
で
作
成

年
代
を
歷
代
の
周
王
ご
と
に
分
類
し
て
い
る
が
、
「
毛
詩
圖
譜
」
は
「
文
王
」
と
「
武
王
」
、
「
恵
襄
之

間
」
、「
頃
王
」
の
四
項
目
の
み
を
立
て
、
こ
の
な
か
で
「
風
」「
雅
」「
頌
」
の
各
詩
を
分
類
し
て
い
る
。

ま
た
、
収
錄
す
る
詩
篇
も
五
十
二
篇
だ
け
で
あ
り
、
多
く
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
異
同
は

あ
る
が
、
「
毛
詩
圖
譜
」
の
末
尾
に
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
同
じ
く
歐
陽
脩
「
詩
圖
總
序
」
の
抜

粹
「
右
自
文
王
至
頃
王
凡
二
十
世
、
其
可
考
者
陳
、
齊
、
衛
、
晉
、
曹
、
鄭
、
魏
、
此
變
風
之
先
後
也
」

の
一
文
が
あ
る
。
恐
ら
く
、
書
肆
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
か
ら
節
略
し
て
「
毛
詩
圖
譜
」
を
編
纂
し

た
の
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
完
本
で
は
「
毛
詩
圖
譜
」
に
續
け
て
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
が
あ
る
。
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
は

魯
、
韓
、
齊
、
毛
四
家
の
系
譜
を
前
漢
末
期
ま
で
示
し
た
表
で
あ
り
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
「
四

詩
傳
授
圖
」（
a28
）
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
（
次
頁
の
圖
二
十
三
）
。 

二
種
の
『
監
本
纂
圖
互
註
重
言
重
意
互
註
毛
詩
』
に
附
さ
れ
た
「
毛
詩
圖
譜
」
は
、
ど
ち
ら
も
末
尾

に
「
毛
詩
圖
譜
終
」
と
あ
り
、
他
の
圖
が
脫
落
し
た
の
で
は
な
く
、
初
め
か
ら
「
毛
詩
圖
譜
」
だ
け
が

附
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
完
本
の
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
は
、
「
毛
詩
圖
譜
終
」
と
あ
る

葉
の
次
葉
に
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
點
か
ら
、
殘
卷
の
よ
う
に
「
毛
詩
圖
譜
」
の
み
を
附
し
た
版

が
先
に
存
在
し
て
お
り
、
後
か
ら
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
を
加
え
た
版
が
刊
刻
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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圖
二
十
三
、『
監
本
纂
圖
互
註
重
言
重
意
互
註
毛
詩
』
の
「
四
詩
傳
授
之
圖
」 

  

 

『
詩
經
』
圖
譜
の
形
式
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
の
は
、
完
本
に
あ
る
「
毛
詩
圖
譜
」、「
四
詩
傳
授

之
圖
」
の
収
錄
順
序
で
あ
る
。
わ
ず
か
二
つ
の
表
な
が
ら
、
內
容
が
共
通
す
る
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」

の
「
十
五
國
風
譜
」(

a5)

、
「 

四
詩
傳
授
圖
」(

a28)

と
同
じ
順
序
で
配
さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
既
述

し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
楊
甲
が
『
六
經
圖
』
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
採
用
し
た
配
列
で
あ
る
。 

書
肆
は
『
監
本
纂
圖
互
註
重
言
重
意
互
註
毛
詩
』
編
纂
の
際
、
楊
甲
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
か
ら

必
要
な
譜
を
抜
き
出
し
て
節
略
し
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
順
序
に
從
っ
て
収
錄
し
た
の
可
能
性
が

高
い
。 

 

二
、
『
毛
詩
圖
說
』 

『
毛
詩
圖
說
』
は
「
毛
詩
圖
譜
」
な
ど
と
同
時
期
か
、
や
や
後
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ

れ
は
、
圖
譜
の
み
を
収
錄
し
た
巾
箱
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
攜
帶
し
參
照
す
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
。『
毛
詩
圖
說
』
は
殘
卷
で
あ
り
、
圖
譜
は
全
體
の
半
分
ほ
ど
し
か
殘
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、

卷
首
の
「
毛
詩
圖
總
目
」
に
全
體
の
項
目
名
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
譜
」
や
「
圖
」
を
収
錄
し
、

諸
事
物
を
圖
示
し
た
總
合
的
な
圖
譜
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
次
頁
の
表
八
）
。
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※
■
は
缺
け
て
不
明
な
文
字
。
網
掛
け
箇
所
は
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
も
見
え
る
項
目
。
丸
括
弧
內
は
現
存
す
る
圖
譜
で
の
項
目

名
。
隅
付
括
弧
內
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
內
容
と
共
通
す
る
項
目
番
號
。 

 

b66
釋
草·

菜·

木·

華
果·

禾·

禽·

獸·

蟲·

魚·

馬
名
【
a23
】 

b61
二
禮
歌
詩
總
圖 

b56
祭
天
圖 

b51
朝
服
圖 

b46
小
戎
■ 

b41

魯
國
泮
宮
圖

【
a19
】 

b36
藉
田
祈
社
稷
圖 

b31
文
武
豐
鎬
圖 

b26
挈
壺
圖
【
a10
】 

b21
七
月
流
火
圖 

b16
族
譜
【
a3
】 

b11
小
雅
正
變
譜 

b6

國
風
王
鄭
譜 

【
a5
】 

b1
詩
篇
名(
毛
詩

篇
目)

【
a1
】 

表
八
、『
毛
詩
圖
說
』
の
収
錄
項
目 

b62
季
札
觀
歌
圖 

b57
樂
舞
器
圖 

b52
后
夫
人
婦
人
服

圖 b47
甫
田
歲
取
十
千

圖
【
a12
】 

b42
絲
衣
繹
賓
尸
圖 

b37
巡
狩
告
祭
柴
望

圖
【
a16
】 

B32
成
王
守
成
圖 

b27
后
稷
封
邰
圖 

b22
三
星
在
天
圖 

b17

作
詩
時
世
圖 

【
a2
】 

 

b12
大
雅
正
變
譜 

b7

國
風
齊
魏
譜 

【
a5
】 

b2
逸
詩
篇
名 

b67
車
飾
名 

b63
師
乙
宜
歌
圖 

b58
器
物
圖 

b53
冠
冕
弁
圖 

b48
大
田
雨
我
公
田

圖
【
a11
】 

b43
有
瞽
始
作
樂
圖 

b38

靈
臺
辟
雍
圖

【
a19
】 

b33
宣
王
復
古
圖 

b28
公
劉
遷
豳
圖 

b23
豳
詩
紀
月
圖 

b18
十
五
國
風
地
理

圖
【
a6
】 

b13
三
頌
之
譜 

b8

國
風
唐
秦
譜 

【
a5
】 

b3
詩
篇
重
名 

             

b64
春
秋
賦
詩
圖 

b59
兵
器
圖 

b54
帶
佩
芾
圖 

b49

商

頌

邦

畿

圖

【
a23
】 

b44
■
■
■ 

b39
閟
宮
路
寢
圖 

b34
干
旄
美
衛
圖 

b29
太
王
胥
宇
圖 

b24

公
劉
度
夕
陽
圖

【
a8
】 

b19

十
五
國
地
名
因

革
圖 

b14
歐
陽
詩
說 

b9

國

風

陳

檜

譜 

【
a5
】 

b4

國

風

周

召

譜

【
a5
】 

b65
詩
傳
授
圖
【
a28
】 

b60
鄉
飲
登
降
笙
歌
圖 

b55
衣
裘
皮
帛
圖 

b50
商
九
■
圖 

b45
秦
小
戎
圖
【
a21
】 

b40
我
將
明
堂
圖
【
a17
】 

b35
駉
頌
僖
公
圖 

b30
宣
王
考
室
圖
【
a20
】 

b25
楚
丘
定
星
中
圖
【
a9
】 

b20
大
東
總
星
圖 

b15
■
■
（
周
召
衛
齊
鄒

曹
陳
晉
秦
宋

）
世
次

【
a3
】 

b10
國
風
曹
豳
譜 

【
a5
】 

b5
國
風
邶
鄘
衛
譜
【
a5
】 
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表
八
の
な
か
で
、
圖
譜
が
現
存
す
る
の
は
b1
～
b13
、
b15
～
b31
で
あ
る
。『
毛
詩
圖
說
』
は
解
說
の

出
典
を
明
示
し
て
お
り
、
現
存
す
る
部
分
に
よ
る
と
、
主
に
『
鄭
氏
詩
譜
』
、『
詩
經
正
義
』
、『
詩
本
義
』、

『
春
秋
』
、『
爾
雅
』
、『
史
記
』
を
參
照
し
た
ら
し
い
。
特
に
、
歐
陽
脩
の
『
詩
經
』
解
釋
の
引
用
は
「
歐

譜
同
…
」（
三
十
三
箇
所
）
、「
歐
云
…
」（
三
十
箇
所
）
、「
歐
作
…
」（
二
箇
所
）
、「
歐
並
作
…
」（
一
箇

所
）
、「
文
忠
公
云
…
」（
一
箇
所
）
と
複
數
箇
所
に
見
え
る
。
ま
た
、「
豳
詩
紀
月
圖
」（
b23
）
に
は
「
伊

川
曰
」
と
あ
り
、
程
顥
の
解
釋
も
参
照
し
た
こ
と
が
わ
か
る
一
〇

。 

『
毛
詩
圖
說
』
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
見
え
な
い
圖
譜
を
多
く
収
錄
し
、
圖
譜
の
配
列
も
相
當

異
な
る
。
し
か
し
、『
毛
詩
圖
說
』
に
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
同
じ
く
冒
頭
に
「
詩
篇
名
」(

b1)

、

末
尾
近
く
に
「
詩
傳
授
圖
」(

b65)

が
あ
り
、
さ
ら
に
表
八
の
網
か
け
で
記
し
た
項
目
の
よ
う
に
、
「
毛

詩
正
變
指
南
圖
」
と
共
通
す
る
內
容
の
項
目
が
複
數
存
在
す
る
。
現
存
し
な
い
b14
お
よ
び
b31
以
降
の

圖
譜
に
つ
い
て
は
、
項
目
名
が
共
通
、
あ
る
い
は
類
似
す
る
項
目
の
み
、
網
か
け
に
し
て
あ
る
。 

 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
共
通
す
る
內
容
の
項
目
の
な
か
で
、
圖
が
現
存
す
る
「
詩
篇
名(

毛
詩
篇

目)

」(

b1)

、「
■
■
（
周
～
宋
）
世
次
」(

b15)

、「
族
譜
」(

b16)
、「
十
五
國
風
地
理
圖
」(

b18)

は
「
毛

詩
正
變
指
南
圖
」
に
同
名
の
圖
譜
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
圖
譜
は
、
字
樣
な
ど
僅
か
な
差
異
を
除
け
ば
、

全
く
同
じ
圖
で
あ
る
。 

こ
れ
に
對
し
て
、
國
風
各
國
の
諸
侯
と
詩
篇
の
作
成
年
代
を
對
照
さ
せ
た
「
國
風
譜
」（
b4
～
b10
）

及
び
「
作
詩
時
世
圖
」(

b17)

、
測
量
法
や
天
文
を
圖
示
し
た
「
公
劉
度
夕
陽
圖
」(
b24)

や
「
楚
丘
定

星
中
圖
」(

b25)

、
漏
刻
を
圖
示
し
た
「
挈
壺
圖
」(

d26)

、
王
宮
の
建
築
物
配
置
を
圖
示
し
た
「
宣
王

考
室
圖
」(

b30)

は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
も
ほ
ぼ
同
名
稱
、
同
內
容
の
圖
譜
が
あ
る
。
し
か
し
、
圖

示
の
方
法
が
異
な
り
、
圖
の
解
說
は
『
毛
詩
圖
說
』
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
各
國
の
「
國
風
譜
」（
b4
～
b10
）
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
「
十
五
國
風
譜
」(

a5)

や

『
監
本
纂
圖
互
註
重
言
重
意
互
註
毛
詩
』
の
「
毛
詩
圖
譜
」
に
相
當
す
る
圖
譜
で
あ
り
、
と
も
に
歐
陽

脩
輯
佚
の
『
鄭
氏
詩
譜
』
と
同
內
容
の
圖
で
あ
る
。
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
で
は
周
王
の
名
稱
と
そ
の

當
時
作
成
さ
れ
た
詩
篇
數
を
羅
列
す
る
だ
け
な
の
に
對
し
、
『
毛
詩
圖
說
』
で
は
周
王
と
詩
の
篇
名
の

關
係
を
棒
線
で
つ
な
い
で
圖
示
し
、
さ
ら
に
『
毛
詩
正
義
』
や
『
春
秋
』
、『
史
記
』
年
表
、
歐
陽
脩
の

詩
說
を
引
用
し
て
い
る
。 

ま
た
、
『
毛
詩
圖
說
』
の
「
公
劉
度
夕
陽
圖
」
（
b24
）
や
「
楚
丘
定
星
中
圖
」(

b25)

、
「
宣
王
考
室

圖
」(

b30)

で
は
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
は
な
い
星
座
や
建
物
の
形
狀
を
加
え
た
り
、
楊
甲
が
記
し

た
解
說
を
『
毛
詩
』
の
註
や
疏
に
置
き
換
え
た
り
し
て
い
る
（
次
頁
の
圖
二
十
四
）
。
こ
の
ほ
か
、「
挈

壺
圖
」(

b26)

は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
「
齊
國
風
挈
壺
氏
圖
」(

a10)

が
引
用
す
る
唐
の
呂
才
や
北

宋
初
期
の
燕
肅
の
圖
よ
り
も
新
し
い
、
北
宋
中
期
の
陳
祥
道
『
禮
書
』
や
北
宋
末
期
か
ら
南
宋
に
か
け
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て
の
王
普
が
作
成
し
た
『
蓮
花
漏
圖
』
の
漏
刻
圖
を
収
錄
し
て
い
る
（
本
頁
の
圖
二
十
五
）
。 

 圖
二
十
四
、
天
文
圖
と
建
築
圖
の
一
例
（
右
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、
左
は
『
毛
詩
圖
說
』
） 

 
 

 
 

 

圖
二
十
五
、『
毛
詩
圖
說
』
の
漏
刻
圖
と
解
說 
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唯
一
、
「
作
詩
時
世
圖
」(

b17)

の
み
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
「
作
詩
時
世
」
（
a2
）
よ
り
も
簡

略
で
あ
り
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
あ
っ
た
詩
題
を
省
略
し
、
篇
數
だ
け
を
列
舉
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、『
毛
詩
圖
說
』
の
編
纂
者
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
依
據
し
た
可
能
性
が
高
く
、

數
量
面
で
は
大
幅
に
圖
譜
を
增
補
し
、
內
容
面
で
も
視
覺
的
に
工
夫
し
た
り
、
よ
り
新
た
な
資
料
に
差

し
替
え
た
り
す
る
と
い
っ
た
變
更
を
加
え
た
。
ま
た
、
『
毛
詩
圖
說
』
は
各
國
の
「
國
風
譜
」(

b4
～

b10)

の
よ
う
に
『
鄭
氏
詩
譜
』
と
の
關
聯
性
か
ら
歐
陽
脩
の
說
を
引
用
す
る
圖
譜
以
外
に
も
、
獨
立
し

た
項
目
と
し
て
「
歐
陽
詩
說
」(
b14)

を
収
錄
し
て
お
り
、
『
毛
詩
圖
說
』
は
歐
陽
脩
の
『
詩
經
』
解

釋
を
主
體
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
筆
者
が
管
見

し
た
限
り
、
後
に
も
先
に
も
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。 

 

三
、
「
毛
詩
舉
要
圖
」 

「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
南
宋
光
宗
の
紹
熙
年
間
（
一
一
九
〇
～
一
一
九
四
）
、
書
肆
が
編
纂
し
た
『
詩

經
』
圖
譜
と
推
測
さ
れ
る
。「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
同
じ
く
「
譜
」
や
「
圖
」

を
収
錄
し
て
お
り
、
そ
の
內
容
は
諸
事
物
に
及
ぶ
。
「
毛
詩
舉
要
圖
」
が
収
錄
す
る
項
目
は
次
の
表

九
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
収
錄
の
圖
譜
は
全
三
十
項
目
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
二
十
八
項
目
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
り
、
『
毛
詩
圖
說
』
の
六
十
七
項
目
よ
り
は
少
な
い
。
こ
の
う
ち
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と

「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
共
通
す
る
の
は
「
十
五
國
風
地
理
圖
」(

c1)

、「
秦
小
戎
圖
」(

c19)
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
は
、
「
毛
詩
舉
要
圖
」
の
み
に
見
え
る
項
目
名
を
除
く
と
、
全
體
の
ほ
ぼ
八
割
に
あ
た
る
二

十
三
項
目
は
『
毛
詩
圖
說
』
の
み
と
共
通
し
て
い
る
（
次
々
頁
の
圖
二
十
六
）
。 

 

項
目
名
だ
け
で
は
な
く
、「
毛
詩
舉
要
圖
」
と
『
毛
詩
圖
說
』
は
內
容
面
で
も
共
通
す
る
點
が
多
い
。

例
え
ば
、
「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
あ
る
「
大
東
總
星
之
圖
」(

c2)

、
「
七
月
流
火
圖
」(

c5)

、
「
三
星
在

天
圖
」(

c6)

、「
太
王
胥
宇
圖
」（
c8
）
は
『
毛
詩
圖
說
』
に
初
め
て
見
え
る
圖
で
あ
り
、「
公
劉
度
夕

陽
圖
」(

c3)

や
「
楚
丘
定
星
中
圖
」(

c4)

、「
挈
壺
之
圖
」(

c7)

は
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
も
類

似
し
た
名
稱
の
項
目
が
あ
る
が
、
圖
は
『
毛
詩
圖
說
』
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
圖
譜
は
、
圖
と
解

說
と
も
に
『
毛
詩
圖
說
』
と
一
字
一
句
違
わ
ず
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
項
目
の
配
列
に
つ
い
て
も
、
表
中
の
括
弧
內
に
示
し
た
『
毛
詩
圖
說
』
の
項
目
番
號
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、「
大
東
總
星
之
圖
」(

c2)

、「
秦
小
戎
圖
」(

c19)

、「
有
鼓
始
作
樂
圖
」(

c20)

の
三
箇
所

が
『
毛
詩
圖
說
』
の
順
序
と
は
前
後
す
る
以
外
、
す
べ
て
『
毛
詩
圖
說
』
の
順
序
通
り
で
あ
る
。 

 

以
上
に
述
べ
た
項
目
名
稱
と
內
容
、
そ
し
て
配
列
順
序
の
共
通
性
か
ら
は
、
「
毛
詩
舉
要
圖
」
が
現

存
す
る
『
毛
詩
圖
說
』
か
、
こ
れ
と
同
類
の
圖
譜
に
依
據
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

そ
れ
で
は
、
「
毛
詩
舉
要
圖
」
と
『
毛
詩
圖
說
』
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
「
毛
詩
舉
要
圖
」

に
初
見
の
「
周
元
戎
圖
」(

c18)

な
ど
一
部
の
圖
譜
に
つ
い
て
は
、
「
毛
詩
舉
要
圖
」
の
編
纂
者
が
附
け

加
え
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
何
か
他
に
基
づ
い
た
圖
譜
が
あ
っ
た
の
か
、
明
ら
か
に
は
し
が
た
い
。 

こ
れ
に
對
し
て
、
『
毛
詩
圖
說
』
に
あ
り
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
見
え
な
い
項
目
は
、
『
毛
詩
圖

※
圖
の
對
應
：『
毛
詩
圖
說
』
の
み
の
項
目
は
網
掛
け
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
『
毛
詩
圖
說
』
の
兩
方
に
見
え
る
項
目
は
枠
付
き

と
し
た
。
隅
付
括
弧
內
の
數
字
の
う
ち
、

a
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」、

b
は
『
毛
詩
圖
說
』
に
對
應
す
る
項
目
番
號
。 

※
表
中
の
「
秦
小
戎
圖
」
（

c19
）
は
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
で
は
「
秦
國
風
小
戎
圖
」
と
あ
り
「
毛
詩
舉
要
圖
」
と
は
名
稱
が
異

な
る
が
、
實
際
に
は
全
く
同
じ
圖
解
で
あ
る
た
め
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
も
に
對
應
す
る
項
目
と
し
た
。
ま
た
、「
我
將
明
堂
之

圖
」(

c15)

と
「
器
物
之
圖
」(

c29)

は
『
毛
詩
圖
說
』
の

b58
の
項
目
名
と
比
べ
て
「
之
」
字
が
多
い
だ
け
だ
が
、『
毛
詩
圖
說
』
で

は
散
佚
し
た
箇
所
で
あ
り
比
較
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
の
み
見
え
る
項
目
と
し
て
扱
っ
た
。 

c26

衣
裘
幣
帛
之
圖

【
b55
】 

c21

絲
衣
繹
賓
尸
圖

【
b42
】 

c16
諸
侯
泮
宮
之
圖 

c11

春
藉
田
祈
社
稷

圖
【
b36
】 

c6

三

星

在

天

圖

【
b22
】 

c1

十
五
國
風
地
理

圖
【
a6
／
b18
】 

表
九
、「
毛
詩
挙
要
圖
」
の
収
錄
項
目 

c27
祭
器
之
圖 

c22

朝

服

之

圖

【
b51
】 

c17

兵

器

之

圖

【
b59
】 

c12
巡
守
柴
望
告
祭

圖
【
b37
】 

c7

挈

壺

之

圖

【
b26
】 

c2
大
東
總
星
之
圖

【
b20
】 

c28

樂

舞

器

圖

【
b57
】 

c23

后
夫
人
婦
人

之
服
圖
【
b52
】 

c18
周
元
戎
圖 

c13

靈
臺
辟
雍
之

圖
【
b38
】 

c8

太
王
胥
宇
圖

【
b29
】 

c3

公
劉
度
夕
陽

圖
【
b17
】 

c29
器
物
之
圖 

c24
冠
冕
弁
圖
【
b53
】 

c19
秦
小
戎
圖
【
a21

／
b45
】 

c14

閟
宮
路
寢
之
圖

【
b39
】 

c9

宣

王

考

室

圖

【
b30
】 

c4

楚
丘
定
星
中
圖

【
b18
】 

c30

四
詩
傳
授
之
圖

上
、
下
【
b65
】 

c25
帶
佩
芾
圖
【
b54
】 

c20

有
鼓
始
作
樂
圖

【
b43
】 

c15
我
將
明
堂
之
圖 

c10

文
武
豐
鎬
之
圖

【
b31
】 

c5
七
月
流
火
圖
【
d21
】 
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說
』
冒
頭
に
あ
る
「
詩
篇
名
」
（
b1
）
～
「
作
詩
時
世
圖
」
（
b17
）
お
よ
び
「
釋
草
・
菜
・
木
・
華
・

果
・
禾
・
禽
・
獸
・
蟲
・
魚
・
馬
名
」(

b66)

と
「
車
飾
名
」(

b67)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
詩
の
篇
名
や

作
成
年
代
、
動
植
物
の
說
明
を
示
し
た
「
譜
」
で
あ
り
、
『
詩
經
』
の
構
成
を
把
握
し
、
詩
序
と
の
關

わ
り
か
ら
各
詩
の
意
義
、
そ
し
て
基
礎
的
な
知
識
で
あ
る
動
植
物
と
い
っ
た
、
『
詩
經
』
を
理
解
す
る

上
で
重
要
な
事
柄
で
あ
る
。「
譜
」
に
相
當
す
る
項
目
が
な
い
た
め
に
、
「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
『
詩
經
』

の
意
義
や
動
植
物
の
知
識
よ
り
も
、
天
文
地
理
や
儀
禮
に
關
わ
る
衣
冠
、
祭
器
、
車
馬
、
土
地
、
建
築

な
ど
の
圖
が
主
體
と
な
っ
て
い
る
。 

な
お
、
「
毛
詩
舉
要
圖
」
の
編
者
が
參
照
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
圖
譜
の
解
說
中
に
明
示
さ
れ
た

典
據
に
見
え
る
。
多
く
は
從
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
見
ら
れ
た
『
毛
詩
正
義
』
や
陳
祥
道
『
禮
書
』
だ

が
、
『
樂
書
』
（
c28
）
や
陸
佃
『
禮
象
』
（
c22
、
c24
、
c26
、
c28
）
、
そ
し
て
『
詩
經
』
註
釋
で
は
李
樗

『
毛
詩
解
』（
c29
）
を
引
用
し
て
い
る
一
一

。 

 

圖
二
十
六
「
秦
小
戎
圖
」
（
上
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、
下
は
「
毛
詩
舉
要
圖
」
） 
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第
二
項 

元
代
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編 

 

元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
、
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
類
似
性
が
確
認
さ
れ
る
も
の
は
全
五

種
、
編
纂
さ
れ
た
年
代
の
順
に
盧
天
祥
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」、
胡
一
桂
『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』

の
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」、
羅
復
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
の
「
詩
傳
圖
」
、
宗
文
精
舍
刊
『
詩

集
傳
』
の
「
詩
圖
」
、
劉
瑾
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
圖
」
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
宗
文
精
舍
の
「
詩
圖
」
は
、
羅
復
の
「
詩
傳
圖
」
と
全
く
同
じ
圖
譜
で
あ
る
た
め
、
本
項
で
は
取

り
上
げ
な
か
っ
た
。 

 

一
、
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」 

『
六
經
圖
碑
』
は
元
の
至
正
年
間
（
一
三
四
一
～
一
三
七
〇
）
に
盧
天
祥
が
信
州
に
赴
任
し
學
校
を

興
し
た
際
、
建
立
し
た
石
碑
で
あ
る
。
『
六
經
圖
碑
』
の
な
か
で
『
詩
經
』
に
關
す
る
圖
譜
は
「
詩
經

圖
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
収
錄
項
目
は
次
頁
の
表
十
の
と
お
り
で
あ
る
。 

「
詩
經
圖
」
は
「
圖
」
と
「
譜
」
を
と
も
に
収
錄
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
異
な

り
、
圖
譜
に
對
應
す
る
解
說
は
一
切
な
い
。
そ
し
て
、
圖
譜
の
う
ち
、
四
割
強
に
相
當
す
る
十
一
項
目

に
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
『
毛
詩
圖
說
』
、「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
對
應
す
る
圖
が
確
認
さ
れ
る
。 

こ
の
な
か
で
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
ま
で
遡
る
こ
と
の
で
き
る
圖
譜
は
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」(

d8)

と
「
公
劉
相
陰
陽
圖
」（
d2
）
、
「
鳥
獸
草
木
之
名
」
（
d23
）
の
三
圖
で
あ
り
、
殘
り
の
八
圖
は
『
毛
詩

圖
說
』
か
「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
詩
經
圖
」
に
は
「
毛
詩
正
變
指
南

圖
」
、
『
毛
詩
圖
說
』
、「
毛
詩
舉
要
圖
」
の
圖
譜
が
混
在
し
て
お
り
、「
詩
經
圖
」
の
編
者
が
南
宋
書

肆
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
參
照
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。 

こ
の
他
の
、
約
六
割
を
占
め
る
圖
は
、
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
見
え
な
い
。
こ
の
六
割
の
さ
ら

に
六
割
に
あ
た
る
「
四
始
圖
」(

d1)

、「
思
無
邪
圖
」（
d6
）
、「
十
五
國
風
・
大
小
雅
・
三
頌
譜
」(

d7

と
d8)

、
「
詩
有
六
意
三
經
三
緯
之
圖
」(

d11)

、
「
經
緯
正
變
之
圖
」(

d10)

の
各
圖
、
「
「
毛
詩
小
序
之

圖
」(

d22)

は
、
い
ず
れ
も
孔
子
の
詩
論
や
「
風
」・「
雅
」・「
頌
」
、「
正
變
」
、「
比
」
、「
賦
」
、「
興
」
と

い
っ
た
、『
詩
經
』
の
理
論
や
意
義
の
解
釋
を
示
し
た
圖
で
あ
る
。
な
か
で
も
「
思
無
邪
圖
」(

d6)

と

「
經
緯
正
變
之
圖
」(

d10)

の
說
明
は
す
べ
て
朱
熹
『
詩
集
傳
』
を
引
用
し
て
お
り
、「
詩
經
圖
」
が
朱

熹
の
解
釋
を
主
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
圖
譜
が
南
宋
の
圖
譜
の
よ
う
に
「
毛
詩
」
と

稱
さ
ず
「
詩
經
圖
」
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
朱
熹
を
中
心
と
し
た
宋
代
の
學
者
が
提
起
し
た
新
た
な
解

釋
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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表
十
、『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
收
錄
圖
一
覽 

第一面 

d1 四始圖 d2 公劉相陰陽圖 

【a8】 

d3 楚丘定星中圖 

【b25／c4】 

 

d4 大東總星之

圖 

【b20／c2】 

d5 七月流火之

圖【b21／c5】 

d6 思無邪

圖 

d7 陳、檜、曹、豳、二雅、周

頌、魯頌、商頌 

d8 十五國風地理之圖 

【a6／b18／c1】 

d7 二南、邶鄘衛、王、鄭、

齊、魏、唐、秦 

d9 豳公七月風化之圖 

d10 經緯正變之圖 

（經緯緫圖、賦比興兼義圖、正變風雅之圖、笙歌間歌笙詩圖） 

d11 詩有六意三經三緯之圖 

第二面 

d12 樂器周車戈

矛之圖 

d13 辟廱之圖【b38?／c13】 d14 靈臺之圖【b38?／c13】 d15 冠服俎豆圭

璧之圖 d16 皋門應門之圖 

 

d17 泮宮之圖 

【b41／c16】 

d18 秦小戎圖 

【a21／b19?／c19】 

d19 周元戎圖 

【c18】 

d20 出車一乘之圖 d21 公車千乘之圖 

d22 毛詩小序之圖 

d23 鳥獸草木之名（鳥獸名、蟲魚草名、木名、菜榖、金玉）【a23／b66】 

※
「
詩
經
圖
」
と
他
の
圖
解
と
の
對
應
は
項
目
名
で
は
な
く
、
實
際
の
圖
の
類
似
性
に
よ
る
。「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、

『
毛
詩
圖
說
』
、
「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
對
應
す
る
項
目
は
網
掛
け
し
、
對
應
關
係
を
括
弧
內
に
示
し
た
。
括
弧
内
の

數
字
の
う
ち
上
か
ら
a
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、
b
は
『
毛
詩
圖
說
』
、
c
は
「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
對
應
す
る

項
目
番
號
。
ま
た
『
毛
詩
圖
說
』
の
破
損
箇
所
に
あ
る
項
目
に
は
「
？
」
を
附
し
た
。 
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二
、
胡
一
桂
『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
の
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」 

 

泰
定
四
年
（
一
三
二
七
）、
建
東
陽
翠
巌
劉
氏
家
塾
が
刊
刻
し
た
胡
一
桂
『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
の

卷
首
、「
詩
集
傳
序
」
と
「
詩
傳
附
錄
姓
氏
」
の
間
に
は
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
同
名
の
地
圖
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
以
來
、
大
部
分
の
『
詩

經
』
圖
譜
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
南
宋
で
は
す
べ
て
「
十
五
國
風
地
理
圖
」
と
稱
し
て
お
り
、
元
代
で

は
先
の
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
以
降
、
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
と
「
之
」
字
が
加
わ
っ
て
い

る
。『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
の
地
圖
も
同
樣
の
名
稱
で
あ
り
、
內
容
も
ほ
ぼ
「
詩
經
圖
」
と
變
わ
ら
な

い
。
こ
の
た
め
、『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
の
地
圖
は
獨
自
に
作
成
し
た
の
で
は
な
く
、『
六
經
圖
碑
』
の

「
詩
經
圖
」
か
、
あ
る
い
は
當
時
流
通
し
て
い
た
類
似
の
『
詩
經
』
圖
譜
か
ら
採
錄
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

た
だ
し
、『
六
經
圖
碑
』
と
『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
と
で
は
一
點
だ
け
異
な
る
箇
所
が
あ
り
、
現
在

の
北
京
に
相
當
す
る
地
域
を
、
前
者
は
「
今
北
平
」
、
後
者
は
「
大
都
」
と
記
し
、
さ
ら
に
枠
で
圍
っ

て
首
都
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
に
は
胡
一
桂
が
こ
の
圖
を
作
成
、
ま
た
は
収
錄
し
た
と
い
う
記
載
は
な
く
、

ま
た
本
書
の
內
容
か
ら
し
て
（2）
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
だ
け
を
卷
首
に
附
す
必
然
性
は
な
い
。
こ
の

た
め
、
同
圖
を
収
錄
し
た
の
は
胡
一
桂
の
意
圖
で
は
な
く
、
本
書
を
刊
行
し
た
「
劉
氏
家
塾
」
の
劉
君

佐
か
も
し
れ
な
い
。 

 三
、
羅
復
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
の
「
詩
傳
圖
」 

元
の
羅
復
が
編
纂
し
た
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
の
う
ち
、
現
存
す
る
早
期
の
刊
本
で
あ
る
至

正
二
十
八
年
（
一
三
六
三
）
雙
桂
書
堂
重
刊
本
の
卷
首
に
は
、「
詩
傳
圖
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。「
重
刊
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
詩
傳
圖
」
は
至
正
二
十
八
年
よ
り
も
前
に
は
存
在
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
現
存

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
「
詩
傳
圖
」
の
項
目
は
次
頁
の
表
十
一
の
と
お
り
で
あ
る
。 

『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
収
錄
の
圖
譜
は
、
同
じ
く
「
雙
桂
書
堂
重
刊
本
」
で
も
、
北
京
國
家

圖
書
館
所
藏
の
元
刊
本
と
、
咸
豐
五
年
（
一
八
五
五
）
蔣
光
煦
が
家
藏
の
影
鈔
本
を
元
に
飜
刻
し
た
版

で
は
収
錄
す
る
項
目
數
が
異
な
り
、
前
者
は
「
衣
裳
圖
」
（
e15
）
の
「
狐
裘
」
か
ら
「
兵
器
服
圖
」

（
e23
）
の
「
弓
」
ま
で
の
間
が
無
く
、
「
衣
裳
圖
」
の
途
中
か
ら
「
兵
器
服
圖
」
の
內
容
が
聯
續
す
る

不
自
然
な
內
容
と
な
っ
て
い
る
。
北
京
國
家
圖
書
館
所
藏
本
の
圖
譜
は
こ
の
箇
所
が
脫
落
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
表
十
一
は
蔣
光
煦
飜
刻
本
に
よ
り
作
成
し
た
。
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「
詩
傳
圖
」
は
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
よ
う
に
、「
譜
」
と
「
圖
」
を
と
も
に
収
錄
し
、
圖
に
對

應
す
る
解
說
も
収
錄
し
て
い
る
。
ま
ず
、
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
共
通
す
る
項
目
の
な
か
で
、「
毛

詩
正
變
指
南
圖
」
と
全
く
同
じ
圖
な
の
は
「
公
劉
相
陰
陽
圖
」(

e12)

の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
圖
の

解
說
に
は
「
今
得
西
山
眞
先
生
儒
家
武
庫
所
著
公
劉
相
陰
陽
圖
。
謹
按
其
式
、
作
圖
於
上
、
以
備
讀
詩

者
考
焉
（
今
西
山
眞
先
生
儒
家
武
庫
著
す
所
の
公
劉
相
陰
陽
圖
を
得
た
り
。
謹
し
ん
で
其
の
式
を
按
じ
、

圖
を
上
に
作
し
、
以
て
詩
を
讀
む
者
の
考
う
る
に
備
う
）」
と
あ
る
。「
西
山
眞
先
生
儒
家
武
庫
」
は
南

宋
の
眞
德
秀
（
號
は
西
山
）
と
關
わ
り
の
あ
る
よ
う
だ
が
、
眞
德
秀
が
「
公
劉
相
陰
陽
圖
」
を
編
纂
し

た
と
い
う
記
載
は
傳
わ
ら
な
い
。
少
な
く
も
「
公
劉
相
陰
陽
圖
」(

e12)

は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
直

接
參
照
し
た
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
ま
た
、「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」(

e5)

は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」

以
來
見
ら
れ
る
地
圖
だ
が
元
代
の
地
名
に
改
ら
れ
て
お
り
、「
大
都
」
を
示
し
て
い
る
點
で
胡
一
桂
『
詩

集
傳
附
錄
纂
疏
』
の
地
圖
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。 

こ
れ
に
對
し
て
、
e6
、
e8
～
e11
、
e21
、
e22
の
七
項
目
は
、
南
宋
の
書
肆
が
編
纂
し
た
『
毛
詩
圖

說
』
や
「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
見
え
る
項
目
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
七
月
流
火
之
圖
」（
e10
）
と
「
楚
丘

定
之
方
中
圖
」（
e11
）
の
圖
示
の
方
法
が
異
な
る
以
外
、
圖
は
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
（
次
頁
の
圖
二

十
七
）
。 

「
詩
傳
圖
」
を
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
と
比
べ
て
見
る
と
、
e1
～
e4
、
e7
、
e13
～
e15
の
八

網
掛
け
箇
所
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、『
毛
詩
圖
說
』、「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
見
え
る
項
目
。
白
黒
反
転
箇
所
は
元
代

の
「
詩
經
圖
」
に
初
め
て
見
え
る
項
目
。 

e21
周
元
戎
圖 

e16
佩
用
之
圖 

e11
楚
丘
定
之
方

中
圖 

e6
靈
臺
辟
廱
之

圖 e1
思
無
邪
圖
六

義
之
圖 

表
十
一
、
羅
復
「
詩
傳
圖
」
收
錄
圖
一
覽 

e22
秦
小
戎
圖 

e17
禮
器
圖 

e12
公
劉
相
陰
陽

圖 e7
辟
廱
圖 

e2
正
變
風
雅
之

圖 

e23
兵
器
服
圖 

e18
樂
器
圖 

e13
豳
公
七
月
風

化
之
圖 

e8
泮
宮
圖 

e3
四
始
圖 

 
e19
雜
器
圖 

e14
冠
服
圖 

e9

大
東
總
星
之

圖 e4

詩
有
六
義
之

圖 

e20
車
制
之
圖 

e15
衣
裳
圖 

e10
七
月
流
火
之
圖 

e5
十
五
國
風
地
理

之
圖 
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項
目
が
共
通
し
て
い
る
。
な
か
に
は
、
「
正
變
風
雅
之
圖
」(

e4)

の
よ
う
に
名
稱
が
異
な
る
項
目
や
、

「
冠
服
圖
」(

e14)

と
「
衣
裳
圖
」(

e15)

の
よ
う
に
分
類
が
異
な
る
項
目
は
あ
る
が
、「
譜
」
や
「
圖
」

は
、
す
べ
て
同
一
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、「
詩
傳
圖
」
の
「
譜
」
や
「
圖
」
は
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
、
な
か
で
も
書
肆
の
編
纂

し
た
圖
譜
と
、
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
を
採
錄
し
、
折
衷
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

る
。
一
方
、
圖
に
對
應
す
る
解
說
は
、
從
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
全
く
異
な
る
。「
詩
傳
圖
」
で
は
解
說

の
典
據
を
示
し
た
箇
所
が
あ
り
、
『
毛
詩
正
義
』
や
『
春
秋
左
傳
』
、
『
爾
雅
』
と
言
っ
た
經
書
や
禮
圖

の
陳
祥
道
『
禮
書
』
の
ほ
か
、『
語
錄
』（
e1
）
、「
朱
子
」（
e3
、
e4
）
、「
朱
子
初
解
」（
e6
）
。「
朱
子

引
王
氏
」（
e13
）
、「
集
傳
」（
e16
）
と
い
っ
た
、『
朱
子
語
類
』
や
『
詩
集
傳
』
な
ど
か
ら
朱
熹
の
解
釋

を
引
用
し
た
箇
所
が
見
え
る
。
ま
た
、
嚴
粲
『
詩
緝
』
か
ら
の
引
用
を
示
す
「
嚴
氏
」（
e12
、
e18
）
、

蘇
轍
『
詩
集
傳
』
か
ら
の
引
用
を
示
す
「
蘇
氏
」（
e14
）
、
李
樗
『
毛
詩
解
』
か
ら
の
引
用
を
示
す
「
李

解
」
（
e19
）
が
あ
る
一
二

。
「
詩
傳
圖
」
の
編
者
は
、
編
纂
に
あ
た
っ
て
朱
熹
を
中
心
と
す
る
南
宋
諸
儒

の
『
詩
經
』
解
釋
を
多
く
參
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 圖
二
十
七
、
羅
復
「
詩
傳
圖
」
の
部
分 

   

83



四
、
劉
瑾
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
圖
」 

 

「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
圖
」
の
編
者
は
劉
瑾
、
そ
の
著
書
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
卷
首
に
附

さ
れ
て
い
る
。「
諸
國
世
次
圖
」
は
『
詩
經
』
に
登
場
す
る
諸
國
の
家
系
圖
、「
作
詩
時
世
圖
」
は
詩
篇

を
作
成
さ
れ
た
時
期
ご
と
に
ま
と
め
、
そ
の
當
時
の
王
侯
の
名
稱
と
對
應
さ
せ
た
一
覽
表
で
あ
る
。
兩

圖
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
「
周
、
召
、
衛
、
齊
、
鄒
、
曹
、
陳
、
晉
、
秦
、
宋
世
次
」

（
a3
）
や
「
作
詩
時
世
」（
a2
）
、『
毛
詩
圖
說
』
の
「
■
■
（
周
、
召
、
衛
、
齊
、
鄒
、
曹
、
陳
、
晉
、

秦
、
宋
）
世
次
」
（
b15
）
や
「
作
詩
時
世
圖
」
（
b17
）
に
相
當
し
、
內
容
も
ほ
と
ん
ど
變
わ
ら
な
い
。

た
だ
し
、
劉
瑾
「
諸
國
世
次
圖
」
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
よ
り
も
「
衛
」
が
多
く
、『
毛
詩
圖
說
』
よ

り
も
「
商
」、「
周
（
豳
）
」
、「
岐
周
」
が
多
く
、
從
來
の
も
の
に
對
し
て
、
特
に
周
王
の
家
系
（
「
毛
詩

正
變
指
南
圖
」
と
「
作
詩
時
世
」
の
「
周
」
は
「
周
公
」
の
家
系
）
に
着
目
し
增
補
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。 ま

た
、
劉
瑾
の
「
作
詩
時
世
圖
」
は
詩
篇
名
を
示
し
、
殷
周
の
王
を
即
位
し
た
順
序
で
配
列
し
て
い

る
。「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
で
も
詩
篇
の
名
稱
は
示
す
が
『
詩
經
』
の
篇
章
の
順
序
で
配
列
し
て
お
り
、

『
毛
詩
圖
說
』
は
詩
篇
の
數
し
か
示
し
て
い
な
い
が
、
周
王
の
即
位
順
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
劉
瑾
の
「
作
詩
時
世
圖
」
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
『
毛
詩
圖
說
』
兩
方
の
特
徵
を
折
衷

し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 小

結 

 

南
宋
の
楊
甲
が
北
宋
の
『
鄭
氏
詩
譜
』
や
そ
の
他
の
圖
譜
、
『
詩
經
』
註
釋
な
ど
を
參
照
、
引
用
し

て
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
編
纂
し
て
以
降
、
南
宋
中
後
期
の
書
肆
は
樣
々
な
『
詩
經
』
圖
譜
を
編
纂

し
た
。
そ
の
形
態
に
は
「
纂
圖
互
註
本
」
の
附
錄
や
單
行
本
と
い
っ
た
違
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
內

容
も
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
共
通
性
が
あ
る
。 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
収
錄
す
る
楊
甲
の
『
六
經
圖
』
は
南
宋
の
時
、
大
變
好
評
を
博
し
た
よ
う

で
、
優
劣
樣
々
な
版
が
各
地
で
刊
刻
さ
れ
た
と
い
う
一
三

。
ま
た
、
陳
振
孫
『
直
齊
書
錄
解
題
』
に
よ

る
と
、
毛
邦
翰
本
、
葉
仲
堪
、
劉
游
が
增
補
校
訂
し
た
版
も
あ
っ
た
一
四

。
當
然
、『
六
經
圖
』
の
一
篇

で
あ
る
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
も
好
評
を
博
し
、
廣
く
普
及
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
肆
は
こ
の
狀
況

を
踏
ま
え
て
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
增
補
、
改
編
し
て
賣
り
出
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
後
、
元
代
に
至
る
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
改
編
を
繰
り
返
す
こ
と
で
多
樣
化
し
て
い
っ
た
。

南
宋
の
「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
そ
の
類
似
性
か
ら
し
て
、
內
容
の
多
く
を
『
毛
詩
圖
說
』
か
ら
採
錄
し
て

お
り
、
書
肆
が
改
編
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
か
ら
、
さ
ら
に
新
た
な
『
詩
經
』
圖
譜
が
生
み
出
さ
れ
て
い

っ
た
狀
況
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
元
代
で
も
早
い
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
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に
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
、
書
肆
の
編
纂
し
た
『
毛
詩
圖
說
』
や
「
毛
詩
舉
要
圖
」
と

の
共
通
點
が
あ
り
、
さ
ら
に
羅
復
の
「
詩
傳
圖
」
の
內
容
は
、
南
宋
書
肆
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
『
六
經

圖
碑
』
と
の
共
通
點
が
主
體
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
多
樣
化
す
る
過
程
で
は
、
そ
の
時
々
廣
く
行
わ
れ
た
だ
ろ
う
『
詩
經
』
解
釋
に
よ
っ
て

新
た
に
作
成
さ
れ
た
圖
譜
が
あ
っ
た
。
南
宋
の
『
毛
詩
圖
說
』
に
見
え
る
「
歐
陽
詩
說
」（
b14
）
は
歐

陽
脩
の
說
を
反
映
し
た
圖
譜
で
あ
ろ
う
し
、
元
の
『
六
經
圖
碑
』
に
見
え
る
「
思
無
邪
圖
」
や
「
四
始

圖
」
は
特
に
朱
熹
の
說
を
示
し
た
圖
譜
で
あ
る
。 

一
方
、
多
樣
化
の
過
程
で
は
失
わ
れ
た
圖
譜
も
あ
っ
た
。
全
體
的
に
は
『
詩
經
』
圖
譜
編
纂
の
原
點

と
も
言
え
る
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
要
素
、
特
に
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
內
容
の
多
く
を
占
め
る

「
譜
」
は
次
第
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。「
譜
」
は
『
詩
經
』
附
錄
で
削
除
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
南

宋
の
「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
「
四
詩
傳
授
之
圖
」（
c30
）
以
外
の
譜
を
収
錄
し
て
お
ら
ず
、
元
代
の
羅
復

「
詩
傳
圖
」
で
は
冒
頭
の
四
圖
の
み
で
あ
る
。
恐
ら
く
附
錄
と
い
う
形
態
上
の
原
因
か
ら
、「
譜
」
に

多
く
の
紙
幅
を
割
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
樣
化
と
圖
譜
の
取
捨
選

擇
の
過
程
で
、
南
宋
か
ら
元
代
に
か
け
て
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
原
型
と
言
え
る
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」

の
內
容
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
。 

ま
た
、「
譜
」
や
「
圖
」
に
對
應
す
る
解
說
も
變
化
し
た
。『
詩
經
』
註
釋
書
に
つ
い
て
い
え
ば
、
南

宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
で
は
、
『
毛
詩
正
義
』
な
ど
基
礎
的
な
資
料
の
ほ
か
、
主
に
歐
陽
脩
や
蘇
轍
、
李

樗
に
依
據
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
元
代
で
は
朱
熹
の
解
釋
が
中
心
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
宋

後
期
、
特
に
理
宗
が
公
認
し
た
こ
と
に
よ
る
朱
子
學
の
廣
ま
り
、
そ
し
て
元
の
延
祐
二
年
（
一
三
一
五
）

に
お
け
る
科
舉
の
再
開
と
、
『
詩
經
』
の
經
義
に
つ
い
て
は
朱
熹
の
解
釋
に
準
據
し
た
影
響
を
受
け
た

か
ら
だ
ろ
う
一
五

。
「
譜
」
や
「
圖
」
が
多
樣
化
し
た
の
に
對
し
て
、
解
說
は
こ
の
よ
う
な
學
術
潮
流
の

變
化
や
國
家
の
政
策
の
影
響
を
受
け
て
、
朱
熹
の
解
釋
へ
と
収
束
す
る
傾
向
が
現
れ
た
。 

 

第
二
章 

註
釋 

一 

本
論
で
は
王
雲
五
主
編
『
四
部
叢
刊
續
編
』
（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
六
年
）
収
錄
の
上
海
潘
氏
滂
喜

齊
（
潘
祖
蔭
）
藏
宋
本
『
詩
本
義
』
に
あ
る
『
鄭
氏
詩
譜
』
を
用
い
た
。 

二 

『
毛
詩
註
疏
』
収
錄
の
鄭
玄
「
詩
譜
序
」
に
は
、『
毛
詩
譜
』
が
作
成
年
代
を
示
し
た
意
義
に
つ
い
て
「
欲

知
源
流
清
濁
之
所
處
、
則
循
其
上
下
而
省
之
。
欲
知
風
化
芳
臭
氣
澤
之
所
及
、
則
傍
行
而
觀
之
。
此
詩
之
大

綱
也
。
舉
一
綱
而
萬
目
張
、
解
一
卷
而
衆
篇
明
」
と
述
べ
て
お
り
、『
毛
詩
譜
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
依
據
し
た

資
料
に
つ
い
て
は
「
夷
厲
已
上
歲
數
不
明
、
大
史
年
表
自
共
和
始
、
歷
宣
幽
平
王
、
而
得
春
秋
次
第
、
以
立

斯
譜
」
と
あ
る
。 

                                        

          

 

85



                                        

                                        

                                        

                            

 

三 

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
圖
數
は
諸
國
の
世
次
圖
（
a3
）
と
諸
物
の
名
稱
圖
（
a23
）
を
そ
れ
ぞ
れ
一
圖
と

す
る
か
ど
う
か
で
変
わ
る
。
筆
者
の
論
文
「『
詩
經
』
註
釋
史
に
お
け
る
「
毛
詩
舉
要
圖
」
の
意
義
」
（『
日
本

中
國
學
會
報
』
第
六
十
四
集
、
二
〇
一
二
年
）
や
「『
詩
經
』
圖
譜
本
の
變
遷 

:
 

宋
か
ら
明
初
ま
で
」（
早
稻

田
大
學
中
國
文
學
會
『
中
國
文
學
研
究
』
第
三
十
八
輯
、
二
〇
一
二
年
）
で
は
別
圖
と
し
て
數
え
た
が
、
本

論
で
は
煩
雑
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、
一
圖
と
し
て
數
え
た
。 

四 

呂
才
と
燕
肅
の
著
書
は
、
と
も
に
『
宋
史
』
卷
二
〇
七
「
藝
文
志
・
曆
算
類
」
に
み
え
る
。 

五 

聶
崇
義
『
新
定
三
禮
圖
』
宋
淳
熙
二
年
本
影
印
（
鄭
振
鐸
編
『
中
國
古
代
版
畫
叢
刊
』
一
、
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
八
八
年
）
と
陳
祥
道
『
禮
書
』
至
正
七
年
福
州
路
儒
學
刊
明
修
本
影
印
（
北
京
圖
書
館
古
籍
出
版

編
輯
組
輯
『
北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
三
經
部
、
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
を
參
照
し
た
。 

六 

陸
璣
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
は
『
津
逮
祕
書
』
収
錄
本
（
藝
文
印
書
館
影
印
、
一
九
六
六
年
）
を
參
照

し
た
。 

七 

「
時
邁
巡
狩
圖
」
の
解
說
は
「
王
者
以
時
巡
行
邦
國
、
柴
告
天
地
、
望
秋
山
川
、
徧
于
羣
神
。
時
邁
之
詩
、

武
王
滅
紂
、
已
定
天
下
、
以
時
巡
狩
。
而
其
臣
作
頌
、
美
其
事
、
以
爲
告
祭
柴
望
之
樂
歌
也
」
で
あ
る
。
こ

の
「
武
王
滅
紂
」
以
下
は
、
歐
陽
脩
『
詩
本
義
』
卷
十
二
「
時
邁
」
の
本
義
「
時
邁
者
、
是
武
王
滅
紂
、
已

定
天
下
、
以
時
巡
守
、
而
其
臣
作
詩
、
頌
美
其
事
、
以
爲
告
祭
柴
望
之
樂
歌
也
」
と
ほ
ぼ
同
じ
文
で
あ
る
。 

八 

「
載
芟
藉
田
圖
」
の
解
說
は
「
藉
者
借
也
。
借
民
力
而
耕
之
也
。
天
子
千
畝
、
諸
侯
百
畝
。
孟
春
之
月
、
天

子
帥
三
公
、
諸
侯
、
九
卿
、
親
耕
于
藉
田
、
以
祈
社
稷
。
天
子
三
推
、
諸
侯
九
推
。
祈
社
稷
、
禮
、
王
爲
民

立
社
曰
大
社
、
自
爲
立
社
曰
王
社
。
在
藉
田
中
、
藉
田
所
祈
也
」
と
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
禮
、
王
爲
民
立

社
曰
大
社
…
」
以
下
は
、
蘇
轍
『
詩
集
傳
』
卷
十
八
「
載
芟
」
詩
の
註
釋
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。 

九 

『
監
本
纂
圖
互
註
重
言
重
意
互
註
毛
詩
』
殘
卷
の
藏
書
番
號
は
「
〇
七
九
一
六
」、
完
本
は
「
〇
七
九
一

七
」
で
あ
る
。 

一
〇 

該
當
箇
所
に
は
「
斯
螽
、
莎
雞
、
蟋
蟀
、
說
者
雖
爲
三
物
、
然
考
詩
意
、
恐
是
一
物
隨
■
■
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
『
河
南
程
氏
經
說
』
卷
三
「
詩
解
」（
『
二
程
全
書
』
臺
灣
中
華
書
局
影
印
『
四
部
備
要
』、
一
九
六
五

年
）
に
も
同
じ
文
が
見
え
る
。 

一
一 

『
樂
書
』
は
北
宋
の
陳
暢
が
著
し
た
も
の
が
知
ら
れ
る
が
、
解
說
の
文
言
は
陳
暢
の
樂
書
に
は
見
え
ず
、

他
の
書
物
を
參
照
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
陸
佃
『
禮
象
』
は
佚
書
で
あ
る
。
ま
た
、
「
雜
器
圖
」（
c29
）
の

「
鬵
」
の
解
說
に
あ
る
「
李
黃
云
、
上
大
下
小
曰
鬵
。
孫
炎
曰
甑
若
非
」
は
、
孫
炎
の
註
も
含
め
て
李
樗
・
黃

櫄
『
毛
詩
集
解
』
卷
十
六
「
匪
風
」
の
李
註
を
要
約
し
た
も
の
の
よ
う
だ
が
、
「
上
大
下
小
」
は
見
え
な
い
。 

一
二 

「
嚴
氏
」
の
引
用
の
う
ち
「
公
劉
相
陰
陽
圖
」（
e12
）
の
解
說
「
嚴
氏
曰
、
豳
在
梁
山
西
。
公
劉
相
此
夕
陽

地
、
以
建
豳
居
也
」
は
、
嚴
粲
『
詩
緝
』
卷
二
十
八
「
公
劉
」
に
「
豳
國
在
梁
山
之
西
、
故
言
自
公
劉
相
此

夕
陽
之
地
、
以
建
豳
居
」
と
あ
り
、「
詩
傳
圖
」
の
解
釋
は
原
文
を
節
略
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
じ
く
「
嚴
氏
」
を
引
く
「
樂
器
圖
」
（
e18
）
の
「
笙
簧
」
に
は
「
嚴
氏
曰
、
笙
以
匏
爲
之
。
十
三
管
列
匏
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中
、
而
施
簧
管
端
、
吹
笙
則
鼓
動
其
簧
而
發
生
」
は
『
詩
緝
』
卷
十
七
「
鹿
鳴
」
に
見
え
、「
冠
服
圖
」

（
e14
）
の
「
狐
裘
」
の
解
說
に
あ
る
「
蘇
氏
曰
此
狐
裘
、
狐
白
裘
也
」
は
蘇
轍
『
詩
集
傳
』
卷
六
「
終
南
」

に
類
似
の
註
が
見
え
る
。「
李
解
」（
e19
）
に
つ
い
て
は
、
既
出
の
「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
も
同
樣
の
圖
解
が
見

え
て
お
り
、
羅
復
が
引
用
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

一
三 

度
正
『
性
善
堂
稿
』（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
一
七
〇
冊
）
卷
十
三
「
涪
州
教
授
陳
孠
由
墓
誌

銘
」
に
は
陳
孠
由
（
？
～
一
二
〇
九
）
が
『
六
經
圖
』
の
石
碑
を
建
立
し
た
時
の
狀
況
と
し
て
「
好
事
者
版

行
之
、
徧
天
下
」
や
「
遂
捜
訪
善
本
、
重
加
校
正
、
仍
命
工
筆
札
善
圖
畫
者
寫
之
、
刻
之
石
、
以
示
學
者
」

と
あ
り
、
南
宋
の
こ
ろ
『
六
經
圖
』
に
は
良
劣
樣
々
な
版
本
が
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
。 

一
四 

陳
振
孫
『
直
齊
書
錄
解
題
』
卷
三
「
六
經
圖
」
條
に
は
毛
邦
翰
増
補
本
や
葉
仲
堪
重
編
本
に
關
す
る
記
載

が
あ
る
。
ま
た
同
箇
所
の
「
隨
齊
批
註
」
に
は
建
安
の
儒
者
劉
游
が
『
六
經
圖
』
を
増
補
、
刊
刻
し
、
こ
の

版
に
は
南
宋
の
洪
景
盧
（
洪
邁
）
の
序
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

一
五 

理
宗
が
朱
熹
を
信
奉
し
、
そ
の
學
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
は
『
宋
史
』
卷
四
十
一
「
理
宗
本
紀
・
寶
慶
三
年
」

條
や
『
宋
史
』
卷
四
十
二
「
理
宗
本
紀
・
淳
祐
元
年
」
條
に
朱
熹
の
事
績
を
讃
え
る
詔
が
見
え
る
。
前
者
の
詔

に
は
「
朕
觀
朱
熹
集
註
大
學
、
論
語
、
孟
子
、
中
庸
、
發
揮
聖
賢
蘊
奧
、
有
補
治
道
。
朕
勵
志
講
學
、
緬
懷
典

刑
、
可
特
贈
熹
太
師
、
追
封
信
國
公
」
と
あ
り
、
後
者
に
は
「
朕
惟
孔
子
之
道
、
自
孟
軻
後
不
得
其
傳
、
至
我

朝
周
惇
頤
、
張
載
、
程
顥
、
程
頤
、
眞
見
實
踐
、
深
探
聖
域
、
千
載
絕
學
、
始
有
指
歸
。
中
興
以
來
、
又
得
朱

熹
精
思
明
辨
、
表
裏
混
融
、
使
大
學
、
論
、
孟
、
中
庸
之
書
、
本
末
洞
徹
、
孔
子
之
道
、
益
以
大
明
于
世
。
朕

每
觀
五
臣
論
著
、
啟
沃
良
多
、
今
視
學
有
日
、
其
令
學
官
列
諸
從
祀
、
以
示
崇
奬
之
意
」
と
あ
る
。
ま
た
、
元

代
の
科
舉
に
お
い
て
、『
詩
經
』
で
は
朱
熹
の
經
書
解
釋
が
基
準
と
さ
れ
た
こ
と
は
『
元
史
』
卷
八
十
一
「
選

舉
一
・
科
目
」
に
「
經
義
一
道
、
各
治
一
經
、
詩
以
朱
氏
爲
主
」
と
あ
り
、
ほ
か
に
も
明
の
王
圻
『
續
文
獻
通

考
』
卷
四
十
四
「
選
舉
考
」
等
に
も
同
樣
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 
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第
三
章 

『
詩
經
』
圖
譜
の
定
型
化
と
改
編 

 

南
宋
か
ら
元
代
ま
で
『
詩
經
』
圖
譜
が
形
成
さ
れ
多
樣
化
し
て
い
く
間
に
は
、
同
一
の
圖
譜
が
複
數

の
書
物
に
附
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
現
存
す
る
圖
譜
で
は
、
例
え
ば
元
の
至
正
十
二
年
（
一
三
五
二
）

に
宗
文
精
舎
が
刊
刻
し
た
朱
熹
『
詩
集
傳
』
の
附
錄
「
詩
圖
」
は
、
羅
復
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』

の
附
錄
「
詩
傳
圖
」
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
あ
る
特
定
の
『
詩
經
』
圖
譜
が
廣
ま
る
傾
向
は
、
明
清
の
時
、
勅
撰
經
書
に
附
錄
と
し

て
『
詩
經
』
圖
譜
が
収
錄
さ
れ
た
こ
と
で
一
挙
に
強
ま
っ
た
。
勅
撰
の
經
書
は
標
準
的
な
解
釋
を
示
す

た
め
、
國
家
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
大
き
な
権
威
を
背
景
と
し
て
普
及
が
促
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
そ

の
附
錄
で
あ
る
『
詩
經
』
圖
譜
も
、
個
人
や
書
肆
の
編
纂
、
刊
刻
し
た
宋
元
の
圖
譜
と
は
異
な
り
、
標

準
的
な
內
容
を
示
し
た
資
料
と
し
て
よ
り
廣
く
參
照
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
特
定
の
『
詩
經
』
圖
譜
が

大
量
に
普
及
し
た
こ
と
は
、『
詩
經
』
圖
譜
が
「
定
型
化
」
し
て
い
く
過
程
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

だ
が
、
明
清
の
際
に
は
前
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
も
同
時
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
明
代
以
降

に
行
わ
れ
た
飜
刻
は
、
必
ず
し
も
底
本
に
忠
實
な
飜
刻
で
は
な
く
、
な
か
に
は
改
編
さ
れ
た
も
の
が
あ

る
。
ま
た
、
清
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
も
、
明
代
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を

受
け
繼
ぎ
つ
つ
、
改
編
さ
れ
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、
明
清
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
定

型
化
と
改
編
と
い
う
對
照
的
な
状
況
の
經
過
を
考
察
す
る
。 

 

第
一
節 

明
代
に
お
け
る
定
型
の
確
立 

 

國
家
が
初
め
て
編
纂
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
永
樂
帝
の
命
で
編
纂
さ
れ
永
樂
十
三
年
（
一
四
一
五
）

に
完
成
し
た
『
詩
經
大
全
』
の
附
錄
「
詩
經
大
全
圖
」
で
あ
る
。「
詩
經
大
全
圖
」
に
つ
い
て
、『
詩
經

大
全
』
の
凡
例
に
は
「
名
物
附
圖
一
依
廬
陵
羅
氏
所
集
、
諸
國
世
次
及
作
詩
世
時
圖
、
一
依
安
城
劉
氏
、

存
之
以
備
觀
覽
（
名
物
附
圖
は
一
ら
廬
陵
羅
氏
集
む
る
所
に
依
り
、
諸
國
世
次
及
び
作
詩
世
時
圖
は
一

ら
安
城
劉
氏
に
依
り
、
之
を
存
し
以
て
觀
覽
に
備
う
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
廬
陵
羅
氏
の
「
名
物
附

圖
」
と
は
元
の
羅
復
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
の
「
詩
傳
圖
」
、
安
城
劉
氏
の
「
諸
國
世
次
」
と

「
作
詩
世
時
圖
」
と
は
、
元
の
劉
瑾
『
詩
集
傳
通
釋
』
の
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
圖
」
の
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
通
り
、
「
詩
經
大
全
圖
」
の
內
容
は
羅
復
と
劉
瑾
の
兩
圖
譜
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ

る
。
兩
圖
譜
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
章
で
考
察
し
た
が
、
清
代
勅
撰
書
の
圖
譜
と
比
較
す
る
た
め
、
以

下
に
収
錄
項
目
と
引
用
文
獻
お
よ
び
人
名
を
次
頁
の
表
十
二
、
引
用
數
の
割
合
を
次
々
頁
の
表
十
三
に

示
し
た
一

。
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f21
周
元
戎
圖 

（
鄭
箋
）
・
（
王
應
麟

玉
海
注
小
字
注
） 

f16
佩
用
之
圖 

雜
佩
（
朱
傳
）/

觹
（
家

山
圖
書
）/

韘
【
古
注

/

鄭
箋
】
・（
詩
緝
） 

縭
【
爾
雅
】·

【
孫
氏/

爾
雅
孫
炎
注
】
・
【
集

傳/

朱
傳
】/

帨
【
禮

記
】・【
注/

禮
記
鄭
玄

注
】/

笄
【
說
文
】/

揥

（
詩
經
旁
通
・
詩
緝
） 

f11
楚
丘
定
之
方
中
圖 

（
朱
傳
）
・（
詩
緝
） 

f6
靈
臺
辟
廱
之
圖 

（
朱
傳
）
②
・【
朱
子

初
解/

讀
詩
記
】 

f1
思
無
邪
圖 

（
論
語
）
・
（
朱
傳
）

④
・（
蘇
傳
）・（
語
類
）

③ 

表
十
二
、
「
詩
經
大
全
圖
」
の
収
錄
圖
及
び
引
用
文
獻
・
人
名
一
覽 

 

f22
秦
小
戎
圖 

（
詩
經
小
戎
本
文
） 

f17
禮
器
圖 

籩
（
周
禮
鄭
注
）/

豆
（
詩
集
傳
名

物
鈔
）/

俎
（
朱
傳
）/

簋
（
孝
經
鄭

注
）/

登
（
朱
傳
・
三
禮
圖
）/

爵
（
不

明
）/

斝
（
毛
詩
鄭
箋
）・【
孔
氏/

毛

詩
疏
】
）/

罍
（
不
明
）
・
【
孔
氏/

周

禮
疏
】/

犧
尊
（
朱
傳
）/

壺
【
禮
器

注/

禮
記
鄭
玄
注
】/

秬
鬯
（
朱
傳
）・

【
詩
經
早
麓
】/

卣
（
爾
雅
）
・
【
孫

炎/

爾
雅
孫
炎
注
】・【
郭
璞/

爾
雅
郭

璞
注
】/

楅
衡
（
朱
傳
）/

圭
璧
（
朱

傳
）・【
曹
氏/

曹
粹
中
】・（
鄭
箋
）・

【
孔
氏/

周
禮
疏
】/

圭
瓚
（
鄭
箋
）・

（
朱
傳
）
、（
詩
緝
引
曹
粹
中
）・【
祭

統/

禮
記
】 

f12
公
劉
相
陰
陽
圖 

【
經/

詩
經
公
劉
】
・
（
朱
傳
）
・
【
嚴

氏/

詩
緝
】
・
【
西
山
眞
先
生
儒
家
武

庫
所
著
公
劉
相
陰
陽
圖
】 

f7
皋
門
應
門
圖 

（
不
明
）
・（
朱
傳
） 

f2
四
始
圖 

【
朱
子/

詩
傳
綱
領
】 

f23
兵
器
服
圖 

甲
（
禮
書
）・（
周
禮
）/

胄
【
說
文
】/

干
（
方
言
）

/

戈
（
周
禮
考
工
記
）/

戚
（
不
明
）/

揚
（
毛
詩
疏
）

/

殳
（
毛
傳
）・（
禮
書
）/

矛
（
朱
傳
）/

弓
（
周
禮
）・

（
不
明
）/

矢
【
說
文
】・【
釋
名
】/

虎
韔
（
朱
傳
）・

（
毛
傳
）/

魚
服
（
周
禮
鄭
注
）・（
毛
詩
疏
）/

旟

旐
（
毛
傳
）
・（
鄭
箋
）・
（
朱
傳
）/

侯
（
朱
傳
）
・

（
不
明
）・（
毛
詩
疏
）・（
周
禮
註
）/

旂
（
朱
傳
）

/

旄
（
朱
傳
）/

旌
（
朱
傳
）/

决
（
毛
詩
疏
）/

拾

（
朱
傳
）/

鞞
（
朱
傳
） 

f18
樂
器
圖 

琴
（
讀
詩
記
引
爾
雅
疏
）/

笙
簧
【
嚴
氏/

詩
緝
引

廣
雅
、
朱
傳
】・【
禮
書
】/

瑟
（
三
禮
圖
引
舊
圖
）

/

簫
（
朱
傳
）・【
王
氏/

孔
疏
引
爾
雅
郭
璞
注
及
應

劭
風
俗
通
】/

管
（
朱
傳
）/

籥
（
鄭
箋
）・【
或
曰

/

爾
雅
郭
璞
注
】/

柷
（
朱
傳
）/

圉
（
朱
傳
）/

塤

篪
（
朱
傳
）
②
（『
詩
經
旁
通
』
引
「
毛
詩
樂
舞
器

圖
」
）/

鍾
磬
鼓
（
朱
傳
）
⑦
・【
何
伯
善
註
】・（
禮

記
）・（
禮
記
注
）/

虡
（
朱
傳
）・【
孔
氏/

毛
詩
疏
】 

f13
豳
公
七
月
風
化
之
圖 

【
朱
子
集
傳
所
載
王
氏
總
論 

/

朱
傳
引
王
安

石
】・（
朱
傳
）・【
張
氏
、
曹
氏/

詩
緝
引
張
栻
・
曹

粹
中
】・
（
詩
經
大
全
圖
） 

f8
泮
宮
圖 

（
朱
傳
） 

f3
正
變
風
雅
之
圖 

【
朱
子/

詩
傳
綱
領
】
・（
朱
傳
）
③ 

f24
諸
國
世
次
圖 

f19
雜
器
圖 

鼎
（
三
禮
圖
）

·

（
不

明
）/

鬵
（
毛
傳
）・

【
李
解/

毛
詩
李

黃
集
解
】/

錡
釜

（
毛
傳
）/

缶
（
孔

疏
）・（
不
明
）/

升

斗
（
漢
書
律
曆
志
）

/

筐
筥
（
詩
緝
引
曹

粹
中
）・
（
毛
傳
） 

f14
冠
服
圖 

冔
（
說
文
解
字
）/

臺
笠
（
毛
傳
・
陸
氏

草
木
疏

）/

弁
（
鄭

箋
・
讀
詩
記
引
周

禮
正
義
）/

 

緇
撮

（
毛
傳
）
・
（
朱

傳
）
・（
三
禮
圖
） 

f9
大
東
總
星
之
圖 

（
朱
傳
） 

f4
詩
有
六
義
之
圖 

【
語
錄/

語
類
】

⑤
・
（
朱
傳
）
⑧
・

【
周
禮
】 

f25
作
詩
時
世
圖 

f20
車
制
之
圖 

輪
（
周
禮
考
工
記
）/

輻

（
周
禮
考
工
記
）/

轂

（
朱
傳
）/

輈
（
古
今
韻

會
舉
要
） 

f15
衣
裳
圖 

袞
衣
（
通
典
・
朱
傳
）/

羔
裘
（
朱
傳
・
不
明
）/

狐
裘
（
朱
傳
）・【
蘇
氏/

蘇
傳
】/

繡
裳
（
毛
傳
）

/

芾
鞸
（
鄭
箋
）/

邪
幅

（
朱
傳
）/

瑱
【
正
義
註

/

毛
詩
疏
】・
（
詩
緝
） 

f10
七
月
流
火
之
圖 

（
朱
傳
）・（
不
明
）・【
左

傳/

左
傳
疏
】 

f5
十
五
國
風
地
理
之

圖 引
用
文
無
し 
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※
隅
付
括
弧
內
は
「
詩
經
大
全
圖
」
中
に
明
示
さ
れ
た
書
名
ま
た
は
人
名
、
出
典
が
わ
か
る
も
の
は
隅
付
括
弧
內
に
斜
線
で
區
切
り
示
し
た
。

ま
た
、
出
典
が
推
定
で
き
る
も
の
は
、
最
も
早
い
時
期
の
書
名
を
丸
括
弧
內
に
記
し
、
出
典
不
明
の
箇
所
は
「
不
明
」
と
し
た
。『
朱
子
語

類
』
は
「
語
類
」
、
朱
熹
『
詩
集
傳
』
は
「
朱
傳
」、
蘇
轍
『
詩
集
傳
』
は
「
蘇
傳
」
、『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』
は
「
讀
詩
記
」
と
略
し
た
。
一

つ
の
項
目
に
お
い
て
同
じ
出
典
の
引
用
が
複
數
有
る
場
合
は
、
括
弧
の
後
◯
中
に
ア
ラ
ビ
ア
數
字
で
引
用
數
を
示
し
た
。 

  

「
詩
經
大
全
圖
」
の
收
錄
項
目
は
「
思
無
邪
圖
」(

f1)

か
ら
「
兵
器
服
圖
」(

f23)

ま
で
は
羅
復
「
詩

傳
圖
」
と
、
「
諸
國
世
次
圖
」（
f24
）
、
「
作
詩
時
世
圖
」
（
f25
）
は
劉
瑾
の
編
纂
し
た
同
名
の
圖
譜
と
、

項
目
の
名
稱
、
圖
の
內
容
と
も
に
全
く
同
じ
で
あ
る
。 

「
詩
經
大
全
圖
」
の
引
用
は
、
不
明
な
も
の
を
除
い
て
一
七
三
箇
所
あ
る
。
最
も
引
用
數
が
多
い
の

は
南
宋
の
文
獻
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
、
毛
傳
、
鄭
箋
と
い
っ
た
『
詩
經
』
の
註
釋
や
、『
周
禮
』
、

『
禮
記
』
、『
爾
雅
』
な
ど
名
物
に
關
す
る
記
載
の
多
い
經
書
の
本
文
や
註
疏
な
ど
、
唐
代
以
前
の
文
獻

で
あ
る
。
な
か
で
も
突
出
し
て
い
る
の
は
朱
熹
の
『
詩
經
』
に
關
す
る
言
說
で
あ
る
。
七
十
一
箇
所
と

個
人
の
言
說
と
し
て
は
最
も
多
く
、
唐
代
以
前
の
文
獻
全
體
と
同
數
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

引
用
數
の
面
か
ら
見
て
、
朱
熹
の
『
詩
經
』
解
釋
が
傳
統
的
な
註
釋
と
と
も
に
重
視
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
だ
が
、
朱
熹
の
解
釋
が
持
つ
重
要
性
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
前
頁
の
表
十
二
に
あ
る
「
十

五
國
風
地
理
之
圖
」（
f5
）
以
下
は
主
に
南
宋
の
『
毛
試
圖
說
』
や
「
毛
詩
舉
要
圖
」
な
ど
に
見
え
る

名
物
の
圖
譜
を
そ
の
ま
ま
収
錄
し
て
い
る
の
に
對
し
て
、
冒
頭
に
あ
る
「
思
無
邪
圖
」（
f1
）
、「
四
始

元
代
・
明

代 

南
宋 

北
宋 

 

唐
以
前 

年
代 

表
十
三
、
「
詩
經
大
全
圖
」
引
用
文
獻
・
人
名
の
割
合  

梁
益
詩
經
旁
通
（
2
）/

詩
經
大
全
圖
（
2
）/

何
伯
善
・
詩
集
傳
名
物
鈔
・
古
今
韻
會
舉
要

（
各
1
） 

朱
熹
の
詩
集
傳
・
朱
子
語
類
・
家
山
圖
書
・
詩
傳
綱
領
（
71
）/

嚴
粲
詩
緝
（
9
） 

/

呂
祖
謙

呂
氏
家
塾
讀
詩
記
（
3
）/

玉
海
・
曹
粹
中
・
眞
徳
秀
の
西
山
眞
先
生
儒
家
武
庫
所
著
公
劉
相

陰
陽
圖
・
毛
詩
李
黃
集
解
（
各
1
）/

 

聶
崇
義
三
禮
圖
（
3
）/

陳
祥
道
禮
書
（
3
）/

蘇
轍
（
2
） 

周
禮
及
び
同
注
疏
（
11
）/

詩
經
本
文
（
9
）/

毛
詩
毛
傳
（
9
）/

毛
詩
鄭
箋
（
9
）/

毛
詩

孔
疏
（
9
）/

禮
記
及
び
同
注
疏
（
6
）/

爾
雅
及
び
孫
炎
・
郭
璞
注
（
6
）/

說
文
解
字
（
4
）

/

毛
詩
草
木
鳥
獣
蟲
魚
疏
・
論
語
・
春
秋
左
氏
傳
疏
・
孝
經
注
・
漢
書
・
方
言
・
釋
名
・
通
典

（
各
1
） 

引
用
人
名
・
書
名
（
典
據
不
明
10
箇
所
を
除
い
て
全
173
箇
所
） 

7 87 8 

71 引
用数 
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圖
」（
f2
）
、「
正
變
風
雅
之
圖
」（
f3
）
、「
詩
有
六
義
之
圖
」（
f5
）
の
四
圖
は
、
い
ず
れ
も
朱
熹
の
言

う
人
間
性
の
陶
冶
と
い
っ
た
『
詩
經
』
を
學
ぶ
上
で
の
意
義
や
、
詩
の
「
四
始
」
、
「
正
變
」
、
「
六
義
」

と
い
っ
た
『
詩
經
』
全
體
の
構
成
、
內
容
の
解
釋
に
關
す
る
概
念
を
朱
熹
の
言
說
に
基
づ
き
圖
示
し
た

も
の
で
あ
る
（
本
頁
の
圖
二
十
八
）
。
元
代
よ
り
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指

南
圖
」
を
除
き
、
冒
頭
に
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
を
置
き
、
そ
の
後
に
王
侯
の
系
圖
、
建
築
、
天
文
、

衣
冠
、
器
物
な
ど
『
詩
經
』
に
登
場
す
る
歷
史
背
景
や
個
々
の
事
象
、
名
物
の
解
釋
を
圖
示
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
『
詩
經
大
全
』
の
編
纂
者
は
、
こ
れ
ら
の
事
象
や
名
物
よ
り
も
、
ま
ず
は
朱
熹
の
考
え
に

よ
る
『
詩
經
』
解
釋
の
あ
り
方
を
學
習
者
に
傳
え
る
と
い
う
羅
復
の
「
詩
傳
圖
」
の
特
徵
に
着
目
し
て

収
錄
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

圖
二
十
八
、「
詩
經
大
全
圖
」
冒
頭
の
圖
譜
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
成
化
七
年
刊
『
詩
經
大
全
』） 

 
 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
『
詩
經
大
全
』
の
編
纂
者
が
朱
熹
の
言
說
を
重
ん
じ
た
の
は
、
朱
子
學
が
廣
ま
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
明
朝
は
元
代
に
朱
熹
の
『
詩
經
』
解
釋
が
隆
盛
し
延
祐
二
年
（
一
三
一
五
）
に
は
科
舉
の

基
準
と
な
っ
た
狀
況
を
そ
の
ま
ま
受
け
繼
ぎ
、
朱
熹
の
解
釋
を
公
的
な
解
釋
と
し
た
二

。
こ
の
た
め
、

『
詩
經
大
全
』
や
「
詩
經
大
全
圖
」
が
朱
熹
の
解
釋
を
根
幹
と
す
る
の
は
當
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 
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劉
瑾
が
編
纂
し
た
「
諸
國
世
次
圖
」
（
f24
）
、
「
作
詩
時
世
圖
」（
f25
）
の
內
容
は
『
鄭
氏
詩
譜
』
と

概
ね
同
內
容
で
あ
る
（
本
頁
の
圖
二
十
九
）
。
こ
れ
に
も
關
わ
ら
ず
『
詩
經
大
全
』
の
編
纂
者
が
特
に
劉

瑾
の
圖
譜
を
収
錄
の
し
た
の
も
、
劉
瑾
が
朱
熹
の
學
を
尊
重
し
た
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
諸
國

世
次
圖
」
や
「
作
詩
時
世
圖
」
に
そ
の
學
問
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
三

。

ま
た
、
顧
炎
武
や
朱
彝
尊
な
ど
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
詩
經
大
全
』
は
劉
瑾
の
『
詩
集
傳
通
釋
』
を

わ
ず
か
に
改
編
し
た
だ
け
の
書
物
で
あ
っ
た
四

。
こ
の
た
め
、『
詩
集
傳
通
釋
』
の
附
錄
で
あ
っ
た
「
諸

國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
圖
」
も
、
特
段
の
意
圖
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
収
錄
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

し
か
し
、『
詩
集
傳
通
釋
』
と
『
詩
經
大
全
』
の
關
係
だ
け
で
は
、
羅
復
の
「
詩
傳
圖
」
を
収
錄
し
た

理
由
を
測
り
難
い
。
羅
復
と
劉
瑾
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
収
錄
し
た
理
由
は
、
こ
の
二
人
と
『
詩
經
大
全
』

の
編
纂
責
任
者
で
あ
っ
た
胡
廣
の
出
身
地
も
關
わ
り
が
あ
る
か
と
推
測
さ
れ
る
。
胡
廣
は
吉
水
（
現
在

の
江
西
省
吉
水
縣
）、
羅
復
は
廬
陵
（
同
吉
安
縣
）、
劉
瑾
は
安
成
（
同
安
福
縣
）
と
い
う
よ
う
に
極
め

て
近
い
地
域
の
出
身
で
あ
っ
た
五

。
胡
廣
が
兩
者
の
著
作
を
容
易
に
入
手
で
き
る
、
あ
る
い
は
二
人
の

学
問
的
影
響
を
受
け
や
す
い
條
件
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
譜
を
収
錄
し
た
理
由
の
一
つ

か
も
し
れ
な
い
。 

 

圖
二
十
九
、
成
化
刊
本
「
詩
經
大
全
圖
」
の
「
諸
國
世
次
圖
」
（
上
）
と
「
作
詩
時
世
圖
」
（
下
） 
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第
二
節 

清
代
に
お
け
る
定
型
の
改
編 

『
詩
經
大
全
』
が
編
纂
さ
れ
て
か
ら
三
百
年
の
間
、
勅
撰
に
よ
る
『
詩
經
』
の
編
纂
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
清
代
に
な
り
、
康
煕
帝
の
命
に
よ
り
『
詩
經
大
全
』
に
代
わ
る
勅
撰
書
と
し

て
王
鴻
緒
な
ど
が
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
を
編
纂
し
、
同
書
は
康
煕
六
十
年
（
一
七
二
一
）
に
完
成
、

雍
正
五
年
に
刊
刻
さ
れ
た
六

。
こ
の
『
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
』
の
卷
首
附
錄
が
「
詩
傳
圖
」（
本
章
で
は

欽
定
「
詩
傳
圖
」
と
す
る
）
で
あ
る
。 

欽
定
「
詩
傳
圖
」
は
第
一
章
で
既
述
し
た
よ
う
に
、
圖
が
「
詩
經
大
全
圖
」
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、

解
說
に
は
、
明
代
の
胡
廣
な
ど
勅
撰
『
詩
經
大
全
』
と
「
詩
經
大
全
圖
」
を
參
照
し
た
こ
と
示
す
案
語

が
複
數
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
詩
經
大
全
圖
」
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
欽
定
「
詩
傳
圖
」
と
「
詩
經
大
全
圖
」
と
を
比
べ
る
と
、
圖
は
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」

（
g5
）
が
清
代
の
地
名
に
變
更
し
て
い
る
以
外
、
全
く
同
じ
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
解
說
の
ほ
う
は
多

く
が
異
な
っ
て
い
る
。
欽
定
「
詩
傳
圖
」
の
解
說
は
、
「
詩
經
大
全
圖
」
で
は
明
記
さ
れ
る
こ
と
の
少

な
か
っ
た
出
典
を
す
べ
て
舉
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
一
覽
に
す
る
と
次
頁
の
表
十
四
、
引
用
典
據
と
時

代
ご
と
の
割
合
は
次
々
頁
の
表
十
五
の
よ
う
に
な
る
七

。 

表
十
四
に
あ
る
よ
う
に
、
欽
定
「
詩
傳
圖
」
の
註
釋
は
、
「
詩
經
大
全
圖
」
の
方
に
は
註
釋
が
な
い

「
作
詩
時
世
圖
」
の
引
用
數
を
除
く
と
、
『
毛
詩
』
の
註
疏
を
中
心
と
し
て
唐
以
前
の
註
釋
が
最
も
多

い
。
こ
れ
に
次
い
で
多
い
の
は
、
陳
祥
道
が
大
部
分
を
占
め
る
北
宋
の
註
釋
と
、
朱
熹
に
代
表
さ
れ
る

南
宋
の
註
釋
で
あ
る
。
こ
の
割
合
は
、
「
詩
經
大
全
圖
」
に
お
い
て
南
宋
諸
家
の
說
が
最
も
多
く
引
用

さ
れ
、
唐
以
前
の
註
釋
が
こ
れ
に
次
い
だ
の
と
は
對
稱
的
で
あ
る
。 

『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
雍
正
帝
の
序
や
凡
例
に
は
、
同
書
の
編
纂
方
針
と
し
て
朱
熹
の
『
詩
集

傳
』
を
主
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
漢
か
ら
明
ま
で
の
諸
家
の
說
の
な
か
で
も
、
朱
熹
の
說
に
合
致
す
る

も
の
や
義
理
に
詳
し
く
言
及
し
『
詩
經
』
の
主
旨
を
補
う
も
の
を
本
文
の
註
と
し
て
収
錄
し
、
朱
熹
の

說
と
異
な
っ
て
い
て
も
義
理
に
長
じ
た
說
は
附
錄
に
収
錄
し
た
と
あ
る
八

。
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』

の
編
纂
方
針
は
、
朱
熹
の
解
釋
を
根
幹
に
据
え
る
と
い
う
點
こ
そ
『
詩
經
大
全
』
と
共
通
し
て
い
る
が
、

『
詩
經
大
全
』
の
編
纂
が
朱
子
一
尊
を
標
榜
し
た
の
に
對
し
て
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
は
朱
熹
の

說
を
主
體
と
し
な
が
ら
も
、
廣
く
諸
家
の
說
を
採
錄
す
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
た
。
兩
書
に
収
錄
さ
れ

た
『
詩
經
』
圖
譜
の
相
違
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
纂
方
針
の
相
違
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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g21
周
元
戎
圖 

【
毛
氏
萇
】
【
朱

子
】 

g16
佩
用
之
圖 

雜
佩
【
朱
子
】/

觹

【
毛
氏
萇
】【
鄭
氏

康
成
】/

韘
【
毛
氏

萇
】
【
鄭
氏
康
成
】

【
陳
氏
祥
道
】/

縭

【
爾
雅
】
【
孫
氏

炎
】
【
朱
子
】/

帨

【
內
則
】【
鄭
氏
康

成
】/

笄
【
嚴
氏
粲
】

/

揥
【
毛
萇
】【
孔
穎

達
】 

g11
楚
丘
定
之
方
中

圖 【
鄭
氏
康
成
】【
朱

子
】 

g6
靈
臺
辟
廱
之
圖 

【
鄭
氏
康
成
】【
孔

氏
穎
達
】
【
朱
子
】

【
劉
氏
瑾
】 

g1
思
無
邪
圖 

（
論
語
）・【
朱
子
】

④
・【
蘇
氏
】・（
語

類
）
③ 

表
十
四
、
欽
定
「
詩
傳
圖
」
の
收
錄
圖
及
び
引
用
文
獻
・
人
名
一
覽 

 

g22
秦
小
戎
圖 

【
朱
子
】 

g17
禮
器
圖 

籩
【
鄭
氏
康
成
】/

豆
【
聶
氏

崇
義
】/

俎
【
陳
祥
道
】/

簋

【
陳
氏
祥
道
】/

登
【
陳
氏
祥

道
】/

爵
【
聶
氏
崇
義
】/

斝

【
禮
記
明
堂
位
】
【
鄭
氏
康

成
】/

罍
【
陸
氏
德
明
】/

犧

尊
【
朱
子
】/

壺
【
許
氏
慎
】

【
鄭
氏
康
成
】/

秬
鬯
【
毛
氏

萇
】
【
孔
氏
穎
達
】【
朱
子
】

/

卣
【
爾
雅
】【
孫
氏
炎
】【
郭

氏
璞
】/

楅
衡
【
孔
氏
穎
達
】

/

圭
璧
【
周
禮
典
瑞
】【
鄭
氏

康
成
】/

圭
瓚
璋
瓚
【
陳
祥

道
】 

g12
公
劉
相
陰
陽
圖 

【
朱
子
】【
嚴
氏
粲
】【
胡
氏

廣
大
全
】 

g7
皋
門
應
門
圖 

【
鄭
氏
康
成
】【
孔
氏
穎
達
】

【
朱
子
】 

g2
四
始
圖 

【
朱
子
】 

g23
兵
器
服
圖 

甲
【
考
工
記
】【
陳
氏
祥
道
】/

胄
【
許
氏
慎
】

【
陳
氏
祥
道
】/

干
【
揚
氏
雄
】【
陳
氏
祥

道
】/

戈
【
考
工
記
】【
陳
氏
祥
道
】/

戚
【
毛

氏
萇
】【
劉
氏
熙
】/

揚
【
孔
氏
穎
達
】/

殳

【
陳
氏
祥
道
】/

矛
【
考
工
記
】【
陳
氏
祥

道
】/

弓
【
陳
氏
祥
道
】/

矢
【
許
氏
慎
】【
劉

氏
熙
】/

虎
韔
【
朱
子
】/

魚
服
【
朱
子
】/

旟
旐
【
周
禮
司
常
】【
考
工
記
】/

侯
【
周
禮

司
裘
】【
鄭
氏
康
成
】【
陳
氏
祥
道
】/

【
周

禮
司
常
】【
考
工
記
】/

旄
【
朱
子
】/

旌
【
朱

子
】/

决
【
陳
氏
祥
道
】/

拾
【
陳
氏
祥
道
】

/

鞞
【
朱
子
】 

g18
樂
器
圖 

琴
【
陳
氏
祥
道
】/

瑟
【
陳
氏
祥
道
】/
笙
簧

【
陳
氏
祥
道
】【
嚴
氏
粲
】/

簫
【
應
氏
邵
】

【
郭
氏
璞
】
【
孔
氏
穎
達
】/

管
【
鄭
氏
康

成
】
【
郭
氏
璞
】/

籥
【
毛
氏
萇
】
【
朱
子
】

/

柷
【
郭
氏
璞
】/

塤
【
陳
氏
祥
道
】/

圉
【
郭

氏
璞
】/

篪
【
賈
氏
公
彥
】/

鍾
【
陳
氏
祥
道
】

/

磬
【
陳
氏
祥
道
】/

鼓
【
陳
氏
祥
道
】【
鄭

氏
康
成
】【
大
全
】【
記
】【
爾
雅
注
】/

虡
【
考

工
記
】【
毛
氏
萇
】【
鄭
氏
康
成
】【
孔
氏
穎

達
】 

g13
豳
公
七
月
風
化
之
圖 

【
胡
氏
廣
】【
張
子
】【
朱
子
】【
曹
氏
粹
中
】

【
胡
氏
廣
】 

g8
泮
宮
圖 

【
朱
子
】 

g3
正
變
風
雅
之
圖 

【
朱
子
】
④ 

g24
諸
國
世
次
圖 

g19
雜
器
圖 

鼎
【
陳
氏
祥
道
】/

鬵

【
毛
氏
萇
】
【
許
氏

慎
】/

錡
釜
【
毛
氏
萇
】

【
陸
氏
德
明
】/

缶

【
孔
氏
穎
達
】/

升
斗

【
班
氏
固
】【
陳
氏
祥

道
】/

筐
筥
【
陳
氏
祥

道
】 

g14
冠
服
圖 

冔
【
陳
祥
道
】/

弁
【
孔

穎
達
】
【
註
】/

臺
笠

【
鄭
氏
康
成
】【
陸
氏

璣
】
【
孔
穎
達
】/

緇

撮
【
毛
氏
萇
】【
陳
氏

祥
道
】【
朱
子
】 

g9
大
東
總
星
之
圖 

【
朱
子
】 

g4
詩
有
六
義
之
圖 

【
朱
子
】
・【
周
禮
】 

g25
作
詩
時
世
圖 

【
序
】
64
箇
所 

【
鄭
氏
康
成
】
20
箇

所 

【
孔
氏
穎
達
】
44
箇
所 

【
朱
子
】

129
箇
所 

g20
車
制
之
圖 

輪
【
陳
氏
祥
道
】/

輻
【
陳
氏
祥
道
】/

轂
【
陳
氏
祥
道
】【
朱
子
】/

輈
【
陳
氏

祥
道
】 

g15
衣
裳
圖 

袞
衣
【
朱
子
】/

羔
裘
【
朱
子
】/

狐
裘

【
朱
子
】/

繡
裳
【
考
工
記
】【
鄭
氏
康

成
】【
朱
子
】【
梁
氏
益
】/

芾
鞸
【
鄭
氏

康
成
】/

邪
幅
【
鄭
氏
康
成
】【
孔
氏
穎

達
】/

瑱
【
毛
氏
萇
】【
鄭
氏
康
成
】【
陳

氏
祥
道
】 

g10
七
月
流
火
之
圖 

【
孔
穎
達
】
・【
朱
子
】 

g5
十
五
國
風
地
理
之
圖 

【
周
氏
斯
盛
】【
地
理
志
】【
詩
】【
蔡
傳
】

【
大
全
原
圖
】【
輿
圖
地
志
】
【
朱
傳
】

【
周
斯
盛
輯
山
西
通
志
】【
國
語
】【
前

漢
地
理
志
】【
集
傳
】【
唐
徐
彥
公
羊
解
】

【
大
全
舊
圖
】 
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そ
れ
で
は
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
編
纂
者
は
な
ぜ
解
說
の
み
を
改
編
し
、
圖
を
「
詩
經
大
全

圖
」
の
ま
ま
と
し
た
の
か
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
「
詩
經
大
全
圖
」
が
實
質
的
に
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
譜

で
あ
る
こ
と
は
『
詩
經
大
全
』
の
凡
例
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
編
纂
者
は

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
凡
例
に
は
、
『
詩
經
』

解
釋
に
は
古
く
よ
り
圖
譜
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
圖
は
三
代
の
舊
を
傳
え
る
も
の
」
な
の
で

収
錄
し
、
合
わ
せ
て
考
證
を
附
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
「
詩
經
大
全
圖
」
の
由
來
や
羅

復
や
劉
瑾
の
圖
の
正
否
に
つ
い
て
は
、
全
く
觸
れ
て
い
な
い
九

。 

『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
が
編
纂
さ
れ
た
當
時
、
元
代
の
儒
者
に
對
す
る
評
價
は
明
代
の
儒
者
よ
り

も
相
對
的
に
高
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
編
纂
者
は
元
人
の
作
成
し
た
圖
で

あ
れ
ば
、
そ
の
由
來
は
わ
か
ら
な
く
と
も
、
何
か
し
ら
古
い
も
の
を
傳
え
て
い
る
と
考
え
た
可
能
性
が

あ
る
一
〇

。
あ
る
い
は
、
北
宋
以
後
、
圖
は
言
葉
や
文
字
と
違
い
解
釋
に
よ
っ
て
見
解
が
わ
か
れ
る
こ
と

の
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
一
一

。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
註
釋
さ
え
改
め
れ
ば
、

圖
を
考
證
す
る
必
要
は
な
い
と
判
斷
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』

※
「
作
詩
時
世
圖
」
の
引
用
は
、
詩
の
「
正
變
」
や
百
二
十
九
首
の
詩
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
毛
傳
、
鄭
箋
、
孔
疏
と
朱
熹

の
說
と
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

明
清 

元 

南
宋 

北
宋 

  

唐
以
前 

年
代 

表
十
五
、
欽
定
「
詩
傳
圖
」
に
お
け
る
引
用
文
獻
、
人
名
の
割
合 

胡
廣
詩
經
大
全
（
6
）/

周
斯
盛
（
2
） 

梁
益
（
詩
經
旁
通
…
1
）/

劉
瑾
（
…
詩
經
通
釋
1
） 

朱
熹
（
31
）/

嚴
粲
（
…
詩
緝
4
）/

蔡
傳
（
1
）/
輿
地
圖
志
（
…
輿
地
紀
勝
1
） 

陳
祥
道
（
…
禮
書
31
） /

聶
崇
義
（
…
三
禮
圖
2
）/

蘇
氏
（
…
蘇
轍
詩
集
傳
1
） 

/

張
子
（
…
張
載
1
）/

曹
粹
中
（
…
詩
說
1
） 

鄭
玄
（
19
）/

孔
穎
達
（
13
）/

毛
萇
（
12
）/

考
工
記
（
7
）/

周
禮
（
5
）/

郭
璞
（
…
爾
雅
郭
注
5
）/

爾
雅
（
4
）/

許
慎
（
…
說
文
解
字
4
）/

陸
德
明
（
…

經
典
釋
文
2
）/
孫
炎
（
…
爾
雅
孫
注
2
） 

/

劉
熙
（
…
釋
名
2
）/

詩
（
…
詩

經
本
文
1
） 

 
/

國
語
（
1
）/

班
固
（
…
漢
書
1
） 

/

揚
雄
（
…
方
言
1
）/

陸
氏
璣
（
1
）/

賈
公
彥
（
1
）/

地
理
志
（
…
漢
書
1
） 

/

爾
雅
注
（
1
） 

/
 

唐
徐
彥
公
羊
解
（
1
） 

引
用
人
名
・
書
名
（
「
作
詩
時
世
圖
」
を
除
い
て
全
167
箇
所
※
） 

8 2 37 36 84 
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の
編
纂
者
が
註
目
し
た
の
は
解
釋
の
內
容
で
あ
り
、
圖
に
何
が
描
か
れ
て
い
る
か
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き

な
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

第
三
節 

明
代
に
お
け
る
改
編 

 

明
代
で
は
『
詩
經
大
全
』
が
多
く
飜
刻
さ
れ
、
當
然
そ
の
附
錄
で
あ
る
「
詩
經
大
全
圖
」
も
飜
刻
さ

れ
た
。
ま
た
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
、
羅
復
の
「
詩

傳
圖
」
も
飜
刻
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
大
部
分
の
內
容
は
そ
の
底
本
と
變
わ
ら
な
い
。
改
編
さ
れ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
の
は
三
種
、
胡
賓
「
詩
經
圖
全
集
」
と
張
溥
「
詩
經
大
全
圖
」
に
お
け
る
內
容
面
で
の

改
編
、
そ
し
て
盧
謙
、
章
達
「
詩
經
圖
」
に
お
け
る
形
態
面
で
の
改
編
で
あ
る
。 

 

第
一
項 

內
容
面
の
改
編 

一
、
胡
賓
の
「
詩
經
圖
全
集
」 

「
詩
經
圖
全
集
」
は
嘉
靖
年
間
中
後
期
に
胡
賓
が
編
纂
し
た
『
六
經
圖
大
全
』
の
一
篇
で
あ
り
、
全

三
十
圖
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
項
目
は
次
頁
の
表
十
六
の
よ
う
に
な
る
。 

 

「
詩
經
圖
全
集
」
の
項
目
名
お
よ
び
內
容
を
明
代
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
比
較
す
る
と
、
同
圖
譜

に
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
お
よ
び
明
の
「
詩
經
大
全
圖
」
と
共
通
す
る
特
徵
が
認
め

ら
れ
る
一
二

。 

 

ま
ず
、
表
中
の
傍
線
を
引
い
た
「
毛
詩
小
序
」
（
h1
）
と
「
升
歌
間
歌
笙
詩
之
圖
」
（
h5
）
、
「
詩
有

六
義
三
經
三
緯
之
圖
」（
h6
）
、「
公
車
千
乘
之
圖
」（
h28
）
か
ら
「
鳥
名
～
金
玉
」（
h30
）
の
圖
譜
は
、

圖
と
解
說
と
も
に
『
六
經
圖
碑
』
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
h5
は
、『
六
經
圖
碑
』
の
な
か
で
は
「
經

緯
正
變
之
圖
」
の
一
部
だ
が
、
「
詩
經
圖
全
集
」
で
は
獨
立
し
た
圖
譜
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
圖

譜
は
、
現
存
す
る
明
代
以
前
の
圖
譜
で
は
「
詩
經
圖
」
の
み
に
見
え
、
こ
こ
か
ら
採
錄
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

ま
た
、
h2
と
h7
、
h8
も
『
六
經
圖
碑
』
か
ら
採
錄
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
圖
譜
で
あ
る
。 

 

「
思
無
邪
圖
」（
h2
）
は
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
初
め
て
見
え
る
。
こ
れ
は
「
詩
經
大
全
圖
」
に

も
収
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
元
代
の
圖
と
は
や
や
異
な
る
。
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
の
ほ
う
は
中
央
に
「
孔

子
言
、
詩
三
百
、
一
言
以
蔽
之
、
思
無
邪
」
の
一
文
が
あ
り
、
こ
の
左
右
に
朱
熹
の
「
善
者
可
以
感
發

人
之
善
心
」
と
「
惡
者
可
以
懲
創
人
之
逸
志
」
と
い
う
言
葉
を
配
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
「
詩
經

大
全
圖
」
で
は
、
さ
ら
に
こ
の
左
右
に
朱
熹
な
ど
の
言
葉
と
さ
れ
る
「
思
無
邪
、
魯
頌
駉
篇
之
辭
。
夫

子
讀
詩
、
至
此
而
有
」
と
「
合
於
其
心
焉
。
是
以
取
之
、
蓋
斷
章
摘
句
云
耳
」
を
加
え
、
こ
の
下
部
に

も
「
其
用
歸
於
使
人
得
其
情
思
之
正
」
、「
情
性
是
貼
思
」
、「
正
是
貼
無
邪
」
と
い
う
言
葉
を
加
え
、
そ
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れ
ぞ
れ
の
關
係
性
を
線
で
結
ん
で
示
し
て
い
る
。
一
三

。「
詩
經
圖
全
集
」
の
「
思
無
邪
圖
」（
h2
）
は
元

代
の
『
六
經
圖
碑
』
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。 

「
經
緯
正
變
之
圖
」
（
h7
）
は
風
、
雅
、
頌
の
正
變
に
對
應
す
る
詩
篇
の
名
稱
を
圖
示
し
て
お
り
、

『
六
經
圖
碑
』
と
「
詩
經
大
全
圖
」
に
同
樣
の
圖
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
詩
經
大
全
圖
」

の
ほ
う
は
圖
の
名
稱
が
「
正
變
風
雅
之
圖
」
と
異
っ
て
お
り
、
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
、
そ
し
て
「
詩

經
圖
全
集
」
に
は
な
い
朱
熹
の
言
葉
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
h7
は
『
六
經
圖
碑
』
に
由
來
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

                      

※
各
項
目
名
の
後
、
隅
付
括
弧
内
に
あ
る
「
碑
」
は
元
代
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」、「
大
」
は
明
の
「
詩
經
大
全

圖
」
の
こ
と
。「
碑
」
や
「
大
」
に
続
く
「
異
」
や
「
同
」
は
、「
詩
經
圖
全
集
」
と
「
六
經
圖
碑
」
や
「
詩
經
大
全

圖
」
の
圖
解
に
、
圖
や
解
說
、
ま
た
は
項
目
名
の
異
同
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

h26

周
元
戎
圖

【
碑
同
・
大
同
】 

h21
禮
器
圖
【
碑

異
大
同
】 

h16

七
月
流
火

之
圖
【
碑
同
・
大

同
】 

h11

泮
宮
之
圖

【
碑
同
・
大
同
】 

h6

詩
有
六
義

三
經
三
緯
之
圖

【
碑
同
・
大
異
】 

h1

毛
詩
小
序

【
碑
同
】 

表
十
六
、
胡
賓
「
詩
經
圖
全
集
」
收
錄
圖
一
覽 

h27
秦
小
戎
圖
【
碑
同
・

大
同
】 

h22
樂
器
圖
【
碑
異
・
大

同
】 

h17
豳
公
七
月
風
化
之

圖
【
碑
同
・
大
同
】 

h12

皋
門
應
門
之
圖

【
碑
同
・
大
同
】 

h7

經
緯
正
變
之
圖

（
經
緯
總
圖
・
賦
比
興

兼
義
圖
）
【
碑
同
・
大

異
】 

 

h2
思
無
邪
圖
【
碑
同
・

大
同
】 

h28

公
車
千
乘

之
圖
【
碑
同
】 

h23
雜
器
圖
【
碑

異
・
大
同
】 

h18
冠
服
圖
【
碑

異
・
大
同
】 

 

h13

大
東
總
星

之
圖
【
碑
同
・
大

同
】 

h8

十
五
國
風

地
理
之
圖
【
碑

同
・
大
同
】 

h3
四
始
圖
【
碑

同
・
大
同
】 

h29

出
車
一
乘
之
圖

【
碑
同
】 

h24
車
制
圖
【
碑
異
・

大
同
】 

h19
衣
裳
圖
【
碑
異
・

大
同
】 

h14

楚
丘
定
之
方
中

圖
【
碑
同
・
大
同
】 

h9

靈
臺
之
圖
【
碑

同
・
大
同
】 

h4

正
變
風
雅
之
圖

【
碑
同
・
大
同
】 

h30
鳥
名
、
獸
名
、
蟲
名
、

魚
名
、
草
名
、
木
名
、
菜

名
、
榖
名
、
金
玉
【
碑
同
】 

h25
兵
器
服
圖
【
碑
異
・

大
同
】 

h20
佩
用
圖
【
碑
異
・
大

同
】 

h15
公
劉
相
陰
陽
圖
【
碑

同
・
大
同
】 

h10
辟
廱
之
圖
【
碑
同
・

大
同
】 

h5

升
歌
間
歌
笙
詩
之

圖
【
碑
同
】 
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「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」（
h8
）
と
同
樣
の
圖
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
以
來
、
ほ
と
ん

ど
の
『
詩
經
』
圖
譜
が
収
錄
し
て
お
り
、
編
纂
さ
れ
た
時
代
に
よ
っ
て
地
名
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。
h8

に
は
「
遼
東
、
今
遼
陽
省
」
や
「
和
林
城
、
今
嶺
北
省
」
と
い
っ
た
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
あ
っ

て
明
の
「
大
全
圖
」
で
は
削
除
さ
れ
た
地
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
、
上
述
し
た

狀
況
か
ら
す
れ
ば
『
六
經
圖
碑
』
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

次
に
、
h3
、
h4
、
h6
、
h9
～
h17
、
h26
、
h27
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
と
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」

の
兩
圖
譜
に
同
名
の
項
目
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
詩
有
六
義
三
經
三
緯
之
圖
」(

h6)

以
外

は
『
六
經
圖
碑
』
と
「
詩
經
大
全
圖
」
と
も
に
同
じ
圖
を
収
錄
し
て
い
る
た
め
、
「
詩
經
圖
全
集
」
が

ど
ち
ら
の
圖
譜
に
よ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

ま
た
、
網
掛
け
の
あ
る
、
衣
服
や
器
物
に
關
す
る
項
目
h18
～
h25
は
項
目
の
分
類
と
圖
と
も
に
「
詩

經
大
全
圖
」
と
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
詩
經
大
全
圖
」
に
あ
っ
た
各
器
物
の
文
字
說
明
は
す
べ
て

削
除
さ
れ
て
い
る
。
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
に
も
類
似
し
た
項
目
は
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
冠
服
俎
豆

圭
璧
之
圖
」
や
「
樂
器
舟
車
戈
矛
之
圖
」
の
よ
う
に
複
數
の
種
類
を
ま
と
め
て
一
つ
の
項
目
と
し
て
い

る
う
え
、
収
錄
し
て
い
る
器
物
が
異
な
る
（
次
頁
の
圖
三
十
）
。 

以
上
の
よ
う
に
、
「
詩
經
圖
全
集
」
の
圖
に
は
『
六
經
圖
碑
』
と
「
詩
經
大
全
圖
」
の
特
徵
が
見
ら

れ
、
さ
ら
に
こ
の
二
つ
の
圖
譜
と
は
異
な
る
圖
も
あ
る
。
胡
賓
は
『
六
經
圖
碑
』
と
「
詩
經
大
全
圖
」

を
も
と
に
整
理
、
改
編
を
加
え
て
「
詩
經
圖
全
集
」
を
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

胡
賓
が
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
に
着
目
し
た
の
は
、
こ
れ
が
「
詩
經
大
全
圖
」
よ
り
古
い
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
兩
圖
譜
の
異
同
に
着
目
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、「
毛
詩
小
序
」（
h1

）
の
順

序
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
「
詩
經
圖
全
集
」
の
順
序
は
概
ね
「
詩
經
大
全
圖
」
に
準
じ
て
お
り
、
增
補

さ
れ
た
圖
の
大
部
分
は
『
六
經
圖
碑
』
の
順
序
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
毛
詩
小
序
」（
h1
）
だ
け

は
元
來
「
詩
經
圖
」
の
下
端
に
あ
っ
た
も
の
で
、
後
の
萬
暦
年
間
に
盧
謙
、
章
達
が
飜
刻
し
た
『
五
經

圖
』
で
は
十
六
番
目
に
配
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、「
詩
經
圖
全
集
」
で
は
冒
頭
に
配
さ
れ
て
い
る
。 

「
小
序
」
は
漢
代
以
來
『
詩
』
を
解
釋
す
る
上
で
重
要
な
根
據
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
詩

經
大
全
圖
」
以
前
の
『
詩
經
』
圖
譜
で
は
、
元
代
の
「
詩
經
圖
」
以
外
に
こ
れ
を
圖
示
し
た
も
の
は
無

か
っ
た
。
一
方
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
で
あ
る
『
六
經
圖
碑
』
や
羅
復
の
「
詩
傳
圖
」
は
、
朱
熹
の

言
說
を
圖
示
し
た
「
思
無
邪
圖
」
を
冒
頭
に
置
き
、
明
の
「
詩
經
大
全
圖
」
も
こ
れ
を
踏
襲
し
た
。「
詩

經
圖
全
集
」
が
「
毛
詩
小
序
」
を
冒
頭
に
置
き
「
思
無
邪
圖
」
よ
り
先
に
示
し
た
こ
と
は
、
胡
賓
が
『
詩

經
』
の
解
釋
や
學
習
に
お
い
て
小
序
を
よ
り
重
視
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
明
代
の
『
詩
經
』
解
釋
は
、

天
順
元
年
に
楊
守
陳
が
『
詩
私
鈔
』
の
中
で
朱
熹
の
言
說
に
拘
ら
ず
、
詩
序
に
基
づ
い
た
註
疏
を
も
『
詩

經
』
の
解
釋
に
取
り
入
れ
た
の
に
始
ま
り
、
小
序
は
次
第
に
重
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
四

。「
詩
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經
圖
全
集
」
編
纂
の
背
景
に
は
、
『
詩
經
』
の
解
釋
の
變
化
も
關
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

圖
三
十
、「
詩
經
圖
全
集
」
の
「
衣
裳
圖
」 

 

 

二
、
張
溥
「
詩
經
大
全
圖
」
に
み
え
る
改
編 

明
代
に
勅
撰
書
『
詩
經
大
全
』
が
廣
ま
る
と
、
『
葉
太
史
參
補
古
今
大
方
詩
經
大
全
』
の
よ
う
に
、

『
詩
經
大
全
』
を
底
本
と
し
た
書
物
が
編
纂
さ
れ
た
。
崇
禎
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
張
溥

の
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
も
、
同
じ
く
『
詩
經
大
全
』
を
底
本
と
し
て
諸
家
の
『
詩
經
』
註
釋
を
加

え
た
書
物
で
あ
る
。
こ
の
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
に
は
、『
詩
經
大
全
』
と
同
じ
く
「
詩
經
大
全
圖
」

が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
內
容
は
大
部
分
が
『
詩
經
大
全
』
の
も
の
と
同
じ
だ
が
、
元
來
末
尾
に
あ

っ
た
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
圖
」
が
冒
頭
に
移
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
は
兵
車
を
引
く
軍
馬

を
圖
示
し
た
「
俴
駟
之
圖
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

「
俴
駟
之
圖
」
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
み
に
見
ら
れ
る
「
秦
小
戎
制
圖
」（
a21
）
の

一
部
で
あ
る
「
小
戎
馬
式
」
と
全
く
同
じ
圖
譜
で
あ
る
（
次
頁
の
圖
三
十
一
）
。
こ
の
た
め
、『
詩
經
註

疏
大
全
合
纂
』
の
編
者
で
あ
る
張
溥
が
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
か
ら
採
錄
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。 
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圖
三
十
一
、「
俴
駟
之
圖
」
（
右
は
張
溥
「
詩
經
大
全
圖
」、
左
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」） 

 

 

『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
に
は
張
溥
の
序
が
あ
る
が
、
圖
譜
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
て
お
ら
ず
、

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
一
圖
だ
け
を
補
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
理
由
を
推
測
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
廣
ま

り
で
あ
る
。
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
よ
り
前
、
萬
暦
年
間
こ
ろ
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
刻
顧
鄰
初
太
史

硃
批
詩
經
金
丹
』
の
卷
首
に
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
同
書
が
「
毛
詩
正
變
指

南
圖
」
を
収
錄
し
た
こ
と
は
不
可
解
で
あ
る
。
『
新
刻
顧
鄰
初
太
史
硃
批
詩
經
金
丹
』
は
朱
熹
『
詩
集

傳
』
の
註
釋
書
で
あ
る
の
に
對
し
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
內
容
は
漢
唐
の
註
疏
や
北
宋
の
『
詩
經
』

註
釋
を
主
と
し
て
い
る
。
一
方
、
『
新
刻
顧
鄰
初
太
史
硃
批
詩
經
金
丹
』
の
內
容
と
整
合
性
が
あ
る
の

は
、
む
し
ろ
朱
熹
の
說
を
主
體
と
し
た
「
詩
經
大
全
圖
」
で
あ
る
。
『
新
刻
顧
鄰
初
太
史
硃
批
詩
經
金

丹
』
の
編
者
が
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
収
錄
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
內
容
面
の
こ
と
を
考
慮
し
て
で

は
な
く
、
吳
繼
仕
以
降
、
連
年
飜
刻
さ
れ
た
『
六
經
圖
』
の
普
及
を
受
け
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
張
溥
が
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「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
一
部
を
採
錄
し
た
の
も
、
あ
る
い
は
同
じ
理
由
か
も
し
れ
な
い
。 

 

な
お
、
清
代
に
な
り
書
肆
の
唐
少
村
が
刊
刻
し
た
徐
九
一
（
徐
汧
）
輯
『
詩
經
大
全
』
（
康
熙
三
十

五
年
）
と
黃
際
飛
（
黃
越
）
校
訂
『
重
刻
詩
經
大
全
』
（
康
熙
五
十
六
年
）
の
附
錄
に
あ
る
「
詩
經
大

全
圖
」
は
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
の
も
の
と
同
じ
く
「
俴
駟
之
圖
」
を
収
錄
し
て
い
る
。
唐
少
村

は
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
の
附
錄
を
そ
の
ま
ま
収
錄
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

『
詩
經
大
全
』
の
附
錄
「
詩
經
大
全
圖
」
は
國
家
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
圖
譜
で
あ
り
、
明
代
で
は

安
易
に
改
編
す
る
こ
と
は
憚
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
が
編
纂
さ
れ

た
明
代
末
期
に
な
る
と
、
そ
の
権
威
は
既
に
揺
ら
い
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
勅
撰
の
「
詩
經
大

全
圖
」
は
全
國
の
學
宮
に
頒
布
さ
れ
て
お
り
、
清
代
に
も
少
な
か
ら
ず
傳
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
唐
少
村
が
敢
え
て
改
編
さ
れ
た
「
詩
經
大
全
圖
」
を
採
錄
し
た
の
は
、
明
末
に
起
こ
り
始
め
た

「
詩
經
大
全
圖
」
改
編
の
氣
運
を
受
け
繼
い
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

第
二
項 

形
態
面
の
改
編 

盧
謙
、
章
達
の
「
詩
經
圖
」
は
、
盧
謙
が
江
西
か
ら
持
ち
帰
っ
た
「
五
經
圖
石
本
」
を
、
章
達
が

書
物
の
體
裁
に
編
纂
し
直
し
て
飜
刻
し
た
『
五
經
圖
』
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
。「
五
經
圖
石
本
」
、
す

な
わ
ち
元
代
『
六
經
圖
碑
』
で
は
碑
の
二
面
に
樣
々
な
圖
譜
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
圖
譜

は
、
譜
で
あ
る
「
四
始
圖
」（
d1
）
と
「
思
無
邪
圖
」
（
d6
）
、
器
物
の
圖
で
あ
る
「
樂
器
周
車
戈
矛

之
圖
」
（
d12
）
と
「
冠
服
俎
豆
圭
璧
之
圖
（
d15
）
を
左
右
の
端
に
配
す
る
よ
う
に
、
類
似
し
た
內
容

の
圖
譜
が
左
右
對
稱
に
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
盧
謙
、
章
達
の
「
詩
經

圖
」
は
一
定
の
基
準
に
し
た
が
い
配
列
し
直
さ
れ
て
い
る
（
次
頁
の
表
十
七
）
。 

ま
ず
、
冒
頭
の
「
四
始
圖
」（
i1
）
か
ら
「
毛
詩
小
序
小
序
小
雅
大
雅
三
頌
」
（
i22
）
ま
で
は
一
覽

表
で
あ
る
「
譜
」
、
そ
し
て
地
圖
で
あ
る
「
十
五
國
風
地
理
圖
」
（
i12
）
、
天
文
や
軍
制
、
建
築
、
器

物
な
ど
の
圖
（
i13
～
i29
）
を
列
ね
、
末
尾
に
は
動
植
物
な
ど
の
名
稱
一
覽
（
i30
）
を
置
い
て
い

る
。
こ
の
順
序
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
元
代
の
羅
復
の
「
詩
傳
圖
」
と
類
似
し
て
い

る
。
『
五
經
圖
』
に
あ
る
李
維
禎
と
章
達
の
序
文
に
は
こ
れ
ら
の
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
一
切
言
及

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
圖
譜
に
基
づ
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
當
時
ま
ず
參
照
す
る
と
す
れ

ば
、
恐
ら
く
は
勅
撰
の
「
詩
經
大
全
圖
」
の
順
序
に
基
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
で
、
『
五
經
圖
』
の
「
詩
經
圖
」
に
は
、
一
つ
だ
け
『
六
經
圖
碑
』
に
は
見
え
な
い
「
六
義

圖
」
（
i3
）
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
（
次
頁
の
圖
三
十
二
）
。
先
に
示
し
た
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經

圖
」
の
項
目
は
清
末
か
ら
民
國
こ
ろ
に
作
成
さ
れ
た
二
種
の
拓
本
に
よ
っ
た
が
、
特
に
缺
け
た
箇
所

は
見
ら
れ
ず
、
「
六
義
圖
」
だ
け
が
脫
落
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
ま
た
、
清
の
康
煕
四
十
八
年
（
一
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七
〇
九
）
に
『
六
經
圖
碑
』
を
飜
刻
し
た
江
爲
龍
の
『
朱
子
六
經
圖
』
に
も
「
六
義
圖
」
は
見
え
な

い
。
こ
の
た
め
、
「
六
義
圖
」（
i3
）
は
章
達
に
よ
っ
て
增
補
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

圖
三
十
二
、
盧
謙
・
章
達
「
詩
經
圖
」
の
「
六
義
圖
」 

i30
鳥·

獸·

蟲·

魚·

金
玉·

草·

木·

菜·

穀
名
【
d23
】 

i25

圭
璧
禮
器
圖

【
d15
】 

i20
辟
廱
圖
【
d13
】 

i15

楚
丘
定
之
方

中
圖
【
d3
】 

i10

毛
詩
小
序
國

風
【
d22
】 

i6

賦
比
興
兼
義

圖
【
d10
】 

i1
四
始
圖
【
d1
】 

表
十
七
、
盧
謙
・
章
達
『
五
經
圖
』
中
の
「
詩
經
圖
」
收
錄
圖
一
覽 

 
i26

樂
器
雜
器
車
制

圖
【
d12
】 

i21

皋
門
應
門
之
圖

【
d16
】 

i16

公
劉
相
陰
陽
圖

【
d2
】 

i11

毛
詩
小
序
小
序

小

雅

大

雅

三

頌

【
d22
】 

i7
二
南·

邶
鄘
衛·
王
鄭·

齊
魏
唐
秦·

陳

檜
曹
豳·

三
頌
考
【
d7
】 

i2
思
無
邪
圖
【
d6
】 

i27
周
元
戎
圖
【
d19
】 

i22
泮
宮
圖
【
d17
】 

i17

公
車
千
乘
之
圖

【
d21
】 

i12

十
五
國
風
地
理

圖
【
d8
】 

i3
六
義
圖 

 

i28
秦
小
戎
圖
【
d18
】 

i23
豳
公
七
月
風
化

圖
【
d9
】 

i18
出
車
一
成
之
圖

【
d20
】 

i13

大

東

總

星

圖

【
d4
】 

i8
笙
歌
間
歌
笙
詩

圖
【
d7
】 

i4
三
經
三
緯
【
d10
】 

i29
兵
器
服
圖
【
d12
】 

i24
冠
服
圖
【
d15
】 

i19
靈
臺
圖
【
d14
】 

i14

七

月

流

火

圖

【
d5
】 

i9
風
雅
頌
【
d11
】 

i5

正
變
風
雅
之
圖

【
d10
】 
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第
四
節 

清
代
に
お
け
る
改
編 

清
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
、
前
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
改
編
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
も
の

は
七
種
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
三
種
は
康
煕
年
間
に
書
肆
が
刊
刻
し
た
『
詩
經
』
舉
業
書
の
附
錄
、
殘
り

の
四
種
は
雍
正
、
乾
隆
年
間
に
飜
刻
さ
れ
た
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
で
あ
る
。 

 

第
一
項 

『
詩
經
』
舉
業
書
の
附
錄
に
お
け
る
改
編 

一
、
姜
文
燦
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」 

姜
文
燦
が
編
纂
し
た
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
は
、
康
熙
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
の
『
詩
經
正
解
』

卷
首
の
附
錄
で
あ
る
。「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
の
典
據
に
つ
い
て
は
、『
詩
經
正
解
』
凡
例
に
「
諸
書
を

参
考
し
て
採
錄
し
た
」
と
あ
る
だ
け
で
、
具
體
的
な
こ
と
は
記
し
て
い
な
い
一
五

。
一
方
、
後
の
『
四
庫

全
書
總
目
』
は
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
の
內
容
を
「
南
宋
の
『
六
經
圖
』
や
明
の
馮
復
京
『
六
家
詩
名

物
疏
』
を
踏
襲
し
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
解
釋
は
極
め
て
淺
は
か
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
一
六

。 

 

し
か
し
、
こ
の
指
摘
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
全
九
十
七
項
目
（
次
頁

の
表
十
八
）
の
う
ち
、『
四
庫
全
書
總
目
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
南
宋
『
六
經
圖
』
の
「
毛
詩
正
變
指
南

圖
」
と
、
圖
、
解
說
と
も
に
同
じ
な
の
は
「
楚
丘
揆
日
景
圖
」（
j4
）
、「
公
劉
相
陰
陽
圖
」（
j5
）
、「
清

廟
閟
宮
」（
j12
）
、「
秦
小
戎
圖
」（
j68
）
の
四
圖
の
み
で
あ
り
、「
明
堂
」（
j11
）
は
圖
こ
そ
「
毛
詩
正

變
指
南
圖
」
の
も
の
だ
が
、
解
說
は
異
な
る
。 

 

古
者
、
祭
天
於
圓
丘
、
掃
地
而
祭
。
其
禮
極
簡
。
故
又
于
季
秋
之
月
、
大
享
于
明
堂
、
以
享
上
帝
、

以
文
王
配
。
傳
曰
、
宗
祀
文
王
於
明
堂
、
以
配
上
帝
。
我
將
之
詩
、
此
祀
文
王
所
歌
之
詩
也
。
明

堂
、
周
制
也
。 

（
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
「
我
將
明
堂
圖
」
） 

 

天
子
立
明
堂
者
、
所
以
通
神
靈
、
感
天
地
、
正
四
時
、
出
教
化
、
崇
有
德
重
有
道
。
宗
祀
先

王
、
祀
五
帝
也
。
其
制
上
圓
下
方
、
八
窻
四
闥
、
布
政
之
宫
。
在
國
之
陽
、
上
圓
法
天
、
下
方

法
地
、
八
窻
象
八
風
、
四
闥
法
四
時
、
九
室
法
九
州
十
二
堂
法
十
二
辰
、
三
十
六
户
法
三
十
六

雨
、
七
十
二
牖
法
七
十
二
風
、
乗
九
室
之
數
也
。
方
三
十
六
丈
通
天
屋
高
八
十
一
尺
、
黄
鍾
九

九
之
數
■
三
十
■
■
■
■
四
方
、
亦
七
宿
之
象
也
。 

※
■
は
判
讀
で
き
な
い
箇
所
。 

（
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
の
「
明
堂
」
） 
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「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
解
說
が
引
用
す
る
の
は
『
毛
詩
』
や
『
周
禮
』
の
註
疏
だ
が
、
「
深
柳
堂

詩
經
圖
考
」
の
ほ
う
は
「
七
十
二
牖
法
七
十
二
風
」
ま
で
は
『
白
虎
通
義
』
の
「
辟
雍
」
に
見
え
、
そ

の
後
は
北
宋
の
陳
祥
道
『
禮
書
』
卷
四
十
「
周
明
堂
」
に
見
え
る
一
七

。 

ま
た
、「
靈
臺
」（
j7
）
以
降
の
九
十
一
圖
は
、
北
宋
の
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』
か
ら
の
採
錄
や
出
典
未

詳
の
七
圖
な
の
を
除
き
、
す
べ
て
明
の
「
詩
經
大
全
圖
」
の
圖
で
あ
る
一
八

。
な
か
で
も
圖
と
解
說
と
も

※
「
 j1
」
は
書
中
に
圖
の
名
稱
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
假
に
「
天
文
圖
」
と
し
た
。 

※
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
同
じ
項
目
は
隅
付
括
弧
の
中
に
「
指
」。
『
三
禮
圖
』
と
同
じ
も
の
は
「
三
」
、
典
據
未
詳
は
「
未
」
と
し
た
。 

 

 

j97
鞞 

j89
升
斗 

j81
圉 

j73
胄 

j65
旟 

j57
簫 

j49
圭
（
桓
圭
、

信
圭
、
躬
圭
）

【
三
】 

j41
琴 

j33
俎 

j25
雜
佩 

j17
袞
衣 

j9
皋
門
應
門 

j1
天
文
圖 

表
十
八
、
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
收
錄
圖
一
覽 

 

j90
筐
筥 

j82
柷 

j74
干 

j66
旐 

j58
鞉
【
未
】 

j50

璧
（
榖

璧
、
蒲
璧
） 

j42
瑟 

j34
簋 

j26
韘 

j18

羔
裘
豹

飾 j10
泮
宮 

j2

月
淹
日

光
為
日
食
之

圖 

j91
旂 

j83
籥 

j75
戈 

j67

周
元
戎

圖 j59
殳 

j51
圭
瓚 

j43
犧
尊 

j35
登 

j27
縭 

j19
狐
裘 

j11
明
堂

【
指
】 

j3

地
影
蔽

月
為
月
食
之

圖 

j92
旄 

j84
鼎 

j76
戚 

j68

秦

小

戎

圖
【
指
】 

j60
矛 

j52
璋
瓚 

j44
壺 

j36
爵 

j28
帨 

j20
繡
裳 

j12

清

廟

閟

宮
【
指
】 

j4

楚

丘

揆

日
景
圖
【
指
】 

j93
旌 

j85
鬵 

j77
揚 

j69
輪
・
輻 

j61
弓 

j53
鐘 

j45
鬱
鬯 

j37
斝 

j29
笄 

j21
芾
鞞 

j13
冔 

j5

公
劉
相

陰

陽

圖

【
結
】 

j94
侯 

j86
錡 

j78
塤 

j70
轂 

j62
虎
韔 

j54
鼓 

j46
卣 

j38
罍 

j30
揥 

j22
邪
幅 

j14
弁 

j6
輿
地
全
圖
內

標
十
五
國
都
故

址 

j95
決

【
未
】 

j87
釜 

j79
管 

j71
輈 

j63
矢 

j55
磬 

j47
秬
黍 

j39
几

【
三
】 

j31
籩 

j23
瑱 

j15
臺
笠 

j7
靈
臺 

j96
拾

【
未
】 

j88
缶 

j80
篪 

j72
甲 

j64
魚
服 

j56
笙 

j48
楅
衡 

j40
筵

【
三
】 

j32
豆 

j24
觹 

j16
緇
撮 

j8
辟
雍 
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に
「
詩
經
大
全
圖
」
と
同
じ
な
の
は
「
矛
」（
j60
）
、「
虎
韔
」
（
j62
）
、「
魚
服
」
（
j64
）
、「
周
元
戎

圖
」
（
j67
）
、「
輪
」
（
j69
）
、「
轂
」
（
j70
）
、「
柷
」
（
j82
）
、「
釜
」
（
j87
）
、「
鞞
」
（
j97
）

の
九
項
目
で
あ
る
。
そ
の
他
の
項
目
の
解
說
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
『
毛
詩
』
の
註
疏
、
『
三
禮

圖
』
、
朱
熹
『
詩
集
傳
』
、
『
六
家
詩
名
物
疏
』
な
ど
の
訓
釋
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
冒
頭
の
「
天
文
圖
」
（
j1
）
、
「
月
淹
日
光
爲
日
食
之
圖
」
（
j2
）
、

「
地
影
蔽
月
爲
月
食
之
圖
」
（
j3
）
の
天
文
圖
三
種
は
、
そ
れ
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
見
ら
れ
な
い

（
本
頁
の
圖
三
十
三
）
。「
天
文
圖
」
（
j1
）
は
明
の
章
潢
『
圖
書
編
』
の
「
昊
天
垂
象
圖
」
に
類
似
す

る
が
、
圖
中
に
は
「
昊
天
垂
象
圖
」
に
な
い
「
赤
道
」
「
黄
道
」
を
示
す
円
を
描
い
て
い
る
一
九

。
姜
文

燦
が
「
昊
天
垂
象
圖
」
を
改
編
し
た
か
、
他
に
「
赤
道
」「
黄
道
」
を
示
し
た
圖
が
あ
り
、
そ
れ
を
採
錄

し
た
可
能
性
が
あ
る
。「
月
淹
日
光
爲
日
食
之
圖
」（
j2
）
と
「
地
影
蔽
月
爲
月
食
之
圖
」
（
j3
）
は
、

末
尾
に
錢
塘
の
洪
雲
來
な
る
人
物
が
著
し
た
「
交
食
論
」
と
い
う
日
月
食
の
原
理
に
關
す
る
解
說
が
あ

り
、
あ
る
い
は
こ
の
人
物
が
作
成
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
二
〇

。 

 

圖
三
十
三
、「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
の
天
文
圖 

  
 

 

以
上
の
よ
う
に
、「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
の
內
容
は
「
詩
經
大
全
圖
」
を
主
と
し
て
、『
詩
經
』
以
外

の
圖
譜
や
諸
書
を
廣
く
採
錄
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
採
錄
の
基
準
は
『
詩
經
正
解
』
に
言
及
が
な
く
明

ら
か
に
し
が
た
い
。
だ
が
、
編
者
の
姜
文
燦
に
は
、
明
代
以
來
の
標
準
的
な
『
詩
經
』
圖
譜
で
あ
っ
た

「
詩
經
大
全
圖
」
を
改
編
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
『
詩
經
』
圖
譜
を
作
ろ
う
と
す
る
意
圖
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
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二
、
趙
燦
英
『
詩
經
集
成
』 

趙
燦
英
が
編
纂
し
た
「
詩
經
圖
考
」
は
、
康
熙
二
十
六
年
（
一
六
九
〇
）
の
舉
業
書
『
詩
經
集
成
』

卷
首
の
附
錄
で
あ
る
。
『
詩
經
集
成
』
の
な
か
で
、
趙
燦
英
は
「
詩
經
圖
考
」
の
典
據
に
言
及
し
て
い

な
い
が
、
そ
の
內
容
は
先
述
の
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。
兩
圖
の
違
い
は
「
深

柳
堂
詩
經
圖
考
」
の
冒
頭
に
あ
る
天
文
關
聯
の
三
圖
（
j1
、
j2
、
j3
）
と
、「
輿
地
全
圖
內
標
十
五
國

都
故
址
」
（
j6
）
が
削
ら
れ
て
お
り
、
圖
の
順
序
が
一
部
異
な
る
。 

「
詩
經
圖
考
」
の
編
纂
意
圖
は
『
詩
經
集
成
』
の
凡
例
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
、
圖
譜
は
科

舉
受
驗
の
學
習
に
必
ず
し
も
役
立
つ
わ
け
で
は
な
い
が
舊
來
の
書
物
に
あ
る
こ
と
か
ら
収
錄
し
た
こ

と
、
そ
し
て
古
今
共
通
の
事
物
は
「
天
官
」
、「
輿
圖
」
、「
物
象
」
の
諸
書
に
考
察
さ
れ
て
い
る
た
め
詳

細
を
述
べ
ず
、
異
な
る
事
物
は
失
傳
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
一
部
を
収
錄
し
た
と
い
う
二
點
が
舉
げ

ら
れ
て
い
る
二
一

。 

「
詩
經
圖
考
」
は
そ
の
名
稱
と
內
容
か
ら
、
明
ら
か
に
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
を
改
編
し
た
圖
譜
で

あ
る
。
た
だ
し
、
改
編
を
行
っ
た
理
由
は
他
書
に
あ
る
事
物
を
省
略
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
特
に
古
今

で
共
通
す
る
と
い
う
理
由
で
地
圖
や
天
文
圖
を
削
っ
た
こ
と
は
、
讀
者
が
參
照
す
る
上
で
必
要
性
が
あ

っ
た
と
は
考
え
難
い
。
そ
も
そ
も
、
編
者
の
趙
燦
英
は
圖
譜
が
「
受
驗
學
習
に
役
立
つ
と
は
限
ら
な
い
」

と
し
、
収
錄
理
由
に
つ
い
て
も
「
舊
來
の
書
物
に
も
附
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ

た
二
二

。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
詩
經
圖
考
」
に
お
け
る
改
編
は
『
詩
經
』
の
學
習
や
解
釋
と
は
別

の
要
因
、
例
え
ば
刊
刻
費
用
の
削
減
な
ど
、
經
濟
的
な
側
面
か
ら
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。 

 

三
、
高
朝
瓔
『
詩
經
體
註
圖
考
』 

 

康
熙
五
十
年
（
一
七
一
一
）
に
高
朝
瓔
が
編
纂
し
た
舉
業
書
『
詩
經
體
註
圖
考
』
に
は
全
八
十
七
項

目
の
圖
譜
が
収
錄
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
圖
の
み
で
解
說
は
な
い
（
次
頁
の
表
十
九
）。 

圖
譜
の
典
據
は
、『
詩
經
體
註
圖
考
』
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
詩
經
體
註
圖
考
』
の
圖
を

他
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
比
べ
る
と
、
大
部
分
は
「
詩
經
大
全
圖
」
か
ら
の
採
錄
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
書

中
に
「
俴
駟
」
圖
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
高
朝
瓔
は
明
代
の
勅
撰
「
詩
經
大
全
圖
」
で
は
な
く
、
明
末

の
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
か
、
清
代
に
唐
少
村
が
飜
刻
し
た
「
詩
經
大
全
圖
」
を
參
照
し
た
の
だ
ろ

う
。
こ
の
ほ
か
、
末
尾
の
「
視
濯
視
牲
圖
」
は
北
宋
の
楊
復
『
儀
禮
圖
』
に
見
え
る
圖
で
あ
る
二
三

。 

 

內
容
面
か
ら
見
れ
ば
、
『
詩
經
體
註
圖
考
』
は
「
詩
經
大
全
圖
」
の
天
文
地
理
、
器
物
圖
を
取
り
出

し
、
「
視
濯
視
牲
圖
」（
k87
）
を
補
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
先
述
し
た
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
の
よ
う
な

大
幅
な
改
編
は
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
特
徵
は
、
上
圖
下
文
の
形
式
で
本
文
中
に
圖
を
示
し
た
こ
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と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
說
な
ど
で
は
古
く
よ
り
見
ら
れ
る
が
、
『
詩
經
』
の
圖
譜
で
は
『
詩
經
體
註

圖
考
』
ま
で
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
體
裁
で
あ
る
（
次
頁
の
圖
三
十
四
）
。 

 

高
朝
瓔
は
序
文
の
な
か
で
圖
も
「
經
書
の
內
容
を
探
究
す
る
た
め
の
手
が
か
り
」
で
あ
り
、
圖
を
附

す
こ
と
で
「
む
や
み
に
受
驗
學
習
の
參
考
書
を
提
供
す
る
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
二
四

。『
詩
經

體
註
圖
考
』
が
舉
業
書
の
體
裁
を
と
る
以
上
、
編
纂
者
が
本
心
か
ら
圖
譜
を
經
學
探
究
の
材
料
と
考
え

て
い
た
の
か
や
や
疑
わ
し
い
。
し
か
し
、
南
宋
の
頃
よ
り
『
詩
經
』
卷
首
の
附
錄
が
多
か
っ
た
『
詩
經
』

圖
譜
が
、『
詩
經
』
本
文
と
容
易
に
對
照
で
き
る
よ
り
實
用
的
な
形
式
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
、『
詩
經
』

※
k13
「
爵
」
、
k34
「
甲
」
、
k52
「
大
東
總
星
圖
」
、
k65
「
斝
」
は
書
中
に
圖
の
名
稱
が
無
い
た
め
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
に
見
え
る
同
じ

圖
の
名
稱
を
記
し
た
。 

 

 

k81
管 

k71
圭
（
桓
圭
、

佶
圭
、
信
圭
、

躬
圭
） 

k61
璋
瓚 

k51
篪 

k41
豆 

k31
小
戎
（
輈
、

轂 

等
） 

k21
弁 

k11
帨 

k1
十
五
國
風

地
理
圖 

表
十
九
、
『
詩
經
體
注
圖
考
』
收
錄
圖
一
覽 

k82
鼎 

k72
壺 

k62
靈
臺 

k52

大
東
總

星
圖 

k42
袞
衣 

k32
俴
駟 

k22

璧
（
榖

璧
、
蒲
璧
） 

k12
籥 

k2
琴 

k83
泮 

k73

秬 

k63
辟

雍 k53
俎 

k43
笙 

k33
虎

韔 k23
觹 

k13
爵 

k3
瑟 

k84
楅

衡 k74
鬯 

k64
登 

k54
鞞 

k44
魚

服 k34
甲 

k24
韘 

k14
笄 

k4
鐘 

k85

犧

尊 k75
卣 

k65
斝 

k55
芾 

k45
旐 

k35
簋 

k25
殳 

k15
瑱 

k5
鼓 

k86
貝 

k76
鞉 

k66
干 

k56
邪

幅 k46
旂 

k36
缶 

k26
酋

矛 k16
揥 

k6
罍 

k87

視

濯

視
牲
圖 

k77
磬 

k67
戈 

k57
台
笠 

k47
元
戎 

k37
鬵 

k27
雜
佩 

k17

定

中

揆
日
圖 

k7
筐 

 

k78
柷 

k68
戚 

k58

緇

撮 k48
决 

k38
流

火 k28
侯 

k18
旄 

k8
筥 

k79
圉 

k69
揚 

k59
皋
門

應
門 

k49
拾 

k39
縭 

k29
輻 

k19
旟 

k9
錡 

k80
簫 

k70
相

陰
陽 

k60
圭

瓚 k50
塤 

k40
籩 

k30
輪 

k20
旌 

k10
釜 

107



圖
譜
の
變
遷
過
程
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
變
化
で
あ
っ
た
。 

 圖
三
十
四
、『
詩
經
體
註
圖
考
』
の
圖
譜 

 
 

 

 

第
二
項
、
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
と
改
編 

一
、
盧
雲
英
「
詩
經
圖
」 

 

盧
雲
英
は
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
、
そ
の
祖
で
あ
る
盧
謙
が
飜
刻
し
た
『
五
經
圖
』
を
再
び
飜
刻

し
た
。
盧
雲
英
『
五
經
圖
』
の
凡
例
に
は
「
底
本
に
は
解
說
の
な
い
圖
が
あ
る
の
で
「
經
傳
」
や
他
書

か
ら
節
錄
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
實
際
、
盧
謙
本
は
そ
の
底
本
と
な
っ
た
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』

と
同
じ
く
圖
に
對
應
す
る
解
說
が
無
い
の
に
對
し
て
、
盧
雲
英
本
に
は
複
數
の
圖
に
解
說
が
附
さ
れ
て

い
る
（
次
頁
の
表
二
十
）
。 

表
二
十
に
示
し
た
よ
う
に
、
天
文
地
理
の
圖
に
相
當
す
る
「
七
月
流
火
圖
」（
l11
）
か
ら
「
公
劉
相

陰
陽
圖
」（
l15
）
、
建
築
圖
の
「
靈
臺
圖
」（
l18
）
か
ら
「
泮
宮
圖
」(

l21)

、
そ
し
て
衣
冠
器
物
の
圖
で

あ
る
「
冠
服
圖
」（
l23
）
か
ら
「
樂
器
圖
」（
l26
）
ま
で
と
「
兵
器
服
圖
」（
l31
）
に
は
、
新
た
に
解
說

が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
內
容
は
明
の
勅
撰
「
詩
經
大
全
圖
」
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

盧
雲
英
本
の
凡
例
に
あ
る
「
經
傳
」
が
『
詩
經
大
全
』
を
含
む
明
代
の
『
五
經
大
全
』
を
指
す
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
（
次
頁
の
圖
三
十
五
）
。 

ま
た
、
盧
雲
英
本
「
詩
經
圖
」
の
圖
は
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
底
本
で
あ
る
盧
謙
本
と
同
じ
だ
が
、
唯
一

「
靈
臺
圖
」（
l18
）
だ
け
は
圖
が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
（
次
々
頁
の
圖
三
十
六
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
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盧
雲
英
本
何
か
に
基
づ
い
た
の
か
、
新
た
に
描
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。 

   

圖
三
十
五
、「
七
月
流
火
圖
」（
上
は
「
詩
經
大
全
圖
」
、
下
は
盧
雲
英
「
詩
經
圖
」
） 

 

  

l30
秦
小
戎
圖 

l25
禮
器
圖
（
圭
璧

禮
器
圖
）【
大
全
】 

l20
皋
門
應
門
之
圖

【
大
全
】 

l15
公
劉
相
陰
陽
圖

【
大
全
】 

l10
毛
詩
小
序
（
毛

詩
小
序
小
序
小
雅

大
雅
三
頌
） 

l6
賦
比
興
兼
義
圖 

l1
四
始
圖 

表
二
十
、
盧
雲
英
『
五
經
圖
』
中
の
「
詩
經
圖
」
收
錄
圖
一
覽 

l31

兵
器
服
圖
【
大

全
】 

l26
樂
器
圖
（
樂
器
雜

器
車
制
圖
）【
大
全
】 

l21
泮
宮
圖
【
大
全
】 

l16
公
車
千
乘
之
圖 

l11
七
月
流
火
圖
【
大

全
】 

l7
十
五
國
考·
二
雅
考·

三
頌
（
二
南·

邶
鄘

衛·

王
鄭·

齊
魏
唐
秦·
陳
檜
曹
豳·

三
頌
考
） 

l2
思
無
邪
圖 

l32
鳥·

獸·

蟲·

魚·

金
玉·

草·

木·

菜·

穀
名 

l27
雜
器
圖
（
樂
器
雜

器
車
制
圖
） 

l22

豳
公
七
月
風
化

圖 l17
出
車
一
成
之
圖 

l12

十
五
國
風
地
理

圖
【
大
全
】 

l3
六
義
圖 

l28
車
制
圖
圖
（
樂
器

雜
器
車
制
圖
） 

l23
冠
服
圖
【
大
全
】 

l18
靈
臺
圖
【
大
全
】 

l13
大
東
總
星
圖
【
大

全
】 

l8
賦
比
興
三
體
（
風

雅
頌
） 

l4
三
經
三
緯 

l29
周
元
戎
圖 

l24
佩
用
圖
（
圭
璧
禮

器
圖
）【
大
全
】 

l19
辟
廱
圖
【
大
全
】 

l14
楚
丘
定
之
方
中
圖

【
大
全
】 

l9
毛
詩
小
序
國
風 

l5
正
變
風
雅
之
圖 
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圖
三
十
六
、「
靈
臺
圖
」（
右
は
明
の
盧
謙
本
、
左
は
清
の
盧
雲
英
本
） 

 

 

 

 

二
、
王
皜
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」 

 

乾
隆
五
年
（
一
七
四
〇
）、
王
皜
が
編
纂
し
た
『
六
經
圖
定
本
』
に
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
収
錄

さ
れ
て
い
る
。
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
題
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
宋
の
楊
甲
が
編
纂
し
た
同
名
の

『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
實
際
の
內
容
は
相
當
異
な
る
（
次
頁
の
表
二
十
一
）
。 

『
六
經
圖
定
本
』
の
王
皜
の
自
序
に
は
、
元
の
「
六
經
圖
碑
」
、
南
宋
『
六
經
圖
』
の
最
も
古
い
飜

刻
で
あ
る
明
の
吳
繼
仕
本
や
、
そ
の
後
ま
も
な
く
飜
刻
さ
れ
た
郭
若
維
本
、
既
述
し
た
清
代
の
江
爲
龍

本
や
潘
寀
鼎
本
と
い
っ
た
諸
本
を
對
照
し
て
圖
譜
の
遺
漏
や
省
略
を
發
見
し
た
た
め
、
南
宋
の
『
六
經

圖
』
を
主
と
し
、
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
を
副
と
し
て
後
學
の
た
め
に
校
勘
を
試
み
た
と
い
う
。
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王
皜
が
參
照
し
た
資
料
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
末
尾
に
あ
る
「
毛
詩
圖
參
訂
」
に
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
は
、「
毛
詩
圖
石
本
」
、
す
な
わ
ち
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
「
四

始
圖
」（
m5
）
、「
六
義
圖
」（
m6
）
、「
三
經
三
緯
圖
」（
m7
）
、「
思
無
邪
圖
」（
m8
）
、「
正
變
風
雅
圖
」

（
m9
）
、
「
比
興
賦
兼
義
圖
」
（
m10
）
、
「
升
歌
間
歌
笙
詩
之
圖
」
（
m11
）
、
「
豳
公
七
月
風
化
圖
」
（
m17
）

は
「
吳
本
」
、
す
な
わ
ち
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
吳
繼
仕
飜
刻
本
で
は
失
わ
れ
た
圖
譜
な
の

で
補
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
「
楚
邱
定
之
方
中
圖
」（
m13
）
、
「
大
東
總
星
圖
」
（
m14
）
、
「
七
月
流
火
圖
」

（
m16
）
、
「
車
制
圖
」
（
m25
）
、
「
冠
服
圖
」
（
m30
）
、
「
兵
器
服
圖
」
（
m31
）
、
「
佩
用
圖
」
（
m32
）
、
「
禮
器

※
表
中
、
圖
と
解
說
と
も
に
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
同
じ
項
目
は
網
掛
け
し
、『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
と
同
じ

項
目
は
枠
で
圍
っ
た
。
圖
と
解
說
が
異
な
る
項
目
は
、
隅
付
括
弧
内
に
、
共
通
す
る
圖
、
解
說
の
順
で
示
し
斜
線
で
區

切
っ
た
。「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
「
指
」、『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
は
「
碑
」、「
詩
經
大
全
圖
」
は
「
大
全
」、

『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
本
文
は
「
傳
說
」、
同
書
の
「
詩
傳
圖
」
は
「
欽
」、
盧
謙
あ
る
い
は
盧
雲
英
『
五
經
圖
』

の
「
詩
經
圖
」
は
「
盧
」
と
略
し
た
。 

m30
冠
服
圖
【
碑

＼
大
全
】 

m24

秦
小
戎
圖

【
指
・
碑
＼

欽
】 

m18

皋
門
應
門

圖
【
碑
＼
欽
】 

m12

十
五
國
風

地
理 

m6
六
義
圖
【
盧

＼
欽
】 

m1
詩
篇
名 

表
二
十
一
、
王
皜
『
六
經
圖
定
本
』
所
収
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
收
錄
圖
一
覽 

m31

兵

器

服

圖

【
碑
＼
大
全
】 

m25
車
制
圖
【
碑

＼
欽
】 

m19
齊
國
風
挈
壺

氏
圖 

m13
楚
邱
定
之
方

中
圖
【
碑
＼
指
】 

m7
三
經
三
緯 

m2
作
詩
時
世 

m32
佩
用
圖
【
碑

＼
大
全
】 

m26
載
芟
藉
田
圖 

m20
辟
廱
圖
【
碑

＼
未
詳
】 

m14
大
東
總
星
圖

【
碑
＼
欽
】 

m8

思

無

邪

圖

【

碑

＼

欽

な

ど
】 

m3
周
公
、
召
公
、
衛
、
齊
、
鄒
、
曹
、

陳
、
秦
、
晉
、、
宋
世
次 

m33
禮
器
圖
【
碑

＼
大
全
】 

m27

甫
田
歲
取

十
千
圖 

m21
泮
宮
圖
【
碑

＼
欽
】 

m15

公
劉
相
陰

陽
圖
【
碑
＼

欽
】 

m9

正
變
風
雅

圖 

m32
器
物
釋
名 

m28
大
田
雨
我
公

田
圖 

m22

出
車
一
乘

圖 m16
七
月
流
火
圖

【
碑
＼
欽
】 

m10

賦
比
興
兼

義
圖 

m4
族
譜 

 
m29
我
將
明
堂
圖 

m23

周

元

戎

圖

【
指
・
碑
＼
傳
說
】 

m17

豳
公
七
月
風

化
圖
【
碑
＼
欽
】 

m11

升
歌
間
歌
笙

詩
之
圖
【
碑
＼
未

詳
】 

m5
四
始
圖
【
碑
＼

欽
】 
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圖
」（
m33
）
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
不
足
の
あ
る
圖
な
の
で
、「
御
書
詩
經
圖
」
に
よ
っ
て

補
っ
た
と
い
う
二
五

。
前
頁
の
表
二
十
一
に
あ
る
よ
う
に
、
確
か
に
王
皜
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
収
錄

す
る
圖
譜
の
大
部
分
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
『
六
經
圖
碑
』
の
い
ず
れ
か
に
既
出
の
も
の

で
あ
り
、
解
說
に
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
本
文
や
「
詩
傳
圖
」
か
ら
採
錄
さ
れ
た
も
の
が
散
見

す
る
。 

 

し
か
し
、
一
部
の
內
容
に
は
、
王
皜
の
記
し
た
編
纂
、
校
勘
の
經
緯
と
や
や
異
な
る
點
も
あ
る
。
例

え
ば
、
「
六
義
圖
」
（
m6
）
は
『
六
經
圖
碑
』
の
飜
刻
で
あ
る
盧
謙
や
盧
雲
英
の
『
五
經
圖
』
に
初
め

て
見
え
る
圖
譜
で
あ
り
、
『
六
經
圖
碑
』
の
原
碑
の
み
を
參
照
し
た
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
ま
た
、
「
冠

服
圖
」
（
m30
）
か
ら
「
禮
器
圖
」
（
m33
）
ま
で
の
解
說
は
、
す
べ
て
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
に
見

え
る
。
こ
の
箇
所
だ
け
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
に
據
ら
な
か
っ
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の

よ
う
に
、
王
皜
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
収
錄
基
準
に
不
明
な
點
は
あ
る
も
の
の
、
全
體
と
し
て
は
宋

元
『
詩
經
』
圖
譜
を
折
衷
し
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
解
說
を
加
え
て
編
纂
さ
れ
た
新
た
な
圖
譜

で
あ
っ
た
。 

 

三
、
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」 

 

「
詩
經
圖
」
は
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
に
刊
刻
さ
れ
た
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
圖
譜
は
、
乾
隆
八
年
述
古
堂
版
が
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
版
に
よ
っ
て
収
錄
す
る
圖

や
順
序
が
一
部
異
な
る
。
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
昌
平
坂
學
問
所
舊
藏
本
お
よ
び
木
村
蒹
葭
堂
舊
藏
本

に
よ
っ
て
、
そ
の
収
錄
項
目
を
示
す
と
、
次
の
表
二
十
二
の
よ
う
に
な
る
。 

『
六
經
圖
』
の
鄭
之
僑
自
序
に
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
に
誤
り
が
多
か
っ
た
た
め
、
諸
說
を
集
め

て
校
訂
し
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
凡
例
に
は
収
錄
內
容
ご
と
の
校
訂
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
詩
經

圖
」
に
關
し
て
は
、
地
理
圖
の
誤
り
は
「
大
全
舊
本
」
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
こ
と
、
車
服
禮
器
の
誤
り

は
「
舊
圖
」
を
廣
く
參
照
し
て
補
っ
た
こ
と
、
明
堂
は
陳
祥
道
『
隷
書
』
と
楊
氏
、
李
氏
の
說
を
合
わ

せ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
二
六

。
ま
た
、「
冠
服
俎
豆
圭
璧
之
圖
」（
n25
）
の
冒
頭
に
は
「
大
全
」
か
ら
解

說
を
補
っ
た
と
い
う
註
記
が
あ
る
二
七

。 

實
際
に
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」
を
他
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
比
較
し
て
み
る
と
、
圖
は
地
理
圖
を
除
き
改

編
さ
れ
て
お
ら
ず
、
表
二
十
二
に
示
し
た
よ
う
に
、
n3
～
n7
、
n10
、
n12
、
n13
、
n15
～
n20
、
n23
～
n27

の
十
九
項
目
に
解
說
を
補
っ
て
い
る
。
先
に
舉
げ
た
凡
例
に
は
鄭
之
僑
が
「
大
全
舊
本
」
す
な
わ
ち
明

の
『
五
經
大
全
』、
そ
し
て
陳
祥
道
『
隷
書
』
を
參
照
し
た
と
あ
る
が
、「
詩
經
圖
」
の
解
說
の
な
か
で

『
詩
經
大
全
』
か
ら
補
っ
て
い
る
項
目
は
「
皋
門
應
門
圖
」
（
n17
）
と
「
明
堂
之
圖
」（
n23
）
の
み
で

あ
る
。
ほ
か
の
「
朱
子
曰
」
と
朱
熹
の
言
辞
を
引
用
す
る
箇
所
は
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
詩
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傳
圖
」
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
採
錄
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
四
始
之
圖
」

（
n3
）
や
「
公
劉
相
陰
陽
圖
」（
n7
）
の
よ
う
に
、『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
か
ら
引
用
し
た
解
說
に
、

さ
ら
に
他
書
の
記
載
を
追
加
し
た
圖
譜
も
あ
る
（
次
頁
の
圖
三
十
七
）
。
「
詩
經
圖
」
は
凡
例
と
異
な

り
、
鄭
之
僑
は
主
に
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
に
依
據
し
て
『
六
經
圖
碑
』
を
校
訂
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
北
京
大
學
所
藏
の
版
本
で
は
、
表
二
十
二
の
項
目
以
外
に
「
十
五
國
世
次
圖
」
、「
作
詩

時
世
之
圖
」、「
日
月
交
食
圖
」
の
三
圖
が
見
え
る
。「
十
五
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
之
圖
」
は
「
詩

經
大
全
圖
」
や
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
詩
傳
圖
」
に
既
出
の
圖
、
「
日
月
交
食
圖
」
は
姜
文
燦

「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
に
同
樣
の
圖
（
表
十
八
「
j1
」
）
が
見
え
る
（
次
頁
の
圖
三
十
八
）
。
鄭
之
僑
の

凡
例
に
こ
れ
ら
の
圖
譜
の
增
補
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
鄭
之
僑
が
加
え
た
も
の
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は

な
い
。 

                     

※
隅
付
括
弧
内
に
は
、
解
說
の
典
據
を
示
し
た
。「
傳
說
」
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
本
文
、「
欽
」
は
同
書
の

「
詩
傳
圖
」
、
「
指
」
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、
そ
の
他
は
書
名
を
記
し
た
。
複
数
の
典
據
が
あ
る
も
の
は
斜
線
で

區
切
っ
た
。 

n25
冠
服
俎
豆
圭

璧
之
圖
【
欽
】 

n19

周

元

戎

圖

【
欽
】 

n13
正
變
風
雅
圖

【
欽
】 

n7
公
劉
相
陰
陽

圖
【
欽
・
指
】 

n1
十
五
國
風
地

理
之
圖 

表
二
十
二
、
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
の
「
詩
經
圖
」
收
錄
圖
一
覽 

n26
樂
器
舟
車

戈

矛

之

圖

【
欽
】 

n20
秦
小
戎
圖

【
欽
】 

n14
升
歌
間
歌

笙
詩
之
圖 

n8
豳
公
七
月

風
化
圖 

n2
思
無
邪
圖 

n27

毛

詩
小
序

之
圖
【
欽
】 

n21

公

車
千
乘

之
圖 

n15

靈

臺
之
圖

【
不
明
】 

n9
二
南·

邶
鄘

衛·

王
鄭·

齊
魏

唐
秦·

陳
檜
曹

豳·

周
魯
商
頌 

n3

四

始
之
圖

【
大
序
・
欽
】 

n28
鳥
獸
草
木
之

名 n22
出
車
一
乘
圖 

n16
辟
廱
圖
【
欽
】 

n10
詩
有
六
義
之

圖
【
欽
】 

n4
大
東
總
星
之

圖
【
欽
】 

 

n23
明
堂
之
圖

【
白
虎
通·

禮

記
大
全
】 

n17
皋
門
應
門

圖
【
詩
經
大

全
】 

n11
經
緯
總
圖 

n5
楚
邱
定
之

方
中
圖
【
欽
】 

n24
清
廟
閟
宮
之

圖
【
指
】 

n18
泮
宮
圖
【
欽
】 

n12
賦
比
興
兼
義

圖
【
傳
說
】 

n6
七
月
流
火
圖

【
欽
】 
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圖
三
十
七
、「
四
始
圖
」（
右
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』、
左
は
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」） 

 

 
 

 

圖
三
十
八
、
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」
の
「
十
五
國
世
次
圖
」、「
作
詩
時
世
之
圖
」、「
日
月
交
食
圖
」 
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四
、
楊
魁
植
「
詩
經
圖
」 

 

こ
の
「
詩
經
圖
」
は
、
楊
魁
植
、
楊
文
源
父
子
が
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
を
も
と
に
編
纂
、
校
訂
し

乾
隆
三
十
七
年
（
一
七
七
二
）
こ
ろ
に
完
成
し
た
『
九
經
圖
』
の
一
篇
で
あ
る
。
本
書
は
、
『
六
經
圖

碑
』
の
「
六
經
」
の
「
春
秋
圖
」
を
「
左
氏
」
、「
公
羊
」
、「
穀
梁
」
三
傳
に
分
け
、
宋
代
の
聶
崇
義
『
三

禮
圖
』
や
楊
復
『
儀
禮
圖
』
を
も
と
に
作
成
し
た
「
儀
禮
圖
」
を
加
え
た
た
め
、『
九
經
圖
』
と
な
っ
て

い
る
。 

 

『
九
經
圖
』
の
凡
例
に
は
校
訂
に
つ
い
て
、
禮
は
「
欽
定
三
禮
義
疏
」
に
依
據
し
た
と
あ
る
以
外
、

ほ
か
の
資
料
に
言
及
し
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
經
書
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
註
釋
に
よ
っ
て
樣
々
な
解
釋

が
あ
る
の
で
、
讀
者
が
自
身
の
見
解
に
從
え
ば
よ
い
と
述
べ
て
い
る
二
八

。 

 

楊
魁
植
「
詩
經
圖
」
の
內
容
を
見
る
と
、
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
通
り
解
說
の
無
い
箇
所
が

多
い
（
次
頁
の
表
二
十
三
）。
し
か
し
、
「
四
始
之
圖
」
（
n1
）
、
「
公
劉
相
陰
陽
圖
」
（
n6
）
、
「
周
元
戎

圖
」（
n19
）
の
三
圖
に
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
詩
傳
圖
」
と
全
く
同
じ
解
說
を
附
し
て
い
る
。

禮
圖
と
同
じ
く
、
楊
魁
植
は
「
詩
經
圖
」
で
も
清
の
欽
定
書
を
參
照
し
、
增
補
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
末
尾
に
は
『
六
經
圖
碑
』
に
は
な
か
っ
た
「
作
詩
時
世
圖
」
が
補
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
恐
ら

く
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
か
ら
採
錄
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
楊
魁
植
「
詩
經
圖
」
は
『
六

經
圖
碑
』
の
不
足
を
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
詩
傳
圖
」
よ
り
補
っ
た
圖
譜
で
あ
っ
た
。 

『
九
經
圖
』
の
編
者
楊
氏
父
子
が
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
詩
傳
圖
」
以
外
の
圖
譜
や
諸
家
の

說
を
採
ら
な
か
っ
た
原
因
の
一
つ
は
、
『
九
經
圖
』
の
主
な
編
纂
目
的
が
經
書
の
學
習
、
な
か
で
も
科

舉
試
驗
對
策
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
『
九
經
圖
』
に
寄
せ
ら
れ
た
諸
氏
の
序
に
は
、
學
生
が
受
驗
學
習

に
努
力
す
る
ほ
ど
見
聞
を
狭
め
て
い
る
こ
と
や
、
圖
譜
が
經
書
の
解
釋
に
役
立
ち
見
聞
を
廣
め
る
と
い

っ
た
編
纂
意
義
を
舉
げ
て
い
る
二
九

。
こ
れ
に
對
し
て
、
編
者
の
楊
文
源
の
序
に
は
「
近
頃
の
科
舉
は
秋

に
開
催
さ
れ
、
策
問
に
は
し
ば
し
ば
圖
學
が
出
題
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
父
が
苦
心
探
究
し
て
『
九
經
圖
』

を
編
纂
し
た
こ
と
を
思
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
三
〇

。
こ
の
よ
う
に
科
舉
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
た

た
め
、
『
九
經
圖
』
の
「
詩
經
圖
」
で
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
以
外
の
內
容
を
加
え
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
九
經
圖
』
の
「
凡
例
」
は
南
宋
の
『
六
經
圖
』
の
ほ
か
、
當
時
の
坊
本
に
圖
譜
が

附
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
お
り
、
『
九
經
圖
』
の
編
者
は
他
の
經
書
圖
譜
の
存
在
を
知
ら
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
科
舉
受
驗
に
不
要
な
圖
や
解
說
を
意
圖
的
に
取
り
上
げ
な
か
っ
た
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
三
一

。 
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第
五
節 

宋
元
の
經
書
圖
譜
に
對
す
る
認
識
の
變
化 

『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
の
な
か
で
も
、
宋
元
の
圖
譜
の
飜
刻
で
は
、
時
期
に
よ
っ
て
前
代
の
『
詩
經
』

圖
譜
に
對
す
る
意
識
に
變
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
意
識
の
變
化
は
改
編
が
行
わ
れ
た
動
機
の
一
つ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
一
項 

元
代
『
六
經
圖
碑
』
の
編
者
を
朱
熹
と
す
る
說 

 

明
代
以
降
飜
刻
の
對
象
と
な
っ
た
宋
元
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
南
宋
の
楊
甲
が
編
纂
し
た
『
六
經
圖
』

と
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
で
あ
る
。
前
者
の
編
者
が
楊
甲
で
あ
る
こ
と
は
南
宋
の
陳
振
孫
『
直
齊
書
錄

解
題
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の
飜
刻
で
あ
る
明
の
吳
繼
仕
本
で
も
編
者
を
楊
甲
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
後
者
は
第
一
章
で
既
述
し
た
よ
う
に
、
至
正
年
間
に
盧
天
祥
が
建
立
し
た
と
い
う
記
載
が
地
方

志
に
傳
わ
る
だ
け
で
、
誰
が
何
に
基
づ
き
編
纂
し
た
の
か
、
詳
細
を
傳
え
る
記
載
は
傳
わ
っ
て
い
な
い
。

※
隅
付
括
弧
内
は
解
說
の
典
據
、「
欽
」
は
『
欽
定
詩
經
纂
說
彙
纂
』
の
「
詩
傳
圖
」。 

n19

周

元

戎

圖

【
欽
】 

n13
出
車
一
乘
圖 

n7

豳
公
七
月
風

化
圖 

n1

四

始

之

圖

【
欽
】 

表
二
十
三
、
楊
魁
植
『
九
經
圖
』
の
「
詩
經
圖
」
收
錄
圖
一
覽 

n20
秦
小
戎
圖 

n14

公
車
千
乘
之

圖 n8

詩
有
六
義
三

經
三
緯
之
圖 

n2

十
五
國
風
地

理
之
圖 

n21 

鳥
獸
草
木

之
名 

n15
辟
廱·
靈
臺·

泮
宮·

皋
門
應
門·

冔·

弁·

臺
笠·

緇
撮·

羔
裘·

狐

裘

·

袞

衣

·
繡

裳

·

芾

韠

·

邪

幅

·

瑱

·

觿

·

鞢

·

雜

佩·

縭·

帨·

笄·

揥·
俎·

簋·

登·

爵·

斝·

罍·

犧
尊·

壺·

卣·

秬·

鬯·

楅

衡

·

瓚

·

璋

瓚

·

塤

·

篪

·

籥

·

管

·

笙

簧·

鼎·

鬵·

錡·

釜·

缶·

升·
斗·
筐·

筥·

輪·

輻·

轂·

輈·

戚·

揚·

殳·

魚

服·

虎·

韔·

旂·

旄·

旌·

旟·
旐·

䡟·

甲·

拾·

决 

n9

正
變
風
雅

圖 n3

大
東
總
星

之
圖 

n22 

詩
大
序 

n10
升
歌
間
歌
笙

詩
之
圖 

n4
七
月
流
火
圖 

n23
詩
小
序 

n11
二
南·

邶

鄘

衛

·

王

鄭·

齊
魏
唐

秦·

陳
檜
曹

豳·

周
魯
商
頌 

n5
楚
邱
定
之

方
中
圖 

n24
作
詩
時
世
圖 

n12
諸
國
世
次
圖 

n6
公
劉
相
陰
陽

圖
【
欽
】 
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明
代
に
『
六
經
圖
碑
』
を
飜
刻
し
た
盧
謙
は
盧
天
祥
の
後
裔
で
あ
り
、
そ
の
事
情
を
知
っ
て
い
た
の
か
、

『
六
經
圖
碑
』
の
編
者
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
對
し
て
、
清
代
で
は
そ
の
編
者

を
朱
熹
と
す
る
說
が
現
れ
た
。 

 

清
代
で
も
早
期
に
『
六
經
圖
碑
』
を
飜
刻
し
た
江
爲
龍
は
、
そ
の
飜
刻
書
を
『
朱
子
六
經
圖
』
と
題

し
た
。
こ
れ
は
江
爲
龍
が
底
本
の
編
者
を
朱
熹
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
。
『
朱
子
六
經
圖
』
の
自

序
に
は
、
康
熙
四
十
七
年
、
周
子
用
よ
り
「
朱
熹
の
『
六
經
圖
』
」
を
贈
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
江
爲
龍
は
そ
れ
を
信
じ
た
の
だ
ろ
う
三
二

。
つ
ま
り
、
『
朱
子
六
經
圖
』
の
編
纂
よ
り
前
に
、

編
者
を
朱
熹
と
す
る
說
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。 

清
の
周
中
孚
は
、
江
爲
龍
が
『
六
經
圖
碑
』
に
四
書
圖
を
加
え
、
意
圖
的
に
「
朱
子
」
の
名
を
書
名
に
冠

し
た
と
す
る
三
三

。
し
か
し
、
江
爲
龍
の
自
序
を
見
る
限
り
、
江
爲
龍
は
周
子
用
が
贈
っ
た
圖
が
『
朱
子
六
經

圖
』
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
整
理
校
勘
し
た
上
で
四
書
の
圖
解
を
採
錄
し
た
と
述
べ
て
お
り
、
意
圖

的
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
六
經
圖
碑
』
は
朱
熹
の
解
釋
を
圖
示
し
た
圖
譜
を
冒
頭
に
収
錄
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
お
そ
ら
く
『
六
經
圖
碑
』
の
編
纂
者
が
朱
熹
だ
と
い
う
風
說
が
あ
り
、
江
爲
龍
も
そ
れ
を
疑
わ
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
か
、
江
爲
龍
『
朱
子
六
經
圖
』
で
は
、
改
編
は
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
。

江
爲
龍
の
考
え
の
正
否
は
と
も
か
く
、
そ
の
飜
刻
は
朱
熹
の
學
問
を
繼
承
し
、
經
書
考
證
の
資
と
す
る

た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

第
二
項 

『
六
經
圖
碑
』
の
內
容
や
編
者
に
對
す
る
疑
義 

 

江
爲
龍
『
朱
子
六
經
圖
』
か
ら
十
數
年
を
經
た
雍
正
元
年
（
一
七
二
三
）
、
常
定
遠
が
『
六
經
圖
碑
』

の
飜
刻
で
あ
る
盧
謙
『
五
經
圖
』
を
さ
ら
に
飜
刻
し
『
六
經
全
圖
』
を
刊
刻
し
た
。
『
六
經
全
圖
』
に

寄
せ
ら
れ
た
諸
家
の
序
の
な
か
に
は
、
元
代
の
『
六
經
全
圖
』
と
他
本
と
の
異
同
や
編
纂
年
代
に
關
す

る
見
解
が
記
さ
れ
て
い
る
。
牟
欽
元
の
序
に
は
「
漢
宋
以
來
、
學
者
は
經
書
を
考
訂
し
、
そ
の
成
果
を

石
に
刻
み
傳
え
た
が
、
現
存
す
る
の
は
鵝
湖
書
院
の
石
刻
だ
け
で
あ
る
」
や
「
六
經
の
坊
本
は
『
六
經

圖
碑
』
を
篇
首
に
附
す
が
、
簡
略
で
物
事
の
本
末
を
推
し
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
り
、
萬
邦
榮

の
序
に
は
「
盧
謙
『
五
經
圖
』
に
先
ん
ず
る
『
六
經
圖
碑
』
は
『
文
獻
通
考
』
に
記
載
が
な
く
、
『
六

經
圖
碑
』
と
『
五
經
圖
』
を
比
べ
る
と
、
圖
の
順
序
や
內
容
の
多
く
が
異
な
る
。
そ
の
理
由
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
（
『
五
經
圖
』
の
底
本
で
あ
る
『
六
經
圖
碑
』
は
）
あ
る
い
は
元
、
明
の
間
に
編
纂
さ
れ

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
あ
る
三
四

。 

 

ま
た
、
江
爲
龍
『
朱
子
六
經
圖
』
の
翌
年
に
飜
刻
さ
れ
た
盧
雲
英
『
五
經
圖
』
の
凡
例
は
、
楊
甲
『
六

經
圖
』
の
吳
繼
仕
本
は
何
度
か
飜
刻
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
飜
刻
本
と
盧
謙
の
『
五
經
圖
』
と
の
間
に

は
異
同
が
多
い
こ
と
、
そ
し
て
『
六
經
圖
碑
』
の
原
序
（
盧
謙
『
五
經
圖
』
の
序
）
に
は
編
者
の
姓
名
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が
無
い
こ
と
か
ら
『
六
經
圖
碑
』
は
一
人
の
人
物
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
三
五

。
常
定
遠
『
六
經
全
圖
』
と
盧
雲
英
『
五
經
圖
』
の
刊
刻
は
全
く
別
個
に
行
わ
れ
た
が
、

ど
ち
ら
の
序
に
も
『
六
經
圖
碑
』
の
由
來
に
關
す
る
疑
義
や
、
『
六
經
圖
碑
』
と
他
の
圖
譜
と
の
異
同

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
異
同
の
理
由
ま
で
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
『
六
經

圖
碑
』
を
大
幅
に
改
編
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 
 

第
三
項 

『
六
經
圖
碑
』
の
優
位
性
に
關
す
る
意
識 

 

乾
隆
年
間
に
宋
元
の
經
書
圖
譜
を
飜
刻
、
改
編
し
た
書
物
に
は
、
王
皜
『
六
經
圖
定
本
』
（
乾
隆
五

年
）
、
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』（
乾
隆
八
年
）、
楊
魁
植
『
九
經
圖
』（
乾
隆
三
十
七
年
）
が
あ
る
。
こ
の
な

か
で
、
鄭
之
僑
は
宋
元
の
經
書
圖
譜
に
對
す
る
見
解
を
述
べ
て
い
な
い
。
一
方
、
王
皜
と
楊
魁
植
の
宋

元
の
經
書
圖
譜
に
對
す
る
意
識
は
書
中
の
記
載
が
あ
り
、
共
通
す
る
點
が
あ
る
。 

 

ま
ず
、
王
皜
『
六
經
圖
定
本
』
の
「
毛
詩
圖
參
訂
」
は
、『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
に
収
錄
さ
れ

て
い
る
「
四
始
圖
」
な
ど
八
圖
は
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
で
失
わ
れ
た
圖
だ
と
指
摘
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
が
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
よ
り
先
に
編
纂
さ
れ

た
と
王
皜
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
楊
魁
植
は
『
九
經
圖
』
凡
例
の
な
か
で
「
信

州
本
（
『
六
經
圖
碑
』
）
每
經
分
上
下
卷
、
凡
十
二
鉅
幅
、
不
載
編
輯
姓
氏
。
自
宋
楊
氏
鼎
卿
、
苗
氏
昌

言
序
刻
之
後
、
明
吳
氏
繼
仕
重
刻
、
已
多
殘
缺
（
信
州
本
は
每
經
上
下
卷
に
分
か
れ
、
凡
そ
十
二
鉅
幅
、

編
輯
姓
氏
を
載
せ
ず
。
宋
の
楊
氏
鼎
卿
、
苗
氏
昌
言
序
刻
よ
り
後
、
明
の
吳
氏
繼
仕
重
刻
す
る
も
、
已

に
多
く
殘
缺
す
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
楊
魁
植
の
見
解
も
王
皜
と
同
じ
く
、『
六
經
圖
碑
』
が
先
に

編
纂
さ
れ
、
南
宋
の
楊
甲
や
苗
昌
言
（
毛
邦
翰
本
の
序
を
記
し
た
人
物
）
、
明
の
吳
繼
仕
が
刊
刻
を
繰

り
返
す
う
ち
に
『
六
經
圖
碑
』
の
內
容
が
缺
け
た
と
考
え
て
い
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
乾
隆
年
間
に
は
宋
元
の
經
書
圖
譜
の
間
に
異
同
が
存
在
す
る
原
因
を
時
系
列
で
と
ら

え
、
編
者
が
明
ら
か
で
は
な
く
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
よ
り
も
收
錄
す
る
圖
譜
の
多
い
『
六
經
圖
碑
』

を
最
も
古
い
『
詩
經
』
圖
譜
に
位
置
づ
け
、
時
を
經
る
ご
と
に
失
わ
れ
た
と
考
え
て
圖
譜
の
內
容
を
補

お
う
と
し
た
。
し
か
し
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
を
補
う
圖
譜
、
他

に
は
ほ
と
ん
ど
傳
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
兩
圖
譜
を
折
衷
す
る
、
あ
る
い
は
勅
撰
書
に

依
據
し
て
『
六
經
圖
碑
』
を
改
編
し
た
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

小
結 

 

清
朝
は
學
校
や
教
育
、
科
舉
に
つ
い
て
明
の
制
度
を
ほ
と
ん
ど
變
更
す
る
こ
と
は
な
く
、
科
舉
の
受

驗
科
目
も
明
を
踏
襲
し
、『
詩
經
』
に
つ
い
て
は
朱
熹
『
詩
集
傳
』
の
解
釋
を
標
準
と
し
た
三
六

。
欽
定
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「
詩
傳
圖
」
の
編
纂
に
際
し
て
、
そ
の
編
者
が
「
詩
經
大
全
圖
」
に
基
づ
い
た
こ
と
は
、
清
が
明
の
舊

制
を
踏
襲
し
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。 

宋
元
以
來
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
は
學
習
の
参
考
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
と
同
じ
く
、
本
章
で

取
り
上
げ
た
二
つ
の
勅
撰
圖
譜
も
、
學
習
の
標
準
的
な
解
釋
を
示
す
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
。
と
も
に
學

習
の
參
照
に
供
す
る
と
い
う
點
で
そ
の
目
的
は
變
わ
ら
な
い
が
、
勅
撰
書
で
は
そ
の
編
纂
目
的
は
如
何

に
統
一
さ
れ
た
解
釋
を
世
に
示
す
か
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
勅
撰
『
詩
經
』
圖
譜
で
は
朱
子
の

解
釋
と
唐
以
前
の
傳
統
的
な
解
釋
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
、
と
い
う
點
が
問
題
と
な
っ
た
。 

一
方
、
圖
は
全
く
そ
の
ま
ま
に
受
け
繼
が
れ
た
。
「
詩
經
大
全
圖
」
が
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
譜
を
収
錄

し
た
明
確
な
根
據
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
編
纂
者
の
胡
廣
の
經
歷
が
關
係
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
よ
り
時
代
を
隔
て
た
欽
定
「
詩
傳
圖
」
の
編
者
は
、
兩
者
の
圖
譜
は
古
く
か
ら
傳
わ
っ
た
と

い
う
事
で
何
か
根
據
が
あ
る
と
考
え
、
敢
え
て
改
編
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
羅
復
と
劉

瑾
の
圖
譜
の
原
型
と
思
わ
れ
る
も
の
は
現
存
す
る
宋
元
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
見
え
て
お
り
、
「
三
代
の

舊
」
と
ま
で
は
言
え
な
く
と
も
、
古
い
圖
譜
に
よ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
宋
か
ら
元
ま

で
の
繼
承
過
程
の
な
か
で
圖
譜
は
書
肆
に
よ
る
改
訂
を
經
て
お
り
、
明
清
期
に
解
釋
の
基
準
と
し
て
示

さ
れ
た
圖
譜
は
、
實
質
的
に
は
書
肆
の
無
名
の
編
纂
者
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
明
代
以
降
、
書
肆
の
附
錄
や
翻
刻
本
に
見
ら
れ
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
は
、
形
態
面
、
內

容
面
で
樣
々
に
行
わ
れ
た
が
、
明
代
と
清
代
で
は
改
編
の
程
度
が
異
な
る
。
ま
ず
、
『
詩
經
』
舉
業
書

の
附
錄
の
改
編
は
、
明
代
で
は
張
溥
「
詩
經
大
全
圖
」
が
勅
撰
「
詩
經
大
全
圖
」
に
南
宋
の
「
毛
詩
正

變
指
南
圖
」
の
一
圖
を
補
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
一
方
、
清
代
で
は
天
文
圖
な
ど
從
前
の
『
詩
經
』
圖
譜

に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
圖
譜
が
補
わ
れ
た
ほ
か
、
圖
譜
の
構
成
自
體
が
大
幅
に
變
わ
り
、
一
覽
表
で
あ

る
「
譜
」
は
す
べ
て
除
か
れ
、
地
圖
や
天
文
圖
、
建
築
圖
、
器
物
圖
だ
け
が
収
錄
さ
れ
た
。 

ま
た
、
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
に
つ
い
て
は
、
明
代
で
は
盧
謙
「
詩
經
圖
」
が
『
六
經
圖
碑
』

を
書
物
の
體
裁
に
編
纂
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
內
容
面
で
は
一
圖
を
増
補
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
し

か
し
、
清
代
で
は
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
校
勘
、
校
訂
が
行
わ
れ
、
他
書
の
註
釋
や
圖
譜
が
補
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
面
に
及
ぶ
改
編
は
清
代
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
改
編
で
は
、
時
期
に
よ
っ
て
依
據
し
た
資
料
が
變
化
し
て
い
る
。
明
代
で
は
先
述
し
た
よ

う
に
張
溥
「
詩
經
大
全
圖
」
が
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
參
照
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
だ
け

で
あ
る
。
だ
が
、
清
代
で
は
早
期
に
改
編
を
行
っ
た
舉
業
書
の
附
錄
で
あ
る
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
と

『
詩
經
體
註
圖
考
』
の
圖
譜
、
そ
し
て
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
を
飜
刻
し
た
盧
雲
英
「
詩
經
圖
」
は
主
に

南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
に
依
據
し
て
い
た
。
そ
の
後
に
改
編
が
行

わ
れ
た
王
皜
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」
の
圖
の
解
釋
で
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
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指
南
圖
」
や
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
の
引
用
が
一
部
に
見
ら
れ
る
も
の
の
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』

の
「
詩
傳
圖
」
か
ら
の
引
用
が
多
く
な
り
、
さ
ら
に
後
に
刊
刻
さ
れ
た
楊
魁
植
「
詩
經
圖
」
で
は
『
欽

定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
詩
傳
圖
」
以
外
の
引
用
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
清
代
に
『
詩
經
』
圖
譜
の
改

編
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
原
因
の
一
つ
は
、
『
詩
經
』
勅
撰
書
の
編
纂
に
際
し
て
行
わ
れ
た
附
錄
の
改
編

と
そ
の
普
及
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
も
う
一
つ
、
改
編
が
行
わ
れ
た
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
に

對
す
る
認
識
の
變
化
で
あ
っ
た
。
『
六
經
圖
碑
』
し
か
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
人
々
に
と
っ
て
、
そ
の

編
者
が
不
明
で
あ
る
と
は
い
え
、
古
く
か
ら
傳
わ
る
以
上
、
何
か
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
の
は
自
然
な

こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
六
經
圖
碑
』
の
編
者
を
朱
熹
と
考
え
た
段
階
で
は
、『
六
經
圖
碑
』
は
朱
熹
の

思
想
を
知
る
重
要
な
資
料
と
さ
れ
、
世
に
廣
め
る
こ
と
が
飜
刻
の
目
的
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
圖

譜
と
の
異
同
が
認
識
さ
れ
、
編
者
や
異
同
の
問
題
を
解
釋
し
よ
う
と
し
た
時
に
誤
解
が
生
じ
た
。
結
果

と
し
て
『
六
經
圖
碑
』
を
南
宋
の
『
六
經
圖
』
よ
り
先
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
考
え
、
失
わ
れ
た
內
容

を
補
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

『
詩
經
』
圖
譜
に
つ
い
て
い
え
ば
、
解
說
の
增
補
に
用
い
ら
れ
た
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
附
錄

は
、
遡
れ
ば
明
の
「
詩
經
大
全
圖
」
を
改
編
し
た
圖
譜
で
あ
り
、「
詩
經
大
全
圖
」
は
元
代
の
羅
復
「
詩

傳
圖
」
を
そ
の
ま
ま
収
錄
し
た
圖
譜
で
あ
る
。
清
代
に
お
け
る
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
は
、
增
補

も
折
衷
も
、
結
局
は
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
と
、
こ
れ
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
圖
譜
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ

た
。
そ
し
て
、
誤
解
か
ら
生
じ
た
改
編
が
生
み
出
し
た
の
は
、
結
果
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な

圖
譜
で
あ
っ
た
。 

 

第
三
章 

註
釋 

一 

本
表
は
主
に
宮
內
庁
書
陵
部
所
藏
の
永
樂
年
間
官
刊
大
字
本
（
四
五
〇
函
六
號
）
及
び
內
閣
文
庫
所
藏
の
成

化
七
年
刊
林
羅
山
手
校
本
（
二
七
五
―
二
五
二
）
に
よ
っ
て
作
成
し
た
。 

二 

『
明
史
』
卷
四
十
六
「
選
舉
志
」
に
は
「
詩
主
朱
子
集
傳
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
十
六

「
五
經
大
全
」
に
「
有
元
一
代
之
說
詩
者
、
無
非
朱
傳
之
箋
疏
。
至
延
祐
行
科
舉
法
、
遂
定
爲
功
令
、
而
明

制
因
之
。
廣
等
是
書
亦
主
於
羽
翼
朱
傳
、
遵
憲
典
也
」
と
あ
る
。 

三 

朱
彝
尊
『
經
義
考
』
卷
一
一
一
「
劉
氏
詩
傳
通
釋
瑾
」
に
引
く
『
吉
安
府
志
』
に
は
「
（
劉
瑾
）
肆
力
治

詩
、
其
說
宗
朱
子
、
而
間
出
其
所
自
得
」
と
あ
り
、
同
じ
く
引
く
黃
虞
稷
の
言
に
は
「
其
書
（
『
詩
集
傳
通

釋
』）
宗
朱
子
、
而
錄
各
經
傳
及
諸
儒
所
發
要
義
、
并
考
其
世
次
源
流
焉
」
と
あ
る
。
ま
た
『
四
庫
全
書
總

目
』
卷
十
六
「
詩
傳
通
釋
」
條
に
は
「
其
學
問
淵
源
出
於
朱
子
、
故
是
書
大
旨
在
於
發
明
集
傳
、
與
輔
廣
詩

童
子
問
相
同
」
と
あ
る
。 
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四 

顧
炎
武
『
日
知
錄
』
卷
十
八
「
四
書
五
經
大
全
」
に
は
「
詩
經
大
全
則
全
襲
元
人
劉
瑾
詩
通
釋
、
而
改
其
中
愚

按
二
字
爲
安
成
劉
氏
曰
」
と
あ
り
、
朱
彝
尊
『
經
義
考
』
も
顧
炎
武
の
言
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、『
四
庫
全

書
總
目
』
卷
十
六
は
『
詩
集
傳
通
釋
』
と
『
詩
經
大
全
』
と
よ
り
詳
細
に
比
較
し
て
「
此
書
名
爲
官
撰
、
實
本

元
安
成
劉
瑾
所
著
詩
傳
通
釋
、
而
稍
損
益
之
。
今
劉
氏
之
書
尚
有
傳
本
、
取
以
參
校
、
大
約
於
其
太
冗
蔓
者
畧

刪
數
條
、
而
餘
文
如
故
。
惟
改
其
中
瑾
案
二
字
爲
劉
氏
曰
、
又
劉
書
以
小
序
分
各
篇
、
是
書
則
從
朱
子
舊
本
合

爲
一
篇
、
小
變
其
例
而
已
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

五 

胡
廣
の
出
身
地
は
『
明
史
』
卷
一
四
七
の
傳
に
よ
る
。 

六 

清
初
か
ら
乾
隆
年
間
に
至
る
ま
で
の
勅
撰
經
書
の
編
纂
經
過
は
江
藩
撰
、
鍾
哲
整
理
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』

（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
卷
一
を
參
照
し
た
。 

七 

本
表
は
、
四
庫
全
書
本
（
『
欽
定
四
庫
全
書
』
第
四
十
四
か
ら
六
十
七
冊
所
収
）、
清
刊
本
（
國
立
公
文
書
館

所
藏
二
七
三
―
〇
二
二
二
）、
加
賀
藩
翻
刻
本
（
同
上
経
〇
八
二
―
〇
〇
〇
一
）
に
よ
っ
て
作
成
し
た
。 

八 

雍
正
五
年
に
記
さ
れ
た
御
製
序
に
は
「
皇
考
聖
祖
仁
皇
帝
…
於
春
秋
、
詩
經
、
復
命
儒
臣
次
第
纂
輯
、
皆
以
朱

子
之
說
爲
宗
。
故
是
書
首
列
集
傳
、
而
採
漢
唐
以
來
諸
儒
講
解
訓
釋
之
。
與
傳
合
者
存
之
。
其
義
異
而
理
長
者
、

别
爲
附
錄
。
折
中
同
異
間
、
出
己
見
、
乙
夜
披
覽
、
親
加
正
定
」
と
あ
る
。
同
樣
の
こ
と
は
同
書
凡
例
に
も
見

え
る
。 

九 

『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
凡
例
に
は
「
詩
有
譜
、
有
圖
。
譜
以
臚
諸
國
世
次
而
考
其
時
代
、
圖
以
存
三
代
以

上
制
作
之
舊
。
古
人
左
圖
右
書
、
其
遺
意
也
。
今
略
存
之
、
其
中
有
辨
證
者
則
附
著
於
下
」
と
あ
る
だ
け
で
何

に
依
據
し
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
同
書
の
雍
正
帝
の
序
に
も
關
連
す
る
記
載
は
な
い
。 

一
〇 

『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
十
六
「
五
經
大
全
」
に
は
「
迄
宋
末
年
、
乃
古
義
黜
而
新
學
立
。
故
有
元
一
代
之

說
詩
者
、
無
非
朱
傳
之
箋
疏
、
至
延
祐
行
科
舉
法
遂
定
爲
功
令
、
而
明
制
因
之
。
廣
等
是
書
、
亦
主
於
羽
翼

朱
傳
、
遵
憲
典
也
。
然
元
人
篤
守
師
傳
、
有
所
闡
明
、
皆
由
心
得
。
明
則
靖
難
以
後
蓍
儒
宿
學
畧
已
喪
亡
、

廣
等
無
可
與
謀
、
乃
剽
竊
舊
文
以
應
詔
」
と
あ
り
、
元
人
が
師
說
を
守
り
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
點
が

あ
る
の
に
對
し
、
明
初
に
は
元
代
の
學
あ
る
人
々
が
絶
え
て
、
そ
の
教
え
が
傳
わ
ら
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て

い
る
。 

一
一 

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
圖
譜
の
學
術
的
意
義
を
述
べ
た
北
宋
の
鄭
樵
『
圖
譜
略
』
（『
通
志
二
十
略
』
中

華
書
局
、
一
九
九
五
年
所
収
）
の
「
原
學
」
に
見
え
る
。「
原
學
」
で
は
、
宋
代
ま
で
の
學
問
を
「
義
理
之

學
」
と
「
辭
章
之
學
」
の
二
つ
に
大
別
し
て
そ
の
弊
害
を
言
い
、「
圖
譜
之
學
」
こ
そ
が
實
學
で
あ
る
と
斷
じ

て
い
る
。
ま
た
、
註
十
六
で
引
用
し
た
明
代
の
李
維
楨
は
『
五
經
圖
』
序
文
の
な
か
で
「
諸
家
書
容
有
穿
鑿

附
會
、
誖
謬
經
訓
。
圖
則
非
口
談
臆
、
决
實
與
經
相
發
明
」
と
述
べ
て
い
る
。 

一
二 

「
詩
經
大
全
圖
」
は
元
代
の
羅
復
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
の
「
詩
傳
圖
」
と
劉
瑾
『
詩
傳
通
釋
』

の
「
諸
國
世
次
圖
」
、「
作
詩
時
世
圖
」
を
そ
の
ま
ま
収
錄
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
嘉
靖
年
間
で
は
ま
ず

「
詩
經
大
全
圖
」
を
參
照
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
一
々
羅
復
や
劉
瑾
の
圖
を
舉
げ
ず
、
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「
詩
經
大
全
圖
」
に
依
據
し
た
も
の
と
し
て
分
析
し
た
。 

一
三 

「
思
無
邪
、
魯
頌
駉
篇
之
辭
」
は
南
宋
の
眞
德
秀
『
西
山
読
書
記
』
卷
二
十
三
「
易
要
指
」
な
ど
に
朱
熹

の
言
葉
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
が
、『
朱
子
語
類
』
な
ど
に
は
見
え
な
い
。「
夫
子
讀
詩
、
至
此
而
有
合
於
其

心
焉
」
は
『
詩
經
大
全
』
の
底
本
で
あ
る
元
の
劉
瑾
『
詩
傳
通
釋
』
な
ど
に
「
蘇
氏
」
の
言
葉
と
し
て
引
か

れ
て
い
る
。
「
情
性
是
貼
思
」
、
「
正
是
貼
無
邪
」
は
『
朱
子
語
類
』
卷
二
十
三
「
論
語
」
の
「
詩
三
百

章
」
に
朱
熹
の
言
葉
と
し
て
見
え
る
。 

一
四 

朱
彝
尊
『
經
義
考
』
卷
百
十
二
が
引
く
楊
守
陳
『
詩
私
抄
』
自
序
に
よ
る
。
さ
ら
に
『
經
義
考
』
に
引
か

れ
る
正
德
か
ら
嘉
靖
年
間
に
か
け
て
の
學
者
の
見
解
、
例
え
ば
王
鏊
の
「
詩
小
序
序
」
や
陳
鳳
梧
『
毛
詩
集

解
』
自
序
、 

陸
深
『
儼
山
詩
徴
』
自
序
な
ど
は
、
朱
熹
の
言
說
を
支
持
し
な
が
ら
も
小
序
や
諸
家
の
說
を
廣

く
採
用
す
る
こ
と
を
提
起
し
て
い
る
。 

一
五 

『
詩
經
正
解
』
凡
例
に
は
「
天
文
、
地
理
、
時
令
、
服
飾
、
器
用
之
屬
、
與
夫
諸
國
世
次
、
作
詩
時
世
俱

各
爲
一
圖
、
人
物
則
各
爲
一
類
、
俱
係
參
考
諸
書
採
錄
、
以
廣
多
識
」
と
あ
る
。 

一
六 

『
四
庫
全
書
總
目
』「
詩
經
正
解
」
條
に
は
「
大
抵
襲
六
經
圖
及
名
物
疏
諸
書
而
爲
之
。
其
訓
釋
亦
頗
淺

易
」
と
あ
る
。 

一
七 

陳
立
撰
、
吳
則
虞
點
校
『
白
虎
通
義
疏
證
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）
お
よ
び
陳
祥
道
『
禮
書
』（
『
北

京
圖
書
舘
古
籍
珍
本
叢
刋
』
所
収
影
印
本
、
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
を
參
照
し
た
。 

一
八 

『
三
禮
圖
』
か
ら
の
採
錄
は
「
几
」
（
j39
）
、
「
筵
」(

j40)

、
「
圭
」(

j49)

の
四
圖
、
出
典
未
詳
の
圖

は
「
鞉
」(

j58)

、
「
決
」(

j95)

、
「
拾
」(

j96)

の
三
圖
で
あ
る
。 

一
九 

「
昊
天
垂
象
圖
」
は
章
潢
『
圖
書
編
』
卷
十
六
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
國
立
公
文
書
館
所
藏
の
萬

曆
四
十
一
年
本
（
三
六
六
－
八
二
）
を
參
照
し
た
。 

二
〇 

洪
雲
來
は
乾
隆
『
福
建
通
志
』
卷
二
十
七
「
職
官
八
・
大
田
縣
」
に
「
錢
塘
人
。
監
生
」
と
見
え
る
。 

二
一 

凡
例
に
は
「
獨
是
古
本
所
傳
亦
有
談
及
圖
繪
者
、
列
之
篇
端
、
以
供
博
覽
、
未
爲
不
可
。
然
詩
中
有
古
今

無
異
者
、
如
星
辰
垣
野
、
山
川
方
域
、
鳥
獸
草
木
蟲
魚
之
類
是
也
。
有
古
今
不
同
者
、
如
宮
室
、
車
旗
、
服

飾
、
器
皿
之
類
是
也
。
同
者
已
散
見
于
天
官
、
輿
圖
、
物
象
諸
考
、
茲
不
及
詳
。
異
者
不
載
、
又
恐
古
人
之

制
度
失
傳
、
余
故
略
載
一
二
、
仍
標
著
其
意
義
。
所
謂
未
能
免
俗
、
聊
復
爾
爾
者
也
」
と
あ
る
。 

二
二 

『
詩
經
集
成
』
凡
例
に
は
「
余
聞
詩
中
有
畫
、
描
情
繪
景
正
在
有
意
無
意
之
間
、
非
特
形
象
而
已
也
。
況

舉
業
所
尚
、
惟
取
考
核
詳
明
、
證
據
確
實
、
豈
云
畫
中
有
詩
哉
。
獨
是
古
本
所
傳
亦
有
談
及
圖
繪
者
、
列
之

篇
端
、
以
供
博
覽
、
未
爲
不
可
」
と
あ
る
。 

二
三 

楊
復
『
儀
禮
圖
』
は
通
志
堂
經
解
本
を
參
照
し
た
。 

二
四 

『
詩
經
體
註
圖
考
』
の
高
朝
瓔
序
に
は
「
中
間
間
列
圖
考
、
便
於
省
覽
、
亦
欲
爲
窮
經
之
藉
、
非
徒
沾
沾

供
帖
括
資
也
」
と
あ
る
。 

二
五 

「
毛
詩
圖
參
訂
」
に
は
「
毛
詩
圖
石
本
內
、
四
始
圖
、
六
義
圖
、
三
經
三
緯
圖
、
思
無
邪
圖
、
正
變
風
雅
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圖
、
比
興
賦
兼
義
圖
、
升
歌
間
歌
笙
詩
圖
、
豳
風
七
月
風
化
圖
、
皆
吳
本
所
亡
、
增
入
。
楚
邱
定
之
方
中

圖
、
大
東
總
星
圖
、
七
月
流
火
圖
、
車
制
圖
、
冠
服
圖
、
兵
器
服
圖
、
佩
用
圖
、
禮
器
圖
、
吳
本
亦
多
未

備
、
悉
遵
御
書
詩
經
圖
補
並
註
。
辟
廱
泮
宮
註
遵
御
書
改
正
」
と
あ
る
。 

二
六 

凡
例
の
原
文
は
、
地
理
に
つ
い
て
は
「
山
川
形
勢
、
列
國
地
理
載
在
尚
書
、
毛
詩
、
春
秋
等
經
俱
關
緊

要
、
必
須
位
置
清
楚
…
…
查
閱
原
圖
、
舛
錯
脫
落
、
難
以
枚
舉
…
…
今
按
大
全
舊
本
、
逐
一
較
定
」、
車
服
禮

器
は
「
車
服
禮
器
、
各
有
章
程
…
…
茲
不
敢
傳
石
刻
之
訛
、
多
方
博
采
舊
圖
、
有
合
者
摹
之
、
有
缺
者
補

之
」、
明
堂
は
「
明
堂
之
制
…
…
先
儒
辨
說
、
紛
紛
莫
定
。
原
碑
上
亦
因
之
並
無
註
釋
、
獨
存
體
制
而
已
…
…

今
纂
陳
氏
禮
書
、
並
楊
氏
、
李
氏
明
堂
之
說
、
分
載
圖
下
」
と
あ
る
。 

二
七 

註
記
の
原
文
に
は
「
按
冠
服
樂
器
等
圖
原
碑
並
無
註
釋
、
茲
纂
大
全
補
入
、
俾
學
者
觀
其
器
而
知
義
」
と
あ

る
。 

二
八 

凡
例
の
な
か
で
、
禮
圖
の
參
照
資
料
に
つ
い
て
は
「
儀
禮
圖
、
聶
氏
崇
義
最
詳
。
但
朱
子
譏
其
不
純
、
楊

氏
復
又
在
朱
子
後
、
不
經
點
勘
。
今
欽
定
三
禮
義
疏
純
粹
周
密
、
凡
諸
禮
節
圖
悉
遵
定
本
」
と
あ
る
。
ま

た
、
經
書
の
解
釋
に
關
し
て
は
「
參
訂
各
家
經
圖
、
或
略
舉
大
凡
、
或
詳
註
解
說
惟
就
、
所
據
之
本
、
錄
其

原
文
、
不
敢
更
易
。
蓋
一
圖
有
數
經
不
同
者
、
有
數
解
互
異
者
、
先
儒
辨
論
紛
如
聚
訟
。
窮
經
者
各
宗
所
見

可
也
」
と
あ
る
。 

二
九 

陳
夢
得
の
序
に
は
「
楊
公
輝
斗
篤
學
嗜
古
、
家
中
縹
緗
萬
卷
、
而
古
刻
圖
譜
尤
多
。
其
所
藏
六
經
圖
、
信

州
眞
本
也
」
や
「
公
常
念
舉
業
之
家
所
好
、
雖
篤
而
每
苦
其
無
力
。
是
以
多
隘
於
見
聞
。
因
願
纂
輯
諸
圖
、

專
刻
成
書
」
と
あ
り
、
陳
士
誠
の
序
に
は
「
家
藏
六
經
圖
眞
本
世
罕
有
傳
、
特
以
代
久
年
湮
、
不
無
殘
缺
。

先
生
加
意
補
葺
、
參
以
諸
家
論
說
、
又
折
中
于
御
纂
諸
經
、
集
爲
九
經
圖
。
未
脫
稿
而
賫
志
以
歿
」、
劉
希
周

の
序
に
は
「
積
歲
窮
經
、
并
留
意
于
圖
考
、
收
錄
是
書
、
以
信
州
圖
爲
本
、
其
間
闕
失
、
補
以
先
儒
之
說
。

于
御
纂
諸
經
所
有
者
、
則
恪
遵
焉
」
と
あ
る
。 

三
〇 

楊
文
源
の
序
に
は
「
（
楊
魁
植
）
又
編
輯
經
圖
、
尚
未
脫
稿
。
展
讀
之
下
、
每
用
愴
然
。
因
近
科
秋
開
、
策

問
屢
以
圖
學
課
士
、
伏
念
先
人
揣
摩
攻
苦
、
纂
集
成
書
、
精
神
爲
憊
」
と
あ
る
。 

三
一 

『
九
經
圖
』
凡
例
に
は
「
各
經
歷
來
坊
本
亦
載
數
圖
。
此
本
異
者
十
居
八
九
、
坊
本
同
者
亦
不
遺
」
と
あ

る
。 

三
二 

第
一
章
の
註
釋
（
九
十
）
を
參
照
。
江
爲
龍
の
自
序
に
は
「
戊
子
小
春
、
豫
章
廣
之
永
豐
周
生
子
用
爲
余

乙
酉
分
校
所
得
士
、
過
從
宜
陽
官
舍
、
攜
朱
子
六
經
圖
以
贈
」
と
あ
る
。 

三
三 

周
中
孚
『
鄭
堂
讀
書
記
』
（
上
海
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
卷
二
『
朱
子
六
經
圖
』
に
は
「
此
本
徒
以
附
入
四

書
圖
之
故
、
冠
以
朱
子
二
字
、
究
屬
非
是
。
故
提
要
本
删
之
也
」
と
あ
る
。 

三
四 

牟
欽
元
の
序
に
は
「
漢
宋
以
來
、
諸
儒
考
訂
詳
明
、
刻
石
使
傳
于
世
也
。
維
是
鵝
湖
書
院
遺
跡
雖
存
、
歲

久
模
糊
殘
缺
失
次
。
六
經
坊
本
摘
附
篇
首
、
又
復
簡
略
、
不
可
端
倪
」
と
あ
り
、
萬
邦
榮
の
序
に
「
（
『
文

獻
通
考
』
）
雖
其
他
遺
漏
尚
多
、
然
使
先
有
所
謂
六
經
圖
者
似
所
宜
錄
、
而
未
嘗
紀
載
何
與
、
且
予
曾
假
信
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州
石
本
與
此
對
校
而
前
後
參
錯
多
所
不
同
、
其
故
亦
未
詳
也
。
（
『
六
經
圖
碑
』
）
或
疑
作
於
元
明
之
間
」
と

あ
る
。 

三
五 

盧
雲
英
『
五
經
圖
』
の
凡
例
に
は
「
經
圖
傳
爲
宋
紹
興
中
布
衣
楊
甲
所
撰
、
向
來
刊
刻
不
一
家
、
易
則
象

數
鈎
深
圖
…
…
皆
與
盧
公
本
迥
異
。
攷
原
序
云
、
作
者
亡
姓
名
、
則
非
一
人
所
撰
、
可
知
凡
所
借
閱
賴
此
本

者
絕
少
、
則
茲
刻
惡
可
已
哉
」
と
あ
る
。 

三
六 

『
清
史
稿
』
卷
一
〇
八
「
選
舉
志
」
に
は
「
（
順
治
）
二
年
、
頒
科
場
條
例
。
禮
部
議
覆
、
給
事
中
龔
鼎
孳

疏
言
、
故
明
舊
制
、
首
場
試
時
文
七
篇
、
二
場
論
表
各
一
篇
、
判
五
條
，
三
場
策
五
道
。
應
如
各
科
臣
請
、

減
時
文
二
篇
、
於
論
、
表
、
判
外
增
詩
、
去
策
改
奏
疏
」
帝
不
允
。
命
仍
舊
例
。
首
場
四
書
三
題
、
五
經
各

四
題
、
士
子
各
占
一
經
。
四
書
主
朱
子
集
註
、
易
主
程
傳
、
朱
子
本
義
、
書
主
蔡
傳
、
詩
主
朱
子
集
傳
、
春

秋
主
胡
安
國
傳
、
禮
記
主
陳
澔
集
說
。
其
後
春
秋
不
用
胡
傳
、
以
左
傳
本
事
爲
文
、
參
用
公
羊
、
穀
梁
。
二

場
論
一
道
、
判
五
道
、
詔
誥
表
內
科
一
道
、
三
場
經
史
時
務
策
五
道
。
鄉
、
會
試
同
」
と
あ
る
。 
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第
四
章 

宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
影
響
と
消
失 

 

歷
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
は
、
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
起
點
と
し
て
改
編
を
重

ね
多
樣
化
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
內
容
を
繼
承
し
た
圖
譜
は
飜
刻
の
ほ
か
、
勅
撰
書
や
書
肆
の

附
錄
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。 

し
か
し
、
一
部
に
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
圖
譜
、
例
え
ば
南
宋
の
唐
仲
友
「
六
義
四
始
圖
說
」
や
王
柏

「
二
南
相
配
圖
」、
元
代
の
許
謙
が
編
纂
し
た
「
詩
譜
」
や
「
豳
詩
次
序
」
の
よ
う
に
、「
毛
詩
正
變
指

南
圖
」
か
ら
變
遷
し
て
い
っ
た
圖
譜
と
は
異
な
る
體
裁
や
內
容
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
內
容
は
自
身
が

解
釋
し
た
『
詩
經
』
の
構
成
の
圖
、
學
習
の
た
め
に
『
詩
經
』
の
要
旨
の
圖
、
樂
器
圖
や
情
景
畫
、
動

植
物
圖
な
ど
樣
々
だ
が
、
な
か
に
は
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
影
響
が
見
ら
れ
る
圖
譜
が
あ
る
。 

そ
し
て
、
清
代
末
期
に
は
情
景
畫
や
動
植
物
圖
が
次
第
に
『
詩
經
』
圖
譜
の
主
體
と
な
り
、
「
毛
詩

正
變
指
南
圖
」
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
本
章
で
は
、
宋
元
以
來
變
遷
を
繰
り

返
し
て
來
た
『
詩
經
』
圖
譜
が
他
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
與
え
た
影
響
、
そ
し
て
そ
の
影
響
が
消
失
し
て

い
っ
た
過
程
と
背
景
を
考
察
す
る
。 

 

第
一
節 

宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
影
響 

 

宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
體
裁
、
內
容
が
異
な
る
も
の
に
は
、
『
詩
經
』
名
物
の
類
書
、
情
景

畫
や
動
植
物
圖
を
収
錄
す
る
書
物
、
『
詩
經
』
考
證
書
の
附
錄
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書

物
が
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を
ど
の
よ
う
に
採
錄
し
た
か
、
そ
し
て
採
録
に
見
ら
れ
る
宋

元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
位
置
づ
け
を
考
察
す
る
。 

 

第
一
項 

類
書 

鍾
惺
が
編
者
と
さ
れ
明
末
に
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
は
、
『
詩
經
』
の
名
物
一
五
五
〇
種

餘
り
と
名
物
に
關
す
る
諸
書
の
記
載
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
。
本
書
は
「
圖
史
合
攷
」
と
題
し
て
い
る

が
、
圖
が
附
さ
れ
て
い
る
の
は
十
七
項
目
の
み
で
あ
る
（
次
頁
の
表
二
十
四
）
。
こ
れ
ら
の
圖
は
、
各
事

物
の
記
載
に
引
用
さ
れ
る
書
名
や
他
の
圖
譜
と
の
比
較
か
ら
、
ほ
ぼ
す
べ
て
他
書
か
ら
採
錄
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

ま
ず
、
表
中
の
o2
か
ら
o4
、
o6
、
o10
、
o11
、
o13
、
o17
の
圖
と
對
應
す
る
解
說
に
は
、
禮
樂
の
圖

解
本
で
あ
る
北
宋
の
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』
や
陳
祥
道
『
禮
書
』
、
陳
暢
『
樂
書
』
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
と
同
樣
の
圖
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
。
o5
、
o8
、
o9
、
o14
、
o15
は
解
說

に
圖
解
本
の
引
用
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
『
三
禮
圖
』
な
ど
の
圖
解
本
に
同
樣
の
圖
が
見
え
る
。
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※
圖
の
名
稱
は
、
圖
に
附
さ
れ
て
い
る
名
稱
に
準
じ
、
附
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
總
目
錄
の
名
稱
を
記
し
た
。
ま
た
、
引
用
あ
る
い
は

推
測
さ
れ
る
圖
の
箇
所
に
記
し
た
『
三
禮
圖
』
の
編
者
は
北
宋
の
聶
崇
義
、
同
じ
く
『
禮
書
』
は
北
宋
の
陳
祥
道
、『
樂
書
』
は
北

宋
の
陳
暢
で
あ
る
。 

 

o18 o17 o16 o15 o14 o13 o12 o11 o10 o9 o8 o7 o6 o5 o4 o3 o2 o1 

 

表
二
十
四
、『
詩
經
圖
史
合
攷
』
收
錄
圖
一
覽 

辟
雍
圖
泮
宮
圖 

笙
磬
圖 

箕
圖 

畢
斗
附 

塤
篪
圖 

袞
衣
圖 

籩
豆
圖 

小
戎
圖
（
總
目
錄
の
み
） 

佩
圖 

爵
籥
圖 

羽
舞
皇
舞
旄
舞
圖 

兵
舞
帗
舞
圖 

三
五
參
昴
圖 

干
圖 

罍
兕
觥
圖 

筐
筥
圖 

鐘
鼓
圖 

琴
瑟
圖 

周
南
圖 

附
十
五
國
風
地
理
之
圖 

圖
の
名
稱 

十
六 

十
三 

十
三 

十
三 

十 十 八 五 三 三 三 二 一 一 一 一 一 一 卷 

數 

無
し
。「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
か
。 

「
笙
磬
」
に
『
樂
書
』
を
引
用
。 

無
し
。 

無
し
。
『
三
禮
圖
』
、
『
禮
書
』
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
解
か
。 

無
し
『
三
禮
圖
』
、
『
禮
書
』
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
解
か
。 

「
籩
」
に
陳
祥
道
『
禮
書
』、「
豆
」
に
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』
を
引
用
。 

 

「
佩
」
に
『
三
禮
圖
』
と
『
禮
書
』
を
引
用
。 

「
爵
」
に
『
三
禮
圖
』
と
『
禮
書
』
、「
籥
」
に
『
樂
書
』
を
引
用
。 

無
し
。
『
三
禮
圖
』
、
『
禮
書
』
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
解
か
。 

無
し
。『
三
禮
圖
』
、『
禮
書
』、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
解
か
。 

無
し
。 

「
干
」
に
『
禮
書
』
を
引
用
。 

無
し
。『
三
禮
圖
』
、『
禮
書
』、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
解
か
。 

「
筐
」
に
北
宋
の
『
三
禮
圖
』
と
『
禮
書
』
を
引
用
。 

「
鐘
」
に
『
樂
書
』
を
引
用
。 

「
瑟
」
に
『
樂
書
』
を
引
用
。 

元
代
の
『
詩
經
』
圖
解
か
。 

解
說
に
引
用
の
あ
る
、
ま
た
は
推
測
さ
れ
る
圖
（
後
者
は
白
黒
反
轉
） 
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引
用
文
獻
の
み
に
よ
れ
ば
、
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
は
禮
樂
の
圖
解
本
か
ら
圖
だ
け
を
採
錄
し
た
と
言

え
る
。
た
だ
し
、
同
樣
の
圖
は
『
詩
經
』
圖
譜
に
も
あ
り
、
引
用
と
圖
だ
け
で
は
ど
ち
ら
の
圖
譜
か
ら

採
錄
し
た
か
は
斷
定
し
が
た
い
。 

一
方
、
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
の
編
者
が
確
實
に
『
詩
經
』
圖
譜
を
參
照
し
た
と
確
認
で
き
る
の
は
、

o1
と
o18
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
圖
は
先
述
し
た
禮
樂
や
他
の
經
書
の
圖
解
本
に
は
な
く
、『
詩
經
』
圖

譜
の
み
に
見
え
る
。 

「
周
南
圖
附
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
（
o1
）
は
「
遼
東
、
今
遼
陽
省
」
や
「
和
林
城
、
今
嶺
北
省
」

と
い
っ
た
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
記
さ
れ
、
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
で
は
削
除
さ
れ
た
地
名
が

あ
り
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
あ
る
地
理
圖
を
採
錄
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
が

編
纂
さ
れ
た
明
末
で
あ
れ
ば
、
萬
暦
年
間
に
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
を
飜
刻
し
た
盧
謙
『
五
經
圖
』
を

參
照
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、『
詩
經
圖
史
合
攷
』
の
表
記
は
「
和
林
城
」
を
中
央
に
記
し
、

そ
の
左
右
に
「
今
嶺
北
省
」
を
配
す
る
後
者
に
近
い
。
し
か
し
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
の
表
記
は
「
和
」

が
「
嶺
」
に
續
い
て
い
る
た
め
、
一
見
す
る
と
意
味
が
取
り
づ
ら
い
（
本
頁
の
圖
三
十
九
）
。 

 

圖
三
十
九
、「
和
林
城
」
の
表
記
（
上
は
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
、
下
は
『
六
經
圖
碑
』
） 

 

  

「
辟
雍
圖
泮
宮
圖
」（
o18
）
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
同
一
の
圖
で
あ
る
。「
毛
詩
正
變
指

南
圖
」
の
辟
雍
や
泮
宮
は
線
に
よ
っ
て
建
築
物
の
位
置
關
係
を
示
し
た
簡
略
な
圖
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
描
か
れ
た
圖
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
み
に
見
え
、
や
や
後
の
紹
熙
年
間
（
一
一
九
〇
～
一
一
九

四
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
纂
圖
互
註
毛
詩
』
の
附
錄
「
毛
詩
舉
要
圖
」
に
辟
雍
や
泮
宮
の
形
狀
を
描
い
た
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圖
が
収
錄
さ
れ
て
以
後
、
現
存
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
飜
刻
を
除
き
、
例
外

な
く
「
毛
詩
舉
要
圖
」
と
同
じ
圖
を
収
錄
し
て
い
る
。
明
代
に
は
萬
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
）
に
吳

繼
仕
が
家
藏
の
『
六
經
圖
』
を
飜
刻
し
て
以
後
、
複
數
の
人
物
が
『
六
經
圖
』
を
飜
刻
し
、
「
毛
詩
正

變
指
南
圖
」
を
附
し
た
舉
業
書
も
刊
刻
さ
れ
た 

。『
詩
經
圖
史
合
攷
』
は
當
時
複
數
飜
刻
さ
れ
た
「
毛

詩
正
變
指
南
圖
」
の
い
ず
れ
か
か
ら
辟
雍
・
泮
宮
圖
を
採
錄
し
た
の
だ
ろ
う
（
本
頁
の
圖
四
十
）
。 

 

圖
四
十
、「
辟
雍
」・「
泮
宮
」
圖 

（
右
上
は
『
詩
經
圖
史
合
攷
』、
右
下
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」、
左
は
「
毛
詩
舉
要
圖
」
） 

  

  

『
詩
經
圖
史
合
攷
』
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
圖
は
全
項
目
の
百
分
の
一
程
度
、
そ
の
圖
の
多
く
は
他
書

か
ら
採
錄
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
o1
の
地
理
圖
の
表
記
に
見
え
る
表
記
の
崩
れ
方
か
ら
見
て
、

編
者
は
圖
の
內
容
を
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
書
の
な
か
で
圖

が
註
釋
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。 

 

第
二
項 

情
景
畫
と
動
植
物
圖 

 

康
熙
五
十
二
年
（
一
七
一
三
）
に
編
纂
さ
れ
た
高
儕
鶴
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
は
、
學
習
を
目
的
と
し

て
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
』
註
釋
書
で
あ
り
、
書
中
に
九
十
五
圖
を
収
錄
し
て
い
る
（
次
頁
の
表
二
十
五
）

一

。
こ
れ
ら
の
圖
の
大
部
分
を
占
め
る
八
十
九
圖
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
以
來
の
圖
譜
と
異

な
り
、
『
詩
經
』
に
詠
ま
れ
た
情
景
を
描
い
た
情
景
畫
を
収
錄
し
て
い
る
。
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p91
道
河
周
嶽
圖
【
後
愚
】 

p85
民
勞
圖 

p79
豳
居
圖 

p73
大
田
圖 

p67
問
夜
圖 

p61
東
山
零
雨
圖
二
（
東
■

圖
）
【
鶴
■
】 

p55
享
葵
剝
棗
圖
【
後
愚
】 

p49
八
月
萑
葦
圖 

p43
小
戎
車
式
（
輪
＼
幅
＼
轂

＼
梁
輈
＼
俴
収
＼
厹
矛
＼

伐
＼
觼
＼
韔
弓
） 

p37
好
樂
無
荒
圖
【
蓼
莊
】 

p31
緇
衣
適
館
圖
【
唐
賢
】 

p25
雲
雨
桑
田
（
桑
田
）
圖
【
鄭

■
】 

p19
羔
裘
退
食
圖 

p13
（
遵
彼
）
汝
墳
圖
【
■
】 

p7
樛
木
圖
【
唐
賢
】 

p1
詩
經
天
垣
星
紀
圖
考 

表
二
十
五
、
高
儕
鶴
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
收
錄
圖
一
覽 

p92
僖
公
駉
牡
圖 

p86
板
蕩
圖 

p80
古
公
遷
岐
圖 

p74
甫
田
圖 

p68
考
牧
圖
（
我
事
有

成
） 

p62
鹿
鳴
圖 

p56
春
酒
介
眉
圖
（
畫

題
な
し
） 

p50
蠶
月
伐
（
條
）
桑

圖 p44
七
月
流
火
圖 

p38
小
戎
兵
車
圖
【
後

愚
】 

p32
雞
鳴
昧
旦
圖 

p26
干
旄
（
在
浚
）
圖 

p20
摽
梅
迨(

待)
吉

圖 p14
麟
趾
圖 

p8
螽
斯
圖 

p2
十
五
國
星
次
紀

候
圖 

p93
頖
宮
（
水
）
圖 

p87
崧
高
（
嶽
降
）
圖

【
戴
峻
】 

p81
虞
芮
質
成
圖 

p75
洛
水
講
武
圖 

p69
蓼
莪
圖
（
蓼
莪 

昊
天
罔
極
） 

p63
皇
華
（
遣
使
）
圖 

p57
采
荼
薪
樗
圖 

p51
八
月
載
績
圖
【
蓼

莊
鶴
】 

p45
九
月
授
衣
圖
【
蓼

莊
鶴
】 

p39
蒹
葭
秋
水
圖 

p33
琴
瑟
靜
好
圖 

p27
（
淇
泉
）
箓
竹
圖

【
鄭
■
】 

p21
騶
虞
圖
【
蓼
莊
】 

p15
鵲
巢
（
百
雨
將

迎
）
圖 

p9
桃
夭
圖
【
？
】 

p3

十

五

國

地

域

辯·

十
五
國
故
址 

p94
景
山
松
柏
圖 

p88
吉
甫
作
誦 

p82
靈
臺
圖
【
唐
賢
】 

p76
苢
葦
草
黃
圖 

p70
王
事
鞅
掌
圖(

王
事

鞅
掌 

北
山
詩) 

p64
雨
雪
（
載
塗
）
圖 

p58
簗
場
納
采
圖 

p52
五
月
鳴
蜩
圖 

p46
予
耜
舉
趾
圖 

p40
衡
門
泌
水
圖 

p34
賢
妃
戒
旦
圖 

p28
北
堂
蘐
草
圖 

p22
柏
舟
圖 

p16
草
蟲
圖 

p10
兔
罝
圖
【
臣
楷
】 

p4
關
雎
風
始
圖 

p95
圖
譜
附
（
鐘
鼓
＼
簫
＼
管
＼
鞉
＼
磬
＼
柷

＼
圉
）
附
攷
（
琴
瑟
＼
笙
簧
＼
籥
＼
壎
＼
篪
） 

p89
淸
廟
圖 

p83
辟
癕
圖 

p77
日
月
交
食
圖 

p71
楚
茨
圖 

p65
吉
月
攻
車
圖
（
東

都
行
狩
） 

p59
兕
觥
稱
祝
（
濟
堂

偁
祝
）
圖
【
儕
鶴
】 

p53
私
豵
獻
豜
圖
【
石

湖
愚
者
】 

p47
婦
子
饁
餉
圖 

p41
西
歸
圖 

p35
兩
肩
重
鋂
圖 

p29
故
宮
禾
黍
圖 

p23
雄
雞
（
之
詩
）
圖 

p17

采

蘩

采

蘋

圖

【
王
？
】 

p11
（
樂
世
）
芣
苢
圖 

p5
后
妃
采
苢
圖 

p90
士
媚
婦
依
圖 

p84
卷
阿
（
矢
音
）
圖 

p78
豳
雅
總
圖
三
幅 

p72
南
山
圖
（
南
東

其
畝
） 

p66
鴻
雁
圖(`

鴻
雁

安
宅) 

p60
東
山
零
雨
圖
一 

p54
斯
螽
圖 

p48
春
日
（
豳
女
）
求

桑
圖 

p42
鸤
鳩
圖 

p36
陟
岵
陟
屺
圖 

p30
牛
羊
下
來
圖 

p24
共
姜
柏
舟
圖 

p18
甘
棠
圖
【
■
】 

p12
漢
南
游
女
圖 

p6
卷
耳
圖 
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情
景
畫
を
収
錄
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
高
儕
鶴
は
情
景
畫
の
鑒
賞
が
『
詩
經
』
に
詠
ま
れ
た
內
容
や

主
旨
を
實
感
し
、
心
を
樂
し
ま
せ
る
た
め
だ
と
し
て
い
る
二

。
こ
れ
に
對
し
て
、
情
景
畫
以
外
の
六
項

目
の
圖
譜
、「
詩
經
天
垣
星
紀
圖
考
」（
p1
）
、「
十
五
國
星
次
紀
候
圖
」（
p2
）
、「
十
五
國
地
域
辨·

十

五
國
故
址
」
（
p3
）
、
「
小
戎
車
式
」
（
p43
）
、
「
日
月
交
食
圖
」
（
p77
）
、
「
圖
譜
附
」
お
よ
び
「
附
攷
」

（
p95
）
に
つ
い
て
、
高
儕
鶴
は
そ
の
収
錄
意
圖
や
典
據
に
言
及
し
て
い
な
い
。 

 

こ
れ
ら
の
圖
譜
の
な
か
で
、「
詩
經
天
垣
星
紀
圖
考
」（
p1
）
は
他
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
見
え
な
い
。

「
十
五
國
地
域
辨·

十
五
國
故
址
」（
p3
）
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
以
來
『
詩
經
』
圖
譜
に

収
錄
さ
れ
て
き
た
地
圖
だ
が
、
他
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
比
べ
て
、
清
代
の
地
名
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
二
圖
は
、
高
儕
鶴
が
獨
自
に
作
成
し
た
圖
譜
か
も
し
れ
な
い
（
本
頁
の
圖
四
十
一
）
。
ま
た
、

「
詩
經
天
垣
星
紀
圖
考
」
（
p1
）
と
「
日
月
交
食
圖
」
（
p77
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
姜
文
燦
『
詩
經
正
解
』

の
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
に
あ
る
「
天
文
圖
」
（
j1
）
、
「
月
淹
日
光
爲
日
食
之
圖
」（
j2
）
と
「
地
影

蔽
月
爲
月
食
之
圖
」（
j3
）
に
よ
く
似
た
圖
譜
で
あ
る
。
た
だ
し
、
細
部
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
（
次

頁
の
圖
四
十
二
）
。 

 

圖
四
十
一
、『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
の
「
詩
經
天
垣
星
紀
圖
考
」 
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圖
四
十
二
、『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
の
「
詩
經
天
垣
星
紀
圖
考
」（
右
）
と
「
日
月
交
食
圖
」（
左
） 
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こ
の
ほ
か
「
小
戎
車
式
」
（
p43
）
お
よ
び
「
圖
譜
附
」
（
p95
）
の
多
く
は
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』
や
陳

祥
道
『
樂
書
』
な
ど
に
同
樣
の
圖
や
解
說
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
何
を
參
照
し
た
か
は
特
定
し
が
た
い
。

し
か
し
、
「
小
戎
車
制
」
中
の
「
梁
輈
」
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
、
「
輪
」
、
「
幅
」
、
「
轂
」

は
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
と
、
圖
お
よ
び
解
說
と
も
に
全
く
同
じ
圖
譜
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
小
戎

車
制
」
だ
け
は
末
尾
に
「
已
上
車
制
器
械
、
恐
詮
解
未
析
、
分
列
圖
式
、
以
備
參
詳
」
と
解
釋
の
不
足

を
註
記
し
て
い
る
。
高
儕
鶴
は
何
か
し
ら
の
事
情
で
こ
れ
ら
の
圖
譜
を
さ
ら
に
他
書
に
よ
っ
て
考
證
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
既
成
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
そ
の
ま
ま
採
錄
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
高
儕

鶴
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
「
詩
經
大
全
圖
」
を
考
證
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
て
い
た
（
本
頁
の

圖
四
十
三
）
。 

 圖
四
十
三
、『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
の
「
小
戎
車
式
」 
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同
じ
く
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
書
物
に
、
徐
鼎
の

『
毛
詩
名
物
圖
說
』
が
あ
る
。
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
は
專
ら
動
植
物
の
圖
と
解
說
を
収
錄
し
て
お
り
、

そ
の
収
錄
數
は
二
百
四
十
六
種
に
及
ぶ
。 

乾
隆
三
十
六
年
（
一
七
七
一
）
に
刊
刻
さ
れ
た
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
の
刊
本
に
は
動
植
物
の
圖
譜
し

か
収
錄
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
自
序
に
は
「
動
植
物
以
外
の
禮
樂
、
冠
裳
、
車
旂
の
圖
は
後
に
刊
行

す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
三

。
徐
鼎
が
編
纂
し
た
禮
樂
な
ど
の
圖
譜
は
こ
れ
ま
で
發
見
さ
れ
て
い
な
い
。

徐
鼎
に
は
二
人
の
子
が
い
て
貴
顯
と
な
っ
た
が
、
後
に
零
落
し
て
没
し
、
徐
鼎
の
著
書
は
散
佚
し
て
行

方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
四

。
恐
ら
く
こ
の
た
め
に
、
動
植
物
以
外
の
圖
譜
は
刊
刻
さ
れ
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
徐
鼎
の
編
纂
構
想
を
裏
附
け
る
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
の
稿
本
の
一
部
が
北
京
の
中
國
國
家

圖
書
館
所
藏
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
五

。
稿
本
に
は
目
次
と
一
部
の
圖
が
殘
存
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
稿

本
全
體
の
大
凡
の
內
容
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

稿
本
の
目
次
（
本
頁
の
表
二
十
六
）
に
よ
る
と
、
稿
本
の
構
成
は
全
十
卷
、
卷
六
ま
で
は
動
植
物
、

卷
七
以
降
以
降
は
禮
樂
、
衣
冠
、
天
文
地
理
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
實
際
に
圖
と
解
說

が
殘
存
し
て
い
る
の
は
「
關
雎
圖
」
と
「
七
月
流
火
圖
」、
解
說
の
み
殘
存
す
る
の
は
「
辟
廱
圖
」
、「
泮

宮
圖
」
で
あ
る
（
次
頁
の
圖
四
十
四
）
。 

 

な
か
で
も
「
七
月
流
火
圖
」
は
、
上
部
に
火
星
の
位
置
を
示
し
た
圖
が
あ
り
、
下
部
に
解
說
が
附
さ

れ
て
い
る
。
解
說
の
ほ
う
は
「
豳
風·

七
月
」
詩
の
「
流
火
」
に
關
す
る
毛
傳
、
鄭
箋
、
孔
疏
を
そ
の

ま
ま
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
圖
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
や
羅
復
の
「
詩
傳
圖
」
以
來
、
明

清
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
多
く
収
錄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
徐
鼎
が
何
を
參
照
し
た
か
斷
定

※
■
は
破
損
し
不
明
な
箇
所
、
隅
付
括
弧
内
は
朱
墨
に
よ
る
追
加
・
修
正
。 

 

卷
八
【
九
魚
】、

雜
器
・
兵
器 

卷
一
、
鳥 

表
二
十
六
、
徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
稿
本
の
目
次 

■
九
、
冠
服
・

衣
裳
・
佩
用 

■
■
、
■ 

■
十
、
車
制
・
元
戎
圖
・
小
戎
圖
・
靈
臺
圖
・
辟
雝
圖
・
皋
門
應
門
圖
・

泮
宮
圖
・
定
星
圖
・
流
火
圖
・
大
東
總
星
圖
・
公
劉
相
陰
陽
圖
・
豳
風
七

月
風
化
圖
・
十
五
國
風
地
理
圖 

■
三
、
■
・

草
【
中
】 

■
■
、
草
【
中
】・

■
【
下
】 

■
■
、
■
・

蟲
【
木
上
】 

卷
六
、
魚

【
木
下
】 

卷
七
、
禮

器
・
樂
器 
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は
で
き
な
い
が
、
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
が
編
纂
さ
れ
た
乾
隆
年
間
で
あ
れ
ば
、
恐
ら
く
は
勅
撰
書
『
欽

定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
詩
傳
圖
」
だ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
實
際
、
目
次
の
卷
七
以
降
に
収
錄
さ

れ
る
預
定
で
あ
っ
た
「
禮
器
」
、「
雜
器
」
、「
冠
服
」
、「
車
制
」
な
ど
の
項
目
は
、
す
べ
て
『
欽
定
詩
經

傳
說
彙
纂
』
の
「
詩
傳
圖
」
に
見
え
る
圖
譜
で
あ
る
。 

 圖
四
十
四
、『
毛
詩
名
物
圖
說
』
稿
本
の
「
辟
雝
圖
」
と
「
七
月
流
火
圖
」 
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ま
た
、「
辟
廱
圖
」
と
「
泮
宮
圖
」
の
解
說
に
見
え
る
引
用
文
獻
は
、『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
解

說
と
よ
く
似
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
辟
廱
圖
」
の
解
說
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

鄭
箋 

 

王
制
、
天
子
曰
辟
廱
、
諸
侯
曰
泮
宮
。
鄭
康
成
曰
、
水
旋
邱
如
壁
曰
辟
廱
、
以
節
觀
者
。 

孔
穎
達
正
義
、
水
旋
邱
如
壁
者
。
壁
體
圓
而
內
有
孔
、
此
水
亦
圓
而
內
有
地
、
猶
如
璧
然
。
水
下

而
地
高
、
故
以
邱
言
之
、
以
水
繞
邱
、
所
以
節
約
。
觀
者
令
在
外
而
觀
也
。 

又
辟
廱
之
制
圓
之
以
水
。
圓
象
天
、
取
生
長
也
。
水
潤
下
、
取
其
惠
澤
也
。 

張
子
云
、
辟
廱
、
古
無
此
名
。
其
制
蓋
始
于
此
。
及
周
有
天
下
遂
以
名
天
子
之
學
、
而
諸
侯
不
得

立
焉
。 

王
伯
厚
玉
海
、
辟
廱
者
天
子
之
學
、
圓
如
壁
、
壅
之
以
水
、
示
圓
、
言
辟
、
取
辟
有
德
。
辟
水
、

言
辟
廱
者
、
取
其
廱
和
也
。
所
以
教
天
下
春
射
秋
饗
、
尊
事
三
老
五
更
、
在
南
方
七
里
之
內
、
立

明
堂
于
中
、
五
經
之
文
所
藏
處
。 

 

網
掛
け
箇
所
は
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
靈
臺
辟
廱
之
圖
」
の
解
說
で
あ
る
。
鄭
箋
の
次
に

孔
穎
達
の
正
義
が
來
る
の
は
『
毛
詩
正
義
』
の
通
り
だ
が
、
そ
の
後
に
張
子
（
張
載
）
の
註
を
引
く
の

は
「
靈
臺
辟
廱
之
圖
」
と
同
じ
構
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
は
、
「
靈
臺
辟
廱
之
圖
」

に
あ
る
引
用
文
の
前
後
を
よ
り
多
く
引
い
て
お
り
、
さ
ら
に
王
伯
厚
（
王
應
麟
）
の
『
玉
海
』
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
引
用
狀
況
と
、
先
述
し
た
目
次
の
細
目
や
「
七
月
流
火
圖
」
の
圖
の
類
似
性
か
ら

推
測
す
る
と
、
徐
鼎
は
稿
本
卷
七
以
降
の
禮
樂
、
衣
冠
、
天
文
地
理
に
關
す
る
圖
譜
の
編
纂
に
際
し
て
、

勅
撰
書
の
附
錄
な
ど
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
圖
を
基
礎
資
料
と
し
、
解
說
を
增
補
す
る
方
法
を
と
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

 第
三
項 

『
詩
經
』
考
證
書 

 

清
代
に
『
詩
經
』
の
內
容
を
考
證
し
た
書
物
は
多
く
あ
る
が
、
圖
譜
を
附
し
た
も
の
は
尹
繼
美
『
詩

地
理
攷
略
』
と
方
玉
潤
『
詩
經
原
始
』
な
ど
僅
か
で
あ
る
。 

『
詩
經
』
の
地
理
を
考
證
し
た
『
詩
地
理
攷
略
』
は
、
そ
の
凡
例
に
よ
る
と
、
『
詩
經
』
の
篇
目
の

順
に
從
っ
た
王
應
麟
『
詩
地
理
考
』
の
體
裁
を
變
更
し
て
國
ご
と
に
分
け
て
考
證
し
た
こ
と
、
古
代
の

地
名
に
つ
い
て
は
早
期
の
地
理
學
の
書
で
あ
る
『
漢
書
』
地
理
志
、
『
後
漢
書
』
郡
國
志
、
杜
預
『
春

秋
左
傳
集
註
』
、
『
春
秋
釋
例
』
、
酈
道
元
『
水
經
註
』
を
主
要
史
料
と
し
、
清
代
當
時
の
地
理
に
つ
い

て
は
『
大
清
一
統
志
』
に
依
據
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
中
で
も
小
字
註
に
典

據
を
逐
一
示
し
て
い
る
が
、『
詩
經
』
圖
譜
に
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
六

。
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南

135



圖
」
以
來
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
に
は
地
理
圖
が
収
錄
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
尹
繼
美
は
『
詩
經
』

圖
譜
を
参
照
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

一
方
、
方
玉
潤
『
詩
經
原
始
』
の
圖
譜
は
全
九
圖
あ
る
（
本
頁
の
表
二
十
七
）
。
冒
頭
の
「
詩
無
邪
太

極
圖
」
（
q1
）
に
は
「
從
太
極
元
樞
錄
出
」
と
い
う
註
記
が
あ
り
、
末
尾
の
「
作
詩
時
世
圖
」
（
q9
）

に
は
「
從
傳
說
彙
纂
錄
出
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
十
五
國
風
輿
地
圖
」（
q2
）
以
降
の
八
圖
は

『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
詩
傳
圖
」
か
ら
節
錄
し
た
こ
と
が
わ
か
る
七

。 

   

し
か
し
、『
詩
經
原
始
』
の
地
理
圖
は
、『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
に
は

な
い
西
方
の
「
崑
崙
」
や
朝
鮮
半
島
の
「
箕
子
國
」
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
収
錄
す
る
項
目
は
地
理

圖
と
天
文
圖
、
そ
し
て
一
部
の
譜
に
限
ら
れ
る
。 

 

こ
の
改
編
や
圖
譜
の
取
捨
選
擇
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
『
詩
經
原
始
』
の
凡
例
に
記
さ
れ
て
い
る
。

方
玉
潤
は
、
「
圖
」
と
「
譜
」
は
後
世
の
人
々
が
自
身
の
考
え
に
よ
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ
り
正
確
だ

と
は
言
え
な
い
が
、
『
詩
經
』
に
も
と
か
ら
附
さ
れ
て
い
る
た
め
削
除
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

た
。
特
に
、
古
代
か
ら
變
わ
る
こ
と
の
な
い
地
理
や
概
要
を
把
握
す
る
の
が
難
し
い
家
系
、
年
代
に
つ

い
て
は
、
完
全
に
は
依
據
で
き
な
く
と
も
、
『
詩
經
』
を
學
ぶ
者
に
と
っ
て
検
討
材
料
と
し
て
の
價
値

が
あ
る
と
考
え
、
多
少
の
修
訂
を
加
え
て
収
錄
し
た
と
い
う
八

。 

 

凡
例
に
見
え
る
よ
う
に
、
方
玉
潤
は
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を
受
け
繼
い
だ
『
欽
定
詩

經
傳
說
彙
纂
』
の
圖
譜
に
對
し
て
、
古
く
か
ら
傳
わ
っ
た
た
め
何
か
し
ら
の
根
據
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
考
え
つ
つ
、
基
本
的
に
は
疑
念
を
抱
い
て
い
た
。
地
理
や
天
文
以
外
の
圖
を
削
除
し
た
理
由
は
、

凡
例
に
「
唯
制
度
、
名
物
諸
圖
、
則
在
所
略
」
と
し
か
記
し
て
い
な
い
が
、
先
述
し
た
凡
例
の
文
脈
か

ら
す
れ
ば
、
地
理
や
天
文
と
異
な
り
、
時
代
に
よ
っ
て
變
化
す
る
制
度
や
名
物
の
圖
譜
は
、
方
玉
潤
に

と
っ
て
信
ず
る
に
足
り
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

q7
豳
公
七
月
風
化
之
圖 

q4
七
月
流
火
之
圖 

q1
詩
無
邪
太
極
圖
（
從
太
極
元
樞
錄
出
） 

表
二
十
七
、
方
玉
潤
『
詩
經
原
始
』
收
錄
圖
一
覽 

q8
諸
國
世
次
圖 

q5
楚
邱
定
之
方
中
圖 

q2
十
五
國
風
輿
地
圖 

q9
作
詩
時
世
圖
（
從
傳
說
彙
纂
錄
出
） 

 

q6
公
劉
相
陰
陽
圖 

q3
大
東
總
星
之
圖 
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第
二
節 

宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
消
失 

 

光
緒
年
間
以
降
、『
詩
經
』
圖
譜
は
單
行
本
や
書
肆
が
刊
刻
し
た
『
詩
經
』
の
附
錄
に
多
く
見
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
九
種
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を
収
錄
す
る
圖
譜
、

宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
情
景
畫
や
動
植
物
圖
を
折
衷
し
た
圖
譜
、
そ
し
て
動
植
物
圖
の
み
を
収

錄
す
る
圖
譜
の
三
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
一
項 

宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を
収
錄
す
る
圖
譜 

 

光
緒
年
間
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
、
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
の
み
を
収
錄
し

た
も
の
は
清
朝
最
後
の
年
、
宣
統
三
年
（
一
九
一
一
）
に
刊
刻
さ
れ
た
『
章
福
記
監
本
詩
經
』
卷
首
の

附
錄
一
種
で
あ
る
。
同
附
錄
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
圖
譜
は
全
四
十
六
圖
あ
る
（
次
頁
の
表
二
十
八
）
。 

四
十
六
圖
の
典
據
に
つ
い
て
、「
冔
」（
r7
）
圖
中
に
「
按
冠
服
樂
器
等
圖
原
碑
並
無
註
釋
、
茲
纂
大

全
補
入
、
俾
學
者
觀
其
器
而
知
義
」
と
い
う
、「
原
碑
」
、
す
な
わ
ち
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
を
採
錄
し
、

「
詩
經
大
全
」
か
ら
解
說
を
補
っ
た
た
こ
と
を
示
す
註
記
が
あ
る
。
し
か
し
、
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）

に
刊
刻
さ
れ
た
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
の
「
詩
經
圖
」
で
は
、
「
冔
」
圖
に
全
く
同
じ
註
記
を
示
し
て
い

る
（
次
頁
の
圖
四
十
五
）
。
『
章
福
記
監
本
詩
經
』
と
鄭
之
僑
の
「
詩
經
圖
」
を
比
較
す
る
と
、
「
冔
」

（
r7
）
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
圖
と
解
說
が
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
章
福

記
監
本
詩
經
』
の
圖
譜
は
鄭
之
僑
の
「
詩
經
圖
」
か
ら
節
錄
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
章
福
記
監
本
詩
經
』
が
節
錄
し
た
內
容
は
、
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」
の
「
譜
」
に
相
當
す
る
箇
所
や

地
理
天
文
の
圖
が
全
く
無
く
、
建
築
圖
（
r1
～
r4
）
と
車
馬
圖
（
r5
と
r6
）
、
そ
し
て
衣
冠
、
祭
器

の
圖
譜
（
r7
～
r46
）
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
と
同
樣
に
、
『
詩
經
』
の
附
錄
圖
譜
で
は
既
成
の
『
詩
經
』

圖
譜
の
一
部
、
特
に
「
譜
」
を
節
錄
す
る
例
は
、
南
宋
書
肆
の
『
詩
經
』
圖
譜
や
元
代
の
羅
復
「
詩
傳

圖
」
な
ど
古
く
よ
り
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
衣
冠
や
祭
器
だ
け
を
収
錄
し
、
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜

で
は
こ
の
後
に
収
錄
さ
れ
て
い
た
樂
器
や
兵
器
を
省
略
し
た
圖
譜
は
、
『
章
福
記
監
本
詩
經
』
以
前
に

見
ら
れ
な
い
。
「
譜
」
な
ど
大
型
の
圖
譜
を
省
略
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
附
錄
と
い
う
限
ら
れ
た
紙
幅
の

な
か
で
、
必
要
な
圖
譜
だ
け
を
選
擇
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
『
章
福
記
監
本
詩
經
』

の
節
錄
に
は
合
理
的
な
理
由
が
見
い
出
し
難
く
、
明
確
な
編
纂
意
圖
を
も
た
ず
既
成
の
圖
譜
を
恣
意
的

に
採
錄
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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圖
四
十
五
、「
冔
」
圖
の
註
記
（
上
は
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」、
下
は
『
章
福
記
監
本
詩
經
』
） 

 

   

※
網
掛
け
は
、
解
說
が
「
欽
定
詩
傳
圖
」
と
同
樣
か
類
似
し
た
項
目
。 

 

 

r41
升
斗
（
椒

聊
） 

r33
罍
（
卷
耳
） 

r25
籩
（
伐
柯
） 

r17
邪
幅
（
草

菽
） 

r9
臺
笠
（
都
人

士
） 

r1
靈
臺
之
圖 

表
二
十
八
、『
章
福
記
監
本
詩
經
』
收
錄
圖
一
覽 

r42
筐
（
采
蘋
） 

r34
秬
（
江
漢
） 

r26
豆
（
伐
柯
） 

r18
雜
佩 

r10
緇
撮
（
都
人

士
） 

r2
辟
廱
之
圖 

r43
璧
（
雲
漢
） 

榖
璧
／
蒲
璧 

r35
卣
（
江
漢
） 

r27
俎
（
楚
茨
） 

r19
觹
（
芄
蘭
） 

r11
袞
衣
（
九

罭
） 

r3
皋
門
應
門
之

圖 

r44
璋
瓚
（
棫

樸
） 

r36
犧
尊
（
閟

宮
） 

r28
斝
（
行
葦
） 

r20
笄
（
君
子
偕

老
） 

r12
羔
裘
豹
飾

（
鄭
羔
裘
） 

r4
泮
宮
之
圖 

r45
缶
（
宛
邱
） 

r37
楅
衡
（
閟

宮
） 

r29
登
（
生
民
） 

r21
縭
（
東
山
） 

r13
繡
裳
（
九

罭
） 

r5
周
元
戎
圖 

r46
筥
（
采
蘋
） 

r38
鬯
（
江
漢
） 

r30
簋
（
權
輿
） 

r22
韘
（
芄
蘭
） 

r14
狐
裘
（
檜
羔

裘
） 

r6
秦
小
戎
圖 

  

r39
圭
（
雲
漢
） 

桓
圭
／
信
圭
／
躬

圭 r31
爵
（
簡
兮
） 

r23
帨
（
野
有
死

麕
） 

r15
芾
䡟
（
侯
人
／

菜
菽
） 

r7
冔 

r40
圭
瓚
（
早

麓
） 

r32
壺
（
韓

奕
） 

r24
筓
（
君
子

偕
老
） 

r16
瑱
（
君
子

偕
老
） 

r8
弁
（
淇

澳
） 
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第
二
項 

情
景
畫
や
動
植
物
圖
を
折
衷
し
た
圖
譜 

一
、
情
景
畫 

 

光
緒
二
十
六
年
（
一
九
〇
一
）
以
降
に
刊
刻
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
錦
章
圖
書
局
『
五
彩
繪
圖
監
本

詩
經
』
は
全
四
册
、
収
錄
さ
れ
て
い
る
圖
譜
は
全
九
圖
（
本
頁
の
表
二
十
九
）
、
一
册
目
卷
首
に
地
理
圖

の
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」（
s1
）
と
情
景
畫
「
關
關
雎
鳩
＼
琴
瑟
友
之
」
（
s2
）
が
あ
る
。
こ
の
ほ

か
は
す
べ
て
情
景
畫
で
二
册
目
以
下
の
卷
首
に
附
さ
れ
て
い
る
。
情
景
畫
は
、
一
圖
に
詩
二
篇
の
情
景

が
描
か
れ
て
い
る
。 

   

『
五
彩
繪
圖
監
本
詩
經
』
は
書
中
に
圖
譜
の
典
據
や
収
錄
意
圖
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
宋

元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
見
え
る
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」（
s1
）
だ
け
は
、
そ
の
來
歷
に
關
す
る

手
が
か
り
が
あ
る
（
次
頁
の
圖
四
十
六
）
。
同
圖
は
現
在
の
北
京
に
相
當
す
る
地
域
を
「
燕
南
、
今
北

平
」
と
記
し
て
い
る
。『
詩
經
』
圖
譜
の
地
理
圖
に
お
け
る
北
京
の
表
記
は
、
元
代
で
は
「
大
都
」
、
明

代
以
降
は
「
北
京
」
と
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
限
り
、
『
五
彩
繪
圖
監

本
詩
經
』
と
同
樣
に
表
記
す
る
の
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
と
こ
れ
を
飜
刻
し
た
清
代
の
鄭
之
僑
『
六

經
圖
』
の
み
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
時
代
の
近
い
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
か
ら
採
錄
し
た
の
だ
ろ
う
。『
五

彩
繪
圖
監
本
詩
經
』
の
圖
譜
の
な
か
で
も
地
理
圖
は
、
『
詩
經
』
を
學
ぶ
上
で
、
特
に
國
風
の
各
詩
篇

を
學
ぶ
上
で
參
照
價
値
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
同
書
が
収
錄
す
る
一
部
の
詩
篇

の
情
景
畫
は
、
同
樣
に
情
景
畫
を
収
錄
し
た
高
儕
鶴
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
と
比
べ
て
數
量
も
少
な
く
、

s7
陟
彼
北
山
、
言
采
其
杞
（
小

雅·

北
山
之
什·

北
山
）
＼
魚
在
在

藻
、
有
頒
其
首
（
小
雅·

桑
扈
之

什·

魚
藻
） 

s4
大
叔
于
田
、
乘
乘
馬
、
執
㘘
如

組
、
兩
驂
如
舞
（
鄭
風·

大
叔
于
田
）

＼
山
有
喬
松
、
隰
有
游
龍
、
不
見
子

充
、
乃
見
狡
童
（
鄭
風·

山
有
扶
蘇
） 

s1
十
五
國
風
地
理
之
圖 

表
二
十
九
、
錦
章
書
局
『
五
彩
繪
圖
監
本
詩
經
』
收
錄
圖
一
覽 

s8
夙
興
夜
寐
、
洒
掃
庭
內
＼
投
我

以
桃
、
報
之
以
李
（
と
も
に
大
雅

·

蕩
之
什·

抑
） 

s5
雞
既
鳴
矣
、
朝
既
盈
矣
、
匪
雞

則
鳴
、
蒼
蠅
之
聲
（
齊
風·

雞

鳴
）
＼
十
畝
之
間
兮
、
桑
者
閑
閑

兮
（
魏
風·

十
畝
之
間
） 

s2
關
關
雎
鳩
＼
琴
瑟
友
之
（
と
も

に
周
南·

關
雎
） 

s9
瞻
卬
昊
天
、
有
嘒
其
星
（
大

雅·

蕩
之
什·

雲
漢
）
＼
率
時
農

夫
、
播
厥
百
穀
（
周
頌·

臣
工
之

什·

噫
嘻
） 

s6
彤
弓
弨
兮
、
受
言
藏
之
（
小

雅·

彤
弓
之
什·

彤
弓
）
＼
鶴
鳴

于
九
皋
（
小
雅·

彤
弓
之
什·

鶴

鳴
） 

s3
采
采
卷
耳
（
周
南·

卷
耳
）
＼

桃
之
夭
夭
（
周
南·

桃
夭
） 
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參
照
資
料
と
し
て
の
役
割
を
ど
こ
ま
で
担
っ
た
か
疑
わ
し
い
。 

 

圖
四
十
六
、
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」
地
名
表
記 

（
上
は
『
五
彩
繪
圖
監
本
詩
經
』
、
下
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
） 

 

 

二
、
動
植
物
圖 

 

宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
と
動
植
物
圖
を
兩
方
を
収
錄
し
た
圖
譜
に
は
、
宣
統
三
年
（
一

九
一
一
）
刊
刻
の
小
安
樂
書
屋
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
と
民
國
七
年
（
一
九
一
八
）
の
上
海
天
寶
書

局
『
監
本
詩
經
』
が
あ
る
。 

 

小
安
樂
書
屋
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
は
乾
隆
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
』
註
釋
の
勅
撰
書
『
詩

義
折
中
』
に
圖
を
增
補
し
た
書
物
で
あ
る
。
収
錄
さ
れ
て
い
る
圖
は
全
一
九
八
圖
で
あ
る
（
次
頁
の
表

三
十
（
一
）
と
次
々
頁
の
（
二
））
。
こ
れ
ら
の
圖
の
約
三
分
の
二
を
占
め
る
一
四
九
圖
は
岡
元
鳳
『
毛

詩
名
物
圖
攷
』
の
動
植
物
圖
で
あ
る
。
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
見
え
る
も
の
は
、
表
中
に
網
掛

け
を
し
た
天
文
地
理
、
衣
冠
、
車
馬
、
祭
器
、
樂
器
、
兵
器
な
ど
を
圖
示
し
た
四
十
九
圖
で
あ
る
。 

『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
の
圖
は
、
す
べ
て
本
文
中
の
關
聯
す
る
箇
所
に
附
さ
れ
て
お
り
、
解
說
は

な
い
。
圖
が
本
文
や
註
釋
の
傍
ら
に
あ
っ
て
相
互
に
參
照
で
き
る
た
め
、
解
說
は
必
要
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
こ
の
た
め
、
天
文
地
理
や
器
物
等
の
圖
は
、
そ
の
典
據
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
に
乏
し
い
。

し
か
し
、
先
の
『
五
彩
繪
圖
監
本
詩
經
』
と
同
じ
く
、
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
冒
頭
の
「
十
五
國
風

地
理
之
圖
」
（
t1
）
で
は
北
京
の
地
名
を
「
燕
南
、
今
北
平
」
と
記
し
て
お
り
、
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』

か
ら
圖
を
採
錄
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
に
は
南
宋
の
『
毛
詩
圖
說
』

や
「
毛
詩
舉
要
圖
」
以
來
『
詩
經
』
圖
譜
に
収
錄
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
絲
衣
」（
t195
）
が
あ
り
、

清
代
の
正
装
が
圖
示
さ
れ
て
い
る
（
次
頁
の
圖
四
十
七
）。
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圖
四
十
七
、「
絲
衣
」
圖
（
上
は
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』、
下
は
『
毛
詩
舉
要
圖
』
） 

 

 

t100
簋 

t89
鴇 

t78
茹
藘 

t67
兔 

t56
鱣 

t45
唐 

t34
匏 

t23
甘
棠 

t12
芣
苢 

t1
十
五

國
風
地

理
之
圖 

表
三
十
、
小
安
樂
書
屋
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
收
錄
圖
一
覽
（
一
） 

 

t101
缶 

t90
栩 

t79
芍

藥
・
蕳 

t68
蕭 

t57
鳩 

t46
葑 

t35
荼 

t24
雀 

t13
楚 

t2
荇
菜 

t102
荍 

t91
蕨 

t80
蒼
蠅 

t69
艾 

t58
籊 

t47
鶉 

t36
流
離 

t25
羔
羊 

t14
蔞 

t3
琴
・

瑟
・

皷
・
鐘 

t103
鯉 

t92
小
戎 

t81
雞
已

鳴
矣 

t70
李 

t59
芄
蘭 

t48
桐
・

榛
栗
・

梓
・
漆 

t37
籥
・

爵 t26
鹿
・

尨 t15
魴 

t4
雎
鳩 

t104
紵 

t93
虎
韔 

t82
狼 

t71
杞 

t60
殳 

t49
桑 

t38
苓
・

榛 t27
蓬
・

葭 t16
麟 

t5
黃
鳥 

t105
鴞 

t94
俴
駟 

t83
柳 

t72
虎 

t61
諼 

t50
定
中

揆
日
圖 

t39
烏
・

狐 t28
騶

虞
・
豵 

t17
鵲 

t6
葛
覃 

t106
苕 

t95
蒹
葭 

t84
魴
鱮 

t73
矛 

t62
木
瓜 

t51
旄 

t40
荑 

t29
柏 

t18
蘩 

t7
卷
耳 

t107
蒲 

t96
水
中

沚 t85
莫
・

藚 t74
鳧 

t63
黍 

t52
旟 

t41
鴻 

t30
燕 

t19
草
蟲 

t8
罍 

t108
鬵 

t97
六
駁 

t86
輪
輻 

t75
雜
佩 

t64
雞 

t53
蝱 

t42
茨 

t31
棘 

t20
薇 

t9
我
馬

瘖
矣 

t109
蜉
蝣 

t98
甲 

t87
蟋
蟀 

t76
荷
花 

t65
蒲 

t54
綠
竹 

t43
笄 

t32
雄
雉 

t21
蘋
藻 

t10
螽
斯 

t110
鵜 

t99
裳 

t88
椒 

t77
扶
蘇 

t66
蓷 

t55
瓠

犀
・
扁

竹
・
王

芻 t44
瑱
・

象
・
揥 

t33
雁 

t22
筐
筥

錡
釜 

t11
桃 
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t198
楅

衡
・
犧

尊
・
貝

胄 t188
卣
・

秬
・
鬯 

t177
靈
臺 

t166
芾
・

邪
幅 

t155
豺
虎 

t144
拾
・

決 t133
常
棲 

t122
鸛 

t111
鳲
鳩 

表
三
十
、
小
安
樂
書
屋
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
收
錄
圖
一
覽
（
二
） 

 
※
 t157
大
東
圖
は
書
中
に
名
稱
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
他
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
名
稱
に
從
っ
た
。 

t189
牟 

t178
辟
廱 

t167
臺

笠
・
緇
撮 

t156
蔚 

t145
隼 

t134
魚
服 

t123
褵 

t112
黍 

t190
鷺 

t179
鼉

鼓 t168
蠆 

t157
大

東
圖 

t146
鶴 

t135旐
・

旟 t124籩
・

䇺 t113
流

火 

t191
鼓
・

柷
・
簫
・

磬
・
圉
・

篪 t180
荏
菽 

t169
藍 

t158
鳶 

t147
蓫 

t136
魴

鯉
・
鰋

鯉
・
鱨
鯊 

t125
袞

衣
・
繡
裳 

t114
蠶 

t192
鰷 

t181
豆
・

登 t170
綠 

t159
鶉 

t148
虺
・

蛇 t137
萊
・

柯
・
臺 

t126
鱒
魴 

t115
鳴
蜩 

t193
旂 

t182
鳧
鷖 

t171
鶖 

t160
俎 

t149
虺
蜴 

t138
莪 

t127
鹿 

t116
鳴
鵙

・
狐
狸 

t193
蜂 

t183干
・

戈
・

戚
・
揚 

t172
苕 

t161
螟

螣 t150
龜 

t139
白

斾 t128
蒿 

t117
沙

雞 

t194
蓼 

t184
相

陰
陽 

t173
堇 

t162
蟊

賊 t151
螟

蛉
有
子

果
負
之

蠃 t140
元

戎 t129
芩 

t118
葵 

t195
絲

衣 t185
鳳

凰 t174
皋

門
應
門 

t163
鴛

鴦 t152
桑

扈 t141
鱉 

t130
革 

t119
叔

苴 

t196
泮
宮 

t186
桓

圭
・
信

圭
・
躬
圭 

t175
柞 

t164
蔦 

t153
鸒 

t142
鯉 

t131
鵻 

t120
鴟
鴞 

t197
茆 

t187
壺 

t176
檉 

t165
鷮 

t154
壎
・

篪 t143
芑 

t132
春
令 

t121
果

臝
・
熠

耀 
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先
述
し
た
『
章
福
記
監
本
詩
經
』
や
『
五
彩
繪
圖
監
本
詩
經
』
と
比
べ
て
、『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』

は
圖
を
多
く
収
錄
す
る
上
、
本
文
中
で
對
應
さ
せ
た
り
、
よ
り
新
し
い
事
物
を
圖
示
す
る
と
い
っ
た
工

夫
を
施
し
て
お
り
、
圖
譜
を
學
習
の
參
考
資
料
と
し
て
供
す
る
目
的
意
識
を
強
く
も
っ
て
編
纂
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
從
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
「
譜
」
や
、『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
全
二
百
五
十
二
圖
の
百
圖

あ
ま
り
を
採
錄
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
採
錄
の
基
準
に
不
明
確
な
點
は
殘
る
も
の
の
、
學
習
に
供
し

よ
う
と
す
る
目
的
意
識
が
あ
っ
た
た
め
に
、
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
坊
本
に

は
収
錄
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
動
植
物
圖
も
あ
わ
せ
て
収
錄
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

そ
し
て
、
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
と
同
じ
く
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
動
植
物
圖
『
毛
詩
名

物
圖
攷
』
を
収
錄
し
な
が
ら
、
對
照
的
な
內
容
と
な
っ
て
い
る
の
は
民
國
七
年
（
一
九
一
八
）
、
上
海

天
寶
書
局
が
刊
刻
し
た
『
監
本
詩
經
』
で
あ
る
。
『
監
本
詩
經
』
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
圖
は
全
四
十
九

圖
、
す
べ
て
卷
首
に
置
か
れ
て
お
り
、
解
說
は
削
除
さ
れ
て
い
る
（
本
頁
の
表
三
十
一
）
。 

                   

u49
鰷
鱨
鰋
鯉 

u41
九
罭
之
魚

鱒
魴 

u33
維
熊
維
羆 

u25
鳳
凰
于
飛 

u17
鴻
則
離
之 

u9
維
筍
及
蒲 

u1
十
五
國
風

地
理
之
圖 

表
三
十
一
、
上
海
天
寶
書
局
『
監
本
詩
經
』
收
錄
圖
一
覽 

 

 

u42
魚
麗

于
罶
鱨
鯊 

u34
投
畀

豺
虎 

u26
我
馬

虺
隤 

u18
雞
棲

于
時 

u10
桃
之

夭
夭 

u2
葛
之

覃
兮 

u43
魚
麗

于
罶
魴
鯉 

u35
母
教

猱
升
木 

u27
麟
之

趾 u19
鴟
鴞

鴟
鴞 

u11
華
如

桃
李 

u3
匏
有

苦
葉 

u44
魚
麗

于
罶
鰋
鯉 

u36
呦
呦

鹿
鳴 

u28
羔
羊

之
皮 

u20
鸛
鳴

于
垤 

u12
折
柳

樊
圃 

u4
彼
采

艾
兮 

u45
南
有

嘉
魚 

u37
象
弭

魚
服 

u29
無
使

尨
也
吠 

u21
鶴
鳴

九
臯 

u13
梧
桐

生
矣 

u5
可
以

漚
菅 

u46
我
龜

既
厭 

u38
鲂
魚

頳
尾 

u30
于
嗟

乎
騶
虞 

u22
匪
鶉

匪
鳶 

u14
關
關

雎
鳩 

u6
六
月

食
鬱
及
薁 

u47
鼉
鼓

逢
逢 

u39
其
魚

魴
鰥 

u31
有
力

如
虎 

u23
有
集

维
鷮 

u15
維
鵲

有
巢 

u7
食
野

之
蕎 

u48
龍
旂

陽
陽 

u40
必
河

之
鯉 

u32
羊
牛

下
來 

u24
有
騶

在
粱 

u16
雄
雉

于
飛 

u8
薄
言

采
苞 
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こ
の
な
か
で
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
見
え
る
の
は
地
理
圖
の
「
十
五
國
風
地
理
之
圖
」（
u1
）

だ
け
で
あ
る
。
こ
の
地
理
圖
も
『
五
彩
繪
圖
監
本
詩
經
』
や
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
に
類
似
す
る
が
、

北
京
の
地
名
は
「
燕
南
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
節
錄
の
過
程
で
誤
っ
て
削
除
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

『
監
本
詩
經
』
は
先
の
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
と
比
べ
て
、
収
錄
す
る
圖
譜
が
四
分
の
一
程
度
と

少
な
く
、
こ
れ
ら
の
圖
譜
を
収
錄
し
た
基
準
も
明
ら
か
で
は
な
い
。 

 

第
三
項 

動
植
物
圖
の
み
を
収
錄
す
る
圖
譜 

 

小
安
樂
書
屋
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
や
『
監
本
詩
經
』
が
岡
元
鳳
『
毛
詩
名
物
圖
攷
』
の
圖
譜
を

節
錄
す
る
前
に
は
、『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
が
清
へ
と
傳
わ
り
、
次
第
に
廣
ま
っ
て
い
く
過
程
が
あ
っ
た
。

『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
は
天
明
五
年
（
一
七
八
四
）
こ
ろ
に
刊
刻
さ
れ
て
お
り
、
中
國
に
お
け
る
記
載
は
、

早
く
は
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
の
丁
丙
『
八
千
卷
樓
書
目
』
に
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く

光
緒
年
間
よ
り
前
に
は
中
國
へ
傳
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
九

。
こ
の
後
、
光
緒
年
間
（
一
八
六
二
～
一

九
〇
八
）
ま
で
に
飜
刻
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
木
刻
本
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
が
あ
り
、
さ
ら
に
光
緒
十

二
年
（
一
八
八
六
）
に
は
上
海
積
山
書
局
が
、
宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
）
に
は
掃
葉
山
房
が
飜
刻
し
、

掃
葉
山
房
の
版
は
民
國
十
三
年
（
一
九
二
四
）
と
民
國
三
十
年
（
一
九
四
一
）
に
も
重
版
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
間
に
は
附
錄
と
し
て
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
を
収
錄
す
る
上
海
龍
文
書
局
『
改
良
繪
圖
品
物
圖

攷
詩
經
監
本
』（
光
緒
三
十
四
年
）
や
上
海
鑄
記
書
局
『
詩
經
讀
本
』（
宣
統
二
年
）
が
刊
刻
さ
れ
て
い

る
。 こ

の
よ
う
に
、
書
肆
を
中
心
と
し
て
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
が
廣
く
刊
刻
、
収
錄
さ
れ
た
理
由
を
、
一

點
に
帰
結
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
光
緒
十
二
年
の
上
海
積
山
書
局
本
に
序
を
寄
せ
た
戴
兆
春
は
、
『
毛

詩
品
物
圖
攷
』
が
廣
く
諸
說
を
集
め
先
賢
の
解
釋
を
折
衷
し
て
動
植
物
を
考
證
し
た
こ
と
を
高
く
評
價

し
て
い
る
一
〇

。
こ
の
よ
う
な
評
價
の
存
在
が
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
の
刊
刻
を
推
進
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。 ま

た
、
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
と
、
こ
れ
に
先
ん
じ
て
中
國
で
編
纂
さ
れ
た
徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』

の
異
同
も
一
つ
の
手
が
か
り
で
あ
る
。
兩
書
は
圖
の
解
說
に
お
け
る
引
用
文
獻
の
異
同
、
す
な
わ
ち
『
毛

詩
名
物
圖
說
』
は
經
史
子
書
以
外
に
も
、
經
義
を
明
ら
か
に
す
る
記
載
で
あ
れ
ば
網
羅
的
に
採
錄
し
た

の
に
對
し
て
、『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
は
毛
傳
、
鄭
箋
、
朱
熹
の
『
詩
集
傳
』
を
主
と
し
て
、
諸
書
の
記
載

を
折
衷
し
た
と
い
う
違
い
が
あ
る
一
一

。
先
述
し
た
戴
兆
春
が
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
の
「
先
賢
の
解
釋
を

折
衷
」
し
た
點
を
評
し
た
の
は
、
ま
さ
に
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
の
解
說
が
經
書
の
註
釋
を
根
幹
に
据
え

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。 

だ
が
、
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
を
『
詩
經
』
の
附
錄
と
し
て
収
錄
し
た
坊
本
、
特
に
解
說
を
削
除
し
圖
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の
み
を
収
錄
し
た
小
安
樂
書
屋
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
や
上
海
天
寶
書
局
『
監
本
詩
經
』
の
編
纂
者

は
、
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
の
解
說
よ
り
も
、
精
緻
な
圖
の
ほ
う
に
價
値
を
見
出
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る

（
本
頁
の
圖
四
十
八
）
。
こ
れ
は
、
學
習
上
の
参
照
價
値
に
着
目
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
不
明

確
な
基
準
で
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
の
一
部
を
節
錄
す
る
と
い
う
點
か
ら
す
れ
ば
、
商
品
で
も
あ
る
書
物

の
附
加
價
値
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 圖
四
十
八
、「
關
雎
圖
」（
右
は
徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』、
下
は
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』） 
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小
結 

 

南
宋
以
來
、
主
に
學
習
に
供
す
る
目
的
で
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
『
詩
經
』
の
名
物
を
集

成
し
た
類
書
、
考
證
を
目
的
と
し
た
書
物
、
情
景
畫
や
動
植
物
圖
を
収
錄
し
た
圖
譜
の
編
纂
に
あ
た
っ

て
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
圖
譜
の
一
部
が
採
錄
さ
れ
た
。
こ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
編

纂
者
で
あ
る
高
儕
鶴
や
徐
鼎
、
方
玉
潤
は
、
そ
れ
ぞ
れ
依
據
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
に
不
足
や
疑

念
を
感
じ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
宋
元
の
經
書
圖
譜
に
對
す
る
意
識
の
變
化
と
異
な
り
、
編
纂
者
や
そ
の

意
圖
、
そ
し
て
圖
譜
の
根
據
は
明
ら
か
で
な
く
と
も
、
古
く
か
ら
傳
わ
っ
た
と
い
う
點
に
宋
元
以
來
の

『
詩
經
』
圖
譜
の
價
値
や
意
義
を
見
出
す
と
い
う
認
識
が
清
代
以
降
、
次
第
に
崩
れ
ゆ
き
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

光
緒
年
間
に
な
る
と
、
書
肆
は
錦
章
圖
書
局
『
繪
圖
監
本
詩
經
』
の
よ
う
に
情
景
畫
を
収
錄
し
た
り
、

中
國
に
も
た
ら
さ
れ
て
廣
ま
っ
た
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
を
『
詩
經
』
の
附
錄
に
採
り
入
れ
る
な

ど
、
從
來
の
坊
本
が
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
節
錄
す
る
の
と
は
異
な
る
、
新
た
な
工
夫
を
行
っ

た
。
商
業
出
版
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
新
機
軸
を
打
ち
出
す
動
き
が
興
っ
た
こ
と
は
、
先
述
し
た
宋
元

以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
對
す
る
認
識
の
變
化
と
無
關
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
狀
況
の
な
か
で
も
、
宣
統
三
年
の
『
章
福
記
監
本
詩
經
』
や
小
安
樂
書
屋
『
御
纂
繪
圖

詩
義
折
中
』
は
、
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を
附
錄
と
し
て
採
錄
し
た
。
兩
書
の
編
纂
者
が

採
錄
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
坊
本
の
附
錄
と
し
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
の
「
詩
經

圖
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
書
肆
に
と
っ
て
は
工
夫
の
一
環
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
鄭
之

僑
の
「
詩
經
圖
」
は
、
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
に
、
明
清
の
勅
撰
『
詩
經
』
圖
譜
の
附

錄
の
解
說
を
補
っ
た
も
の
で
あ
り
、
從
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
。 

 

結
局
、
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
の
飜
刻
や
こ
れ
を
附
錄
と
す
る
『
詩
經
』
が
樣
々
な
書
肆
か
ら

出
版
さ
れ
た
の
に
對
し
て
、
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
は
、
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
を
折
衷
し

た
『
御
纂
繪
圖
詩
義
折
中
』
が
民
國
八
年
に
再
版
さ
れ
た
の
を
最
後
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
。
南
宋

の
時
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
人
氣
を
博
し
た
こ
と
で
廣
ま
り
、
七
百
年
以
上
に
渡
り
改
編
を
重
ね

傳
わ
っ
て
き
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
は
、
人
々
の
認
識
の
變
化
と
新
た
な
圖
譜
の
流
行
に
よ
っ
て
廃

れ
て
い
っ
た
。 

 

一 

『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
影
印
本
（
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
っ
た
。 

二 

「
後
愚
詩
說
」
に
は
「
詩
之
附
以
圖
也
、
亦
風
人
之
餘
致
也
。
讀
詩
者
知
詩
中
有
畫
、
即
知
畫
中
有
詩
。
故
于

三
百
篇
得
其
可
以
觀
感
者
。
與
名
人
狀
其
風
景
、
不
啻
置
身
其
際
、
使
爲
臣
見
而
感
、
爲
子
見
而
慕
、
且
于
圖

陳
稼
穯
之
艱
、
而
勞
人
思
婦
、
宛
然
在
慕
也
。
寧
惟
是
悅
心
之
助
爾
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
詩
經
圖
総
目
」
で
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は
「
三
百
篇
之
繪
圖
也
、
其
來
舊
矣
。
曾
覽
類
書
畫
譜
載
宋
孝
宗
朝
命
工
部
侍
郎
馬
和
之
繪
三
百
篇
圖
。
因
倣

其
意
、
以
取
其
易
於
興
感
者
、
列
各
卷
之
首
、
以
備
古
人
遺
義
。
俾
詩
篇
之
全
旨
而
玩
味
不
厭
焉
」
と
述
べ
て

い
る
。 

三

『
毛
詩
名
物
圖
說
』
の
自
序
に
は
「
其
他
禮
樂
、
冠
裳
、
車
旂
諸
圖
、
後
續
梓
行
。
先
之
鳥
獸
蟲
魚
草
木

者
、
猶
詩
之
始
國
風
而
中
雅
頌
也
歟
」
と
あ
る
。 

四 

徐
鼎
と
同
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
墨
香
居
畫
識
』
に
は
、
徐
鼎
に
二
子
が
あ
り
、
と
も
に
貴
顕
に
な
っ
た
と

あ
る
。
し
か
し
、
後
の
『
墨
林
今
話
』
に
は
「
嗣
子
某
不
克
家
、
以
窮
困
卒
。
撰
著
散
佚
、
莫
可
問
矣
」
と

あ
る
。 

五 

北
京
の
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
稿
本
に
よ
っ
た
。 

六 

凡
例
で
は
體
裁
に
つ
い
て
「
體
製
與
王
氏
地
理
攷
稍
異
。
彼
書
一
依
經
文
爲
次
。
是
編
義
取
分
國
」
と
あ

り
、
參
照
文
獻
に
つ
い
て
は
「
地
理
之
學
、
最
古
最
精
、
推
漢
書
地
理
志
、
後
漢
書
郡
國
志
、
杜
氏
春
秋
左

傳
集
註
、
春
秋
釋
例
、
酈
氏
水
經
註
。
是
編
先
徵
據
五
書
、
而
後
參
以
羣
書
」
や
「
近
代
長
於
地
學
、
如
顧

景
范
祖
禹
、
閻
百
詩
若
璩
、
顧
亭
林
炎
武
、
高
澹
人
士
奇
、
胡
朏
明
渭
、
顧
錫
山
棟
高
、
皆
最
著
者
。
而
集

大
成
則
莫
如
大
清
一
統
志
。
洪
稚
存
亮
吉
著
乾
隆
府
廳
州
縣
圖
志
實
本
之
。
是
編
去
取
多
以
一
統
志
爲
宗
」

と
あ
る
。 

七 

「
詩
無
邪
太
極
圖
」（
q1
）
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
以
來
見
ら
れ
る
「
思
無
邪
圖
」
と
、

「
太
極
圖
」
を
合
わ
せ
た
獨
特
な
圖
解
で
あ
る
。
典
據
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
『
太
極
元
樞
』
は
、
向
達

「
方
玉
潤
著
述
考
」（
國
家
圖
書
館
出
版
社
『
名
家
著
述
考
』
二
〇
一
〇
年
所
収
）
に
方
玉
潤
の
著
書
と
し
て

見
え
、
「
詩
無
邪
太
極
圖
」
も
方
玉
潤
自
身
が
新
た
に
作
成
し
た
圖
解
で
あ
ろ
う
。 

八 

凡
例
に
は
「
詩
原
有
圖
有
譜
、
二
者
均
不
可
廢
。
但
三
代
制
作
、
去
今
已
遠
、
後
人
以
意
仿
圖
、
未
必
即

肖
。
唯
山
川
封
域
、
萬
古
不
易
、
建
置
雖
多
、
尚
可
尋
討
而
得
。
即
作
詩
時
世
圖
、
豈
盡
一
一
可
據
。
然
其

大
要
、
亦
頗
不
爽
、
因
略
加
考
訂
而
附
存
之
、
庶
學
者
可
一
覽
而
得
其
時
勢
之
升
降
、
陵
谷
之
變
遷
焉
。
唯

制
度
、
名
物
諸
圖
、
則
在
所
略
」
と
あ
る
。 

九 

陳
捷
「『
毛
詩
品
物
圖
考
』
よ
り
見
た
十
八
世
紀
に
お
け
る
新
し
い
「
知
」
の
形
成
」（
川
原
秀
城
編
『
西
學
東

漸
と
東
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
三
〇
五
頁
註
釋
十
二
に
は
「
『
毛
詩
品
物
圖
考
』
の
版
木
が
中

國
へ
売
却
さ
れ
る
過
程
に
つ
い
て
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
の
新
た
な
研
究
に
よ
っ
て
『
毛
詩
品

物
圖
考
』
の
流
通
は
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
、。
本
研
究
で
は
さ
し
あ
た
り
『
八
千
卷
楼
書
目
』
の
記
載
に
よ

る
推
測
を
記
し
て
お
く
。 

一
〇 

翰
林
編
修
戴
兆
春
の
序
に
は
「
東
瀛
浪
華
岡
氏
元
鳳
著
有
毛
詩
品
物
圖
考
一
書
、
採
擇
則
匯
集
諸
說
、
攷
訂

則
折
衷
先
賢
、
不
特
標
其
名
、
且
爲
圖
其
象
、
俾
閱
者
開
卷
了
然
、
綜
見
見
聞
聞
之
類
、
極
形
形
色
色
之
奇
、

罔
不
搜
采
備
至
、
誠
有
爾
雅
所
不
及
載
、
山
經
所
不
及
詳
者
、
吁
、
大
觀
哉
」
と
あ
る
。
こ
の
序
に
お
け
る
『
毛

詩
品
物
圖
攷
』
の
評
價
に
つ
い
て
は
肖
嬌
嬌
「
日
本
江
戶
時
代
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
考
』
的
傳
播
」
（
四
川
大
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學
中
國
俗
文
化
研
究
所
『
新
國
學
』
二
〇
一
四
年
、
二
七
十
～
二
八
三
頁
）
が
す
で
に
言
及
し
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
序
は
光
緒
十
二
年
（
一
八
八
六
）
上
海
積
山
書
局
の
版
に
附
さ
れ
て
以
降
、
掃
葉
山
房
の
版
に
も
附
さ
れ

て
い
る
。 

一
一 

徐
鼎
の
文
獻
參
照
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、『
毛
詩
名
物
圖
說
』
の
「
発
凡
」
に
「
茲
編
經
傳
子
史
外
、
有
闡

明
經
義
者
悉
捃
拾
其
辭
」
と
あ
り
、
岡
元
鳳
に
つ
い
て
は
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
自
序
に
「
毛
鄭
朱
三
家
爲

歸
、
有
異
同
者
會
粹
羣
書
而
折
之
」
と
あ
る
。
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
と
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
の
異
同
に
つ
い
て

は
、
揚
之
水
『
詩
經
名
物
新
證
』（
修
訂
版
、
天
津
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
の
「
詩
：
文
學
的
、
歷
史

的
」
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
莊
雅
州
「「
毛
詩
名
物
圖
說
」
與
「
毛
詩
品
物
圖
考
」
異
同
論
」（
中
國
詩

經
學
會
『
詩
經
研
究
叢
刊
』
二
〇
一
五
年
第
二
期
、
一
〇
八
～
一
三
四
頁
）
は
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い

る
。 
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結
語 

本
研
究
で
は
、
書
物
に
収
錄
さ
れ
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
に
見
ら
れ
る
類
似
性
か
ら
、
そ
の
間
に

は
繼
承
關
係
が
あ
る
と
推
測
し
た
。
そ
こ
で
、
歷
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
特
色
を
檢
討
し
て
繼
承
關
係

に
あ
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
辨
別
し
、
圖
譜
の
內
容
や
編
纂
目
的
、
圖
譜
に
對
す
る
意
識
の

變
化
を
取
り
上
げ
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
原
型
の
形
成
と
多
樣
化
、
定
型
化
、
改
編
、
消
失
の
過
程
を
考

察
し
て
き
た
。
こ
の
考
察
結
果
の
要
點
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 

第
一
章
「
歷
代
『
詩
經
』
圖
譜
の
概
要
と
特
色
」
で
は
、
筆
者
が
調
査
し
た
漢
代
か
ら
中
華
民
國
ま

で
の
八
十
六
種
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
概
要
を
整
理
し
、
歷
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
お
け
る
特
色
を
檢
討

し
た
。 

第
一
節
「
漢
代
か
ら
北
宋
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
」
で
は
、
漢
代
か
ら
北
宋
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜

を
考
察
し
た
。
こ
の
時
期
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
歐
陽
脩
が
輯
佚
し
た
『
鄭
氏
詩
譜
』
を
除
き
、
ほ
と
ん

ど
が
散
佚
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在
ま
で
傳
わ
る
圖
譜
の
名
稱
や
僅
か
な
記
載
を
手
が
か
り
と
し
て
特
色

を
檢
討
し
た
。
こ
の
結
果
、
こ
の
時
期
の
『
詩
經
』
は
「
譜
」
と
「
圖
」
に
大
別
さ
れ
た
。
「
譜
」
は

『
詩
經
』
を
解
釋
し
考
證
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
に
對
し
て
、
「
圖
」
は
『
詩
經
』

の
情
景
を
描
い
た
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
主
要
な
用
途
は
鑒
賞
に
供
さ
れ
る
か
、
『
詩
經
』
の

意
を
體
得
し
、
人
格
や
倫
理
の
涵
養
す
る
道
德
教
育
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
か
に
は
、
唐
代
の

『
毛
詩
草
木
蟲
魚
圖
』
に
よ
う
に
、
『
詩
經
』
中
の
名
物
を
考
證
し
て
描
か
れ
た
圖
も
あ
る
が
、
「
譜
」

の
よ
う
に
『
詩
經
』
を
考
證
し
解
釋
す
る
上
で
參
照
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。 

 

第
二
節
「
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
」
で
は
、
南
宋
の
時
に
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
を
考
察
し
た
。

こ
の
時
期
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
、
個
人
が
編
纂
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
唐
仲
友
「
六
義
四
始

圖
說
」
や
王
柏
「
二
南
相
配
圖
」
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、『
詩
經
』
の
「
六
義
四
始
」
や
二
南
の
對
應

と
い
っ
た
『
詩
經
』
の
表
現
法
や
構
成
に
關
す
る
內
容
を
圖
示
し
て
お
り
、
歐
陽
脩
『
鄭
氏
詩
譜
』
と

は
關
係
な
く
、
自
說
を
示
す
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は

歐
陽
脩
『
鄭
氏
詩
譜
』
や
天
文
や
地
理
、
建
築
や
土
地
な
ど
の
制
度
、
車
馬
や
衣
冠
、
祭
器
と
い
っ
た

個
々
の
事
物
を
圖
示
す
る
、
總
合
的
な
內
容
を
も
っ
た
『
詩
經
』
圖
譜
で
あ
っ
た
。
「
毛
詩
正
變
指
南

圖
」
が
編
纂
さ
れ
た
當
初
の
目
的
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
後
に
同
圖
譜
を
飜
刻
し
た
人
々
は
い
ず

れ
も
諸
生
の
參
照
資
料
と
し
て
整
理
、
校
訂
し
刊
刻
し
て
お
り
、
學
習
の
參
考
資
料
と
し
て
廣
ま
っ
た
。

一
方
、
書
肆
が
編
纂
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
單
行
本
や
、
學
習
に
用
い
ら
れ
た
「
纂
圖
互
註
本
」
の

附
錄
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
學
習
に
供
す
る
と
い
う
編
纂
目
的
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
內
容
も
「
毛
詩

正
變
指
南
圖
」
と
類
似
し
て
い
た
。 
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第
三
節
「
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
」
で
は
、
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
考
察
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、

許
謙
が
朱
熹
や
王
柏
の
『
詩
經
』
解
釋
に
基
づ
き
、
各
詩
篇
の
作
成
年
代
や
「
豳
風
」
の
詩
篇
の
順
序

を
再
考
し
た
「
詩
譜
」
や
「
豳
詩
次
序
」
を
編
纂
し
た
。
こ
れ
は
、
南
宋
の
唐
仲
友
や
王
柏
の
圖
譜
と

同
じ
く
自
說
を
示
す
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
圖
譜
で
あ
っ
た
。 

一
方
、
州
學
に
建
立
さ
れ
た
『
六
經
圖
碑
』
や
、
科
舉
の
標
準
的
解
釋
と
さ
れ
た
朱
熹
『
詩
集
傳
』

の
註
釋
書
で
あ
る
羅
復
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
附
錄
「
詩
傳
圖
」
な
ど
、
學
習
に
供
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
石
碑
、
書
物
の
多
く
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
、
書
肆
が
編
纂
し

た
『
詩
經
』
圖
譜
の
兩
方
が
収
錄
さ
れ
、
さ
ら
に
從
來
見
ら
れ
な
か
っ
た
新
た
な
圖
譜
や
解
說
が
加
え

ら
れ
た
。
ま
た
、
劉
瑾
『
詩
集
傳
音
釋
』
に
収
錄
さ
れ
て
い
る
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
圖
」

は
、
い
ず
れ
も
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
類
似
し
た
圖
譜
が
あ
り
、
こ
れ
を
改
編
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。 

 

第
四
節
「
明
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
」
で
は
、
明
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
考
察
し
た
。
明
代
で
は
、
羅

復
の
「
詩
傳
圖
」
と
劉
瑾
の
「
諸
國
世
次
圖
」
お
よ
び
「
作
詩
時
世
圖
」
が
そ
の
ま
ま
勅
撰
書
『
詩
經

大
全
』
の
附
錄
と
し
て
収
錄
さ
れ
「
詩
經
大
全
圖
」
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
國
家
に
公
認
さ
れ
た
『
詩

經
』
圖
譜
が
初
め
て
登
場
し
、
各
地
に
頒
布
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
樂
器
圖
を
収
錄
す
る
呂
柟
『
詩
樂
圖

譜
』
、『
詩
經
』
を
學
習
す
る
た
め
の
必
要
事
項
を
圖
示
し
た
胡
明
勗
『
新
刊
詩
經
集
成
圖
譜
』
、『
詩
經
』

名
物
の
類
書
で
あ
る
鍾
惺
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
も
編
纂
さ
れ
た
が
、
よ
り
多
く
飜
刻
さ
れ
、
他
の
書
物

に
も
収
錄
さ
れ
た
の
は
「
詩
經
大
全
圖
」
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
明
代
の
中
、
後
期
に
か
け
て
は
、
胡
賓
「
詩
經
圖
全
集
」
の
よ
う
に
「
詩
經
大
全
圖
」
と
元

代
の
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
を
折
衷
し
た
圖
譜
が
編
纂
さ
れ
、
盧
謙
が
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩

經
圖
」
を
、
吳
繼
仕
、
郭
若
維
、
陳
重
光
と
い
っ
た
人
々
が
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
飜
刻
し

て
お
り
、
特
に
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
舉
業
書
に
も
収
錄
さ
れ
た
。 

 

明
代
に
廣
ま
っ
た
勅
撰
書
の
附
錄
や
飜
刻
本
な
ど
の
內
容
は
、
い
ず
れ
も
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
延

長
線
上
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
編
纂
目
的
は
一
樣
で
は
な
か
っ
た
。
勅
撰
書
の
附
錄
や
盧
謙
の
『
六

經
圖
碑
』
飜
刻
は
、
宋
元
の
多
く
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
同
じ
く
學
習
の
參
考
資
料
と
し
て
編
纂
さ
れ
た

の
に
對
し
て
、「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
飜
刻
は
傳
來
の
少
な
い
宋
本
を
世
に
示
す
た
め
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
勅
撰
書
の
附
錄
「
詩
經
大
全
圖
」
の
普
及
に
よ
り
、
宋
元
の
時
に
改
編
を
重
ね
た
結

果
生
じ
た
『
詩
經
』
圖
譜
間
の
異
同
が
次
第
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
關
係
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
。 

 

第
五
節
「
清
代
か
ら
中
華
民
國
期
ま
で
の
『
詩
經
』
圖
譜
」
で
は
、
清
代
か
ら
中
華
民
國
に
か
け
て

の
『
詩
經
』
圖
譜
を
考
察
し
た
。
清
代
で
は
、
そ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
情
景
畫
や
動
植
物
圖
を
収
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錄
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
が
わ
ず
か
に
編
纂
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
も
多
い
の
は
明
代
と
同
じ
く
勅
撰
書

や
舉
業
書
の
附
錄
、
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
も
飜

刻
さ
れ
、
『
詩
經
』
を
考
證
す
る
書
物
の
一
部
に
も
圖
譜
が
収
錄
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
、
從
前

の
圖
譜
の
內
容
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
の
は
一
部
の
飜
刻
だ
け
で
あ
り
、
多
く
は
從
前
の
『
詩
經
』
圖

譜
を
改
編
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
光
緒
年
間
か
ら
中
華
民
國
初
期
に
か
け
て
は
、
宋
元
の
『
詩
經
』
圖

譜
と
類
似
す
る
圖
譜
が
減
少
す
る
一
方
、
日
本
の
岡
元
鳳
が
編
纂
し
た
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
が
飜
刻
さ

れ
、
あ
る
い
は
『
詩
經
』
坊
本
の
附
錄
と
し
て
収
錄
さ
れ
て
廣
ま
っ
た
。 

 

以
上
、
第
一
章
で
は
歷
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
つ
い
て
、
各
時
代
に
お
け
る
特
色
を
指
摘
し
た
。『
詩

經
』
圖
譜
の
類
似
性
に
關
わ
る
特
色
と
し
て
は
、
北
宋
以
前
と
南
宋
以
後
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
間
に
、

歐
陽
脩
『
鄭
氏
詩
譜
』
を
除
き
、
關
聯
性
が
見
ら
れ
な
い
點
が
舉
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
南
宋
以

降
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
原
型
が
現
存
す
る
早
期
の
圖
譜
で
あ
る
『
鄭
氏
詩
譜
』
や
、
同
圖
譜
を
収
錄
し

た
南
宋
の
楊
甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

次
に
、
南
宋
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
や
編
纂
者
、
編
纂
目
的
に
は
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る

傾
向
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
舉
げ
ら
れ
る
。
収
錄
內
容
に
つ
い
て
は
『
詩
經
』
の
詩
篇
の
作
成
年
代

な
ど
を
示
す
「
譜
」
と
、
天
文
地
理
、
建
築
な
ど
の
制
度
、
器
物
を
示
し
た
「
圖
」
が
多
く
、
情
景
畫

や
動
植
物
圖
と
い
っ
た
圖
譜
は
、
清
代
以
降
に
初
め
て
編
纂
さ
れ
た
。
編
纂
者
に
つ
い
て
は
、
概
ね
個

人
と
書
肆
、
國
家
で
あ
っ
た
。
個
人
は
南
宋
以
降
一
貫
し
て
主
要
な
編
纂
者
で
あ
っ
た
の
に
對
し
、
書

肆
に
よ
る
編
纂
が
明
ら
か
な
圖
譜
は
南
宋
と
明
代
末
期
か
ら
清
代
初
期
、
そ
し
て
清
代
末
期
に
多
く
見

ら
れ
た
。
ま
た
、
國
家
に
よ
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
は
明
、
清
の
二
代
で
行
わ
れ
た
。
編
纂
目
的
に

つ
い
て
は
概
ね
三
點
、『
詩
經
』
學
習
の
参
考
資
料
、
流
傳
の
少
な
い
圖
譜
の
普
及
、
そ
し
て
『
詩
經
』

解
釋
に
關
す
る
自
說
を
示
す
こ
と
が
舉
げ
ら
れ
る
。
南
宋
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
で
顯
著
に
多
い
の
は

前
二
者
で
あ
っ
た
。 

 

結
果
と
し
て
、
南
宋
以
降
の
書
物
に
見
え
る
圖
譜
の
多
く
が
類
似
す
る
背
景
に
は
、
南
宋
の
楊
甲
「
毛

詩
正
變
指
南
圖
」
が
登
場
し
て
以
降
、
個
人
や
書
肆
、
國
家
の
そ
れ
ぞ
れ
が
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を

原
型
と
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
に
關
與
し
、
改
編
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
た
。 

  

第
二
章
「
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
と
多
樣
化
」
で
は
、
北
宋
の
歐
陽
脩
『
鄭
氏
詩
譜
』
と
南
宋
の
楊

甲
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
編
纂
を
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
改
編
し
た
南

宋
書
肆
の
『
詩
經
』
圖
譜
、
そ
し
て
兩
者
に
基
づ
き
更
に
改
編
さ
れ
た
元
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂

を
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
樣
化
と
位
置
づ
け
、
類
似
す
る
『
詩
經
』
圖
譜
が
形
成
、
多
樣
化
す
る
過
程
を
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考
察
し
た
。 

 

第
一
節
「
宋
代
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
」
で
は
、
ま
ず
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』
に
つ
い
て
、
鄭

玄
が
自
身
の
『
毛
詩
』
解
釋
を
示
す
た
め
に
『
史
記
』
の
年
表
と
『
春
秋
』
の
記
載
に
よ
っ
て
編
纂
し

た
こ
と
、
そ
し
て
同
圖
譜
が
早
く
に
散
佚
し
、
北
宋
の
時
に
歐
陽
脩
が
『
毛
詩
譜
』
の
殘
卷
や
『
春
秋
』

や
『
史
記
』
な
ど
の
諸
資
料
に
よ
っ
て
『
鄭
氏
詩
譜
』
を
輯
佚
し
た
經
緯
を
記
し
た
。 

次
に
、
楊
甲
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
は
、
七
割
が
天
文
地
理
や
制
度
、
車
馬
な
ど
の
「
圖
」
、
三
割

が
『
詩
經
』
詩
篇
の
名
稱
や
動
植
物
や
器
物
な
ど
の
「
譜
」
で
あ
っ
た
。
一
部
明
ら
か
に
で
き
る
典
據

に
よ
り
、
楊
甲
は
『
毛
詩
正
義
』
の
ほ
か
、
欧
陽
脩
の
『
鄭
氏
詩
譜
』
や
『
詩
本
義
』
、
蘇
轍
『
詩
集

傳
』
、
北
宋
の
聶
崇
義
『
三
禮
圖
』
や
陳
祥
道
『
禮
書
』
と
い
っ
た
禮
圖
、
唐
の
呂
才
や
北
宋
の
燕
肅

の
漏
刻
圖
な
ど
、
主
に
唐
や
北
宋
の
諸
書
に
基
づ
き
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
編
纂
し
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。 

 

第
二
節
「
宋
元
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
樣
化
」
で
は
、
南
宋
の
書
肆
と
元
代
の
人
々
が
編
纂

し
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を
編
纂
年
代
順
に
分
析
し
た
。
な
か
で
も
早
い
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
監

本
纂
圖
互
註
重
言
重
意
互
註
毛
詩
』
の
附
錄
で
あ
る
「
毛
詩
圖
譜
」
及
び
「
四
詩
傳
授
之
圖
」
は
、
「
毛

詩
正
變
指
南
圖
」
に
見
え
る
、
ほ
ぼ
同
內
容
の
圖
譜
を
節
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
編
纂
さ
れ

た
單
行
本
『
毛
詩
圖
說
』
は
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
に
見
え
る
圖
譜
を
複
數
収
錄
し
て
い
た
。
『
毛
詩

圖
說
』
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
纂
圖
互
註
毛
詩
』
の
附
錄
「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
そ
の
內
容
の
共
通
性
か

ら
、
主
に
『
毛
詩
圖
說
』
に
依
據
し
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
內
容
を
補
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
『
毛
詩
圖
說
』
や
「
毛
詩
舉
要
圖
」
は
他
の
圖
譜
を
節
錄
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
歐
陽

脩
の
『
詩
經
』
解
釋
を
示
し
た
圖
譜
、
陸
佃
『
禮
象
』
や
王
普
の
漏
刻
圖
、
李
樗
『
毛
詩
解
』
な
ど
に

よ
っ
て
、
從
前
の
圖
譜
を
改
編
し
て
い
た
。 

 

元
代
で
は
、
地
理
圖
の
み
を
収
錄
し
た
書
物
や
、
「
譜
」
と
「
圖
」
を
複
數
収
錄
し
た
圖
譜
が
見
ら

れ
る
。
な
か
で
も
比
較
的
多
く
の
種
類
の
圖
譜
を
収
錄
す
る
の
は
『
六
經
圖
碑
』
と
羅
復
『
詩
集
傳
名

物
鈔
音
釋
纂
輯
』
の
附
錄
「
詩
傳
圖
」
で
あ
り
、
兩
圖
譜
に
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
、
書
肆

の
『
毛
詩
圖
說
』
と
「
毛
詩
舉
要
圖
」
の
圖
譜
の
一
部
が
収
錄
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
「
毛
詩
正
變

指
南
圖
」
の
圖
譜
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
主
體
は
南
宋
の
書
肆
の
圖
譜
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
羅

復
「
詩
傳
圖
」
で
は
、
『
六
經
圖
碑
』
と
の
共
通
點
も
見
ら
れ
た
。
一
方
、
『
六
經
圖
碑
』
や
羅
復
「
詩

傳
圖
」
で
は
解
說
が
改
編
さ
れ
て
朱
熹
の
註
釋
が
主
體
と
な
り
、『
六
經
圖
碑
』
で
は
朱
熹
の
『
詩
經
』

に
關
す
る
言
說
を
示
し
た
圖
譜
も
增
補
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
劉
瑾
『
詩
集
傳
音
釋
』
の
附
錄
「
諸
國

世
次
圖
」
と
「
作
詩
時
世
圖
」
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
『
毛
詩
圖
說
』
の
兩
方
の
特
徵

を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
こ
の
兩
圖
譜
に
依
據
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 
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以
上
の
よ
う
に
、
南
宋
か
ら
元
代
に
か
け
て
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
形
成
と
多
樣
化
は
、
楊
甲
「
毛
詩

正
變
指
南
圖
」
が
原
型
と
な
り
、
南
宋
の
書
肆
が
同
圖
譜
を
改
編
す
る
こ
と
で
興
っ
た
。
こ
の
多
樣
化

は
、
南
宋
の
時
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
好
評
を
博
し
て
各
地
で
刊
刻
さ
れ
、
廣
く
普
及
し
た
こ
と

が
契
機
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
元
代
で
は
主
に
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
か
ら
派
生
し
た

書
肆
の
『
詩
經
』
圖
譜
と
、
主
要
な
『
詩
經
』
註
釋
で
あ
っ
た
朱
熹
の
解
釋
に
依
據
し
て
改
編
を
加
え

る
こ
と
で
新
た
な
『
詩
經
』
圖
譜
が
編
纂
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
南
宋
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
改
編
を
重

ね
て
さ
ら
に
多
樣
化
し
た
。
一
方
、
こ
の
多
樣
化
の
過
程
で
は
、
原
型
で
あ
っ
た
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」

の
「
譜
」
に
相
當
す
る
部
分
が
削
除
さ
れ
、
『
毛
詩
正
義
』
や
北
宋
諸
家
の
『
詩
經
』
解
釋
が
改
め
ら

れ
る
な
ど
し
て
、
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の
內
容
は
次
第
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
。 

 
 

第
三
章
「
『
詩
經
』
圖
譜
の
定
型
化
と
改
編
」
で
は
、
明
、
清
の
時
に
標
準
的
な
解
釋
を
示
す
參
照

資
料
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
』
勅
撰
書
の
圖
譜
の
登
場
を
、
南
宋
か
ら
元
代
に
か
け
て
興
っ
た
『
詩

經
』
圖
譜
の
形
成
と
多
樣
化
に
對
し
て
、『
詩
經
』
圖
譜
が
定
型
化
す
る
過
程
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
、

勅
撰
書
の
圖
譜
の
編
纂
と
内
容
の
特
徵
を
考
察
し
た
。
一
方
、
こ
の
時
期
に
は
『
詩
經
』
圖
譜
の
定
型

化
と
同
時
に
、
改
編
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
定
型
化
と
は
對
照
的
な
事
象
だ
が
、
同
じ
時
期
に
發
生
し

た
こ
と
か
ら
何
ら
か
の
關
係
性
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
內
容
と
編
纂
、
改
編
の
經
緯

を
分
析
し
、
兩
圖
譜
の
異
同
を
比
較
し
た
。
ま
た
、
改
編
の
な
か
で
も
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
で

は
、
編
者
不
明
の
『
六
經
圖
碑
』
を
め
ぐ
っ
て
認
識
の
變
化
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
點
は
、
宋
元
『
詩
經
』

圖
譜
の
改
編
と
關
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
考
察
し
た
。 

第
一
節
「
明
代
に
お
け
る
定
型
の
確
立
」
で
は
、
明
代
に
永
樂
帝
の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
勅
撰
書

『
詩
經
大
全
』
の
附
錄
「
詩
經
大
全
圖
」
を
取
り
上
げ
た
。
「
詩
經
大
全
圖
」
は
そ
の
凡
例
に
、
元
代

の
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
譜
を
収
錄
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
詩
經
大
全
圖
」、
す
な
わ
ち
羅
復
と
劉

瑾
の
圖
譜
の
內
容
を
改
め
て
詳
細
に
分
析
す
る
と
、
典
據
の
明
ら
か
な
箇
所
は
一
七
三
箇
所
あ
っ
た
。

こ
の
な
か
で
は
、
個
人
の
言
說
と
し
て
は
朱
熹
に
關
す
る
文
獻
が
最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
朱
熹
の
思
想
や
『
詩
經
』
解
釋
に
關
す
る
圖
譜
が
収
錄
さ
れ
て
お
り
、
「
詩
經
大
全
圖
」
は
全
體

的
に
朱
熹
の
思
想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
圖
譜
で
あ
っ
た
。 

『
詩
經
大
全
』
の
編
纂
者
胡
廣
が
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
譜
を
そ
の
ま
ま
収
錄
し
た
背
景
に
は
、
明
が
元

の
制
度
を
踏
襲
し
、
科
舉
の
な
か
で
朱
熹
『
詩
集
傳
』
を
標
準
的
解
釋
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、

編
纂
者
の
胡
廣
が
羅
復
や
劉
瑾
と
近
い
地
域
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
収
錄
の
背
景
に
何
か
し
ら
關

係
が
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

第
二
節
「
清
代
に
お
け
る
定
型
の
改
編
」
で
は
、『
詩
經
大
全
』
に
次
い
で
編
纂
さ
れ
た
勅
撰
書
『
欽
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定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
附
錄
「
詩
傳
圖
」
の
內
容
を
分
析
し
、
明
代
の
「
詩
經
大
全
圖
」
と
比
較
し
た
。

「
詩
傳
圖
」
の
編
纂
經
緯
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
に
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
引
用
典
據
と
圖
の
同

一
性
か
ら
「
詩
經
大
全
圖
」
の
解
說
の
み
を
改
編
し
た
圖
解
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
「
詩

傳
圖
」
の
引
用
典
據
は
、
唐
以
前
の
註
釋
が
最
も
多
く
、
陳
祥
道
が
大
部
分
を
占
め
る
北
宋
の
註
釋
と
、

朱
熹
に
代
表
さ
れ
る
南
宋
の
註
釋
が
こ
れ
に
次
い
だ
。
こ
の
改
編
は
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
編

纂
方
針
、
す
な
わ
ち
朱
熹
の
註
釋
を
主
と
し
つ
つ
、
朱
熹
の
說
に
合
致
す
る
、
あ
る
い
は
『
詩
經
』
の

主
旨
を
補
う
解
釋
は
廣
く
採
錄
す
る
と
い
う
編
纂
態
度
に
由
來
し
て
い
た
。
一
方
、
圖
に
つ
い
て
は
「
三

代
の
舊
」
を
傳
え
て
い
る
と
い
う
理
由
に
よ
り
改
編
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
明
清
の
勅
撰
書
の
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
直
接
的
に
は
元
代
の
羅
復
と
劉
瑾
の
編
纂

し
た
圖
解
に
由
來
し
て
お
り
、
結
局
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
改
編
を
重
ね
た
一
聯
の
流
れ

の
な
か
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
で
あ
っ
た
。
清
で
は
、
明
と
の
學
術
氣
風
の
違
い
か
ら
解

說
は
改
編
さ
れ
た
が
、
圖
は
改
編
さ
れ
な
か
っ
た
。
「
詩
傳
圖
」
が
「
詩
經
大
全
圖
」
に
依
據
し
て
い

る
以
上
、
「
詩
傳
圖
」
の
編
者
は
、
そ
れ
が
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
解
だ
と
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
が
何
に
由
來
す
る
の
か
、
恐
ら
く
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
原
因
は
、
宋

元
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
度
重
な
る
改
編
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
「
詩
傳
圖
」
の
編
者
は
、
古

く
か
ら
傳
わ
る
圖
に
何
か
し
ら
の
根
據
が
あ
る
と
考
え
、
敢
え
て
改
編
し
な
か
っ
た
。 

 

第
三
節
「
明
代
に
お
け
る
改
編
」
で
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ま
で
の
圖
譜
の
內
容
を
改
編
し
た
胡
賓
「
詩

經
圖
全
集
」
と
張
溥
『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
を
分
析
し
た
。
前
者
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
と
明
の

「
詩
經
大
全
圖
」
を
折
衷
し
た
こ
と
、
後
者
は
「
詩
經
大
全
圖
」
に
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
の

一
圖
を
增
補
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
改
編
の
背
景
に
は
「
詩
經
大
全
圖
」
や
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」

の
普
及
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
形
態
面
の
改
編
に
つ
い
て
、
盧
謙
、
章
達
に
よ
る
『
六
經

圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
の
飜
刻
を
分
析
し
た
。
『
六
經
圖
碑
』
は
碑
の
二
面
に
樣
々
な
圖
譜
が
刻
ま
れ

て
い
る
た
め
、
飜
刻
し
て
書
物
と
す
る
際
に
は
圖
譜
の
順
序
を
配
列
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
點
に
つ

い
て
、
盧
謙
と
章
達
は
「
詩
經
大
全
圖
」
の
構
成
に
基
づ
き
編
纂
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

第
四
節
「
清
代
に
お
け
る
改
編
」
で
は
、
舉
業
書
の
附
錄
と
宋
、
元
、
明
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻

に
見
え
る
改
編
を
考
察
し
た
。
舉
業
書
の
附
錄
で
は
、
清
代
早
期
に
編
纂
さ
れ
た
姜
文
燦
「
深
柳
堂
詩

經
圖
考
」
は
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
や
明
の
「
詩
經
大
全
圖
」
を
折
衷
し
た
上
、
『
白
虎
通
義
』

や
『
六
家
詩
名
物
疏
』
な
ど
諸
書
の
解
說
や
典
據
未
詳
の
天
文
圖
を
加
え
る
な
ど
、
從
來
の
圖
譜
を
大

幅
に
改
編
し
て
い
た
。
こ
の
後
の
趙
燦
英
「
詩
經
圖
考
」
は
恐
ら
く
刊
刻
費
用
の
節
約
な
ど
の
原
因
か

ら
「
深
柳
堂
詩
經
圖
考
」
の
一
部
を
削
除
し
た
も
の
で
あ
り
、
高
朝
瓔
『
詩
經
體
註
圖
考
』
は
「
詩
經

大
全
圖
」
の
圖
の
み
を
採
錄
し
、
上
圖
下
文
の
體
裁
を
と
っ
た
初
め
て
の
『
詩
經
』
圖
譜
で
あ
っ
た
。 

154



 
一
方
、
清
代
の
飜
刻
で
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
『
六
經
圖
碑
』
の
「
詩
經
圖
」
を
折

衷
し
た
り
、
新
た
な
天
文
圖
を
加
え
る
な
ど
樣
々
な
改
編
が
行
わ
れ
た
。
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
が

刊
刻
さ
れ
る
前
に
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
を
飜
刻
し
た
盧
雲
英
「
詩
經
圖
」
は
明
の
「
詩
經
大
全
圖
」

か
ら
解
說
を
增
補
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
が
刊
刻
さ
れ
た
後
の
王
皜
「
毛

詩
正
變
指
南
圖
」
、
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」
、
楊
魁
植
「
詩
經
圖
」
で
は
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
に
よ

っ
て
增
補
、
改
編
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
「
詩
經
大
全
圖
」
の
要
素
は
次
第
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
清
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
基
準
に
特
に
影
響
を
與
え
た
の
は
、
『
詩
經
』
勅
撰

書
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
普
及
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

第
五
節
「
宋
元
の
經
書
圖
譜
に
對
す
る
認
識
の
變
化
」
で
は
、
清
代
で
も
早
期
に
『
六
經
圖
碑
』
を

飜
刻
し
た
江
爲
龍
『
朱
子
六
經
圖
』
の
編
纂
經
過
よ
り
、
康
煕
年
間
中
後
期
ま
で
に
編
纂
者
が
不
明
な

『
六
經
圖
碑
』
の
編
者
を
朱
熹
と
す
る
說
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
た
め
に
改
編
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
、
雍
正
年
間
の
常
定
遠
『
六
經
圖
碑
』
や
盧
雲
英
『
五
經
圖
』
の
編

纂
經
緯
に
見
え
る
、
宋
元
の
經
書
圖
譜
に
對
す
る
疑
義
を
取
り
上
げ
考
察
し
た
。
疑
義
が
抱
か
れ
た
背

景
に
は
、
宋
元
の
經
書
圖
譜
が
飜
刻
さ
れ
廣
ま
る
に
つ
れ
て
、
圖
譜
の
間
の
異
同
が
認
識
さ
れ
、
特
に

編
纂
者
の
不
明
な
『
六
經
圖
碑
』
の
編
者
や
制
作
年
代
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

最
後
に
、
乾
隆
年
間
の
飜
刻
本
で
あ
る
王
皜
『
六
經
圖
定
本
』
、
鄭
之
僑
『
六
經
圖
』
、
楊
魁
植
『
九

經
圖
』
の
編
者
の
宋
元
の
經
書
圖
解
に
對
す
る
意
識
を
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
の
編
者
は
、
南
宋
「
毛
詩

正
變
指
南
圖
」
と
元
代
『
六
經
圖
碑
』
の
間
に
存
在
す
る
異
同
や
『
六
經
圖
碑
』
の
編
者
が
不
明
な
理

由
を
時
系
列
で
捉
え
て
『
六
經
圖
碑
』
を
最
も
古
い
『
詩
經
』
圖
譜
と
見
な
し
、
こ
れ
が
飜
刻
さ
れ
て

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
な
り
、
次
第
に
『
六
經
圖
碑
』
の
內
容
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
、
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
失
わ
れ
た
と
仮
定
さ
れ
た
內
容
を
他
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
よ
っ
て
增
補

し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
改
編
を
推
進
し
た
要
因
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

第
四
章
「
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
影
響
と
消
失
」
で
は
、
南
宋
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
原
型
と

す
る
『
詩
經
』
圖
譜
が
、
こ
れ
を
原
型
と
し
な
い
『
詩
經
』
圖
譜
に
與
え
た
影
響
、
そ
し
て
「
毛
詩
正

變
指
南
圖
」
以
來
の
『
詩
經
』
圖
解
の
內
容
が
次
第
に
書
物
か
ら
消
失
し
て
い
く
經
緯
を
考
察
し
た
。 

 

第
一
節
「
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
影
響
」
で
は
、
明
代
の
類
書
で
あ
る
鐘
惺
『
詩
經
圖
史
合
考
』
、

清
代
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
な
か
で
も
、
情
景
畫
を
収
錄
し
た
高
儕
鶴
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
、
動
植
物
圖

を
収
錄
し
た
徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
、
『
詩
經
』
の
考
證
書
で
あ
る
方
玉
潤
『
詩
經
原
始
』
に
お
け

る
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
収
錄
狀
況
と
引
用
態
度
を
考
察
し
た
。
こ
の
結
果
、
高
儕
鶴
や
徐
鼎
、

方
玉
潤
は
、
そ
れ
ぞ
れ
依
據
し
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
に
不
足
や
疑
念
を
感
じ
て
お
り
、
飜
刻
の
改
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編
で
見
ら
れ
た
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
價
値
や
意
義
を
見
出
す
認
識
が
、
清
代
以
降
次
第
に
崩

れ
ゆ
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

第
二
節
「
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
消
失
」
で
は
、
光
緒
年
間
以
降
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
そ
の

內
容
か
ら
、
宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
を
収
錄
す
る
も
の
、
情
景
畫
や
動
植
物
圖
を
収
錄
す
る
も
の
、

動
植
物
圖
の
み
を
収
錄
す
る
も
の
の
三
種
に
區
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
錄
狀
況
に
考
察
を
加
え
た
。
こ

の
時
期
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
は
『
詩
經
』
坊
本
の
附
錄
で
あ
り
、
樣
々
な
圖
解
を
収
錄
し
た
理
由

は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
情
景
畫
や
動
植
物
圖
の
収
錄
は
商
業
出
版
物
に
新
機
軸
を
打
ち
出
す
と
い

う
、
書
肆
な
り
の
工
夫
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
狀
況
の
な
か
で
、
鄭
之
僑
の
「
詩
經

圖
」
を
節
錄
す
る
坊
本
も
僅
か
に
あ
っ
た
。
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」
は
こ
れ
ま
で
坊
本
の
附
錄
に
は
引
用

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
圖
譜
で
あ
り
、
こ
れ
も
書
肆
に
よ
る
工
夫
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
內
容
は
元
代
の
『
六
經
圖
碑
』
に
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』
の
解
說
を
加
え
た
だ
け
で
、

宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
枠
組
み
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
こ
の
た
め
に
、
新
た

に
傳
わ
っ
た
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
が
人
氣
を
博
し
多
く
の
『
詩
經
』
坊
本
の
附
錄
に
も
収
錄
さ
れ
た
の

に
對
し
て
、
鄭
之
僑
「
詩
經
圖
」
を
節
略
し
た
圖
譜
は
、
數
量
、
種
類
と
も
に
少
な
く
な
り
、
民
國
初

頭
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

以
上
の
考
察
結
果
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
書
物
に
収
錄
さ
れ
る
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
に
見
ら
れ
る

類
似
性
の
背
景
に
、
南
宋
の
楊
甲
が
編
纂
し
た
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
が
後
世
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
原

型
と
な
り
、
こ
れ
が
個
人
や
書
肆
、
國
家
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
改
編
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
『
詩
經
』

圖
譜
の
飜
刻
が
加
わ
り
、
古
い
時
期
の
圖
譜
と
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
圖
譜
が
さ
ら
に
新
た
な
圖
譜
を
生

み
出
す
と
い
う
、
多
重
的
な
再
生
産
の
構
造
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
構
造
が
形
成
さ
れ
た
要
因
は
、
書
肆
に
よ
る
工
夫
、
勅
撰
書
の
圖
譜
の
普
及
が
、
こ
れ
と
は
內

容
の
異
な
る
宋
元
『
詩
經
』
圖
譜
の
飜
刻
を
促
し
た
こ
と
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
間
に
存
在
す
る
異
同
か

ら
改
編
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
、
時
代
や
編
纂
者
に
よ
っ
て
樣
々
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
飜
刻
を
除
い
た
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
そ
の
原
型
で
あ
る
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
を
意
圖
的

に
傳
え
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
『
詩
經
』
圖
譜
の
原
型
が
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
で
あ
る
こ
と

は
、
恐
ら
く
南
宋
の
書
肆
が
改
編
し
た
圖
譜
が
廣
ま
る
に
つ
れ
て
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
元
代
に
は
編
者
の
不
明
な
『
六
經
圖
碑
』
が
建
立
さ
れ
、
後
に
飜
刻
さ
れ
て
そ
の
編
者
と
根

據
を
め
ぐ
る
憶
測
が
改
編
を
促
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
元
代
の
羅
復
や
劉
瑾
の
編
纂
し
た
圖
譜
は
編
者

が
明
ら
か
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
代
に
は
『
詩
經
』
勅
撰
書
に
収
錄
さ
れ
、
さ
ら
に
清
代
に
も
改
編

さ
れ
『
詩
經
』
勅
撰
書
に
収
錄
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
が
誰
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
忘
れ
ら
れ
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て
い
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
當
然
、
『
六
經
圖
碑
』
や
『
詩
經
』
勅
撰
書
か
ら
節
錄
し
た
舉
業
書
の
附
錄

は
、
そ
の
由
來
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
結
局
、
時
代
が
下
っ
て
も
編
者
が
明
ら
か
で
あ
っ
た

の
は
、
明
代
以
降
、
飜
刻
さ
れ
て
再
び
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
楊
甲
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」

だ
け
で
あ
っ
た
。
『
詩
經
』
圖
譜
の
編
纂
し
た
人
々
、
參
照
し
た
人
々
が
『
詩
經
』
圖
譜
に
見
出
し
た

意
義
は
、
せ
い
ぜ
い
古
く
か
ら
傳
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
根
據
や
來
歷
は
重
要
な
意
味
を

持
た
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
た
め
に
、
古
い
も
の
に
意
義
を
見
出
す
風
潮
の
な
か
で

は
改
編
さ
れ
な
が
ら
も
廣
く
參
照
さ
れ
た
が
、
新
た
な
『
詩
經
』
圖
譜
が
登
場
し
た
こ
と
で
急
速
に
失

わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

『
詩
經
』
圖
解
の
變
遷
過
程
全
般
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
多
重
的
な
再
生
産
、
そ
し
て
『
詩
經
』

圖
譜
の
根
據
や
來
歷
が
看
過
さ
れ
た
根
本
的
な
原
因
は
『
詩
經
』
圖
譜
の
多
く
が
學
習
の
参
考
資
料
だ

っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
學
習
の
參
考
資
料
は
廣
く
學
習
に
供
さ
れ
る
以
上
、
編
者
の
主
張
で
は

な
く
、
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
內
容
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裏
返
せ
ば
、
廣
く
受
け
入
れ

ら
れ
る
內
容
で
あ
れ
ば
、
い
か
よ
う
に
も
改
編
さ
れ
る
餘
地
が
あ
る
。
『
詩
經
』
圖
譜
の
原
型
で
あ
る

「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
も
、
こ
れ
を
改
編
し
た
後
世
の
『
詩
經
』
圖
譜
も
、
そ
の
內
容
は
當
時
廣
く
行

わ
れ
て
い
た
『
詩
經
』
註
釋
や
關
聯
す
る
資
料
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
て
お
り
、
編
者
自
身
の
見
解
を
示

し
た
も
の
は
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
『
詩
經
』
圖
譜
は
そ
の
時
々
の
學
術
思
潮
の
動
向
を
受
け
て
改
編

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
一
方
、
改
編
が
繰
り
返
さ
れ
な
が
ら
類
似
し
た
圖
解
が
編
纂
さ
れ
續
け
た
こ
と
も
、
『
詩
經
』

圖
譜
が
學
習
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
關
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
『
詩
經
』
の
註
釋
で
は
、
歷

代
多
く
の
學
者
が
自
己
の
見
解
を
示
し
た
の
に
對
し
て
、
學
習
の
對
象
と
な
る
註
釋
は
そ
れ
ほ
ど
多
樣

で
は
な
か
っ
た
。
特
に
元
代
以
降
、
清
代
に
至
る
ま
で
、
科
舉
に
お
い
て
『
詩
經
』
の
經
義
は
朱
熹
『
詩

集
傳
』
に
依
據
す
る
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
『
詩
經
』
圖
譜
は
學
習
の
參
照
資
料
と
し
て
い
か
に

改
編
の
餘
地
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
改
編
の
根
據
と
な
る
『
詩
經
』
の
註
釋
は
限
ら
れ
て
い
た
。
結
局
、

宋
元
以
來
の
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
を
根
底
か
ら
覆
す
よ
う
な
變
化
は
、
經
義
の
變
化
で
は
な
く
、
清

末
に
岡
元
鳳
の
『
毛
詩
品
物
圖
考
』
が
流
行
す
る
ま
で
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
學
習
の
參
照
資
料
と
し
て
新
た
な
解
釋
を
示
す
こ
と
も
な
く
、
限
ら
れ
た
枠
組
み
の
な

か
で
改
編
さ
れ
、
歷
代
類
似
し
た
內
容
を
収
錄
し
て
き
た
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
ど
の
よ
う
な
研
究
意
義

が
あ
る
の
か
。
本
研
究
の
今
後
の
展
望
と
合
わ
せ
て
以
下
に
ま
と
め
る
。 

 

『
詩
經
』
圖
譜
は
『
詩
經
』
註
釋
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
研
究
意
義
も
ま
ず
は
『
詩
經
』
註
釋
史
の

觀
點
か
ら
考
え
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。『
詩
經
』
圖
譜
の
研
究
意
義
は
、『
詩
經
』
註
釋
史
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
。
も
し
、
前
代
と
は
異
な
る
新
た
な
解
釋
の
積
み
重
ね
の
歷
史
を
『
詩
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經
』
の
註
釋
史
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
學
習
の
參
照
資
料
で
あ
る
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
編
者
の
見
解
が
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
き
な
意
義
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。 

だ
が
、
『
詩
經
』
註
釋
史
の
範
圍
に
、
註
釋
の
普
及
や
流
行
、
註
釋
や
學
習
と
の
關
わ
り
ま
で
含
め

る
な
ら
ば
、『
詩
經
』
圖
譜
に
は
研
究
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
詩
經
』
圖
譜
に
収
錄
さ
れ
る
內

容
は
、
南
宋
の
時
に
は
漢
唐
の
註
疏
、
歐
陽
脩
、
蘇
轍
が
主
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
元
代
に
は
主
に
朱

熹
と
そ
の
系
譜
に
連
な
る
解
釋
が
収
錄
さ
れ
、
清
で
は
漢
唐
の
註
疏
と
朱
熹
の
解
釋
が
折
衷
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
『
詩
經
』
圖
譜
の
収
錄
內
容
に
獨
自
の
見
解
は
な
く
と
も
、
學
習
に
用
い
ら
れ
る
か
ら

こ
そ
時
代
の
變
化
に
對
應
し
て
い
た
。「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」
と
繼
承
關
係
に
あ
る
『
詩
經
』
圖
譜
は
、

い
わ
ば
時
代
を
映
す
鏡
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
、
獨
自
の
主
張
を
示
す
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
時
々
で
學
ぶ
べ
き
内
容
を
廣
く
傳
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
の
變

遷
過
程
か
ら
は
、
新
た
な
解
釋
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
過
程
と
相
互
に
關
聯
し
つ
つ
、
こ
れ
と
は
ま

た
異
な
る
『
詩
經
』
註
釋
の
歷
史
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
學
習
の
觀
點
か
ら
考
え
た
場
合
、
『
詩
經
』
を
含
む
經
書
圖
譜
の
利
用
の
實
態
は
、
か
つ
て

の
學
習
や
科
舉
試
驗
の
內
實
を
知
る
手
が
か
り
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。 

例
え
ば
、
元
代
の
程
端
禮
『
程
氏
家
塾
讀
書
分
年
日
程
』
に
は
、
圖
譜
と
學
習
に
關
す
る
記
載
が
見

え
る
。
程
端
禮
の
家
塾
で
は
學
生
が
經
書
を
學
習
す
る
際
、
ま
ず
本
文
や
註
釋
を
す
べ
て
鈔
寫
さ
せ
た
。

そ
の
際
に
用
い
た
經
書
の
卷
頭
に
は
圖
譜
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
鈔
寫
に
あ
た
っ
て
は
「
先
儒
諸
圖
及
說
、

鈔
於
卷
首
。
圖
在
啟
䝉
者
、
不
可
移
（
先
儒
の
諸
圖
及
び
說
は
、
卷
首
に
鈔
す
。
圖
は
啟
䝉
に
在
る
者
、

移
す
べ
か
ら
ず
）
」
と
定
め
て
い
た
一

。
ま
た
、
本
研
究
の
考
察
の
な
か
で
取
り
上
げ
た
清
代
の
楊
魁
植
、

楊
文
源
父
子
が
編
纂
し
た
『
九
經
圖
』
の
楊
文
源
序
に
は
「
（
楊
魁
植
）
又
編
輯
經
圖
、
尚
未
脫
稿
。

展
讀
之
下
、
每
用
愴
然
。
因
近
科
秋
開
、
策
問
屢
以
圖
學
課
士
、
伏
念
先
人
揣
摩
攻
苦
、
纂
集
成
書
、

精
神
爲
憊
（
（
楊
魁
植
）
又
た
經
圖
を
編
輯
す
る
も
、
尚
お
未
だ
稿
を
脫
せ
ず
。
展
讀
の
下
、
每
に
用

て
愴
然
た
り
。
近
科
秋
に
開
か
れ
、
策
問
は
屢
し
ば
圖
學
を
以
て
士
に
課
す
に
因
り
、
伏
し
て
先
人
の

揣
摩
攻
苦
を
念
じ
、
纂
集
し
て
書
と
成
し
、
精
神
は
爲
に
憊
れ
た
り
）」
と
あ
る
。 

こ
の
僅
か
な
例
か
ら
だ
け
で
も
、
圖
譜
が
學
習
の
な
か
で
實
際
に
用
い
ら
れ
た
狀
況
や
圖
譜
に
對
す

る
意
識
、
そ
し
て
科
舉
と
圖
譜
と
の
關
わ
り
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。
『
詩
經
』
な
ど
經
書
が
實
際
に

は
ど
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
學
ば
れ
た
の
か
。
教
育
や
學
習
の
實
態
は
、
讀
書
人
層
の
知
の
大
系
が
形
成

さ
れ
る
過
程
を
考
え
る
上
で
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
學
習
の
参
照
資
料
で
あ
る
経
書
の
圖
譜
を
初
め
と

し
て
、
舉
業
書
や
日
記
な
ど
、
種
々
の
資
料
を
檢
討
す
る
こ
と
で
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
し
て
も
う
一
つ
、『
詩
經
』
圖
譜
は
『
詩
經
』
の
名
物
を
考
證
す
る
上
で
も
參
照
さ
れ
た
ら
し
い
。
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一
例
と
し
て
、『
朱
子
語
類
』
に
は
「
書
坊
印
得
六
經
、
前
面
纂
圖
子
、
也
略
可
觀
。
如
車
圖
、
雖
不
甚
詳
、

然
大
概
也
是
（
書
坊
六
經
を
印
し
得
た
り
、
前
面
に
圖
子
を
纂
め
、
也
た
略
や
觀
る
べ
し
。
車
圖
の
如
き
は
、

甚
し
く
は
詳
し
か
ら
ず
と
雖
も
、
然
る
に
大
概
も
也
た
是
な
り
）」
と
あ
る
二

。
こ
の
朱
熹
の
言
葉
を
記
錄
し

た
黃
義
剛
は
紹
熙
四
年
（
一
一
九
三
）
の
半
年
閒
と
慶
元
五
（
一
一
九
九
）
か
ら
こ
の
翌
年
初
め
ま
で
朱
熹

に
師
事
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
現
存
す
る
南
宋
の
経
書
圖
譜
に
よ
る
限
り
、「
車
圖
」
が
收
錄
さ

れ
て
い
る
の
は
『
詩
經
』
の
圖
譜
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
朱
熹
が
見
た
の
は
恐
ら
く
『
毛
詩
圖
說
』
か
『
纂

圖
互
註
毛
詩
』
の
「
毛
詩
舉
要
圖
」
の
よ
う
な
圖
譜
で
あ
ろ
う
三

。
こ
の
記
載
か
ら
は
、
朱
熹
や
そ
の
門
弟

の
間
で
は
『
詩
經
』
坊
本
の
圖
譜
が
『
詩
經
』
の
解
釋
や
考
證
の
資
足
り
得
る
か
を
議
論
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
『
詩
經
』
圖
譜
の
內
容
が
『
詩
經
』
の
解
釋
や
註
釋
に
影
響
を
與
え
た
の
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
調

査
、
檢
討
す
る
餘
地
は
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

最
後
に
、
『
詩
經
』
圖
譜
は
、
日
中
に
お
け
る
『
詩
經
』
解
釋
の
異
同
を
知
る
上
で
も
研
究
意
義
が

認
め
ら
れ
る
。
日
本
に
は
中
國
か
ら
傳
わ
っ
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
ほ
か
、
江
戶
時
代
以
降
、
日
本
人
の

手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
も
數
多
く
傳
わ
っ
て
い
る
。
比
較
的
早
い
時
期
に
は
新
井
白

石
が
木
下
順
庵
と
稻
生
若
水
の
助
力
を
得
て
、
將
軍
へ
の
進
講
の
た
め
に
完
成
さ
せ
た
『
詩
經
圖
』
が

あ
る
。
そ
の
後
、
尾
田
玄
古
『
五
經
圖
解
』
の
「
詩
經
圖
解
」（
一
七
一
七
年
）
、
淵
在
寛
『
陸
氏
鳥
獸

草
木
蟲
魚
疏
圖
』（
一
七
七
八
年
）
、
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』（
一
七
八
四
年
）、
松
本
愚
山
『
五
經
圖

彙
』
の
「
詩
經
圖
彙
」（
一
七
九
一
年
）
、
細
井
東
陽
『
詩
經
名
物
圖
解
』（
一
八
四
八
年
）
な
ど
が
編
纂
さ

れ
た
四

。 

こ
れ
ら
の
圖
譜
の
な
か
で
も
、
松
本
愚
山
『
五
經
圖
彙
』
は
そ
の
凡
例
に
清
代
の
王
皓
『
六
經
圖
』

を
校
訂
、
改
編
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
新
井
白
石
『
詩
經
圖
』
と
尾
田
玄
古
「
詩
經
圖
解
」
は
中
國

の
『
詩
經
』
圖
譜
と
動
植
物
圖
を
折
衷
し
た
內
容
で
あ
り
、
淵
在
寛
『
陸
氏
鳥
獸
草
木
蟲
魚
疏
圖
』
と

岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
、
細
井
東
陽
『
詩
經
名
物
圖
解
』
は
專
ら
動
植
物
圖
を
収
錄
し
た
圖
譜
で

あ
る
。
ま
た
、
徐
鼎
の
『
毛
詩
名
物
圖
說
』
は
日
本
へ
傳
わ
り
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
飜
刻
さ
れ

て
お
り
、
本
草
學
者
の
小
野
蘭
山
と
そ
の
門
弟
で
あ
る
春
木
煥
光
が
同
書
の
內
容
を
檢
討
し
た
『
毛
詩

名
物
圖
說
和
名
問
答
』
も
傳
わ
っ
て
い
る
五

。 

こ
れ
ら
一
部
の
內
容
か
ら
だ
け
で
も
、
日
本
の
『
詩
經
』
圖
譜
に
は
中
國
の
圖
譜
の
影
響
を
受
け
た

も
の
が
存
在
す
る
ほ
か
、
中
國
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
動
植
物
圖
が
盛
ん
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
日
中
で
編
纂
さ
れ
た
『
詩
經
』
圖
譜
の
比
較
を
通
じ
て
、
兩
國
の
學
術
風
土
の
違
い
、
そ
し

て
學
術
交
流
の
一
端
を
解
明
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

一 

程
端
禮
『
程
氏
家
塾
讀
書
分
年
日
程
』（
黃
山
書
社
、
一
九
九
二
年
）
卷
一
に
よ
る
。 
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二 

黎
靖
德
『
朱
子
語
類
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
卷
一
三
八
）「
雜
類
」
に
よ
る
。 

三 

田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」
（『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
卷
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
二

四
四
頁
に
よ
る
。 

四 

新
井
白
石
『
詩
經
圖
』
は
宮
內
庁
書
陵
部
所
藏
。
そ
の
編
纂
經
緯
は
、
伴
蒿
蹊
『
續
近
世
畸
人
傳
』
卷
二

「
松
岡
恕
庵
、
附
稲
生
若
水
」
に
見
え
る
。
細
井
東
陽
『
詩
經
名
物
圖
解
』
は
稿
本
、
國
會
圖
書
館
所
藏
。

尾
田
玄
古
『
五
經
圖
解
』、
淵
在
寛
『
陸
氏
鳥
獸
草
木
蟲
魚
疏
圖
』、
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』、
松
本
愚
山

『
五
經
圖
彙
』
は
刊
本
で
あ
り
複
數
傳
來
し
て
い
る
た
め
、
所
藏
箇
所
は
省
略
す
る
。 

五 

神
宮
文
庫
に
稿
本
が
所
藏
さ
れ
て
い
る
。 
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主
要
參
考
文
獻 

 

詩
經
圖
譜 

宋 

鄭
玄
撰
、
歐
陽
脩
補
『
鄭
氏
詩
譜
』（
『
四
部
叢
刊
續
編
』（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
六
年
）
収

錄
の
上
海
潘
氏
滂
喜
齊
藏
宋
本
影
印
） 

唐
仲
友
『
帝
王
經
世
圖
譜
』（
胡
鳳
丹
『
金
華
叢
書
』
子
部
、『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
九
二
二

冊
所
収
） 

『
帝
王
經
世
圖
譜
』（
嚴
一
萍
選
輯
『
百
部
叢
書
集
成
』
九
十
五
収
錄
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
八

年
） 

『
監
本
纂
圖
重
言
重
意
互
註
點
校
毛
詩
』
二
種
（
北
京
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
） 

『
六
經
圖
殘
存
二
種
』（
國
會
圖
書
館
所
藏
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
國
會
圖
書
館
攝
製
北
平
圖
書
館

善
本
書
膠
片
」
収
錄
） 

『
纂
圖
互
註
毛
詩
』（
臺
灣
故
宮
博
物
院
所
影
印
、
一
九
九
四
年
） 

「
毛
詩
舉
要
圖
」
（
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
） 

 

元 

胡
一
桂
『
詩
集
傳
附
錄
纂
疏
』
（
『
續
修
四
庫
全
書
』
第
五
十
七
冊
所
収
） 

『
詩
集
傳
名
物
鈔
』（
嚴
一
萍
選
輯
『
百
部
叢
書
集
成
』
九
十
五
収
錄
、
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
八

年
） 

許
謙
撰
、
郭
鹏
點
校
『
毛
詩
名
物
鈔
』（
『
元
代
古
籍
集
成
』
經
部
詩
類
、
北
京
師
範
大
學
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
） 

羅
復
『
詩
集
傳
音
釋
』
雙
桂
堂
重
刊
本
（
北
京
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
） 

朱
熹
『
詩
集
傳
』
宗
文
精
舍
刊
元
刻
本
（
足
利
學
校
所
藏
） 

劉
瑾
『
詩
集
傳
通
釋
（
詩
傳
通
釋
）
』
劉
氏
日
新
堂
元
刊
本
（
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
） 

劉
瑾
『
詩
集
傳
通
釋
（
詩
傳
通
釋
）
』
劉
氏
日
新
堂
元
刊
本
（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

劉
瑾
『
詩
集
傳
通
釋
（
詩
傳
通
釋
）
』
（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
嘉
永
三
年
和
刻
本
） 

劉
瑾
撰
、
劉
鎂
硒
、
李
曌
宇
、
馬
千
惠
點
校
『
詩
集
傳
通
釋
』（
『
元
代
古
籍
集
成
』
整
理
校
勘
本
、

北
京
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
） 

 

明 

『
詩
經
大
全
』
永
楽
年
間
刻
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
藏
） 

『
詩
經
大
全
』
成
化
七
年
王
氏
善
敬
堂
刊
本
（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
） 

朱
熹
『
詩
集
傳
』
司
禮
監
刊
（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
） 

161



呂
柟
『
詩
樂
圖
譜
』
嘉
靖
十
五
年
國
子
監
刊
本
（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
） 

胡
賓
『
六
經
圖
全
集
』
（
北
京
國
家
圖
書
館
所
藏
） 

胡
明
勗
『
新
刊
詩
經
集
成
圖
譜
』（
國
會
圖
書
館
所
藏
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
國
會
圖
書
館
攝
製
北

平
圖
書
館
善
本
書
膠
片
」
収
錄
） 

葉
向
高
『
葉
太
史
參
補
古
今
大
方
詩
經
大
全
』
萬
曆
三
十
三
年
刊
本
（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所

藏
） 

葉
向
高
『
葉
太
史
參
補
古
今
大
方
詩
經
大
全
』
萬
曆
三
十
三
年
刊
本
（
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
本
） 

盧
謙
、
章
達
編
『
五
經
圖
』（
國
立
公
文
書
館
藏
紅
葉
山
文
庫
舊
藏
本
） 

吳
繼
仕
刊
『
七
經
圖
』
（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
） 

楊
甲
編
、
吳
繼
仕
飜
刻
『
六
經
圖
』
影
印
本
（
學
苑
出
版
社
、
一
九
九
八
年
） 

郭
若
維
刊
『
六
經
圖
』
（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
） 

顧
起
元
『
新
刻
顧
鄰
初
太
史
硃
批
詩
經
金
丹
』
（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
） 

鐘
惺
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
經
部
・
第
六
四
册
） 

陳
重
光
『
毛
詩
正
變
指
南
圖
』
（
復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
本
） 

徐
奮
鵬
『
採
輯
名
家
批
評
詩
經
刪
補
』
（
復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

『
詩
經
註
疏
大
全
合
纂
』
北
京
大
學
圖
書
館
藏
明
崇
禎
刻
本
影
印
（
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
第
七

十
冊
収
錄
） 

朱
公
遷
『
詩
經
疏
義
』
明
刊
本
（
静
嘉
堂
文
庫
所
藏
明
刊
本
） 

 

清 

『
徐
九
一
先
生
訂
五
經
大
全
』
（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
） 

『
黃
際
飛
先
生
校
訂
五
經
大
全
』
（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
藏
） 

姜
文
燦
『
詩
經
正
解
』
（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
本
） 

趙
燦
英
『
詩
經
集
成
』
（
復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

江
為
龍
『
朱
子
六
經
圖
』
（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
第
一
五
二
冊
） 

高
朝
瓔
『
詩
經
體
註
圖
考
』
道
光
十
四
年
晉
祁
書
業
堂
刊
本
（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

高
儕
鶴
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
影
印
本
（
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
九
一
年
） 

潘
寀
鼎
『
六
經
圖
考
』
（
復
旦
大
學
圖
書
館
所
藏
本
） 

常
定
遠
『
六
經
全
圖
』
（
京
都
大
學
文
學
部
圖
書
館
、
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
） 

盧
雲
英
『
五
經
圖
』（
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
一
五
二
冊
所
收
） 

王
鴻
緒
等
敕
撰
『
欽
定
詩
經
傳
說
彙
纂
』（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
經
部
第
八
十
三
冊
、
國
立
公

文
書
館
所
藏
清
刊
本
お
よ
び
加
賀
藩
翻
刻
本
） 

王
皓
『
六
經
圖
定
本
』
（
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
一
五
三
冊
所
収
） 

鄭
之
僑
『
六
經
圖
』（
國
立
公
文
書
館
、
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

鄒
梧
岡
『
詩
經
體
註
圖
考
大
全
』
道
光
十
四
年
刊
本
（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

徐
鼎
『
毛
詩
名
物
圖
說
』 
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（
北
京
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
乾
隆
三
十
六
年
刻
本
お
よ
び
宮
城
縣
圖
書
館
所
藏
文
化
五
年
翻
刻

本
） 

楊
魁
植
、
楊
文
源
『
九
經
圖
』
（
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
一
五
三
冊
所
収
） 

尹
繼
美
『
詩
地
理
攷
略
』『
續
修
四
庫
全
書
』（
經
部
第
七
十
六
冊
）
収
錄
本
（
復
旦
大
學
圖
書
館
所

藏
同
治
三
年
鼎
吉
堂
刻
本
） 

蔣
光
煦
飜
刻
『
詩
集
傳
音
釋
』
光
緒
乙
丑
戶
部
刊
影
印
本
（
中
國
書
店
、
出
版
年
代
不
明
） 

方
玉
潤
『
詩
經
原
始
』
（
『
續
修
四
庫
全
書
』
第
七
十
三
冊
所
収
） 

李
先
耕
點
校
、
方
玉
潤
傳
『
詩
經
原
始
』
上
下
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
） 

『
繪
圖
監
本
詩
經
』（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

『
章
福
記
監
本
詩
經
』
（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』
上
海
積
山
書
局
版
、
掃
葉
山
房
版
（
上
海
圖
書
館
所
藏
）、
森
寶
閣
發

兌
本
（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

『
改
良
繪
圖
品
物
圖
攷
詩
經
監
本
』
（
北
京
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
） 

『
御
纂
繪
圖
詩
經
詩
意
折
中
』
（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

上
海
天
寶
書
局
『
監
本
詩
經
』
（
北
京
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

 

日
本 新

井
白
石
『
詩
經
圖
』
（
宮
內
廳
書
陵
部
所
藏
） 

尾
田
玄
古
『
五
經
圖
解
』
（
東
北
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

淵
在
寛
『
陸
氏
鳥
獸
草
木
蟲
魚
疏
圖
』
（
國
立
公
文
書
館
所
藏
） 

岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
圖
攷
』（
國
立
公
文
書
館
所
藏
） 

松
本
愚
山
『
五
經
圖
彙
』
（
早
稻
田
大
學
圖
書
館
所
藏
） 

細
井
東
陽
『
詩
經
名
物
圖
解
』
稿
本
（
國
會
圖
書
館
所
藏
） 

小
野
蘭
山
、
春
木
煥
光
『
毛
詩
名
物
圖
說
和
名
問
答
』
（
神
宮
文
庫
所
藏
） 

 

そ
の
他
古
典
籍 

整
理
・
校
點
本
、
影
印
本 

陳
振
孫
撰
、
徐
小
蠻
、
顧
美
華
點
校
『
直
齋
書
錄
解
題
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
） 

馬
端
臨
『
文
獻
通
考
・
經
籍
考
』
（
新
文
豐
出
版
社
、
一
九
六
四
年
） 

黄
虞
稷
撰
、
瞿
鳳
起
、
潘
景
鄭
整
理
『
千
頃
堂
書
目
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

朱
彝
尊
『
經
義
考
』（
中
華
書
局
影
印
、
一
九
九
七
年
） 

『
欽
定
四
庫
全
書
總
目
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
） 

于
敏
中
等
撰
『
欽
定
天
祿
琳
琅
書
目
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
） 

瞿
鏞
『
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
書
目
錄
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
） 

周
中
孚
撰
、
黄
曙
輝
、
印
暁
峰
標
校
『
鄭
堂
讀
書
記
』
（
上
海
書
店
、
二
〇
〇
九
年
） 

陳
鳣
『
經
籍
跋
文
』（
『
宋
版
書
考
錄
』
北
京
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
所
収
） 
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傅
增
湘
『
藏
園
群
書
題
記
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
） 

『
中
國
歷
代
經
籍
典
』
（
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
九
三
年
） 

 

朱
傑
人
、
李
慧
玲
整
理
『
毛
詩
註
疏
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
） 

『
河
南
程
氏
經
說
』（
『
二
程
全
書
』
臺
灣
中
華
書
局
影
印
『
四
部
備
要
』
、
一
九
六
五
年
） 

嚴
粲
『
詩
緝
』
（
『
四
庫
全
書
珍
本
』
七
集
所
収
）  

蘇
轍
『
詩
集
傳
』
淳
煕
七
年
刊
本
影
印
（
『
書
目
文
獻
出
版
社
』
、
一
九
九
〇
年
） 

姜
炳
璋
『
詩
序
補
義
』
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
八
十
九
冊
） 

姚
際
恒
『
詩
經
発
題
』
（
嚴
一
萍
選
輯
『
叢
書
集
成
三
編
』
十
九
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
二
年
） 

 

陸
璣
『
毛
詩
草
木
鳥
獸
蟲
魚
疏
』
（
『
津
逮
祕
書
』
所
収
、
藝
文
印
書
館
影
印
、
一
九
六
六
年
） 

聶
崇
義
『
新
定
三
禮
圖
』
宋
淳
熙
二
年
本
影
印
（
鄭
振
鐸
編
『
中
國
古
代
版
畫
叢
刊
』
一
、
上
海
古

籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
） 

陳
祥
道
『
禮
書
』
至
正
七
年
福
州
路
儒
學
刊
明
修
本
影
印
（
北
京
圖
書
館
古
籍
出
版
編
輯
組
輯
『
北

京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
三
經
部
、
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
八
八
年
） 

楊
復
『
儀
禮
圖
』
（『
通
志
堂
經
解
』
所
収
） 

吳
承
仕
『
經
典
釋
文
序
錄
疏
證
』
（
中
文
出
版
社
、
一
九
八
二
年
） 

陸
德
明
『
經
典
釋
文
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
） 

陳
晹
『
樂
書
』
（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
二
一
一
冊
） 

朱
載
堉
『
鄉
飲
詩
樂
譜
』
（『
楽
律
全
書
』、
『
北
京
圖
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
第
四
収
錄
） 

『
欽
定
大
清
會
典
則
例
』
（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
六
百
十
九
冊
） 

朱
睦
㮮
『
授
經
圖
義
例
』
（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
六
七
五
冊
） 

江
藩
撰
、
鍾
哲
整
理
『
國
朝
漢
學
師
承
記
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
） 

黄
宗
羲
『
宋
元
學
案
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
） 

黎
靖
德
編
、
王
星
賢
點
校
『
朱
子
語
類
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
） 

程
端
禮
撰
、
姜
漢
椿
校
註
『
程
氏
家
塾
讀
書
分
年
日
程
』（
黃
山
書
社
、
一
九
九
二
年
） 

 

『
宋
史
』
（
中
華
書
局
排
印
本
、
一
九
八
五
年
） 

『
元
史
』
（
中
華
書
局
排
印
本
、
一
九
七
六
年
） 

『
明
史
』
（
中
華
書
局
排
印
本
、
一
九
七
四
年
） 

『
清
史
稿
』（
中
華
書
局
排
印
本
、
一
九
七
六
年
） 

陳
立
撰
、
吳
則
虞
點
校
『
白
虎
通
義
疏
證
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
） 

鄭
樵
『
通
志
二
十
略
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
） 

王
象
之
『
輿
地
碑
記
目
』
（
『
叢
書
集
成
初
編
』
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
所
収
） 

李
賢
等
撰
『
大
明
一
統
志
』（
三
秦
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
） 

康
熙
『
福
建
通
志
』（
『
中
國
地
方
志
集
成
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
書
店
、
巴
蜀
書
社
、
二
〇
一
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一
年
所
収
） 

『
光
緒
重
脩
安
徽
通
志
』（
『
中
國
地
方
志
集
成
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
上
海
書
店
、
巴
蜀
書
社
、
二

〇
一
一
年
所
収
） 

李
春
龍
審
定
、
江
燕
・
文
元
明
・
王
玨
點
校
『
新
纂
雲
南
通
志
』（
雲
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
七

年
） 

 

張
彥
遠
撰
、
長
廣
敏
雄
譯
註
『
歷
代
名
畫
記
』
（
東
洋
文
庫
三
〇
一
、
平
凡
社
、
一
九
六
三
年
） 

李
昉
等
编
『
太
平
廣
記
』
（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
五
九
年
） 

王
應
麟
『
玉
海
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
） 

王
應
麟
撰
、
翁
元
圻
輯
註
、
欒
保
羣
、
田
松
青
、
呂
宗
力
校
點
『
困
學
紀
聞
註
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
八
年
） 

顧
炎
武
撰
、
黄
汝
成
集
釋
、
欒
保
群
校
註
『
日
知
錄
集
釋
』
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
） 

 

度
正
『
性
善
堂
稿
』（
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
一
七
〇
冊
） 

樓
鑰
『
攻
媿
集
』
（
臺
灣
商
務
印
書
館
『
四
部
叢
刊
初
編
』
、
一
九
七
五
年
） 

黃
溍
『
黃
文
獻
公
集
』
（
『
叢
書
集
成
初
編
』
所
収
、
一
九
八
五
年
） 

馮
金
伯
『
墨
香
居
畫
識
』（
『
中
國
歷
代
畫
史
匯
編
』
第
四
卷
、
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年
） 

『
墨
林
今
話
』
（
周
駿
富
輯
『
清
代
傳
記
叢
刊
』
明
文
書
局
、
一
九
八
五
年
） 

李
驎
『
虬
峰
文
集
』
（
『
四
庫
禁
燬
書
叢
刊
』
北
京
出
版
社
、
一
九
九
八
年
） 

陳
思
『
兩
宋
名
賢
小
集
』
（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
一
三
六
二
～
一
三
六
四
冊
） 

 

著
書 

日
本
語 

『
支
那
古
版
畫
圖
錄
』
（
美
術
懇
話
會
、
一
九
三
二
年
） 

『
明
清
插
圖
本
圖
錄
』
（
薄
井
君
入
營
記
念
會
、
一
九
四
二
年
） 

伴
蒿
蹊
『
續
近
世
畸
人
傳
』
（
『
東
洋
文
庫
』
二
〇
二
所
収
、
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
） 

阿
部
隆
一
『
中
國
訪
書
志
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
） 

村
山
吉
廣
、
江
口
尚
純
編
『
詩
經
研
究
文
獻
目
錄
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
） 

『
静
嘉
堂
文
庫
宋
元
版
圖
錄
』
「
解
題
篇
」
お
よ
び
「
圖
版
篇
」
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
） 

竹
岡
友
三
『
醫
家
人
名
辭
書
』（
芳
賀
登
、
杉
本
つ
と
む
等
編
『
日
本
人
物
情
報
大
系
』
、
皓
星
社
、

二
〇
〇
〇
年
） 

米
山
寅
太
郎
『
圖
説
中
國
印
刷
史
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
） 

 

中
國
語 

王
伯
敏
『
中
國
版
畫
史
』
（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
六
一
年
） 
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鄭
振
鐸
編
『
中
國
古
代
版
畫
叢
刊
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
） 

梁
戰
、
郭
群
一
編
著
『
歷
代
藏
書
家
辭
典
』
（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
） 

陳
廣
宏
『
鍾
惺
年
譜
』
（
復
旦
大
學
出
版
社
、
一
九
九
三
年
） 

上
海
古
籍
出
版
社
編
『
中
國
古
代
版
畫
叢
刊
二
編
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
） 

李
致
忠
『
宋
版
書
敘
錄
』
（
北
京
圖
書
館
出
版
社
、
一
九
九
四
年
） 

錢
穆
『
國
學
概
論
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
七
年
） 

周
心
慧
『
中
國
古
代
版
畫
史
論
集
』
（
學
苑
出
版
社
、
一
九
九
八
年
） 

周
心
慧
『
中
國
古
版
畫
通
史
』
（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
） 

上
海
出
版
志
編
纂
委
員
會
編
『
上
海
出
版
志
』
（
上
海
社
會
科
學
院
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
） 

寇
淑
慧
『
二
十
世
紀
詩
經
研
究
文
獻
目
錄
』
（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

戴
唯
『
詩
經
研
究
史
』
（
湖
南
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
） 

薛
冰
『
中
國
版
本
文
化
叢
書
・
插
圖
本
』
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

洪
湛
侯
『
詩
經
學
史
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
） 

周
心
慧
『
中
國
版
畫
史
叢
稿
』
（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
） 

祝
重
壽
『
中
國
插
圖
藝
術
史
話
』
（
清
華
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
） 

劉
毓
慶
『
歴
代
詩
經
著
述
考
（
先
秦
～
元
代
）
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
） 

張
秀
民
著
、
韓
琦
增
訂
『
中
國
印
刷
史
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
） 

徐
小
蠻
、
王
福
康
『
中
國
古
代
插
圖
史
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
） 

夏
傳
才
『
詩
經
研
究
史
概
要
』
（
清
華
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
） 

劉
師
培
著
、
陳
居
淵
註
『
經
學
教
科
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
） 

揚
之
水
『
詩
經
名
物
新
證
』（
修
訂
版
、
天
津
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
） 

李
先
耕
『
鍾
惺
著
述
考
』
（
黒
竜
江
大
學
出
版
社 

二
〇
〇
八
年
） 

劉
毓
慶
『
歴
代
詩
經
著
述
考
（
明
代
）
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
） 

皮
錫
瑞
著
、
周
予
同
註
釋
『
經
學
歴
史
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
） 

皮
錫
瑞
著
、
周
予
同
註
釋
『
經
學
通
論
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
） 

鄭
振
鐸
『
漫
歩
書
林
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
） 

張
之
洞
著
、
范
希
曾
補
正
、
孫
文
泱
增
訂
『
增
訂
書
目
答
問
補
正
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
） 

柯
律
格
著
、
黃
曉
鵑
譯
『
明
代
的
圖
像
與
視
覺
性
』
（
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
） 

夏
傳
才
『
詩
經
學
大
辭
典
』（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
） 

 

論
文
・
雜
誌 

日
本
語 

古
原
宏
伸
「
詩
經
圖
と
孝
經
圖
」
（
美
術
史
學
會
『
美
術
史
』
第
十
九
巻
、
一
九
六
九
年
） 

田
中
謙
二
「
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
」
（
『
田
中
謙
二
著
作
集
』
第
三
卷
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇

一
年
） 
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陳
捷
「
『
毛
詩
品
物
圖
考
』
よ
り
見
た
十
八
世
紀
に
お
け
る
新
し
い
「
知
」
の
形
成
」（
川
原
秀
城
編

『
西
學
東
漸
と
東
ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
） 

 

中
國
語 

鄭
振
鐸
「
關
於
詩
經
研
究
的
重
要
書
籍
介
紹
」（
商
務
印
書
館
『
小
説
月
報
』
一
九
二
三
年
第
三
期
） 

王
敏
、
徐
自
強
「
石
刻
『
六
經
圖
』
記
」（
國
家
圖
書
館
『
國
家
圖
書
館
學
刊
』
一
九
八
〇
年
三
期
） 

汪
前
進
「
石
刻
『
六
經
圖
』
綜
考
」（
中
國
科
學
院
自
然
科
學
史
研
究
所
『
自
然
科
學
史
研
究
』
一

九
九
三
年
一
期
） 

楊
仁
愷
「
關
於
馬
和
之
『
詩
經
圖
』
的
一
些
問
題
」（
南
京
博
物
院
『
東
南
文
化
』
二
〇
〇
〇
年
二

期
） 

吳
長
庚
、
馮
會
明
「『
六
經
圖
』
碑
本
書
本
之
流
傳
與
演
變
」
）（
江
西
省
社
會
科
學
院
『
江
西
社
會

科
學
』
二
〇
〇
三
年
二
期
） 

吳
長
庚
「
六
經
圖
碑
述
考
」（
中
國
孔
子
基
金
會
『
孔
子
研
究
』
二
〇
〇
三
年
二
期
） 

「
岭
南
人
文
圖
說
之
七
十
二―

『
六
經
圖
』
與
鄭
之
僑
」（
廣
東
省
社
會
科
學
界
聯
合
會
『
學
術
研

究
』
二
〇
〇
九
年
十
二
期
） 

盧
錦
堂
「
詩
情
書
意
―
『
詩
經
圖
譜
慧
解
』
國
家
圖
書
館
古
籍
善
本
雜
詠
之
五
」（
國
家
圖
書
館
（
臺

灣
）
編
『
全
國
新
書
資
訊
月
刊
』
二
〇
一
〇
年
十
月
号
） 

向
達
「
方
玉
潤
著
述
考
」
（
國
家
圖
書
館
出
版
社
『
名
家
著
述
考
』
二
〇
一
〇
年
所
収
） 

薛
景
「
『
詩
經
』
圖
學
概
况
及
研
究
意
義
」
（
『
畢
節
學
院
學
報
』
二
〇
一
一
年
一
期
） 

楊
艷
燕
「
『
六
經
圖
考
』
刊
刻
年
代
考
辨
」（
上
海
圖
書
館
學
會
『
圖
書
館
雜
誌
』
二
〇
一
一
年
七
期
） 

揚
之
水
「
馬
和
之
詩
經
圖
」（
教
育
部
全
國
高
等
院
校
古
籍
整
理
研
究
工
作
委
員
會
『
中
國
典
籍
與

文
化
』
二
〇
一
二
年
一
期
） 

沈
亞
丹
「
『
詩
經
圖
』:

一
个
宋
儒
的
詩
學
圖
像
文
本
」（
中
國
藝
術
研
究
院
『
文
藝
研
究
』
二
〇
一

二
年
九
期
） 

李
傑
榮
「
漢
之
唐
代
的
詩
經
圖
」（
河
北
師
範
大
學
『
河
北
師
範
大
學
學
報
』(

哲
學
社
會
科
學
版)

二
〇
一
三
年
一
期
） 

張
玖
青
、
曹
建
國
「
唐
前
『
詩
經
』
圖
考
論
」（
中
國
藝
術
研
究
院
『
文
藝
研
究
』
二
〇
一
三
年
三

期
） 

肖
嬌
嬌
「
日
本
江
戶
時
代
岡
元
鳳
『
毛
詩
品
物
考
』
的
傳
播
」（
四
川
大
學
中
國
俗
文
化
研
究
所
『
新

國
學
』
二
〇
一
四
年
） 

莊
雅
州
「
「
毛
詩
名
物
圖
說
」
與
「
毛
詩
品
物
圖
考
」
異
同
論
」（
中
國
詩
經
學
會
『
詩
經
研
究
叢
刊
』

二
〇
一
五
年
第
二
期
） 

喬
輝
「
楊
甲
『
六
經
圖
』
之
禮
圖
考
論
」（
南
京
師
範
大
學
文
學
院
學
報
二
〇
一
六
年
三
期
） 
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初
出
一
覽 

 

本
論
文
で
は
論
の
展
開
上
、
既
發
表
の
内
容
を
加
筆
、
修
正
し
た
上
で
大
幅
に
組
み
替
え
た
。
こ
の

た
め
、
既
發
表
の
論
文
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
複
數
の
章
節
に
分
散
し
て
お
り
、
章
節
ご
と
に
示
す
と
極

め
て
煩
雜
に
な
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
既
發
表
の
論
文
を
列
舉
し
て
番
號
を
振
り
、
こ
の
番
號
に
よ
っ
て

章
節
ご
と
の
初
出
を
示
し
た
。 

  

①
「
『
詩
經
』
註
釋
史
に
お
け
る
「
毛
詩
舉
要
圖
」
の
意
義
」
（
日
本
中
國
學
會
『
日
本
中
國
學
會
報
』 

（
六
十
四
）
一
四
三
～
一
五
五
頁
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
）  

②
「
『
詩
經
』
圖
解
本
の
變
遷
―
宋
か
ら
明
初
ま
で
―
」 

（
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
『
中
國
文
學
研
究
』(

三
十
八) 
十
八~

三
十
六
頁
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
）  

③
「
「
詩
經
大
全
圖
」
と
「
詩
傳
圖
」 

―
明
清
期
の
勅
撰
『
詩
經
』
圖
解
に
つ
い
て
―
」 

（
同
右
『
中
國
文
學
研
究
』(

三
十
九) 

二
十
一~
四
十
頁
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）  

④
「
明
代
『
詩
經
』
圖
解
の
變
化
に
つ
い
て
―
嘉
靖
年
間
以
降
の
圖
解
三
種
を
中
心
に
―
」 

（
同
右
『
中
國
文
學
研
究
』(

四
十) 

三
十
八~

五
十
四
頁
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
）  

⑤
「
清
代
の
『
詩
經
』
圖
解
に
つ
い
て
―
前
代
の
繼
承
と
改
編
―
」 

（
同
右
『
中
國
文
學
研
究
』(

四
十
一) 

二
十
二~

四
十
六
頁
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）  

 

第
一
章 

 第
一
節 

書
き
下
ろ
し
。 

第
二
節 

①
、
② 

第
三
節 

② 

第
四
節 

②
、
③
、
④ 

第
五
節 

⑤ 

 

第
二
章 

 第
一
節 

①
、
② 

第
二
節 

② 
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第
三
章 

 第
一
節 

③ 
第
二
節 
③ 

第
三
節 
書
き
下
ろ
し
。 

第
四
節 

⑤ 

第
五
節 

書
き
下
ろ
し
。 

 

第
四
章 

 第
一
節 

④
、
⑤ 

第
二
節 

書
き
下
ろ
し
。 
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